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１．議事日程 
 

諸 報 告 
日程第１ 会議録署名議員の指名 
日程第２ 会期の決定について 
日程第３ 報告第９号 平成２０年度北杜市一般会計継続費精算報告書報告の件 
日程第４ 報告第１０号 平成２０年度北杜市健全化判断比率報告の件 
日程第５ 報告第１１号 平成２０年度北杜市資金不足比率報告の件 
日程第６ 報告第１２号 専決処分の報告について（損害賠償の額の決定） 
日程第７ 認定第１号 平成２０年度北杜市一般会計歳入歳出決算の認定 
日程第８ 認定第２号 平成２０年度北杜市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定 
日程第９ 認定第３号 平成２０年度北杜市老人保健特別会計歳入歳出決算の認定 
日程第１０ 認定第４号 平成２０年度北杜市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の

認定 
日程第１１ 認定第５号 平成２０年度北杜市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定 
日程第１２ 認定第６号 平成２０年度北杜市居宅介護支援事業特別会計歳入歳出決算

の認定 
日程第１３ 認定第７号 平成２０年度北杜市簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定 
日程第１４ 認定第８号 平成２０年度北杜市下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定 
日程第１５ 認定第９号 平成２０年度北杜市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算

の認定 
日程第１６ 認定第１０号 平成２０年度北杜市甲陵中・高等学校特別会計歳入歳出決算

の認定 
日程第１７ 認定第１１号 平成２０年度北杜市辺見診療所特別会計歳入歳出決算の認定 
日程第１８ 認定第１２号 平成２０年度北杜市白州診療所特別会計歳入歳出決算の認定 
日程第１９ 認定第１３号 平成２０年度北杜市土地開発事業特別会計歳入歳出決算の認定 
日程第２０ 認定第１４号 平成２０年度北杜市明野財産区特別会計歳入歳出決算の認定 
日程第２１ 認定第１５号 平成２０年度北杜市須玉財産区特別会計歳入歳出決算の認定 
日程第２２ 認定第１６号 平成２０年度北杜市高根財産区特別会計歳入歳出決算の認定 
日程第２３ 認定第１７号 平成２０年度北杜市長坂財産区特別会計歳入歳出決算の認定 
日程第２４ 認定第１８号 平成２０年度北杜市大泉財産区特別会計歳入歳出決算の認定 
日程第２５ 認定第１９号 平成２０年度北杜市小淵沢財産区特別会計歳入歳出決算の認定 
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日程第２６ 認定第２０号 平成２０年度北杜市白州財産区特別会計歳入歳出決算の認定 
日程第２７ 認定第２１号 平成２０年度北杜市武川財産区特別会計歳入歳出決算の認定 
日程第２８ 認定第２２号 平成２０年度北杜市浅尾原財産区特別会計歳入歳出決算の認定 
日程第２９ 認定第２３号 平成２０年度北杜市病院事業特別会計決算の認定 
日程第３０ 議案第７２号 北杜市中小企業振興基本条例の制定について 
日程第３１ 議案第７３号 北杜市行政組織条例の一部を改正する条例について 
日程第３２ 議案第７４号 北杜市行政区長設置条例の一部を改正する条例について 
日程第３３ 議案第７５号 北杜市国民健康保険条例の一部を改正する条例について 
日程第３４ 議案第７６号 北杜市後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例に

ついて 
日程第３５ 議案第７７号 北杜市老人医療費助成金支給条例の一部を改正する条例につ

いて 
日程第３６ 議案第７８号 北杜市重度心身障害者医療費助成条例の一部を改正する条例

について 
日程第３７ 議案第７９号 北杜市ひとり親家庭医療費助成に関する条例の一部を改正す

る条例について 
日程第３８ 議案第８０号 北杜市子ども医療費助成金支給条例の一部を改正する条例に

ついて 
日程第３９ 議案第８１号 北杜市介護保険条例の一部を改正する条例について 
日程第４０ 議案第８２号 平成２１年度北杜市一般会計補正予算（第３号） 
日程第４１ 議案第８３号 平成２１年度北杜市国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 
日程第４２ 議案第８４号 平成２１年度北杜市老人保健特別会計補正予算（第１号） 
日程第４３ 議案第８５号 平成２１年度北杜市後期高齢者医療特別会計補正予算（第

１号） 
日程第４４ 議案第８６号 平成２１年度北杜市介護保険特別会計補正予算（第１号） 
日程第４５ 議案第８７号 平成２１年度北杜市簡易水道事業特別会計補正予算（第１号） 
日程第４６ 議案第８８号 平成２１年度北杜市下水道事業特別会計補正予算（第１号） 
日程第４７ 議案第８９号 平成２１年度北杜市農業集落排水事業特別会計補正予算（第

１号） 
日程第４８ 議案第９０号 平成２１年度北杜市病院事業特別会計補正予算（第２号） 
日程第４９ 議案第９１号 平成２１年度北杜市土地開発事業特別会計補正予算（第１号） 
日程第５０ 議案第９２号 平成２１年度北杜市明野財産区特別会計補正予算（第１号） 
日程第５１ 議案第９３号 平成２１年度北杜市小淵沢財産区特別会計補正予算（第１号） 
日程第５２ 議案第９４号 平成２１年度北杜市浅尾原財産区特別会計補正予算（第１号） 
日程第５３ 議案第９５号 工事請負変更契約の締結について（明野小学校屋内運動場改

築建築主体工事） 
日程第５４ 議案第９６号 不動産の取得について（雇用促進住宅） 
日程第５５ 議案第９７号 字の区域の変更について（白州町鳥原及び下教来石） 
日程第５６ 議案第９８号 字の区域の変更について（白州町花水及び白須） 
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日程第５７ 議案第９９号 甲斐大泉温泉（パノラマの湯）及び北杜市林業休養センター
「八ヶ岳いずみ荘」の指定管理者の指定について 

日程第５８ 議案第１００号 大武川河川公園の指定管理者の指定について 
日程第５９ 議案第１０１号 白州町交流促進施設の指定管理者の指定について 
日程第６０ 議案第１０２号 北部ふるさと公苑の指定管理者の指定について 
日程第６１ 諮問第１号 人権擁護委員の候補者の推薦について 
日程第６２ 決算特別委員会の設置について 
日程第６３ 決算特別委員会委員の選任について 
日程第６４ 選挙第２号 釜無山外三字恩賜県有財産保護組合議会議員の選挙 
日程第６５ 請願第３号 父子家庭に対する経済的支援の実施を求める請願書 
日程第６６ 請願第４号 核兵器廃絶の課題で「日本政府に対する意見書の採択」を求

める請願 
 
 

２．出 席 議 員 （２２人） 
 

 １番 小 須 田 稔  ２番 中 山 宏 樹 
 ３番 相 吉 正 一  ４番 清 水  進 
 ５番 野中真理子  ６番 篠 原 眞 清 
 ７番 風 間 利 子  ８番 坂 本   
 ９番 小 林 忠 雄 １０番 中 嶋  新 
１１番 保坂多枝子 １２番 利 根 川 昇 
１３番 千 野 秀 一 １４番 小 尾 直 知 
１５番 渡 邊 英 子 １６番 内 田 俊 彦 
１７番 坂 本 治 年 １８番 秋 山 九 一 
１９番 中 村 隆 一 ２０番 清 水 壽 昌 
２１番 秋 山 俊 和 ２２番 渡 邊 陽 一 

 
 

３．欠 席 議 員 （ な し ） 
 
 

４．会議録署名議員 
 

 １番 小 須 田 稔  ２番 中 山 宏 樹 
 ３番 相 吉 正 一 
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５．地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席した者の職氏名（２６人） 

 
市 長 白 倉 政 司 副 市 長 三 井 弘 之 
総 務 部 長 細 川 清 美 企 画 部 長 小 林 喜 文 
保健福祉部長 清 水 克 己 生活環境部長 堀 内  誠 
産業観光部長 名 取 重 幹 建 設 部 長 深 沢 朝 男 
教 育 長 井 出 武 男 教 育 次 長 進 藤 芳 彦 
図 書 館 長 老 松 正 樹 会 計 管 理 者 比奈田善彦 
監査委員事務局長 原  哲 也 農業委員会事務局長 清 水 春 昭 
明野総合支所長 村 田  茂 須玉総合支所長 小 澤 信 義 
高根総合支所長 原 藤 和 雄 長坂総合支所長 清 水 元 義 
大泉総合支所長 小 池 昭 一 小淵沢総合支所長 仁 科 陽 一 
白州総合支所長 渡 邊  稔 武川総合支所長 松 永 直 樹 
政策秘書課長 坂 本 正 輝 総 務 課 長 伊 藤 精 二 
財 政 課 長 小 島 良 一 代表監査委員 入 江  薫 

 
 

６．職務のため議場に出席した者の職氏名（３人） 
 

議会事務局長 赤 岡 繁 生 
議 会 書 記 上 村 法 広 
   〃    小 澤 章 夫 
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開会 午前１０時００分 
〇議長（秋山俊和君） 

 改めまして、おはようございます。 
 平成２１年第３回北杜市議会定例会の開会にあたり、一言ごあいさつを申し上げます。 
 先に執行されました衆議院議員総選挙では政権選択が最大の焦点となり、選挙の結果、単独

過半数となった民主党を中心に、組閣が予定されております。前内閣の４度の経済対策予算に

より、日本の経済は景気回復の兆しが見受けられますが、失業率が過去最高水準になるなど、

厳しい状況にあります。また中小企業への支援、地方の再生、雇用の創出、社会保障の充実な

どの諸課題もあり、これらの課題を克服するとともに、国民生活に明るい未来と希望をもたら

す政策を速やかに実行されますよう、期待するものであります。 
 今議会は、平成２０年度の各会計決算の認定などの議案が提出されますが、議員各位におか

れましては十分なご審議をいただき、円滑な議会運営をお願い申し上げ、開会のあいさつとい

たします。 
 本日の出席議員数は２２人であります。 
 定足数に達していますので、ただいまから本日の会議を開きます。 
 諸報告をいたします。 
 本定例会に提出する議案につき、市長から通知がありました。提出議案は報告４件、認定

２３件、議案３１件、諮問１件であります。 
 次に、今定例会において受理した請願は、お手元に配布のとおりであります。 
 次に７月２８日と２９日に行われた行政視察について、経済環境常任委員会からご報告がご

ざいました。お手元に配布した報告書のとおりであります。 
 次に教育委員会から地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２７条の規定に基づき、北

杜市教育委員会自己点検評価報告書が提出されました。あらかじめ配布したとおりであります。 
 次に峡北地域広域水道企業団議会、中嶋新議員、報告をお願いいたします。 
 中嶋新君。 

〇１０番議員（中嶋新君） 
 峡北地域広域水道企業団議会の報告をさせていただきます。 
 平成２１年第２回峡北地域広域水道企業団議会９月定例会が９月４日、午前１０時より企業

団事務所議場において開催され、中山宏樹議員、清水進議員、小林忠雄議員、千野秀一議員、

小尾直知議員、坂本治年議員と私の７人で出席いたしました。 
 今回の定例会に提出された議案は条例案件２件、認定案件１件、報告案件１件、予算案件１件

の合計５件であります。 
 議案の概要について、説明いたします。 
 まず条例案件についてでありますが、議案第５号 峡北地域広域水道企業団議会議員の議員

報酬及び費用弁償に関する条例の制定については、地方自治法の一部を改正する法律の施行に

伴い、議会議員の報酬の支給方法等に関する規定を制定するものであります。 
 また議案第６号 特別職の職員で非常勤の者の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正

する条例については、議会議員の報酬及び費用弁償に関する条例の制定に伴い、議員の報酬に

関係する条項の削除を行うことによる条例の一部改正であります。 
 次に認定案件の認定第１号 平成２０年度峡北地域広域水道企業団水道用水供給事業会計決
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算額につきましては、水道事業収益が１１億５５３万６，１４５円で、その主なものは営業収

益である給水収益が１０億７，３１０万円でありました。 
 なお、北杜市の使用水量は４０１万５，０３７立方メートルであり、使用率は６２％であり

ました。また責任水量制による、北杜市が企業団に平成２０年度に支払った給水料金は６億８，

０２６万８，７５０円でありました。 
 次に水道事業費用の決算額につきましては８億１，２１７万２，３５３円であり、その主な

ものは営業費用の６億３，９４９万４，３５９円でありました。また、資本的収入は６億４，

９０２万円で、資本的支出は９億１，３９２万９，３５７円でありました。 
 なお、この資本的収入額が資本的支出額に不足する額については、減債積立金及び当年度分

損益勘定留保資金等で補てんしました。 
 次に損益計算による、平成２０年度の当年度純利益は２億９，３２５万９，３４６円であり

ました。 
 次に報告案件の報告第１号 平成２０年度峡北地域広域水道企業団水道用水供給事業会計経

営健全化の審査報告については、地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づき、平成

２０年度決算による資金不足比率についての報告があり、資金不足が生じないことから、経営

状態は良好な状態である旨の報告がなされました。 
 次に予算案件の議案第６号 平成２１年度峡北地域広域水道企業団水道用水供給事業会計補

正予算（第１号）であります。 
 補正予算の内容は水道事業費用の営業費用を１５０万円増額し、総額８億５，９５７万１千

円とするものであります。また、資本的支出は３，８００万９千円増額し、総額４億８，２８６万

３千円とするものであります。資本的支出の増額補正につきましては、大門浄水場遠方監視制

御装置更新工事費等であります。 
 以上５議案について、いずれも原案のとおり承認、可決、認定されました。 
 以上で、峡北地域広域水道企業団議会の報告を終わります。 

〇議長（秋山俊和君） 
 報告が終わりました。大変、ご苦労さまでした。 
 以上で、諸報告を終わります。 
 なお、報道関係者から撮影の申し出があり、これを許可いたしましたので、ご了承願います。 
 これから、本日の日程に入ります。 
 本日の議事日程はあらかじめ、お手元に配布したとおりであります。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（秋山俊和君） 
   日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

 会議規則第７９条の規定により、 
 １番議員 小須田稔君 
 ２番議員 中山宏樹君 
 ３番議員 相吉正一君 
を本定例会の会議録署名議員に指名いたします。 
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  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（秋山俊和君） 
   日程第２ 会期の決定についてを議題といたします。 

 お諮りいたします。 
 本定例会の会期は、本日９月１０日から１０月１日までの２２日間といたしたいと思います。 
 これにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、会期は本日から１０月１日までの２２日間に決定いたしました。 
 なお、定例会でありますので、追加案件もあろうかと思いますが、ご承知おき願います。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（秋山俊和君） 
   日程第３ 報告第９号 平成２０年度北杜市一般会計継続費精算報告書報告の件から日程第

６１ 諮問第１号 人権擁護委員の候補者の推薦についてまでの５９案件を一括議題といたし

ます。 
 市長から、所信及び提出案件に対する説明を求めます。 
 白倉市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 平成２１年第３回北杜市議会定例会の開会にあたり、私の所信と提出いたしました案件のう

ち主なるものにつきまして、その概要をご説明申し上げ、議員各位ならびに市民の皆さまのご

理解とご協力を賜りたいと存じます。 
 ふるさと北杜もすっかり秋めき、朝夕は肌寒くなりました。今年の夏は、日本海側を中心と

した長雨による日照不足と低温が続き、日本一の食味を誇る梨北米も、やや不良と見込まれて

おり、心配をいたしております。 
 さて、国民が非常に高い関心を持ちながら執行された、先の衆議院議員総選挙において、ま

もなく民主党を中心とする新しい政権が誕生する運びとなりました。 
 新しい政府には、雇用・所得等が依然として厳しい状況下にある中で、一日も早い本格回復

と国家財政の健全化を図りながら、年金や医療などの社会保障制度の安定化、また子育て支援

策等により、国民が安心して暮らせる社会へスピード感を持って取り組んでいただければと、

期待を寄せるところであります。 
 一方、今後、国の予算システムなどの変化によって、われわれ地方自治体の財政運営も、こ

れまで以上に創意工夫が必要になるものと考えられます。８月には関西地方を中心に、死者

２２人を出した台風９号や専門家でも予測しにくいような集中豪雨などの異常気象、また盆前

には東名高速などに大打撃を与えた、駿河湾を震源地とする地震の発生がありました。自然災

害は、いつ何時に襲ってくるか分かりません。 
 幸い本市においては、いずれも大きな被害はなかったわけでありますが、台風・地震に限ら

ず、有事の際には迅速な対応ができるよう、北杜市地域防災計画の再確認に併せて、防災倉庫

の点検等を職員に指示したところであります。 
 また、本年は当初予定をしておりました総合防災訓練が、衆議院議員総選挙の投票日に重なっ

たことから、各地区には自主的な訓練をお願いしたところでありますが、ほとんどの地区で自

 ９



主防災組織や消防団が連携し、訓練を実施していただけたとの報告を受けております。 
 ところで、本年は昭和３４年災から、ちょうど５０年の節目でもあります。このことを風化

させないために、８月１４日に武川教育福祉センターで「治山治水促進 ３４年災 あれから

５０年 あの日を忘れない」と題した防災講演会を開催いたしました。併せて、甲斐駒清流懇

話会と災害復興５０周年モニュメント建立基金の主催で、記念碑の除幕と造形作家の篠原勝之

さん、通称クマさん制作のモニュメントもお披露目されました。改めて、自然災害の怖さと備

えの大切さについても考えていきたいと思いました。 
 次に、新型インフルエンザ対策についてであります。 
 ５月に国内で初めての感染が確認されて以来、一時小康状態になっておりましたが、先月末

より第二波が到来いたしております。厚生労働省の流行のシナリオでは、罹患率が季節性の２倍

になるなど最悪の展開を想定しておりますが、ここにきて市内でも確認されるようになり、今

後の感染拡大を懸念しております。 
 市の対策本部では学校関係、保育園及び福祉施設での感染状況の把握と休園休業対策等を検

討するなど、急激な感染の防止を行うとともに、未然に防げるよう予防対策等の周知も行って

きております。 
 市民の皆さまにおかれましても、再度、広報ほくと等をご確認いただき、うがい、手洗いを

充分に実践し、万全な体制をとられるようお願いいたします。 
 なお、予防策として大変有効なマスクや消毒液などを、市といたしましても用意しておりま

すが、加えて市民ならびに市内関係者からご寄付をいただきましたので、保育園や小・中学校

に配布するとともに、備蓄用として市役所にも保管しております。大変ありがたく、心から御

礼申し上げます。 
 昨年６月に、当時の武川小６年生が採取しました神代桜の種が、８カ月もの間、国際宇宙ス

テーションきぼうで地球を約４，１００周もまわり、このほど若田光一さんの手により無事帰

還しました。 
 ８月２５日には、武川中に進学した同じ生徒たちの手によりポットに蒔かれましたが、生徒

達が成人を迎える約８年後には、美しく開花することを期待するところであります。また、市

の小動物でもあるヤマネも、人工増殖の実験のため、人類以外のほ乳類初として宇宙ステーショ

ンに滞在する構想があるそうですが、実現すれば桜の種ともども、北杜市からの宇宙への発信

として、大変夢のあるニュースになります。 
 続いても、おめでたい話題であります。 
 去る８月６日に東京で開催された、第４４回交通安全子ども自転車全国大会団体の部におい

て、高根東小自転車クラブが準優勝という素晴らしい成績を収めました。誠におめでとうござ

います。早朝や放課後のたゆまぬ練習の成果と、地域の方々の応援に支えられた結果と聞いて

おります。これを機会に出場校のみならず、すべての小・中学校において正しい交通知識と習

慣化を図られ、交通事故防止の目的を達成していただきたいと願っております。 
 次に大学連携についてでありますが、８月２６日に東京芸術大学の公開集中セミナー「地域

活性化システム論」において、北杜市の取り組みを芸術家を志す若者にお話してまいりました。

その際に芸大からも市と芸術とのコラボレーションによる活性化策を、いくつかご提案いただ

きました。 
 今後は提案の具体的検討を進めながら、平山郁夫シルクロード美術館をはじめとする市内の
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各種施設や市在住の芸術や音楽に取り組まれている方々と芸大が連携することにより、この地

が今にも増して「芸術の杜 北杜」として、育まれていくことができればと願っております。 
 次に国際交流についてでありますが、７月末に姉妹都市の韓国抱川市とアメリカ、ケンタッ

キー州マディソン郡の中学生が相次いで北杜市を訪れました。市内の中学生の家庭にホームス

テイし、抱川市やマディソン郡の中学生との交流や親睦が十分に深められたことと思います。 
 今後も未来を背負う若者が国際感覚を養うとともに、友好を深める交流事業として継続して

まいりたいと考えております。 
 なお、抱川市より提案のありました職員人事交流につきましても、来年度からの実施に向け

た準備を進めているところであります。また、新型インフルエンザの流行により延期されてお

りましたマディソン郡への親善訪問につきましては、９月７日に訪問団１２人が元気に出発し

たところであります。 
 次に北杜市誕生５周年記念事業として、９月６日にテレビ東京の「出張！なんでも鑑定団」

の収録が、高根ふれあい交流ホールにおいて行われました。放映は１０月６日の予定ですが、

応募１４０数点の中から厳選された作品により、盛会のうちに収録を終えることができました。

全国に向け、北杜市のＰＲが十分にできることと思います。放映が楽しみです。 
 次に、市政の状況について申し上げます。 
 はじめに行政組織改革についてでありますが、高度化・多様化する行政需要に対応するため、

スピードと成果、コストを重視した市民サービスの向上など、意思の決定時間の短縮と指示系

統の簡素化が求められております。このため、来年４月から、より一層の市役所の業務能率向

上等を図るべく行政組織改革を行うため、今議会に北杜市行政組織条例の一部改正をお願いし

たところであります。 
 次に、デマンドバス実証運行についてであります。 
 北杜市地域公共交通活性化協議会が、国の補助や東京大学の協力を得て実施いたしますデマ

ンドシステム形式での実証運行が、１０月１日より大泉町地域、白州・武川町地域の２地域に

おいて実施されます。市民の足を確保するということは、重要な行政課題であります。 
 北杜市に適した公共交通を整備していくため、協議会においてご検討いただきながら、３年

間、さまざまな地域や方法により実証運行が行われる予定であります。市の公共交通の課題解

決のためにも、今回の実証運行を市民の皆さまに幅広くご利用いただきたいと思います。 
 次に、少子化対策についてであります。 
 進行する少子化対策の一環として、市内の妊産婦が安心してお産ができる環境づくりに向け

ての検討を行うため、北杜市お産の場づくり検討委員会を８月２０日に立ち上げました。検討

委員には学識経験者、保健医療関係者及び子育てグループの代表者等をお願いし、出産経験者

を中心に、お産現場の実態やお産の体験からの課題を把握するためのニーズ調査等を行い、対

応策の検討をすることとしております。 
 また、人口や出生数が減少傾向にある現状をふるさと存続の危機であると捉え、保育料の第

２子以降の無料化や小学３年生までの医療費の無料化の実施など、市といたしまして少子化対

策に積極的に取り組んでいます。 
 今後はこれらの取り組みに加え、ファミリーサポートセンターの設置に向け、県のモデル事

業を実施してまいります。併せて、経済危機対策の一環で県に創設された安心子ども基金も積

極的に活用し、子育て支援に関する事業を実施したいと考えております。これにより、本市を
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子育てしやすい魅力的なまちとし、少子化に歯止めがかけられるように引き続き努力してまい

ります。 
 次に地域医療関係についてでありますが、甲陽病院の療養病棟は昭和４８年に建設され、現

在、療養病床ならびに感染症病床４０床として使用しております。今回、国の経済危機対策と

して、災害拠点病院等の耐震化整備事業が補助対象となり、併せて補助残額には、公共投資交

付金も交付される見込みとなりました。今議会の補正予算でお願いしてございますが、今年度

中に建築設計を行い、来年度療養病棟の建設を行いたいと考えております。また、両市立病院

の地域活性化・生活対策臨時交付金での医療機器につきましても、順次整備しておりますので、

今後も地域の中核病院として、より一層の設備の充実を行う中で地域医療確保のために重要な

役割を果たしていけるよう、努めてまいります。 
 次に、太陽光発電についてであります。 
 文部科学省のスクールニューディール構想により、市内小中学校に太陽光発電システムの設

置に向けた準備を進めておりますが、これに加えて平成２１年度補正予算にかかる太陽光発電

事業の追加募集がありますので、前回、耐震強度の関係で計画に組み込むことができなかった

５校の敷地内へも、地上設置型で応募をしたいと考えております。いわば原則、全校を目指し

たいと思っております。 
 また小中学校を除く、その他の公共施設につきましても、経済産業省所管の地域新エネルギー

等導入促進事業を活用するほか、県においてもやまなしグリーンニューディール基金事業が創

設される予定でありますので、併せて有利な事業を活用して設置ができますよう、調査・研究

を進めてまいりたいと考えております。 
 次に、星空の街・あおぞらの街事業についてであります。 
 来年１０月に星空の街・あおぞらの街全国大会が、北杜市で開催されることになりました。

今年度は、大気生活環境保全モデル事業として、市内各地区の８小学校で夏と冬の２回、星空

観察会を行うもので、夏の観察会では大変多くの児童や保護者の皆さまのご参加をいただき、

盛況でありました。 
 なお、観察会の成果につきましては、全国大会において、代表校が観察結果を発表する予定

であります。星空に一番近い街・北杜市を、全国にアピールする絶好のチャンスと捉え、引き

続き努力してまいりたいと考えております。 
 さて、去る７月３日に北杜市名水の里保全連絡協議会を設立いたしました。先人から引き継

がれた豊かな自然環境を次世代に引き継ぐ責務があると考え、市民、事業者、団体、行政等が

連携し、日本一の名水の里を一人ひとりがみずからの手で慈しみ育てることを目的とし、今後

は全国の名水百選の見本となるべく取り組みを行い、全国に発信してまいりたいと考えており

ます。 
 次にエコパークたつおかについてでありますが、平成１５年度から６年間の保証期間が経過

したことから、保守点検費及び灯油使用料など、今後の運営等について、峡北広域行政事務組

合と三井造船との協議が続いておりますが、先般、可燃物処理施設保証期間終了に伴う性能確

認調査報告書が、峡北広域行政事務組合から調査依頼された財団法人 日本衛生環境センター

から提出されたところであります。装置の不具合度、維持管理費の評価については、定量的に

評価する基準がないとして、現状を示すなどの報告となっており、具体的な指摘にまでは至ら

なかったものと認識をしております。今後も他の構成市と連携しながら、対応をしてまいりた
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いと考えております。 
 次に水道料金の統一についてでありますが、過日、内容を水道運営委員会と議会全員協議会

で報告させていただいたところであります。水道運営委員会の答申を尊重する中で、地区ごと

の格差をなくし、公平性の観点からの水道料金を統一することと水道事業特別会計の健全化と

いう２つの課題をクリアするための方策についてさまざまな検討をする中、現時点で考えられ

る最善のものと考えております。ご理解をいただけますよう、お願いするところであります。 
 今後は各地域の皆さま方にご説明する中で、市民のご理解をいただけますよう、努めてまい

ります。 
 次に、八ヶ岳観光圏についてであります。 
 去る８月２１日に北杜市、富士見町、原村と山梨、長野両県及び地元の商工、観光、農業団

体、交通関係者など、２４の団体等で構成する八ヶ岳観光圏整備推進協議会設立総会が開催さ

れました。総会では協議会規約や役員、今年度の事業計画などが承認され、今後は２泊３日以

上の滞在旅行プランの開発や広域パンフレットの作成、体験メニュー等、北杜市内の全域と２町

村の広域的な連携に基づく観光圏整備計画及び実施計画を作成し、国土交通大臣による観光圏

整備事業の認定を目指してまいります。 
 次に、まちづくり交付金事業３地区の進捗状況についてであります。 
 まず、長坂地区の市道長大地入沢線の改良工事につきましては、改良と舗装工事の一部を残

すのみとなり、計画どおりに進んでおります。清里駅周辺地区につきましても、現在、駅前広

場の整備を実施しており、市道清泉寮線及び吐龍の滝線については、工事着手に向け準備を進

めております。また、小淵沢駅周辺地区につきましては、８月に駅前の市道改良工事を発注し

たところであり、駅前周辺の連絡道及び防災系誘導看板の設置については、工事着手に向け準

備を進めております。 
 なお、巨摩こ線橋架け替え工事についても、電気設備の移転が完了し、現在、仮設橋設置の

ため、準備を進めているところであります。 
 次に、雇用促進住宅についてであります。 
 市内にある５つの雇用促進住宅には、現在２３９世帯が入居しており、１０月１日からの管

理移行後も継続入居をする予定で、事務手続きを進めております。また、雇用促進住宅の購入

に関しては、今議会へ公有財産購入の議案を提出いたしましたので、ご審議のほどよろしくお

願いいたします。 
 次に高根みどり団地建設工事は、１１月中には集会所建設を含む、すべての工事が完了する

予定であります。 
 なお、入居の募集については、１０月より広報ほくと、ＣＡＴＶ及びホームページを通じて

募集し、１１月下旬より順次入居を開始する予定であります。 
 次に、木造住宅耐震化事業についてであります。 
 市内の４割弱にあたる家屋が耐震性に問題があるといわれている中で、ひとたび東海地震が

発生すると倒壊等など、大きな被害が予想されます。そのため、平成２０年度に耐震改修促進

計画を策定し、市内の住宅の耐震化の促進を図ってまいりました。しかし、耐震性に問題があ

る既存木造住宅を改修する方々に対し、費用の一部を補助する制度を活用された方は、ごく少

数でありました。 
 本年７月、山梨県において木造住宅の耐震化率の向上を図ることを目的に、木造住宅耐震化

 １３



建て替え支援事業及び木造住宅耐震シェルター設置事業が新たに制度化されましたので、市に

おきましても、市民の生命及び財産を守っていくべく、県に準じた同様の事業を推進するため、

要綱の制定に向け準備を進めております。 
 次に、北杜市図書館についてであります。 
 北杜市立図書館は合併前からの８館を引き継ぎ、金田一春彦記念図書館を北杜市中央図書館

として位置づけ、管理・運営をしております。地域の皆さまの施設として親しまれている図書

館ですが、行財政改革アクションプランに基づき、管理運営の効率化や経費の節減を図り、地

域ニーズに対応したサービスの展開を考慮しながら広域的に調整を行い、必要性・経済性等を

原点から見直すため、地域の代表者や学識経験者の方々による北杜市図書館適正配置等検討委

員会を設置し、検討していくことといたしました。 
 次に北杜市体育施設使用料金についてでありますが、旧８町村の料金設定をそのまま引き継

ぎ、現在も管理運営を行い、市民の健康増進や交流の場として利用されております。アクショ

ンプランに基づき、使用料の見直しを図り、旧町村間の不均衡を是正し、適正な料金設定をす

るため、地域の代表者や学識経験者の方々等による北杜市体育施設使用料金等検討委員会を設

置し、検討していただくことといたしました。 
 今後、委員会からの提言をいただき、平成２３年４月からは新料金で管理運営していきたい

と考えております。 
 次に提出案件の内容につきまして、ご説明申し上げます。 
 提出いたしました案件は報告案件４件、認定案件２３件、条例案件１０件、補正予算案件

１３件、変更契約案件１件、財産取得案件１件、指定管理者の指定案件４件、諮問案件１件、

その他２件であります。 
 はじめに、報告第９号の平成２０年度北杜市一般会計継続費精算報告書報告の件につきまし

ては、平成１９年度から２年間の継続事業で実施いたしました北杜南学校給食センターの建設

事業の精算の報告でございます。 
 次に報告第１０号及び報告第１１号につきましては、地方公共団体の財政の健全化に関する

法律の規定により、平成２０年度の市の健全化判断比率及び資金不足比率を監査委員の審査に

付し、その意見を付けて議会に報告するものであります。 
 次に報告第１２号につきましては、地方自治法第１８０条第１項の規定により、損害賠償の

額の決定について専決処分したので、議会に報告するものであります。 
 次に認定第１号 平成２０年度北杜市一般会計歳入歳出決算の認定から認定第２３号 平成

２０年度北杜市病院事業特別会計決算の認定までの２３案件につきましては、地方自治法第

２３３条及び地方公営企業法第３０条の規定により監査委員の審査に付し、その意見を付けて

議会の認定をお願いするものであります。 
 次に条例案件等につきまして、ご説明申し上げます。 
 議案第７２号 北杜市中小企業振興基本条例の制定についてであります。 
 市内中小企業の振興を図るため、市が展開する施策の基本方針を定めるため、条例を制定す

るものであります。 
 次に議案第７３号 北杜市行政組織条例の一部を改正する条例についてであります。 
 北杜市の行財政改革の推進に伴い、市の組織機構を変更する必要があるため、所要の改正を

行うものであります。 
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 次に議案第７４号 北杜市行政区長設置条例の一部を改正する条例についてであります。 
 市が雇用促進住宅を購入し、市営単独公共住宅として、その名称を変更することに伴い、行

政区の名称を一部変更する必要があるため、所要の改正を行うものであります。 
 次に議案第７５号 北杜市国民健康保険条例の一部を改正する条例についてであります。 
 健康保険法施行令等の一部を改正する政令が施行されたことに伴い、出産にかかる被保険者

等の負担を軽減するため、所要の改正を行うものであります。 
 次に議案第７６号 北杜市後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例についてであ

ります。 
 後期高齢者医療保険の普通徴収保険料の納期について、他の税等との整合性を図るため、所

要の改正を行うものであります。 
 次に議案第７７号 北杜市老人医療費助成金支給条例の一部を改正する条例、議案第７８号 北

杜市重度心身障害者医療費助成条例の一部を改正する条例、議案第７９号 北杜市ひとり親家

庭医療費助成に関する条例の一部を改正する条例及び議案第８０号 北杜市子ども医療費助成

金支給条例の一部を改正する条例の４案件についてであります。 
 健康保険法等の一部を改正する法律の施行に伴い、高額介護合算療養費の支給が開始される

ことに伴い、それぞれ所要の改正を行うものであります。 
 次に議案第８１号 北杜市介護保険条例の一部を改正する条例についてであります。 
 社会保険の保険料等にかかる延滞金を軽減するための厚生年金法等の一部を改正する法律が

公布されたことに伴い、介護保険料にかかる延滞金の軽減期間を延長するため、所要の改正を

行うものであります。 
 続きまして、補正予算につきまして、ご説明申し上げます。 
 まず議案第８２号 平成２１年度北杜市一般会計補正予算（第３号）についてであります。 
 はじめに総務関係につきましては、平成２４年度に県１消防本部体制とすることを目指した、

県と市町村ならびに消防本部による準備委員会の設立経費及び、納税者の利便性と収納率の向

上のため、市民税や固定資産税などをコンビニで収納できるようにするために必要な経費を計

上いたしております。 
 次に企画関係につきましては、行政組織改革に伴う本庁東館の改修及び、プレハブ庁舎の建

設に要する経費及び交通安全対策を推進するため、８０カ所の交差点に自発光道路鋲を設置す

るための経費を計上いたしております。 
 次に民生関係でありますが、保育所で対応できない時間の一時預かりなど、多様な子育てニー

ズに対応できるよう、子育てサポーターを組織化、支援するとともに、子育て情報の発信を行

う経費及び２人以上、子どもを持つ世帯の子育て負担を軽減するため、定額給付金と合わせて

第２子以降の子どもに支給している子育て応援特別手当について、さらに第１子まで拡大して

支給することとし、所要の経費を計上いたしております。 
 次に衛生関係につきましては、災害発生時に一人暮らしの高齢者や障害者などが地域の支援

を受けられるよう、要援護者台帳を整備するとともに、老朽化し耐震強度に不安がある甲陽病

院療養病棟を改築するための実施設計を行う経費を計上しております。 
 次に環境関係についてでありますが、昨年度実施した小水力発電可能性地点調査の結果など

をもとに、市内４地点で、市民と共同で発電を行うためのガイドラインなどの作成や必要な調

査を行うこととし、所要の経費を計上いたしております。 
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 次に農業関係でありますが、都市住民を農業の新たな担い手として育成し、定住を促進する

ため、地域おこし協力隊員６人の新規就農者を受け入れるための経費及び企業の農業参入を促

進するため、耕作放棄地約１．４ヘクタールを基盤整備するための経費を計上いたしておりま

す。 
 次に観光関係につきましては、市全域を対象とする八ヶ岳観光圏の認定に向け、長野県富士

見町、ならびに原村と連携して整備計画を策定することとし、所要の経費を計上しております。 
 次に土木関係につきましては、清里駅前広場の植栽や国際統一サインの設置などについて、

地元との協議が整いましたので、これらを実施することとし、清里駅周辺地区まちづくり交付

金事業について、増額補正を行うものであります。 
 最後に教育関係でありますが、小中学校適正規模等審議会の答申を受け、長坂地区の４つの

小学校の統合の検討を行うために、必要な資料の作成に要する経費を計上いたしております。 
 以上の内容をもって編成いたしました結果、一般会計の補正額は４億５，０５０万６千円と

なり、歳入歳出予算の総額を３０５億８，７０８万３千円とするものであります。 
 続きまして、特別会計補正予算についてであります。 
 はじめに議案第８３号 平成２１年度北杜市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）であ

りますが、平成２０年度療養給付費交付金の精算及びコンビニ収納システムの導入などに７，

０６９万６千円を追加し、歳入歳出予算の総額を５６億４，３４５万３千円とするものであり

ます。 
 次に議案第８４号 平成２１年度北杜市老人保健特別会計補正予算（第１号）でありますが、

過年度医療費の精算に伴う一般会計への繰出金が主なもので、１，２８２万４千円を追加し、

歳入歳出予算の総額を３，５７７万９千円とするものであります。 
 次に議案第８５号 平成２１年度北杜市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）であり

ますが、保険料の本算定による広域連合への納付金の増額などにより、８７６万３千円を追加

し、歳入歳出予算の総額を４億７，６３５万６千円とするものであります。 
 次に議案第８６号 平成２１年度北杜市介護保険特別会計補正予算（第１号）でありますが、

平成２０年度介護給付費の精算に伴う精算金として４，４３４万円を追加し、歳入歳出予算の

総額を３５億６，６８１万８千円とするものであります。 
 次に議案第８７号 平成２１年度北杜市簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）でありま

すが、須玉町岩下地区の配水管布設替工事などに５１６万９千円を追加し、歳入歳出予算の総

額を３２億８９７万７千円とするものであります。 
 次に議案第８８号 平成２１年度北杜市下水道事業特別会計補正予算（第１号）であります

が、国庫補助金の確定により大泉処理区ほか２地区の管渠布設工事として７千万円、武川処理

区ほか１地区の舗装本復旧工事として３千万円の計１億円を追加し、歳入歳出予算の総額を

３１億２３０万円とするものであります。 
 次に議案第８９号 平成２１年度北杜市農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）であ

りますが、国庫補助金の確定により横手地区の処理場下部工事などに７，２５５万６千円を追

加し、歳入歳出予算の総額を１１億４，７２１万３千円とするものであります。 
 次に議案第９０号 平成２１年度北杜市病院事業特別会計補正予算（第２号）でありますが、

甲陽病院の療養病棟改築事業の実施設計費として２千万円を追加し、資本的収入の予定額を

４億７，２０５万３千円とし、資本的支出の予定額を６億１，４４６万６千円とするものであ
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ります。 
 次に議案第９１号 平成２１年度北杜市土地開発事業特別会計補正予算（第１号）でありま

すが、須玉町みずきタウン及び小淵沢町城山団地の不動産鑑定評価事業費として３０万５千円

を追加し、歳入歳出予算の総額を９１万９千円とするものであります。 
 次に議案第９２号 平成２１年度北杜市明野財産区特別会計補正予算（第１号）であります

が、浅尾地区公民館の建設補助として１，１３４万円を追加し、歳入歳出予算の総額を２，

３０１万円とするものであります。 
 次に議案第９３号 平成２１年度北杜市小淵沢財産区特別会計補正予算（第１号）でありま

すが、主として山林の整備や研修にかかる経費として２０６万円を追加し、歳入歳出予算の総

額を７３５万８千円とするものであります。 
 次に議案第９４号 平成２１年度北杜市浅尾原財産区特別会計補正予算（第１号）でありま

すが、所有地の整備工事や積立金などに５１３万３千円を追加し、歳入歳出予算の総額を３，

１９２万円とするものであります。 
 次に議案第９５号 工事請負変更契約の締結についてでありますが、明野小学校屋内運動場

改築建築主体工事請負契約の一部を変更する必要があるため、地方自治法第９６条第１項第

５号、ならびに北杜市議会の議決に付すべき契約及び財産の取得、又は処分の範囲を定める条

例第３条の規定により、議会の議決を求めるものであります。 
 次に議案第９６号 不動産の取得についてでありますが、独立行政法人 雇用・能力開発機

構から雇用促進住宅を取得するにあたり、地方自治法第９６条第１項第８号ならびに北杜市議

会の議決に付すべき契約及び財産の取得、又は処分の範囲を定める条例第３条の規定により、

議会の議決を求めるものであります。 
 次に議案第９７号及び議案第９８号の字の区域の変更についての２案件でありますが、県営

畑地帯総合整備事業及び市単独土地改良事業の実施に伴い、字界を変更する必要があるため、

地方自治法第２６０条第１項の規定により、議会の議決を求めるものであります。 
 次に議案第９９号から議案第１０２号までの指定管理者の指定についての４案件につきまし

ては、平成２２年４月１日から引き続き指定管理による施設運営を行うため、地方自治法第

２４４条の２第３項及び、北杜市公の施設に係る指定管理者の指定手続き等に関する条例第

６条第１項の規定により、それぞれの施設の指定管理者を指定するものであります。 
 次に諮問第１号 人権擁護委員候補者の推薦でありますが、法務大臣が委嘱する人権擁護委

員の任期が満了となるため、新たにその後任候補者を推薦する必要があるので、人権擁護委員

法第６条第３項の規定により、議会の意見を求めるものであります。 
 以上、市政運営の状況報告と提案いたしました案件につきまして、ご説明申し上げました。

よろしくご審議の上、ご議決のほどをお願い申し上げます。 
 なお、定例会でありますので追加案件もあろうかと思いますが、よろしくご理解をお願い申

し上げます。 
〇議長（秋山俊和君） 

 市長の所信と説明が終わりました。 
 ここで、暫時休憩といたします。 
 再開は、午前１１時５分といたします。 
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休憩 午前１０時５６分 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

再開 午前１１時０５分 
〇議長（秋山俊和君） 

 休憩前に引き続き、会議を開きます。 
   日程第７ 認定第１号から日程第２９ 認定第２３号までの一般会計及び特別会計２３案件の決

算の認定について、補足説明を求めます。 
 比奈田会計管理者。 

〇会計管理者（比奈田善彦君） 
 それでは、今議会に提出されました平成２０年度の北杜市における各会計の決算認定に関す

る議案につきまして、ご説明を申し上げます。 
 北杜市における各会計の決算につきましては、地方自治法第２３３条、公営企業法第３０条

及び北杜市財務規則第１３４条の規定に基づきまして、処理を行いました。 
 決算の調整につきましては、各会計とも平成２０年４月１日から平成２１年３月３１日まで

に実施した諸事業及び収入支出において、２カ月間の出納整理期間を経て、平成２１年５月

２９日に各会計を閉鎖したものでございます。 
 したがいまして、市長への決算書の提出は出納閉鎖後３カ月以内となっておりますので、平

成２１年７月１５日に行ったところでございます。 
 また、監査委員による決算審査が平成２１年７月２２日から８月６日にわたり、７日間の日

程で実施され、決算に対する意見書を８月２１日付けでいただいたところでございます。今定

例会において認定をいただく案件の数につきましては、平成２０年度の一般会計をはじめ特別

会計及び病院事業特別会計を含めて、２３案件であります。 
 まず認定第１号 平成２０年度北杜市一般会計歳入歳出決算の認定に関する件であります。 
 当初の歳入歳出予算額は２７６億５，８８３万９千円に１０回の補正を行い、１９年度から

の繰越事業を加えた予算の総額は、３２１億９，３３２万９千円となりました。 
 歳入面では市税の７２億２，３１３万円、地方交付税１１６億１，５８６万円をはじめ、国

の経済対策である地域活性化・緊急安心実現総合対策交付金事業や生活対策臨時交付金事業な

どを含めた国庫支出金２０億３，７５７万円及び県支出金１６億３，１４１万円など、総額で

３０４億２，０３８万８，６７９円となり、予算額に対する収入率は９４．５％でありました。 
 また歳出面では、主な建設工事関係として、教育費の中では北杜南学校給食センター建設工

事及び小淵沢中学校グラウンド整備工事が行われました。土木費の中では、公営住宅整備事業

として就業促進住宅建設工事、武川上団地建設工事、西原団地建設工事及び清里長坂小淵沢地

区のまちづくり交付金事業などが行われ、歳出総額では２９４億５１６万８，５４１円となり、

執行率は９１．３％でありました。 
 歳入歳出差し引き残額は１０億１，５２２万１３８円となりますが、２１年度へ繰り越す事

業費２０億２，９７１万１，６９０円の財源として、１億４，８５６万４７８円を差し引きま

すと、実質繰越額は８億６，６６５万９，６６０円となるものでございます。 
 次に認定第２号 平成２０年度北杜市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定に関する件

であります。 
 当初の歳入歳出予算額５３億９，４１４万３千円に、３回の補正を加えた予算の総額は５３億
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７，４３０万２千円となりました。 
 歳入面では保険税の１３億９，４４８万円、国庫支出金１１億８，５８３万円などをはじめ

として、総額で５６億８，８５９万１，６７２円となり、予算額に対する収入率は１０５．８％

になりました。 
 一方、歳出面では保険給付費３３億４，４７６万円、共同事業拠出金５億１，４６８万円な

どを合わせて、歳出総額では５３億２，７０６万９，５６９円となり、執行率では９９．１％

でありました。 
 歳入歳出差し引き残額は３億６，１５２万２，１０３円となり、全額２１年度へ繰り越すも

のでございます。 
 次に認定第３号 平成２０年度北杜市老人保健特別会計歳入歳出決算の認定に関する件であ

ります。 
 当初の歳入歳出予算額は５億６，０３５万９千円に３回の補正を行い、予算の総額は５億６，

６５１万２千円となりました。 
 歳入面では支払い基金交付金の２億９，２２６万円、国庫支出金１億６，５３３万円をはじ

めとして、総額で５億５，８４８万４，３６２円となり、予算額に対する収入率は９８．６％

でありました。 
 一方、歳出面では医療給付費５億９６４万円をはじめ、総額で５億５，８２０万２，０２７円

となり、執行率は９８．５％でありました。 
 歳入歳出差し引き残額は２８万２，３３５円となり、全額２１年度へ繰り越します。 
 次に認定第４号 平成２０年度北杜市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定に関する

件であります。 
 当初の歳入歳出予算額５億３，８２１万３千円に２回の補正を行い、予算総額は４億７，

４０２万円となりました。 
 歳入面では保険料３億１，１５９万円、一般会計からの繰入金１億６，０１７万円など、総

額では４億７，２８２万１，７８９円となり、予算額に対する収入率としては９９．７％とな

りました。 
 一方、歳出面では広域連合納付金がほとんどを占めており、歳出総額としては４億７，

０５６万６０３円となりました。執行率では、９９．３％となっております。 
 歳入歳出差し引き残額としては２２６万１，１８６円となりますが、全額２１年度へ繰り越

すものでございます。 
 次に認定第５号 平成２０年度北杜市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定に関する件であ

ります。 
 当初の歳入歳出予算額３１億２，９３５万３千円に４回の補正を行い、予算の総額は３２億

４，２３９万８千円となりました。 
 歳入面では介護保険料の５億２，３４２万円、国庫支出金７億７，８５８万円、支払い基金

交付金９億４，９７０万円などがありまして、総額では３２億３，５４７万９，９１０円とな

り、予算に対する収入率としては９９．８％となりました。 
 一方、歳出面では保険給付費２９億８，３３４万円をはじめとして、総額では３１億９，

７８４万８，８５０円となり、執行率では９８．６％でありました。 
 歳入歳出差し引き残額は３，７６３万１，０６０円となり、全額２１年度へ繰り越すもので
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ございます。 
 次に認定第６号 平成２０年度北杜市居宅介護支援事業特別会計歳入歳出決算の認定に関す

る件であります。 
 当初の歳入歳出予算額１，５５７万２千円に２回の補正を行い、予算の総額は１，５８９万

４千円となりました。 
 歳入面ではサービス収入の１，２８７万円余をはじめ、総額で１，５２３万２，８６３円と

なり、予算額に対する収入率は９５．８％でありました。 
 一方、歳出面では全額が支出の管理経費であり、歳出総額としては１，５２２万３，２０１円

となって、執行率では９５．８％となりました。 
 歳入歳出の差し引き残額としては９，６６２円でありますが、全額２１年度へ繰り越すもの

でございます。 
 次に認定第７号 平成２０年度北杜市簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定に関する件

でございます。 
 当初の歳入歳出予算額３０億９，１６０万円に３回の補正を行い、１９年度からの繰越事業

を加えた予算の総額は２８億９，５０６万６千円となりました。 
 歳入面では水道使用料の１１億１，５７６万円、繰入金１１億６，３７６万円などをはじめ

として、総額では２８億８，７１１万５，８６８円となり、予算額に対する収入率としては９９．

７％でありました。 
 一方、歳出面では水道維持管理費及び水道施設整備費など、総額では２８億４，７４５万５，

３１８円であり、執行率は９８．４％でありました。 
 歳入歳出の差し引き残額は３，９６６万５５０円となって、全額２１年度へ繰り越すもので

ございます。 
 次に認定第８号 平成２０年度北杜市下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定に関する件で

ございます。 
 当初の歳入歳出予算額２９億２，８９６万５千円に３回の補正を行い、１９年度からの繰越

事業を加えた予算の総額は、３２億８，３６０万７千円でありました。 
 歳入面では使用料４億４，２４３万円、繰入金１３億７，７６９万円、市債が９億３，９３０万

円などを合わせますと、総額で３２億１，５３８万２，７５９円となり、予算額に対する収入

率では９７．９％となっております。 
 一方、歳出面では下水道整備費９億６，５１０万円及び公債費１８億２，８３９万円などを

合わせますと、歳出総額では３１億８，５８９万８，８９７円となり、執行率では９７％でご

ざいました。 
 歳入歳出差し引き残額としては２，９４８万３，８６２円となりますが、２１年度へ繰り越

す事業費６，４４８万１千円の財源として、９２９万６千円を差し引きますと、実質繰越額と

しては２，０１８万７，８６２円となるものでございます。 
 次に認定第９号 平成２０年度北杜市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定に関す

る件でございます。 
 当初の歳入歳出予算額１１億２，９９８万８千円に２回の補正を行い、１９年度からの繰越

事業を加えた予算の総額は１１億２，８５２万９千円となりました。 
 歳入面では使用料１億２，０５０万円、繰入金５億６，３０５万円などをはじめとして、総
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額で１１億２，２０２万７，３７９円となっておりまして、予算額に対する収入率としては９９．

４％ということになっております。 
 一方、歳出面では整備事業費２億８，７００万円、公債費６億４，９２９万円などが主なる

ものでございまして、歳出総額としては１１億５６８万６９６円となって、執行率では９８％

ということでありました。 
 歳入歳出差し引き残額は１，６３４万６，６８３円となっておりますが、２１年度へ繰り越

す事業費６００万円の財源として、３０万円を差し引きますと、実質の繰越額としては１，

６０４万６，６８３円となるものでございます。 
 次に認定第１０号 平成２０年度北杜市甲陵中・高等学校特別会計歳入歳出決算の認定に関

する件でございます。 
 当初の歳入歳出予算額４億８，８９１万２千円に２回の補正を行い、予算の総額は６億１，

４３７万５千円となりました。 
 歳入面では、一般会計及び基金からの繰入金５億５，０４４万３千円をはじめとして、総額

では６億１，４４１万９，０２０円となり、収入率としては１００％でありました。 
 一方、歳出面ではほとんどが総務管理費であり、総額としては５億９，０６８万６，５７４円

となり、執行率は９６．１％でありました。 
 歳入歳出差し引き残額としては２，３７３万２，４４６円でありますが、全額２１年度へ繰

り越すものでございます。 
 次に認定第１１号 平成２０年度北杜市辺見診療所特別会計歳入歳出決算の認定に関する件

でございます。 
 当初の歳入歳出予算額１億７９２万７千円に１回の補正が行われておりまして、予算の総額

としては１億１，８５２万７千円となりました。 
 歳入面では診療収入の１億６１２万８千円余をはじめ、総額で１億２，５２３万４，６６３円

となり、収入率としては１０５．７％でありました。 
 一方、歳出面では一般管理費や医業費などの経費として、総額で１億６７７万２３４円とな

り、執行率は９０．１％でありました。 
 歳入歳出の差し引き残額としては１，８４６万４，４２９円となり、全額２１年度に繰り越

します。 
 次に認定第１２号 平成２０年度北杜市白州診療所特別会計歳入歳出決算の認定に関する件

でございます。 
 当初の歳入歳出予算額１億３，９６８万３千円に２回の補正が行われまして、予算の総額と

しては１億４，５８２万３千円となっております。 
 歳入面では診療収入の８，１４６万円余をはじめ、総額で１億４，８１７万４，４０５円と

なって、収入率としては１０１．６％となりました。 
 一方、歳出面では一般管理費や医業費などの経費として、総額で１億４，０８９万９，５６４円

となって、執行率としては９６．６％になりました。 
 歳入歳出差し引き残額としては７２７万４，８４１円となりますが、全額２１年度へ繰り越

します。 
 次に認定第１３号 平成２０年度北杜市土地開発事業特別会計歳入歳出決算の認定に関する

件でございます。 
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 当初の歳入歳出予算額６１万９千円に１回の補正が行われまして、予算の総額としては

７４０万１千円となりました。 
 歳入面では不動産売払収入などがありまして、総額で７６７万２，７１０円となり、収入率

は１０３．７％になっております。 
 一方、歳出面では土地開発事業費として、総額で７３７万８，１６１円で、執行率は９９．

７％でありました。 
 歳入歳出差し引き残額２９万４，５４９円は、２１年度に全額繰り越されるものでございま

す。 
 次に認定第１４号 平成２０年度北杜市明野財産区特別会計歳入歳出決算の認定に関する件

でございます。 
 歳入歳出予算額は補正がありませんでしたので１，２７０万円でありますが、歳入面では財

産収入として８３１万円ほどが入っておりまして、総額では１，２９６万１，９３７円となり

ました。 
 歳出面では、４つの財産区管理会の管理経費などを合わせますと、歳出総額としては１，

０９８万５，６７０円となりまして、歳入歳出の差し引き残額とすると１９７万６，２６７円

が２１年度に全額繰り越されるものでございます。 
 次に認定第１５号 平成２０年度北杜市須玉財産区特別会計歳入歳出決算の認定に関する件

でございます。 
 当初の歳入歳出予算額２，４０６万８千円に１回の補正が行われまして、予算総額としては

２，０８３万５千円となっております。 
 歳入面では財産収入の７６５万円余りがありまして、総額では２，６５５万４，５３４円と

なっております。 
 歳出面としては、８つの財産区管理会の管理経費などを合わせますと、歳出総額として１，

２２２万９，６１２円となっております。 
 歳入歳出の差し引き残額としては１，４３２万４，９１７円となっておりますが、全額２１年

度に繰り越されます。 
 次に認定第１６号 平成２０年度北杜市高根財産区特別会計歳入歳出決算の認定に関する件

であります。 
 歳入歳出予算額は補正がありませんでしたので、１億１，８０５万２千円ということであり

ます。 
 歳入面では県からの交付金４，７５３万円及び、財産収入として２，７９４万円などがござ

いますが、総額で１億２，４８０万１，５４７円となりました。 
 歳出面では、８つの財産区管理会の管理経費などを合わせて、総額としては８，５１６万５，

１１６円であります。 
 歳入歳出の差し引き残額としては３，９６３万６，４３１円となって、全額２１年度に繰り

越されます。 
 次に認定第１７号 平成２０年度北杜市長坂財産区特別会計歳入歳出決算の認定に関する件

でございます。 
 歳入歳出予算額は、補正がありませんでした。１，３４４万９千円という予算額でございま

したが、歳入面では財産収入の２５０万円をはじめとして、総額で１，５４０万４，９６４円

 ２２



でございます。 
 歳出としては、３つの財産区管理会の管理経費などを合わせますと、４０３万９，８８４円

となっておりまして、歳入歳出差し引き残額としては１，１３６万５，０８０円であります。

全額２１年度へ繰り越されるものでございます。 
 次に認定第１８号 平成２０年度北杜市大泉財産区特別会計歳入歳出決算の認定に関する件

でございます。 
 歳入歳出予算額は補正がありませんでしたので、２３２万６千円でございました。 
 歳入面としては、県からの交付金１３７万円余りがございまして、総額では２７７万２，

９５８円となっております。 
 歳出面では、２つの財産区管理会の管理経費などを合わせますと、総額で１３５万９，

４３４円となります。 
 歳入歳出の差し引き残額としては１４１万３，５２４円となりますが、全額２１年度に繰り

越されるものでございます。 
 次に認定第１９号 平成２０年度北杜市小淵沢財産区特別会計歳入歳出決算の認定に関する

件でございます。 
 歳入歳出予算額は、やはり補正額がございませんでしたので、６７２万８千円となっており

ます。 
 歳入面では、県からの交付金２４２万円余りをはじめとしまして、総額では８１７万８，

０９８円となっております。 
 歳出面では３つの財産区管理会の管理経費などを合わせますと、総額で２７２万５，６８８円

となっております。 
 歳入歳出差し引き残額では５４５万２，４１０円となっており、全額２１年度に繰り越され

るものでございます。 
 次に認定第２０号 平成２０年度北杜市白州財産区特別会計歳入歳出決算の認定に関する件

であります。 
 歳入歳出予算額は補正がありませんでした。２１２万２千円という予算額でございます。 
 歳入面では県からの交付金１２３万円余をはじめとして、総額では２０９万１２６円となっ

ております。 
 歳出面では５つの財産区の管理会管理経費を合わせますと、歳出総額としては１４３万６，

７５０円となっておりまして、歳入歳出差し引き残額では６５万３，３７６円となって、全額

２１年度に繰り越されるものでございます。 
 続いて認定第２１号 平成２０年度北杜市武川財産区特別会計歳入歳出決算の認定に関する

件でございます。 
 歳入歳出予算額は補正がありませんでしたので、６０４万７千円ということになります。 
 歳入面では、県からの交付金１２６万円をはじめとしまして、総額で５４３万３，５１８円

となっております。 
 歳出面では、５つの財産区管理会の管理経費などを合わせますと、歳出の総額として１９８万

９，２０７円となっております。 
 歳入歳出差し引き残額は３４４万４，３１１円となり、全額２１年度に繰り越されるもので

ございます。 
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 次に認定第２２号 平成２０年度北杜市浅尾原財産区特別会計歳入歳出決算の認定に関する

件でございます。 
 当初の歳入歳出予算額は１億６８７万９千円に２回の補正が行われまして、予算の総額とし

ては１億６６３万５千円となっております。 
 歳入面では、不動産の貸付収入２，２１３万円をはじめとして、基金の繰入金７，７７５万

円などでございます。歳入の総額としては、１億９９９万８，４７６円となっております。 
 歳出面では、総務管理の経費として２，０５５万円及び事業費８，０６２万円などを合わせ

ますと、歳出総額としては１億３８６万５，３１４円となっております。 
 歳入歳出の差し引き残額としては６１３万３，１６２円となりますが、全額２１年度に繰り

越されるものでございます。 
 最後になりますけども、認定第２３号 平成２０年度北杜市病院事業特別会計決算の認定に

関する件でございます。 
 決算は塩川病院、それから甲陽病院、介護老人保健施設 塩川福寿の里、訪問介護ステーショ

ンつくしんぼ及び、八ヶ岳訪問看護ステーションの５つの事業所の決算となっております。 
 予算の執行状況のうち収益的収入及び支出につきましては、当初の収入予算額３７億５，

７６３万６千円に１回の補正が行われておりまして、収入予算の総額としては３７億５，

８７５万４千円となりました。しかし、決算額としては３４億６８万８，３５７円となってお

ります。 
 内訳としては、病院事業収益３０億５，８８６万７，８７５円。それと介護老人保健事業収

益として、２億９，１８６万２，２７４円。それから訪問看護事業収益として、４，９９５万

８，２０８円などとなっております。 
 一方、支出の予算現額としては３８億６，３３９万３千円に対して、決算額としては３４億

７，１１１万１，５８２円となっております。支出の予算の執行率としては、８９．８％となっ

ております。 
 内訳としては、病院事業３１億２，４８５万６９７円。それと介護老人保健事業費用として、

３億２９９万８，４９８円。訪問看護事業費用として、４，３２６万２，３８７円などとなっ

ております。 
 また資本的収入及び支出につきましては、収入予算現額が５億５，０３２万７千円というも

のに対して、決算額は５億４，９７３万４，８７２円となっております。 
 一方、支出面では予算現額７億７，５７８万円に対して、決算額は４億１９２万６，８４８円

となっております。支出予算の執行率は、５１．８％となっております。これは地方公営企業

法の第２６条の規定によりまして、３億５千万円が翌年度に繰り越されることによるものでご

ざいます。 
 以上、平成２０年度の各会計の歳入歳出決算につきまして、その概要をご説明させていただ

きましたけれども、よろしくご審議のほどを賜り、ご認定をいただきますよう、よろしくお願

い申し上げまして、説明を終わらせていただきたいと思います。 
〇議長（秋山俊和君） 

 以上で、会計管理者の補足説明が終わりました。 
 次に、代表監査委員から認定第１号から認定第２３号までの２３案件の決算審査結果につい

て、意見書の報告を求めます。 
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 入江代表監査委員。 
〇代表監査委員（入江薫君） 

 それでは平成２０年度北杜市一般会計、特別会計歳入歳出決算及び基金運用状況を審査した

結果について、ご報告申し上げます。 
 地方自治法第２３３条第２項及び同法第２４１条第５項、ならびに地方公営企業法第３０条

第２項の規定により、決算審査に付された会計については、 
 平成２０年度北杜市一般会計歳入歳出決算 
 平成２０年度北杜市国民健康保険特別会計歳入歳出決算 
 平成２０年度北杜市老人保健特別会計歳入歳出決算 
 平成２０年度北杜市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算 
 平成２０年度北杜市介護保険特別会計歳入歳出決算 
 平成２０年度北杜市居宅介護支援事業特別会計歳入歳出決算 
 平成２０年度北杜市簡易水道事業特別会計歳入歳出決算 
 平成２０年度北杜市下水道事業特別会計歳入歳出決算 
 平成２０年度北杜市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算 
 平成２０年度北杜市甲陵中・高等学校特別会計歳入歳出決算 
 平成２０年度北杜市辺見診療所特別会計歳入歳出決算 
 平成２０年度北杜市白州診療所特別会計歳入歳出決算 
 平成２０年度北杜市土地開発事業特別会計歳入歳出決算 
 平成２０年度北杜市明野財産区特別会計歳入歳出決算 
 平成２０年度北杜市須玉財産区特別会計歳入歳出決算 
 平成２０年度北杜市高根財産区特別会計歳入歳出決算 
 平成２０年度北杜市長坂財産区特別会計歳入歳出決算 
 平成２０年度北杜市大泉財産区特別会計歳入歳出決算 
 平成２０年度北杜市小淵沢財産区特別会計歳入歳出決算 
 平成２０年度北杜市白州財産区特別会計歳入歳出決算 
 平成２０年度北杜市武川財産区特別会計歳入歳出決算 
 平成２０年度北杜市浅尾原財産区特別会計歳入歳出決算 
 平成２０年度北杜市病院事業特別会計決算 
の２３会計でございます。 
 この２３会計の決算について、平成２１年７月２２日から８月２１日の間、北杜市役所にお

いて、審査のために提出されました決算書類について、帳簿と証拠書類等に基づき、秋山元紀

監査委員、秋山九一監査委員、そして私の３人で決算審査を実施いたしました。 
 審査に付された各会計歳入歳出決算書、同事項別明細書、実質収支に関する調書及び財産に

関する調書について、関係法令に準拠して作成されているかどうかを確認し、これらの計数の

正確性を検証するため、関係諸帳簿、その他証拠書類との照合等、通常実施すべき審査手続き

を実施したほか、必要と認めた項目の審査手続きを実施いたしました。 
 一般会計・特別会計及び歳入歳出外現金、ならびに基金運用状況を審査した結果、決算はそ

の計数に誤りはなく、諸帳簿・証拠書類も整備され、決算計数は正確でありました。 
 なお、各会計の決算については、お手元に配布されております決算書に添付された意見書の
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とおりでございます。 
 さて、昨年のアメリカに端を発した金融危機は世界同時不況を引き起こし、わが国の景気や

雇用の悪化など甚大な影響を受け、いまだに回復の兆しが見えない状況が続いております。現

在、国では緊急的に景気雇用対策を行っておりますが、抜本的な解決には程遠いのが現状であ

り、一日も早い景気雇用等の安定が望まれております。 
 このような中、去る８月３０日の衆議院議員選挙では、半世紀に及び第一党として政権を担っ

てきた自由民主党が敗北し、野党が入れ替わる政権交代となりました。これは国民が現在のさ

まざまな政治経済、社会情勢の改革と改善、民主党に期待した、その表れではないかと思って

おります。 
 ところで、本市の平成２０年度決算に目を向けますと、市債残高は着実に減少し、基金残高

は着実に増加しており、昨年度と同様に財政健全化に向けて努力のあとが見受けられますが、

実質公債費比率は１９．１％と、依然として高い状況にあります。 
 今後、少子高齢化、景気低迷による市税の減収や三位一体の改革による普通交付税等の減額

が本市の財政に重く圧し掛かってくることは、間違いありません。このことに対応するには、

行政は市民のためにあるということを当然のこととして再認識し、財政健全化を職員一人ひと

りがみずからの課題として捉え、徹底した事務事業の評価や公共施設等の縮小・廃止など、行

政のスリム化を実現するため、過去に捉われず無駄を省く努力と決断と実行が重要であります。 
 それには、積極的な情報交換により市民に理解を求め、市民と協働することが必要不可欠で

あることは言うまでもありません。今年の６月に公表された北杜市財政健全化計画では、財政

の現状を分析・把握した上で、中長期の見通しを立て、とるべき方策を示しており、健全化へ

の緊張感と意気込みが評価でき、着実に推進されるよう望みます。 
 住民の福祉の増進に努め、最小の経費で最大の効果をあげるという自治体の基本理念のもと、

市民が安心して暮らせる、人と自然と文化が躍動する環境創造都市 北杜市にならんことを切

望し、平成２０年度決算審査の報告といたします。 
〇議長（秋山俊和君） 

 以上で、代表監査委員の報告が終わりました。 
 お諮りいたします。 
 ただいま、議題になっております認定第１号から認定第２３号までの２３案件及び議案第

７３号から議案第７４号まで、議案第７６号から議案第８１号まで、議案第９７号から議案第

９８号までの１０案件につきましては、決算特別委員会及び所管の常任委員会に付託すること

になっておりますので、ここで総括質疑を行います。 
 質疑はありますか。 
 （ な し ） 
 質疑を終結いたします。 
 ただいま、議題になっております認定第１号から認定第２３号まで、議案第７３号から議案

第７４号まで、議案第７６号から議案第８１号まで、議案第９７号から議案第９８号までの

３３案件につきましては、お手元に配布してあります議案付託表のとおり、所管の常任委員会

等に付託したいと思います。 
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  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（秋山俊和君） 
   日程第３３ 議案第７５号 北杜市国民健康保険条例の一部を改正する条例についてを議題とい

たします。 
 内容説明を求めます。 
 清水保健福祉部長。 

〇保健福祉部長（清水克己君） 
 議案第７５号 北杜市国民健康保険条例の一部を改正する条例について、ご説明をいたしま

す。 
 改正の趣旨でございますけども、健康保険法施行令等の一部を改正する政令が平成２１年

５月２２日に施行されたことに伴いまして、出産にかかる経済的負担を軽減するために条例改

正を行うものでございます。 
 改正の内容でございますが、被保険者等に支給する出産育児一時金の金額について、平成

２１年１０月１日から平成２３年３月３１日までの間に出産した場合については、従来の金額、

３５万円に４万円を加算した額、３９万円を支給するための条例を改正するものでございます。

条例の附則に１項を追加するものでございます。 
 施行予定日でございますけども、平成２１年１０月１日から施行するものでございます。 
 以上でございます。よろしくご審議の上、ご議決いただきますよう、お願い申し上げます。 

〇議長（秋山俊和君） 
 説明が終わりました。 
 これから、質疑を許します。 
 質疑はありませんか。 
 （ な し ） 
 質疑を終結いたします。 
 お諮りいたします。 
 ただいま、議題となっております議案第７５号については、会議規則第３７条第３項の規定

により、委員会への付託を省略したいと思います。 
 これにご異議ございませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、議案第７５号については、委員会への付託を省略することに決定いたしました。 
 これから、討論を行います。 
 討論はありませんか。 
 （ な し ） 
 討論を終結いたします。 
 これから、議案第７５号に対する採決を行います。 
 お諮りいたします。 
 本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
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 したがって、議案第７５号 北杜市国民健康保険条例の一部を改正する条例については、原

案のとおり可決されました。 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（秋山俊和君） 
   日程第５４ 議案第９６号 不動産の取得について（雇用促進住宅）を議題といたします。 

 内容説明を求めます。 
 小林企画部長。 

〇企画部長（小林喜文君） 
 それでは議案第９６号について、ご説明を申し上げます。 
 不動産の取得（雇用促進住宅取得）について、ご説明を申し上げます。 
 地方自治法第９６条第１項第８号、ならびに北杜市議会の議決に付すべき契約及び財産の所

得、又は処分の範囲を定める条例第３条の規定により、議会の議決を求めるものであります。 
 本年１０月１日より市単独住宅として管理するために、９月末日までに所有権移転及び物件

の引き渡しを済ませる必要があります。そのためには、今月中に売買代金の支払いを完成させ

る必要があるためでございます。 
 まず、取得する土地でございます。 
 所在地 北杜市須玉町藤田３４６番地５ほか６筆 
 地 積 ２万７，６８８．７７平方メートル 
 地 目 宅地であります。 
 この件の詳細については、３ページをお願いいたします。 
 ３ページの別記１、物件の所在地、種別、地積、地目は記載されたとおりでございます。 
 もとにお戻りください。取得する建物でございます。 
 １として、施設の内容。①は共同住宅 ＲＣ造 ９棟 ３２０戸。②としまして、その他付

属施設 ＲＣ造ほか２２棟。 
 それから床面積、延べ床面積でございますが、２万６５７．７６平方メートル。内訳といた

しましては、共同住宅分が１万９，５９７．７６平方メートル。付属施設が１，０６０平方メー

トルでございます。 
 なお、詳細については３、４ページに別記２のとおり記載されてございます。 
 取得金額でございます。２億６，３５３万４，１４３円でございます。 
 内訳といたしましては、土地７，６５５万１，９８０円。これは非課税でございます。建物

１億８，６９８万２，１６３円。うち消費税は８９０万３，９１３円でございます。 
 取得の方法でございますが、売買でございます。 
 契約の相手方については、神奈川県横浜市中央区桜木町１丁目１番地８、独立行政法人 雇

用・能力開発機構、理事長 丸山誠。 
 以上、よろしくご審議の上、ご議決いただきますよう、お願い申し上げます。 

〇議長（秋山俊和君） 
 説明が終わりました。 
 これから、質疑を許します。 
 質疑はありませんか。 
 （ な し ） 
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 質疑を終結いたします。 
 お諮りいたします。 
 ただいま、議題となっております議案第９６号については、会議規則第３７条第３項の規定

により、委員会への付託を省略したいと思います。 
 これにご異議ございませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、議案第９６号については、委員会への付託を省略することに決定いたしました。 
 これから、討論を行います。 
 討論はありませんか。 
 （ な し ） 
 討論を終結いたします。 
 これから、議案第９６号に対する採決を行います。 
 お諮りいたします。 
 本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、議案第９６号 不動産の取得について（雇用促進住宅）は、原案のとおり可決

されました。 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（秋山俊和君） 
   日程第６２ 決算特別委員会の設置についてを議題といたします。 

 お諮りいたします。 
 北杜市議会委員会条例第６条の規定により、今定例会に上程されております認定第１号から

認定第２３号までの審査をするため、２２人の委員をもって構成する決算特別委員会を設置し

たいと思います。 
 これにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、２２人の委員をもって構成する決算特別委員会を設置することに決定いたしま

した。 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（秋山俊和君） 
   日程第６３ 決算特別委員会委員の選任についてを議題といたします。 

 お諮りいたします。 
 ただいま設置されました決算特別委員会委員の選任につきましては、委員会条例第８条第

１項の規定により、議長において決算特別委員会の委員として、２２人の全議員を指名したい

と思います。 
 これにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
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 異議なしと認めます。 
 したがって、ただいま指名いたしました２２人の諸君を決算特別委員会委員に選任すること

に決定いたしました。 
 ただいま選任されました決算特別委員会委員は、本会議休憩中に委員会を開会し、速やかに

正副委員長の互選をされるよう、ここに招集いたします。 
 場所につきましては、議員協議会室で開催いたします。 
 ここで、暫時休憩といたします。 
 再開は、１２時５分といたします。 

休憩 午前１１時５４分 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

再開 午後 ０時０８分 
〇議長（秋山俊和君） 

 休憩前に引き続き、会議を開きます。 
 入江代表監査委員さんは、一身上の都合により退席する旨、申し出があり、これを承認しま

したので、ご報告いたします。 
 休憩中に決算特別委員会を開催いたしまして、委員長、副委員長が決まりました。 
 決算特別委員会から正副委員長の氏名が議長のもとに届いておりますので、ご報告いたしま

す。 
 委員長に坂本治年君、副委員長に小林忠雄君。 
 以上のとおり、決算特別委員会の正副委員長が決定いたしました。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（秋山俊和君） 
   日程第６４ 選挙第２号 釜無山外三字恩賜県有財産保護組合議会議員の選挙を行います。 

 お諮りいたします。 
 選挙の方法につきましては、地方自治法第１１８条第２項の規定により、指名推選としたい

と思います。 
 これにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、選挙の方法は指名推選とすることに決定いたしました。 
 お諮りいたします。 
 指名の方法につきましては、議長が指名することにいたしたいと思います。 
 これにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、議長が指名することに決定いたしました。 
 釜無山外三字恩賜県有財産保護組合議会議員に、お手元に配布しましたとおりの３人を指名

いたします。 
 ただいま、議長が指名いたしました３人を釜無山外三字恩賜県有財産保護組合議会議員の当

選人と定めることにご異議ありませんか。 

 ３０



 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、ただいま指名いたしました諸君が釜無山外三字恩賜県有財産保護組合議会議員

に当選されました。 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（秋山俊和君） 
   日程第６５ 請願第３号 父子家庭に対する経済的支援の実施を求める請願書を議題といたしま

す。 
 紹介議員の趣旨説明を求めます。 
 ２０番議員、清水壽昌君。 

〇２０番議員（清水壽昌君） 
 請願第３号に対する提案理由の説明を行います。 
 請願書の朗読をもって、説明といたします。 
 北杜市議会議長 秋山俊和殿 

請願者 
住所 山梨県北杜市明野町三之蔵１９０番１０号 

山梨県父子家庭の会 北杜支部 加賀爪哲 
紹介議員 
清水壽昌 
渡邊英子 
中嶋 新 
利根川昇 
中山宏樹 

 父子家庭に対する経済的支援の実施を求める請願書 
 請願趣旨 
 １．母子家庭支援制度は、成り立ちが戦災未亡人救済をもとに体系が整えられてきたため、

父親が子育てをするという概念がなく、現状は母子家庭支援に大きく偏った状態であり、

父子家庭も母子家庭と同様に、ひとり親家庭である。 
 ２．母子家庭に対する経済的な支援は、児童扶養手当、母子家庭自立支援給付金、母子福祉

資金などあるが、父子家庭に対する経済的支援は皆無に近い状態である。 
 １つには、父子家庭の平均年収が母子家庭の平均年収より上回っていることが理由とし

て挙げられるが、同制度は平均年収で論議すべき内容ではないからこそ、個々人の年収条

件に照らし合わせた年収制限がなされている。故に現状、父子家庭においても支援の条件

を満たす年収の家庭も数多く見受けられる状況に鑑み、父子家庭も母子家庭と同様の支援

制度であるべきである。 
 ３．平成１３年より全国市長会においては、少子化対策に関する要望として父子家庭も児童

扶養手当の支給対象とすることを国に対して要望しているが、いまだ国は実施していない。 
 ４．山梨県においては、平成１９年９月定例県議会で父子家庭や母子家庭をひとり親家庭と

して、平等な取り扱いをする請願書が全会一致で採択されており、父子家庭や母子家庭に

対して県営住宅入居への配慮（優先枠は全管理戸数の約２０％）がなされているが、父子
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家庭に対する経済的支援は本来、国が行うべき事業であるため、父子家庭支援を独自に行

う自治体は、まだ少数である。 
 ついては、次のとおり請願する。 
 請願項目 
 １．国の関係機関及び県知事に対して、父子家庭に対する経済的支援を早急に実施するよう、

意見書の提出をお願いしたい。 
 ２．国や県の実施がなされるまでの間、市において父子家庭に対する独自の経済的支援を実

施するようお願いしたい。 
 右、地方自治法１２４条の規定により請願する。 
 以上でございます。慎重なる審議をお願いいたします。 

〇議長（秋山俊和君） 
 請願の趣旨説明が終わりました。 
 お諮りいたします。 
 本件につきましては所管である文教厚生常任委員会に付託し、審査したいと思いますが、ご

異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、請願第３号 父子家庭に対する経済的支援の実施を求める請願につきましては、

文教厚生常任委員会に付託し、審査することに決定いたしました。 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（秋山俊和君） 
   日程第６６ 請願第４号 核兵器廃絶の課題で「日本政府に対する意見書の採択」を求める請願

を議題といたします。 
 紹介議員の趣旨説明を求めます。 
 １９番議員、中村隆一君。 

〇１９番議員（中村隆一君） 
 請願第４号について、６人の紹介議員の１人である私が、請願の趣旨を朗読して提案いたし

ます。 
 北杜市議会議長 秋山俊和様 
 核兵器廃絶の課題で「日本政府に対する意見書の採択」を求める請願 

請願者 
北杜市大泉町谷戸８１８０番の９６ 

切山 允 
大泉革新懇代表世話人 

北杜市長坂町白井沢１５２４番地  
笹岡貢典 

長坂革新懇世話人 
北杜市高根町長沢２６３４の２   

雨宮代 
高根革新懇世話人 
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北杜市武川町柳澤３０００の１   
長澤康明 

武川・白州革新懇世話人 
紹介議員 
千野秀一 
風間利子 
保坂多枝子 
中村隆一 
篠原眞清 
小須田稔 

 請願の趣旨 
 今、冷戦時代を終え、ＡＳＥＡＮ（東南アジア諸国連合）やＥＵ（欧州連合）、そして南北ア

メリカをはじめ、地球人口の大半を占める地域で、話し合いで紛争を解決するという、新たな

基準での合意が進んでいます。核兵器のない世界を目指す動きについても、これまでにない大

きな転換点に差し掛かっています。 
 私たちは、１９６３年に締結された部分的核実験停止条約が地下核実験を合法化したことで、

実質的に核軍拡競争をもたらしたこと、ＮＰＴ（核不拡散条約）発行後３９年を経ているにも

かかわらず、核兵器保有国が増えていることを思い起こす必要があります。これらの事実は、

核兵器を地球上から廃絶するためには、核を拡散しないことを現実的な目標とするだけでは不

十分であったことを示していると思います。 
 ４月のオバマ米大統領のプラハでの発言は、核兵器のない世界へ踏み出す決意とともに、原

爆投下に対する道義的責任に言及しており、従来の米国政府の姿勢を大きく転換するものだと

思います。 
 また５月に開かれたＮＰＴ再検討会議、２０１０年５月開催の準備会でも、オバマ大統領は

同様のメッセージを送っています。準備会に参加した、すべての国が２０００年の会議で合意

した核兵器廃絶の明確な約束を再び議題にすることに賛成したことは、世界の平和へのうねり

を感じさせる変化といえるでしょう。２００５年の同会議では、核廃絶への道の障害となって

いたアメリカの姿勢が、今回は世界の願いを実現させる力強い一歩となっています。そして、

さらにオバマ大統領は、この目的を現実のものとするために、日本政府との協力関係を望んで

います。しかし、アメリカが核を保有し、その核の傘で自国の安全を図ろうとする立場を変え

ていない日本政府の姿勢は、甚だ理解に苦しむものがあります。 
 世界が大きく変化した今こそ、憲法９条を掲げ、被爆体験を持つ唯一の国の政府として、核

兵器廃絶への世論をリードすることで、核の傘によらない対等・平等な安全保障実現に責任が

果たせるのではないでしょうか。 
 わが国が将来にわたって非核三原則を堅持し、核兵器廃絶を究極の課題に留めず、速やかに

国際的合意として、実現するためのイニシアチブを発揮してこそ、北朝鮮に対する説得力ある

提言に結びつくのではないでしょうか。 
 本年６月衆参両院は、核兵器廃絶に向けた取り組みの強化を求める決議を全会一致で可決し

ています。また、山梨県議会は７月、核兵器廃絶の課題での日本政府の具体的努力を求める意

見書を全会一致で採択しています。 
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 北杜市が加盟している平和市長会議などの働きかけで、すでに核兵器廃絶への動きは世界に

広がっています。非核平和都市宣言をした北杜市議会が日本政府に対して、核兵器廃絶への国

際的役割を果たすことを求めるよう、市民は大きな期待を寄せるものです。 
 以上、日本国憲法第１６条に基づき、請願するものです。 
 請願事項 
 北杜市議会が核兵器廃絶の課題で、日本政府に対し、唯一の被爆国としての具体的な努力を

求める意見書を提出すること。 
 以上です。 

〇議長（秋山俊和君） 
 請願の趣旨説明が終わりました。 
 お諮りいたします。 
 本件につきましては所管である総務常任委員会に付託し、審査したいと思いますが、ご異議

ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、請願第４号 核兵器廃絶の課題で「日本政府に対する意見書の採択」を求める

請願につきましては、総務常任委員会に付託し、審査することに決定いたしました。 
 以上をもちまして、本日の日程は終了いたしました。 
 次の会議は９月２９日、午前１０時に開きますので、全員定刻にご参集ください。 
 本日は、これをもって散会いたします。 
 大変、ご苦労さまでございました。 

 
散会 午後 ０時２５分 
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平成２１年第３回北杜市議会定例会（２日目） 

 
平成２１年９月２９日 
午前１０時００分開会 
於 議 場 

 
 

１．議事日程 
 

諸 報 告 
日程第１ 会派代表質問 

公 明 党 内田俊彦君 
日本共産党 清水 進君 
北杜クラブ 中嶋 新君 
明政クラブ 秋山九一君 
市民フォーラム 野中真理子君 

 
 

２．出 席 議 員 （２２人） 
 

 １番 小 須 田 稔  ２番 中 山 宏 樹 
 ３番 相 吉 正 一  ４番 清 水  進 
 ５番 野中真理子  ６番 篠 原 眞 清 
 ７番 風 間 利 子  ８番 坂 本   
 ９番 小 林 忠 雄 １０番 中 嶋  新 
１１番 保坂多枝子 １２番 利 根 川 昇 
１３番 千 野 秀 一 １４番 小 尾 直 知 
１５番 渡 邊 英 子 １６番 内 田 俊 彦 
１７番 坂 本 治 年 １８番 秋 山 九 一 
１９番 中 村 隆 一 ２０番 清 水 壽 昌 
２１番 秋 山 俊 和 ２２番 渡 邊 陽 一 

 
 

３．欠 席 議 員 （ な し ） 
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４．地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席した者の職氏名（４２人） 

 
市 長 白 倉 政 司 副 市 長 三 井 弘 之 
総 務 部 長 細 川 清 美 企 画 部 長 小 林 喜 文 
保健福祉部長 清 水 克 己 生活環境部長 堀 内  誠 
産業観光部長 名 取 重 幹 建 設 部 長 深 沢 朝 男 
教 育 長 井 出 武 男 教 育 次 長 進 藤 芳 彦 
図 書 館 長 老 松 正 樹 会 計 管 理 者 比奈田善彦 
監査委員事務局長 原  哲 也 農業委員会事務局長 清 水 春 昭 
明野総合支所長 村 田  茂 須玉総合支所長 小 澤 信 義 
高根総合支所長 原 藤 和 雄 長坂総合支所長 清 水 元 義 
大泉総合支所長 小 池 昭 一 小淵沢総合支所長 仁 科 陽 一 
白州総合支所長 渡 邊  稔 武川総合支所長 松 永 直 樹 
政策秘書課長 坂 本 正 輝 総 務 課 長 伊 藤 精 二 
財 政 課 長 小 島 良 一 企 画 課 長 大 芝 正 和 
情報政策課長 菊 原  忍 市民福祉課長 原 かつみ 
児童家庭課長 吉 田 昌 司 障害福祉課長 浅 川 輝 夫 
健康増進課長 山 田 武 男 医 務 課 長 平 井  光 
環 境 課 長 由 井 秀 樹 上 水 道 課 長 小 尾 善 彦 
下 水 道 課 長 堀 内 健 二 農 政 課 長 中 山 欣 也 
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開議 午前１０時００分 
〇議長（秋山俊和君） 

 改めまして、おはようございます。 
 本日もスムーズな運営のうちに進行できますよう、よろしくお願い申し上げます。 
 ただいまの出席議員数は２２人です。 
 定足数に達していますので、ただいまから本日の会議を開きます。 
 諸報告をいたします。 
 ９月１９日に中部横断自動車道路経済懇談会、平成２１年度総会が南アルプス市で開催され、

私が出席いたしました。 
 なお、報道関係者から撮影の申し出があり、これを許可いたしましたので、ご承知願います。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（秋山俊和君） 
   日程第１ 会派代表質問を行います。 

 今定例会には、５会派すべてから会派代表質問発言通告がありました。 
 ここで、各会派の質問順位及び代表質問、一般質問の割り当て時間をお知らせいたします。 
 １番 公明党、３０分。２番 日本共産党、３０分。３番 北杜クラブ、１０５分。４番 明政ク

ラブ、９０分。５番 市民フォーラム、４５分となります。 
 それでは順次、質問を許します。 
 はじめに、公明党の会派代表質問を許します。 
 公明党、１６番議員、内田俊彦君。 
 内田俊彦君。 

〇１６番議員（内田俊彦君） 
 改めまして、おはようございます。 
 公明党を代表いたしまして、平成２１年第３回北杜市定例議会の代表質問を通告に従いまし

て、行わせていただきます。 
 まずもって、本市も５周年を迎え、厳しい地方財政の中、数々の難問を解決し、本日に至っ

たことを、まずもって市長ならびに職員の皆さまに感謝を申し上げる次第でございます。陰徳

あれば陽報ありといわれるように、地方分権の時代、また交付税を減らされたり、また補助金

を減らされたり、また税源移譲があるようでないような、この厳しい中をここまでよく耐えし

のぎ、また数々の政策を実績したことを高く評価いたしまして、質問に入らせていただきます。 
 私は３項目について、質問をさせていただきます。 
 １番目といたしまして、政権交代による今後の事業執行、事業計画の影響について。２番目

といたしまして、指定管理施設について。３番目としまして、公益法人法の改正についてでご

ざいます。 
 それでは、本文に入らせていただきます。 
 先の衆議院選挙の結果、政権交代によるさまざまな政策転換が推進されようとする中、期待

と不安が交差する状況下において、地方行政における今後の事業執行、事業計画の見直し、財

政負担などの問題が懸念されるところであります。 
 新政権は総額約１４兆円の補正予算について、未執行分を原則全面停止、公共事業の削減、

道路特定財源の暫定税率の完全廃止、高速道路の無料化など社会保障、教育、福祉、農業政策
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など、今後の事業執行、事業計画、来年度予算編成は大幅に遅れる可能性と制度改正等による

事務作業は、増大することと想定いたすところであります。 
 市長は所信及び提出案件説明の中で、今後、国の予算システムなどの変化によって、われわ

れ地方自治体の財政運営も、これまで以上に創意工夫が必要になるものと考えられますと述べ

られております。本市として、財政及び事業執行、事業計画について、見直し及び影響を何項

目か、お伺いいたすところでございます。 
 まず１、２番目でございますが、これは政府の緊急の経済危機対策のことでございます。 
 １番目として、地域活性化・経済対策臨時交付金事業の影響につきまして。 
 ２番目といたしまして、地域活性化・公共投資臨時交付金事業の影響について。 
 ３番目といたしまして、ふるさと雇用再生事業、緊急雇用創出事業の影響について。 
 ４番目といたしまして、道路整備でございますが、道路整備は国と地方の抜本的見直しや新

たな事業評価方式の策定などによる現時点での直接的影響につきまして。 
 ５番目といたしまして、本市の道路事業のうち県道駒ヶ岳公園線、県道茅野小淵沢韮崎線、

これはＪＲガードの拡張でございます。県道八ヶ岳公園線、１４１号長沢地内拡幅の新規４事

業が本年度、県の事前評価の庁舎会議に諮られる予定と伺っておりますが、この事業の対応と

推進について、お伺いいたします。 
 ６番目といたしまして、年金、介護、長寿医療者制度など、制度改正による事務作業の対応

について、お伺いをいたします。これは制度が変わりますと、それによりまして膨大な事務作

業が当然、必要になると。これについての対応は、サービスをより早く提供するためには、ど

うしてもしなければならない。このときについての対応をお伺いするわけでございます。 
 ７番目といたしまして、本市の農政課事業にかかる事業執行の影響についてでございます。 
 ８番目、これも農政課になりますが、農家の戸別補償制度導入により予想される影響につい

て、お伺いいたします。これは日米協定の見直しもございまして、仮に米に対しての税金が緩

和されますと、当然、わが日本に誇る食味ランキング１位の梨北米に影響が出るということも

ございますし、カロリーベースを国は４０％を目指しているわけでございますが、なんといっ

ても米が一番カロリーベース的には稼げるものだと思いますし、市としても、これについては

対応していかなければならないと思うわけであります。 
 ９番目といたしまして、その他、影響が想定される事業についてでございます。 
 ２項目について、ご質問をいたします。指定管理施設について、お伺いいたします。 
 平成１８年に指定管理者制度導入により、条例に基づき選定された業者、団体により管理運

営がなされている状況にあります。民間の知恵と努力により、管理運営の成果は高く評価でき

るものであると思っております。そこで以下、３点についてお伺いいたします。 
 指定管理者制度もようやく板にのってきたというか、ようやく皆さんに理解してもらってき

たというか、そのおかげで、各施設についての評価もそれぞれの立場でできているというふう

に思っております。その中で、質問させていただきます。 
 指定管理施設の中で今後売却、または貸し出し等ができる施設があるか、まず１点目として

お伺いいたします。 
 ２番目といたしまして、今回、企画部が条例改正によりまして、（７）、細部にわたっており

ますが、指定管理者制度に関することと明記されておりますが、改正前も企画課が統括してい

る現状でありますが、あえて企画課と明文化することについての目的をお伺いいたします。 
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 ３番目といたしまして、指定管理施設の廃止封鎖の検討について、いかがお考えか伺います。 
 最後、３番目でございますが、公益法人法の制度改正について、お伺いいたします。 
 現行の公益法人法は特例民間の法人とし、２００８年１２月１日、法律完執行日から５年以

内に新制度に移行できない場合は解散となるというふうな、決まりごとになっております。つ

まり、２００８年の１２月１日に施行されているわけですが、それから５年以内に民間の法人

を選ぶのか、公益の法人を選ぶかということを、どうしても選択しないと解散になってしまう

という状況でございます。そこで以下、伺うところでございます。 
 １番目におきまして、本市における、この広域法人の関係する法人は２つだと思っておりま

す。通称、明野にありました、今、北杜市農業公社、また増富のみずがき財団などであります

が、これらにつきまして、今後の方針について、市当局との検討協議が現在、行われているか

どうか伺うところでございます。 
 ２番目でございますが、補助金等を受け入れて運営されている法人にとって、これは死活問

題になるんではないかなというふうに思っております。特に農業法人のほうにつきましては、

補助金を運用しながらの、どうしてもいろいろな事業を行っておるわけでありまして、それに

伴う雇用があるわけでございまして、それらもなんとかクリアしながら移行していかなければ

ならない現実があるんではないかなと思うところでございます。これらのことは税制上の問題

や公益事業、公益事業におきましては、新たな公益法人法では５０％以上の公益事業を行わな

いと認めてくれないという、厳しいハードルがあるということでございます。新制度の認定ハー

ドルは高く、その対応には大変、苦慮されるところでございますが、総務部、もしくは企画部

が、これは対応していかなければいけないかと思っておりますが、いかがお考えか、方向性を

お伺いいたします。 
 以上、３項目につきまして、質問をさせていただきます。 

〇議長（秋山俊和君） 

 答弁を求めます。 

 白倉市長。 

〇市長（白倉政司君） 

 内田俊彦議員の、公明党の代表質問にお答えします。 

 地方が大変厳しい時代に、市政推進にご理解とご評価をいただき、併せて職員に激励をいた

だき、大変ありがたく思います。なお一層、公明党の掲げる未来に責任を持つ舵取りを進めて

まいる決意であります。 
 政権交代による今後の事業執行、事業計画の影響について、いくつかご質問をいただいてお

ります。 
 はじめに地域活性化・経済対策臨時交付金、ならびに地域活性化・公共投資臨時交付金につ

きましては、いずれもすでに交付の決定されているものであり、また政府も地方自治体向け予

算については、執行停止をすれば混乱が生じるとして、原則、執行するとの方針から影響はな

いものと考えております。 
 なお、地方六団体でも地方関連の予算の見直しに際しては、地方の実情や事業の必要性等を

丁寧に検証した上で、最大限に配慮されることを要請したところでもあります。 
 次にふるさと雇用再生特別基金事業及び緊急雇用創出事業についてでありますが、両事業は

国の前年度２次補正予算及び今年度１次補正予算により、交付金がすでに交付され、県が基金
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を造成するとともに、県による直接事業と市町村への補助事業として、事業が実施されていま

す。 
 本市においては、平成２１年度事業として両事業により３２事業を実施し、８０人の雇用創

出が図られ、失業された方々への雇用機会に大いに役立っているものと思っております。この

事業は基金造成により、３年間の事業として取り組みがされており、雇用情勢が厳しい現状に

おいて、本市では平成２２年、２３年度も引き続き積極的に事業へ取り組み、さらなる雇用機

会の創出に努めてまいりたいと考えております。 
 事業計画の影響について、国から県への具体的な情報は寄せられていないとのことでありま

すが、引き続き関係機関からの情報を注視してまいります。 
 次に道路整備における抜本的見直しなどによる、現時点での直接的影響についてであります

が、政権交代に伴い公共事業の削減や補正予算の執行停止などが実施されれば、地方公共団体

は大きな影響を受けるものと思われます。市といたしましては、今後の動向を注視するととも

に適切な執行を確保するため、国及び県に積極的に働きかけ、生活基盤の安定と市民生活の向

上に努めていく所存であります。 
 次に、国県道の整備事業の対応と推進についてであります。 
 県に照会したところ、県道駒ヶ岳公園線、通称、横手バイパスにつきましては、概略設計を

行い、事業費を算出した上で、公共事業事前評価に図る予定だとのことであります。また、県

道北杜八ヶ岳公園線につきましては引き続き整備計画に従い、整備を進めていく予定であると

の回答を得ております。県道茅野北杜韮崎線の農業大学校入り口、ＪＲガード拡張につきまし

ては、県評価委員会の規模縮小提案により、ＪＲとの立体交差部については未整備となってお

りますが、現在、整備中の個所の供用開始後、広域農道との接続を含めた周辺道路の通行状況

の推移により対応をするとの回答でありました。 
 また、国道１４１号線長沢地内の拡幅改良事業でありますが、先般、県が地元の事業推進委

員会に対し、地元の意見を伺ったところであります。市といたしましても、国県道の整備は懸

案事項でもあり、道路機能の向上と安全確保に努めるよう、今後も県当局へ要望を重ねてまい

る所存であります。 
 次に年金、介護、長寿医療制度など、制度改正による事務作業の対応についてであります。 
 いずれの制度についても、改正の内容が明確ではないため、影響については推し量れません

が、どの制度も長い議論の末に施行された制度であり、その執行にあたっての経費や労力は膨

大なものであります。 
 今後、制度改正がされますと、私ども地方自治体の現場においては、システムの改修や人件

費などの経費がかかるため、国においては十分な財政的フォローアップをお願いするところで

あります。 
 次に本市の農政事業にかかる事業執行の影響についてでありますが、国の補正予算により現

在、農地有効利用支援整備事業に１億３７４万円。農山漁村活性化プロジェクト支援交付金事

業に３，４４７万６千円。農村地域新エネルギー活用事業に４，５８５万円で、合計１億８，

４０６万６千円が農政課に予算化されております。これらが補正予算の執行停止の対象に含ま

れるか否かは明確になっていませんが、すでに交付決定されている事業もあり、市としまして

も県と連携し、情報収集に努めております。 
 一方、農地集積加速化事業については、国が交付金の凍結を基金管理団体に要請しており、
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その実施が危ぶまれ、市としても懸念しているところであります。 
 次に農家戸別補償制度導入により予測される影響についてでありますが、新政権での公表も

ない現時点では、影響を予測することは困難でありますが、民主党のマニフェストによれば、

販売農家に対し、生産費用と市場価格の差額を補てんする農家への戸別補償であり、米価を一

定の水準に保つ現在の生産調整システムからの転換であります。 
 おいしい米の産地づくりを推進してまいりました本市への影響につきましては、これまでＪ

Ａを中心に減農薬・減化学肥料による安心・安全な米作りにより、高付加価値販売をすること

で農家所得を保ってまいりましたが、米価下落が生じた場合、どの程度まで保障されるのか不

安があり、価格補償の内容によっては、米生産農家の意欲の低下が危惧されます。 
 また日米自由貿易協定、略称ＦＴＡでありますが、当初、民主党のマニフェストでは米国と

の間ではＦＴＡを締結し、貿易投資の自由化を進めるとしていたものを、「協定締結」を「交渉

促進」に修正し、国内農業と農村の振興などを損なうことは行わないと、農業施策に一定の配

慮を追加したことから、直ちに大きな影響はないと思われますが、新政権が打ち出す対策も注

視して、対処してまいります。 
 次に指定管理施設について、いくつかご質問をいただいております。 
 はじめに指定管理施設の売却や廃止、封鎖等の検討についてであります。 
 指定管理者制度は、民間のノウハウを活用することによって施設の利用の促進、市民サービ

スの向上、経費の削減等の効果が期待できる場合に活用する制度であります。したがいまして、

制度を活用しても効果が期待できない施設につきましては、指定管理期間が終了する時点で施

設の設置目的の達成度などについて、所管部局や関係者と協議を行いながら、施設の売却や貸

し出し、または廃止、封鎖等について対応してまいります。 
 次に、条例改正に指定管理者制度について明記する目的は何かについてであります。 
 指定管理者制度については、現在は企画部企画課の行革担当において統括しておりますが、

指定管理施設の所管が２１課になるなど、今の体制では指定管理者に対する指導・監督が不十

分ではないかとのご指摘を監査委員からいただきました。また、専任職員の配置を行ったらど

うかとのご指摘もいただきました。 
 そこで、昨年１２月からは企画課行革担当に指定管理専任職員を１人配置し、所管課と連携

を図る中で、立ち入り検査や会計帳簿等の照合等、指定管理者に対するチェック機能の強化に

努めてまいりました。今回の行政組織改革におきまして、さらにチェック機能の強化を図るた

め、企画部管財課を新設し、指定管理担当を設けることとし、これに伴い改正後の北杜市行政

組織条例に指定管理者制度についてと明記したところであります。 
 その他につきましては、担当部長から答弁いたします。 

〇議長（秋山俊和君） 
 小林企画部長。 

〇企画部長（小林喜文君） 
 内田俊彦議員の、公明党の代表質問にお答えいたします。 
 公益法人制度改正について、いくつかご質問をいただいております。 
 はじめに、特例民法法人の今後についてであります。 
 国において公益法人制度改革が行われ、公益法人制度改革関連三法が平成２０年１２月１日

から施行されました。これにより、従来の民法により設立された公益法人は、特例民法法人と
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され、平成２５年１１月３０日までに一般財団法人か、公益財団法人へ移行する申請が必要と

なり、期限までにいずれの申請も行わなかった場合や申請を行ったが認められなかった場合は、

その財団法人は平成２５年１１月３０日に解散したとみなされることになりました。このこと

から、ご質問の財団法人 北杜市農業振興公社と財団法人 みずがき山ふるさと振興財団につ

いても対応を迫られることとなりました。法律の施行後、両財団と市で具体的な協議までには

至っていませんが、準備期間も相当要することから、今後、県等の指導を受ける中で、検討を

進めてまいります。 
 次に、法人等への今後の対応についてであります。 
 財政健全化法が平成２１年４月１日から全面施行され、将来負担比率が早期健全化基準以上

である場合は、財政健全化計画の策定が義務付けられることとなりました。特に地方公共団体

が損失補償等を行っている第三セクター等にかかる債務については、本来、求められる民間企

業と同様の市場規律が働かないケースも多くあり、その経営状況が著しく悪化している場合に

は、将来的に地方公共団体の財政に深刻な影響を及ぼすことも予想されることから、総務省か

ら、第三セクター等の抜本的改革等に関する指針が、本年６月３日に通知されたところであり

ます。 
 指針では、今後５年間で基本的にすべての第三セクター等を対象として、存廃を含めた抜本

的改革を集中的に行うこととされており、そのために必要な経費等については、第三セクター

等改革推進債による起債も可能となりました。 
 財団法人 北杜市農業振興公社、財団法人 みずがき山ふるさと振興財団を含め、第三セク

ター等の今後の取り扱いについては、抜本的な見直しを迫られていますので、運営状況や支出

状況などを参考に、検討を行っていく必要があります。 
 今回の行政組織改革に伴い、来年度からは企画部企画課の行革担当において、市の出資法人

等についての所管を行っていく予定であります。 
〇議長（秋山俊和君） 

 当局の答弁が終わりました。 
 内田俊彦君。 

〇１６番議員（内田俊彦君） 
 何点か再質問を行いますが、まずはじめに政権交代における今後の事業執行の影響について、

お伺いをするところでございます。 
 これは総括的な質問をさせていただきますが、簡単に言うと八ッ場ダムに象徴されるように、

なかなか今回の政権について、私の感覚的な評価は、まだまだよちよち歩きで、なかなか厳し

いものではないかというふうに、私は感じるところでございます。 
 そういった中で、どうしても地方行政は制度改革があったり、いろんな変更があると、それ

に伴う、先ほども莫大な事務事業があるというふうにお答えでございますが、そういったこと

にどうしても対応しなければならない。ただ、それに言う財政のフォローアップがあるか否か

は、なんとも今、言えないところではないかと。私も不安を感じるところであります。そういっ

た場合、本市においてはどういう対応をするのか。つまり、どうしても外郭的なところへ事務

作業を委託しなければならない場面も出るだろうし、また臨時職員を雇わなければならない場

面もあるだろうしというようなことが、総括的に考えられるところだなというふうに心配をす

るところでございます。これは、あくまでも心配を想定した質問になってしまうわけでござい

 ４３



ますが、そこにつきまして、市はどういったふうに考えているのか、もう一度、お伺いをいた

します。 
〇議長（秋山俊和君） 

 答弁を求めます。 
 白倉市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 政権が変わろうとも、各政党とも国民生活をよくしようという姿勢は変わらない、共通の姿

勢だと思います。私どもは、住民生活の真の姿を知っている地方として、しかも地方分権が進

む中でありますので、いろんな意味で現場を知っているのは地方自治だと、こういう思いで舵

取りをしているつもりであります。したがいまして、政権が変わっても、そういった地方の立

場は、新規政権でも十分尊重されるでありましょうし、ましてや制度の見直しはいろいろあろ

うとも、一度、政府間で中央政府と地方政府が約束したことであるのは、推進されるであろう

と信じております。あと、いろいろな意味での制度の見直しによる、分かりやすい言葉で言え

ば手間ひま等々については、これから地方として六団体を中心に中央政府に詰めていきたいと、

こんな思いであります。 
 以上です。 

〇議長（秋山俊和君） 
 内田俊彦君。 

〇１６番議員（内田俊彦君） 
 その点については、理解いたしました。 
 続きまして、農政課になろうかと思いますが、農政事業の中で農地有効利用支援事業１億何

がしとか、農山漁村活性化プロジェクト支援交付金に３，４００万円とか、新エネルギー事業

とかあるわけでございますが、それらについての場所と事業の概要を教えていただきたいと思

います。 
〇議長（秋山俊和君） 

 答弁を求めます。 
 産業観光部長。 

〇産業観光部長（名取重幹君） 
 それでは、内田議員の質問にお答えします。 
 先ほど、申し上げました影響でございます。具体的に申し上げますと、まず農地有効利用支

援事業でございますが、これは市内全域でございますが、２００万円以下の農道水路につきま

して、小土地改良事業ということで、市内５８カ所の整備をするということでございます。こ

れは１億３７４万円でございます。これはすでに、交付決定がされております。 
 それから２番目でありますが、農山漁村活性化プロジェクト支援交付金事業、これにつきま

しては２２年度で、前倒しで事業を執行するということでございます。これにつきましても決

定済みでございます。３地区ございまして、小淵沢の根造水路１２０メートル、５８０万円。

それから高根町五町田地区、ため池１，０６２万円。それから長坂地区、暗渠排水工事、９ヘ

クタールでございますが、１，６４１万円。それから農村地域新エネルギー活用事業の永井原

地区の太陽光発電、これは県事業でございますが、本市としましては負担金をお支払いすると

いうことで、工事費負担金２億円の２２．５％、４，５００万円でございます。 
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 それから、もう１点でありますが、これは直接、市の事業会計ではございませんが、農地集

積加速化事業、これにつきましては凍結をしているということでありますが、一般会計の予算

化はありませんが、影響額を推測いたしますと、高根清里、長原地区でございますが、１５ヘ

クタール、それから江草３ヘクタール、計１８ヘクタールの分で、最長５年間でございますか

ら、推測しますと１，３５０万円。それから来年度以降、２２年、２３年度でありますが、畑

の圃場整備を計画しておりますが、これが３８ヘクタール。したがいまして、３年間でありま

す。これも推測でありますが、１，７１０万円ということでございます。合計いたしまして、

３，０６０万円が影響というふうに考えております。 
 以上でございます。 

〇議長（秋山俊和君） 
 答弁が終わりました。 
 内田俊彦君。 

〇１６番議員（内田俊彦君） 
 再質問を続けさせていただきます。 
 先ほどの答弁を聞く中で、意外と本市においては予算化が早かった、事業化が早かったとい

うことが、私も今、感じるところであります。あらゆる交付金事業を使ったり、公共投資事業

を使ったり、いろいろなことを考える中で、私どもの市は６月定例議会で、その議決がすべて

終わっていたというふうに、私は思っているところでございます。ですから、おそらく、ほか

の市よりも２カ月、３カ月、先走りをしながら頑張っていたというふうに、私は考えていると

ころなんですが、その点についてはそういう考えでよろしいか、お答えを願います。 
〇議長（秋山俊和君） 

 答弁を求めます。 
 白倉市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 今度のいろいろな意味の臨時交付金は、基本的には地域活性化・経済対策と、こんな感じで

ありましたから、できるだけ前倒しでやるほうが経済効果は高いだろうという、国も、また私

ども北杜市もそんな共通な思いでいました。したがいまして、臨時交付金についても、できる

だけ執行を早く進めることが大切だろうという思いで、今、内田議員ご指摘のとおり、大方は

６月議会までにやらせていただいたわけであります。そういう流れで、よかったと信じており

ます。 
〇議長（秋山俊和君） 

 答弁が終わりました。 
 内田俊彦君。 

〇１６番議員（内田俊彦君） 
 続きまして、項目を変えまして、再質問をさせていただきます。 
 まず指定管理施設と条例改正、これは両方に関わる部分ですので、一緒に質問させていただ

きたいところでございますが、簡単にいうと指定管理者制度を苦渋の選択で、たくさん、北杜

市は、ほかの自治体よりも出してきたと。それ以外に、事務処理も大変だった、担当も契約な

ら何やら大変だった、汗をかいてきた。ところが１つ、よかったことが私はあると思うわけで

す。それは、その施設の全体像が、一つひとつ個別に見えてきたということだというふうに、
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私は思っているところであります。 
 旧町村の時代は施設もあったけども、あちらこちらにあっても意外と見えていた。ところが

一緒になると、たくさん施設があって、なかなか目が届かなかった。ところが指定管理者制度

の導入をしたところ、導入をしたほうがいろいろな評価はできたというふうに、私は思ってい

るわけであります。ですから評価ができた以上、今度、どう進むのかというのは、また執行部

の考え、またどうしても総論賛成、各論反対という現実も出てくるというふうに、私は思って

いるところでございます。 
 このたび、指定管理者制度におきまして、議会も何点か今まで指摘して、一元化して管理を

したほうがいいんではないかという中で、昨年１人、１２月に担当を付けたと。今度は、やは

り企画部のほうで、その担当を付けながら、しっかり契約も何から全部やっていくというふう

な思いで、条例改正をしてきているというふうに、私は思っているところであります。 
 そこで、先ほど私、具体的にどこですかというふうに聞いたんですけども、なかなかどこと

いうふうにはお答えができないというふうに、今のところ検討中というふうに思っているとこ

ろであります。どのくらいの期間、先ほどの答弁の中では、指定管理者制度が、要するに切れ

る年度においてということでございますが、やはり、それについては前向きに、その前からい

ろいろな情報収集等が必要だと思っておりますが、いかがお考えか伺います。 
〇議長（秋山俊和君） 

 答弁を求めます。 
 小林企画部長。 

〇企画部長（小林喜文君） 
 今の内田議員さんのご質問でございますが、指定管理制度についてということでございます。 
 実際、今、北杜市の施設については、公民館も含めれば５３０施設ほどあると。このうち公

民館を引いても３１０施設ある。そのうちの１３９施設は、指定管理であるということでござ

います。期間については、平成２３年３月３１日が切れる時期でございます。その以前に今言っ

たようなことについては、精査しながら回答をしていきたいというふうに考えております。 
〇議長（秋山俊和君） 

 答弁が終わりました。 
 内田俊彦君。 

〇１６番議員（内田俊彦君） 
 最後になりますが、公益法人法の改正について、お伺いいたします。 
 公益法人法は簡単にいうと、縛りを強くしてきたというふうに思っております。先ほど、答

弁も丁寧に答えていただいたわけでございますが、簡単に言うと三セク、そして法人、それら

のすべての経営状態まで、自治体にとっては財政健全化法の枠の中で縛られるというふうに、

今後、決まっているわけでございます。 
 そうなると、あと５年あるといっても、５年は切ったわけでございます。どうしても、その

間には、先ほど、私も最初に述べたところでございますが、人が関わらないものについてはい

いんですが、人が雇用されているところについては、どうしても、その対応を早めにしないと、

その身の振りについては難しいわけでございます。今の答弁でございますと、今後やっていき

ますよというようなことでございますが、これについては、明日からも対応していかないと難

しいなというふうに思っております。今までは、法人等は補助金等をうまく使いながら運用し
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ながらやってきたわけでございますが、その補助金等にも当然、影響が出てくるというふうに

思っております。そこにつきまして、対応について、いち早く、これからするかどうか、お伺

いいたします。 
〇議長（秋山俊和君） 

 答弁を求めます。 
 小林企画部長。 

〇企画部長（小林喜文君） 
 公益法人の件についてでございます。 
 第三セクター及び公益法人、２本についても、やはり市も一生懸命、一緒になって頑張って

いかなければならないというようなことは考えております。ついては、早急にでも財団法人等

についても、第三セクター等についても早急に県の指導等を仰ぎながら、今後、進めていきた

いというように思っております。 
〇議長（秋山俊和君） 

 内田俊彦君、よろしいですか。 
 （ な し ） 
 内田俊彦君の質問が終わりましたので、これから関連質問を許します。 
 関連質問は、ございませんか。 
 （ な し ） 
 以上で、質問を打ち切ります。 
 これで、公明党の会派代表質問を終結いたします。 
 次に、日本共産党の会派代表質問を許します。 
 日本共産党、４番議員、清水進君。 
 清水進君。 

〇４番議員（清水進君） 
 ９月定例会において、日本共産党の代表質問を行います。 
 第１に今回の衆議院選挙で、自民・公明政権から民主党中心の政権へと変わりました。自民・

公明政権が退場しました。この選挙結果を、市長はどのように評価していますか、まず見解を

求めます。 
 日本共産党は、この政権に対して、よいことには協力、悪いことにはきっぱり反対、そして

現実政治が国民の願いを一歩でも前進させるため、建設的野党として力を尽くすものでありま

す。この連立政権が公約している、１つには生活保護の母子加算を復活、父子家庭にも児童扶

養手当を支給すること。２つとして、後期高齢者医療制度や障害者自立支援法を廃止すること。

そして３つとして、高校教育を無償化すること。４つとして、労働者派遣法の抜本改正など、

日本共産党と一致している課題があります。私たちは、これらの課題、地域での草の根の運動

を行って、実現に力を尽くしてまいります。 
 障害者が生きていく上でなくてはならない支援を利益とみなし、応益負担として原則１割の

自己負担を求める障害者自立支援法。自民党と公明党の賛成で、２００６年より施行されて３年

が経ちました。一例ですが、自立支援法により、Ｋさんの通う作業所の利用料負担が１カ月で

１万２，９００円必要になりました。昼食代も自己負担に。その後に２回の措置で軽減されま

したが、月曜から金曜まで利用するグループホームと作業所に払うお金は、月約７万７千円か
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かります。母親の収入は国民年金が５万円弱、Ｋさんの障害年金と合わせても赤字になります。

今は貯金を取り崩し、生活を行っております。 
 また２００８年４月から施行され、７５歳以上の高齢者を他の医療保険から切り離し、全員

から保険料を取り立て、受けられる医療内容を抑制することを狙った医療制度であり、保険料

は２年ごとに改定され、高齢化が進むのに応じて、自動的に引き上がる仕組みとなっています。

世界でも、こんな残酷な制度はありません。 
 ある高齢者が「兵隊に行って青春を失い、年をとれば社会から捨てられる。なんたることだ。」

また、「本当に年寄りが粗末に扱われている。社会の末端ほどしわ寄せがいき、介護殺人なども

起きている。制度がそこまで人を追い込んできた。」このように指摘しています。後期高齢者医

療制度の撤廃以外にありません。 
 また、この１０年間で経済的格差や貧困が広がっております。１０年前には、定時制生徒の

授業料減免者が５．９％でした。２００７年、１９．７％と３．３倍に増大をしています。し

かし、２００８年には授業料減免基準が厳しくなり、授業料が払えず、学校に通えない高校生

が増大しています。先進国のほとんどが高校と大学の授業料は無償なのに、日本は有料であり

ます。 
 高齢者、障害者、母子家庭の方々が安心して暮らしたい。また、高校生が経済的理由で修学

の機会を失ってはならない。こうした切実な声、掲げた１、２、３、４項目、この願いを市長

はどのように受け止めて、国に対して意見表明を行うか、伺います。 
 次に第２点として、国保税の減免項目の充実と一部負担金減免制度の実施を求めます。 
 市の国保税減免に、失業・倒産や前年所得を大幅に引き下がっている状態にあるときなど、

条例の充実を求めます。 
 払いたくても国保税が高くて払えない。急な倒産や失業による場合、また経済不況で前年の

所得から大幅に収入減になっている世帯を、市として救済していくべきであります。国保税が

異常な高さになっています。背景には、国保財政の構造上の問題があります。国保加入者の過

半数は無職者であります。加入世帯の平均所得が低いことです。さらに、加入者の平均所得の

急激な低下があります。全国の集計では、１９９１年度の２７６万円から２００５年度には

１６８万円に１００万円以上、低下をしています。健康保険加入者の年間所得を比べると半分

以下であります。平均受給月額５万円以下という、国民年金生活者の増加。非正規労働者やフ

リーターなど、低賃金の状態で国保に加入させられております。これが１５年間、国保加入者

の急速な平均所得の低下に拍車をかけています。 
 そして、所得に占める保険料率を比べてみると、国保は１１．６％、政管健保では７．４％、

組合健保５．１％となっています。国保の世帯には、最も低い所得にもかかわらず、最も高い

保険料率がかけられています。高すぎる保険料が払えず、手遅れで命を落とす事例が山梨でも

起きています。失業・倒産や前年所得を大幅に引き下がっている状態にあるときなど、市の国

保税条例の、その他市長において、特に減免の必要があると認めたものにこのような事例を明

記し、減免を制度として活用できるようにすべきだと考えます。市長の見解を求めます。 
 次に、国保の一部負担金減免制度の実施を求めます。 
 平成２０年７月にとりまとめられた医療機関の未集金問題に関する検討報告書において、医

療機関の未集金は、生活困窮と悪質滞納が主要な発生原因であると指摘されているところであ

ります。このうち生活困窮が原因である未集金は、国保における一部負担金減免制度の適切な
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運用や医療機関、国保、生活保護の連携によるきめ細やかな対応により、一定程度、未然防止

が可能であると考えられる。生活に困窮する国保の被保険者に対する対応について、下記のと

おりとりまとめたので、市や医療機関及び関係団体等に周知を図られたい、こうした通知書が

配布を行われております。 
 国保の一部負担金減免の積極的活用等を求めた通知を出しました。このことにより、北杜市

において医療費の支払いが困難な人を救済するために、積極的に活用していくことが求められ

ています。 
 日本共産党、小池晃参議院議員の国保の一部負担金の減免制度を国の責任で制度の拡充を求

める質問に、舛添大臣は減額した費用の２分の１を国の特別調整交付金で補てんする考えを表

明いたしました。この制度の実施状況は２００７年１２月、１，８１８保険者のうち１，００３保

険者が条例ないし規則、要綱などにおいて減免制度を設けております。北杜市でも、この制度

の実施を求めるところであります。 
 第３に、長坂区域内の小学校統合計画の予算について、お伺いをいたします。 
 今度の議会に、一般会計補正予算に長坂区域内の小学校統合計画の具体化していく予算が計

上されています。私の６月議会での適正規模・適正配置の課題に対して、住民合意が最も重要

である、質問を行いました。地域全体の意向を単に賛成・反対の両面から論じるだけでなく、

地域住民が積極的に、論議に参加できる話し合いの場をつくることが重要だと指摘をいたしま

した。こうした経過をふまえず、進めていくことが行政の、あまりにも一方的な進め方ではあ

りませんか。その地域がどのようになっていくのか。そこに住む市民と一緒に、まちづくりを

考えて進めていくことが重要ではありませんか。拙速すぎる計画を見直す考えはありますか、

教育長の見解を求めます。 
 また改めて、今回の適正規模・適正配置の答申を受けてからの進め方について、伺います。

特に小学校、中学校がなくなる地域での住民合意をどのように進めていくのかを再度、お伺い

をいたします。 
 最後に第４項目として、新型インフルエンザのワクチン接種の公費負担を求めることについ

てであります。 
 厚労省は、新型インフルエンザの流行のシナリオを８月２８日、発表を行いました。このシ

ナリオでは、通常の季節性インフルエンザの２倍にあたる国民全体の２０％、約２，５００万

人が発症すると推計をしています。ピーク時には１日当たり約７６万人が発症し、４万６，

４００人が入院すると推計をいたしました。軽症や、ほとんど症状が出ていない感染者も含め

ると、国民の半数が感染する可能性も示しています。特に入院の受け入れ態勢を整えることは、

大切だと考えます。 
 今回、２回のワクチン接種で、６千円から８千円の自己負担になることが報道されています。

ワクチン負担を国に公費負担にするよう、申し入れることを求めます。また、今回の新型イン

フルエンザは、国民には免疫がないと、このようにいわれています。今年は従来のインフルエ

ンザ予防接種と新型インフルエンザのワクチン接種、２種類の接種が必要となります。自己負

担も倍額となります。生活困窮世帯は、接種したくてもできないなどがあってはなりません。

市単独で、子どもなどに補助を求めます。 
 以上４つの見解を求めて、代表質問とさせていただきます。 
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〇議長（秋山俊和君） 

 答弁を求めます。 

 白倉市長。 

〇市長（白倉政司君） 

 清水進議員の、日本共産党の代表質問にお答えいたします。 

 市長の政治姿勢について、いくつかご質問をいただいております。 
 はじめに今回の衆議院選挙の結果に対する、私の考えについてであります。 
 今回の選挙の結果は厳しい経済情勢が続く中、いわゆる社会の閉塞感というものに対し、国

民が変化を求めたものではないかと考えます。国民の支持を受けて誕生した連立政権には、所

信でも申し述べたとおり、スピード感を持って、雇用所得等の本格回復、国家財政の健全化、

国民が安心して暮らせる社会の実現に向けて取り組まれることを期待するところであります。 
 次に、生活保護の母子加算の復活についてであります。 
 ひとり親世帯に支給されている母子加算は、平成１７年度より段階的に減額・廃止が行われ、

平成２１年４月からは全廃となりましたが、新政権では年内にも復活すると聞いております。

経済的弱者の救済は大変、大事な課題であると考えております。 
 次に、父子家庭への児童扶養手当の支給についてであります。 
 父子家庭に対して、児童扶養手当を支給することについては、今までも県を通じて、国に対

して要望をしてまいりました。今後とも機会があるたびごとに、要望を続けていきたいと考え

ております。 
 次に、後期高齢者医療制度障害者自立支援法の廃止についてのご質問であります。 
 いずれの制度も定着が図られつつありますので、廃止して新制度に移行するには、さまざま

な検討がなされるものと思います。新制度への移行で混乱が起きないことを願っております。 
 次に、高校の授業料についてであります。 
 授業料につきましては、教育基本法の第５条に国、または地方公共団体の設置する学校にお

ける義務教育については授業料を徴収しないと規定されており、授業料は義務教育を除き、受

益者等が負担することが基本となっております。 
 したがいまして、新政権が公約としている高校教育の無料化については、今後の国会におけ

る法律改正等の動向に委ねたいと考えております。 
 次に労働者派遣法の抜本改正についてでありますが、新政権が掲げるマニフェストによれば、

原則として製造現場への派遣を禁止するとし、専門業務以外の派遣労働者は常時雇用者として、

労働者の生活の安定を図るとするもので、安定した雇用を求める労働者からは期待が寄せられ

ている一方、産業界からは機動的な人材確保が難しくなるなど、経営の安定化に危惧する声も

挙がっております。 
 景気動向は底打ちがされたといわれるものの、実感されるような状況にはなく、さらなる雇

用の悪化も懸念されるところであり、今後示される具体的な改正案等を注視してまいりたいと

考えております。 
 その他につきましては、教育長及び担当部長から答弁いたします。 

〇議長（秋山俊和君） 
 井出教育長。 
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〇教育長（井出武男君） 
 清水進議員の、日本共産党の代表質問にお答えをいたします。 
 はじめに、長坂区域内の小学校統合計画の予算化についてであります。 
 北杜市小中学校適正規模等審議会の答申を受け、長坂地区の小学校につきましては、平成

２５年度までに統廃合を進めていくことを基本としております。今後、地域または保護者等と

統合に向けた検討、協議を行っていく中で、改築または既存校舎を増築、補強する場合におけ

る建築技術的な観点からの利点や課題を把握することにより、統合に向けた協議の円滑な推進

を図るための委託費であり、一方的に統廃合を進めようとするものではありません。 
 教育委員会といたしましては、答申内容を尊重しながら実現に向けて計画を進めてまいりた

いと考えております。 
 次に、統廃合に向けての進め方についてであります。 
 北杜市小中学校適正規模等審議会の答申にありますとおり、保護者、学校関係者、地域住民、

関係団体等の理解と協力が不可欠でありますので、実施計画を策定し、円滑な事業実施に向け

て努力してまいりたいと考えております。 
 また、統合により廃止となる学校の歴史や地域との関わりなど、学校関係資料の整理保存を

はじめ、跡地利用等についても地域及び関係者と十分な協議を行ってまいりたいと考えており

ます。 
〇議長（秋山俊和君） 

 清水保健福祉部長。 
〇保健福祉部長（清水克己君） 

 清水進議員の、日本共産党の代表質問にお答えします。 
 国保税の減免項目の充実と一部負担金減免制度の実施について、いくつかご質問をいただい

ております。 
 はじめに国保税の減免については、国民健康保険税条例の中に災害等により生活が著しく困

難になった者、その他、市長が特に必要あると認める者に対する規定が設けられています。減

免の対象の拡大については、税の公平性を十分考慮し、検討してまいりたいと考えます。 
 次に一部負担金減免制度についてですが、現在、国において一部負担金の運用改善に資する

ため、本年度、数十の市町村を対象にモデル事業を実施しております。モデル事業の結果を検

証し、統一的な運用基準を示す予定であると通知されていますので、その結果を受けて検討し

てまいりたいと考えます。 
 次に、新型インフルエンザワクチン接種の公費負担を求める件についてであります。 
 現在、厚生労働省では新型インフルエンザワクチン接種に対する素案を作成し、国内製造量

の確保、輸入ワクチンの安全性の確認及び予防接種の優先接種対象者などの検討を行っており

ます。 
 今回の新型インフルエンザワクチンの接種については、国が実施主体となり、受託医療機関

と契約と締結し、実施することとしています。また、ワクチンの接種は個人の予防対策により、

みずからの意思と責任で接種を希望する場合のみ行うこととなっていることから、予防接種法

の定期接種に準じて、実費相当額を個人から徴収するとしております。 
 なお、低所得者の軽減措置のあり方については今後、検討していくとの見解を示しています。 
 ワクチン接種の公費負担のあり方につきましては、これから国の動向に注意しながら、市長
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会等で検討してまいりたいと思います。 
 以上でございます。 

〇議長（秋山俊和君） 
 当局の答弁が終わりました。 
 清水進君の再質問を許します。 
 清水進君。 

〇４番議員（清水進君） 
 最初に学校の適正規模配置について、今、教育長から見解をいただきましたけれど、実際に

答申から、今度、実施計画を作成するということで、実施計画を作成する時期がいつぐらいに

なるのか。その段階で、やはり学校がなくなる地域というのは、早期から地域の住民の皆さん

と意見交換をしていくことが重要だと考えます。小学校は例えば、なんらかの台風ですとか地

震が発生した場合、そういった地域全体の避難という場所にもなりますので、北杜市は特に区

域が広い中で、学校がなくなれば、そういった活用をどうしていくのか。やはり、いろんな意

見を検討する時期ではないかと。少子化の問題もありますけども、逆に高齢化が進む、学校が

なくなれば、やはり若い人たちの定着は少なくなるということで、総合的に判断をしていかな

ければいけないというふうに考えます。再度、実施計画を策定する時期等について、お伺いを

いたします。 
 次に、インフルエンザの予防について。 
 まず、公費負担にすべきだということで、国に対して、やはり市としても、ぜひ要望してほ

しいと。今回の新型インフルエンザというのは、国民のほとんどがかかるだろうというふうに

いわれています。ですから、そうした国民がかかる集団生活をしている子どもたちにとっては、

やはり全員が軽く、軽症で済むというのが一番いいので、ワクチンをやっぱり、国に対して無

償化できるような要請をすること。特に、先ほど個人の予防が重要なんだといいますけれど、

やはり集団生活をしている子どもたちでは、今、次々、学校閉鎖だとか学級閉鎖が起きていま

すので、１人、２人予防するというよりも、全員で予防するほうが効果が上がるということで、

やはり市としても、そのへんの対策、今後について、もう一度、踏み込んだお話をお伺いした

いと思います。 
 最後に国保の減免ですけれど、たしかに税の公平性というのがあります。しかし、国保税自

体が払いたくても払えない。例えば６０歳を過ぎていると、もう働く場もない。病気になった

りしていますと、その病気自体が入院だとかということはできないというふうな事態も生まれ

ています。ですから本当に収入がない期間、そういった重い病気の方々もいますので、命に関

わる問題ということで、やはり全体のモデルとか、様子を見るのではなく、市として市民の健

康と命を守る、こうした観点から一刻も早く、ぜひ充実をしてほしいというふうに思います。 
 以上です。 

〇議長（秋山俊和君） 
 答弁を求めます。 
 井出教育長。 

〇教育長（井出武男君） 
 小中学校の統廃合につきましてのご質問をいくつか、再質問でいただいてございます。 
 議員がおっしゃるとおり、統廃合につきましては地域、保護者等、十分に意見を聞く中でと
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いうご指摘でございまして、前にもお答えしましたように、答申を３月にいただきましたあと、

計画的に各８町村、区長会、あるいは小中学校関係保護者、それから加えて、これから入る保

育園の子どもたちの保護者も対象にということでございましたので、そのようなご指導も受け

る中で、保育園の保護者も含めた話し合い、ご指摘の具体的な長坂地区につきましては、それ

に加えまして４校ございますけども、ＰＴＡの役員さんも一緒の会合も重ねてきているところ

でございます。 
 全体の中では、そういったことを繰り返す中、また書面によるご意見もいただいているとこ

ろでございます。そうした、いくつかのご意見も参考にする中で、ご質問の実施計画はいつご

ろかというお尋ねでございますけども、できれば今年度中に実施計画を作成したいというふう

に考えています。 
 なお、これから進めるにあたりましては、先ほどお答えしましたように、それぞれの、現在

ある施設を活用するということでございますので、耐震あるいは増設というようなことに対し

ましての、建設についての資料素材ということで、委託料をお願いしたところでございますの

で、そんなことも勘案する中で、より住民の期待に応えられるような計画を策定したいという

ふうに思っております。 
 なお、廃校といいますか、閉鎖される施設の利活用についてのご質問でございますけども、

それは当然、総合的に判断をするということと、これも地域の皆さん等、多くの皆さんのご意

見も参考にする中で、教育委員会だけではなくて、関係部局とご相談の上、適切な活用を考え

ていきたいというふうに考えております。 
 以上でございます。 

〇議長（秋山俊和君） 
 清水保健福祉部長。 

〇保健福祉部長（清水克己君） 
 インフルエンザワクチンの公費負担はということでございますけども、これにつきましては、

市長会等に、その検討をお願いしてございます。その結果をふまえながら、本市としても検討

したいというふうに考えておるところでございます。 
 あと国保税の関係、減免、一部負担金の免除ということに関してでございますけども、ここ

につきましては現在、所得が低い方につきましては７割、５割、２割の軽減措置を実施してい

るところではございますけども、減免が必要と認める項目を具体的に明記することについては、

その内容については十分、検討する必要があるというふうに考えているところでございます。

県内の他の市町村等の状況等も検討する中で、税の公平性を十分議論する中で、検討してみた

いというふうに思っております。 
 あと一部負担金の免除でございますけど、先ほど答弁でも申しましたけども、現在、国で試

験的に、モデル市町村で実施をしてございます。その結果をふまえながら、本市においても検

討してまいりたいというふうに考えております。 
 以上でございます。 

〇議長（秋山俊和君） 
 答弁が終わりました。 
 再々質問はございませんか。 
 （ な し ） 
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 清水進君の質問が終わりましたので、これから関連質問を許します。 
 関連質問はございませんか。 
 （ な し ） 
 以上で、質問を打ち切ります。 
 これで、日本共産党の会派代表質問を終結いたします。 
 ここで、暫時休憩をいたします。 
 再開は、午前１１時２０分といたしたいと思います。 

休憩 午前１１時１０分 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

再開 午前１１時２１分 
〇議長（秋山俊和君） 

 休憩前に引き続き、会議を開きます。 
 次に、北杜クラブの会派代表質問を許します。 
 北杜クラブ、１０番議員、中嶋新君。 
 中嶋新君。 

〇１０番議員（中嶋新君） 
 北杜クラブを代表しまして、５項目にわたり伺います。 
 北杜市も、すっかり秋めいてまいりました。食味日本一の梨北米の買い取りも最盛期に入り、

収穫の秋を喜びをもって迎えられることに、改めて北杜市の豊かな自然の恵みに市民の皆さま

方とともに感謝したいと思います。 
 質問に入る前に、市長の所信にもありますように、国政においては８月３０日の衆議院議員

選挙の結果、政権交代がなされました。脱官僚、政治主導を公約に民主党、鳩山由紀夫首相が

９月１６日に誕生され、友愛の精神のもと、鳩山内閣に日本の舵取りが委ねられました。一部、

地域活性化・経済危機対策臨時交付金、また公共投資臨時交付金やスクールニューディール補

助金など大型な補正予算の削減、または執行停止などを危惧する点もありますが、国民が選択

した政権です。政権公約であります社会や経済構造を転換することにより、国民生活が安定す

る景気の回復、また安心する社会保障制度の確立、また心豊かにする子育て支援の拡充など、

制度の改正等により、速やかに実現していただくことを期待するものです。何より国民に明る

い未来を予感させ、日常生活の中で安心感と幸福感を実感していただくことが政権与党として

重要であると存じます。市議会としましても、今までにも増して市民の意見や要望を国、県な

どの関係団体に対しまして、重ねて強く要望・提言していくことが肝要であると思います。 
 もう１点、人命に関わる新型インフルエンザ対策についてでございます。 
 議員全員協議会において、保健福祉部より市内での発生状況や国や県との連携による予防対

策、また行政指導、また集団感染を抑制するための適用基準など詳しい説明を受けました。そ

れによりますと、市民の皆さまにはうがい、手洗い、また殺菌消毒などの自己防衛の基本的な

ことに意を傾けていただき、市当局は弱者であります子どもや高齢者を第一義として、保育園、

学校や介護、療養施設などを中心に病院関係者と連携して、今までと同様に必要に応じて、随

時ＣＡＴＶ、ホームページ、広報、回覧等を通じて、市民の皆さまに情報の提供がなされます。 
 また、発熱症状がある場合には市内のすべての医療機関、塩川、甲陽の２つの市立病院、ま

た辺見、白州の２つの診療所において、診察を受けられますが、１点目は必ず通院する前に、
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事前に電話で連絡していただくことと、２点目としまして、必ずマスクを着用していただくと

のことですが、市当局のご努力とご尽力に感謝するとともに、今後も十分な対応をお願いいた

します。 
 それでは改めまして、北杜クラブの代表質問に入らせていただきます。 
 最初に、事務事業評価と行財政改革について。次に公営企業の経営改善に向けて。３番目に

地場産業の振興と市内就業の促進について。４番目に、学校の統廃合と市民生活について。最

後に、父子家庭に対する経済的支援についての以上５項目を順次、お伺いいたします。 
 最初に、事務事業評価と行政改革についてであります。 
 今定例会は、昨年度の市政の実績を評価し、検証する決算議会でもあります。議会では、全

議員による決算特別委員会を設置して、計３日間にわたり当局から詳細な説明を受けました。

慎重かつ厳しい質疑を通して、９月１６日に審査を終結しております。また９月４日には、企

画部より、昨年度の行財政改革アクションプランの進捗率が７４．６％であったとの報告を受

けました。次年度は、５年間のプランの終了年度でもあります。本年度策定されました財政健

全化計画によると、新しいまちづくりのための普通交付税に毎年度、約３４億円を上乗せする

特例措置は２６年度までであり、早くも中間地点を迎えようとしています。現時点でのプラン

達成率では、市財政の健康状態を示す財政指標への影響、また策定が明言されております２３年

度以降の後期プランが、市民にとって厳しいものとなるのではと懸念されます。 
 市長が所信で表明されました、行政サービスの公平性の確保や受益者負担の適正化をするた

め、公共施設の利用に対する適正基準の見直しや、また使用料の統一、また図書館や資料館な

どの類似施設の再編を検討して実施することは市民相互にある格差を是正し、また施設内容の

充実が図られ、高度な利用により財政の健全化にも大きく寄与するものと期待します。 
 本年度、本格的に導入されました行政評価、事務事業評価ですけども、行財政改革アクショ

ンプランの大きな柱でもあります。申すまでもなく、行政みずからが行政サービスの形態と内

容を再点検して、長期的な見地から市民生活の向上に資する新しい行政サービスを再構築する

ことが目的であります。 
 今定例会には、必要経費が予算計上されました行政組織機構改革は市制施行以来、はじめて

の大きな改革であります。市民生活にも、多くの変化と影響を与えるものと思います。 
 そこで北杜クラブとしましては、何より行政サービスを受ける側の市民に向けて、丁寧に説

明して、その利点を実感していただくことが大事ではないかと考えます。そして、市民と行政

が共通したビジョンを共有して、早期に行政機構と財政を再構築することで、市民の新しい行

政需要に迅速かつ的確に対応することが肝要であるとの観点から、以下、伺います。 
 １点目としまして、１８年、１９年度のアクションプランの進捗率と過去２年間に試行的に

実施いたしました事後評価による市政の改善点、また行財政の成果について伺います。 
 ２点目としまして、重要な次年度の予算編成に事務事業評価の結果を、どのような形で反映

させるのか伺います。 
 ３点目としまして、市独自の政策を生かす本庁舎部署内の組織改革と新設されます課の目的、

また具体的な業務内容について伺います。 
 ４点目としまして、総合支所の２課体制と２地区を統合管理する上下水道、教育の両センター

化のメリットと利用する諸団体や市民への説明、また今後の具体的な協働体制の構築について、

伺います。 
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 続きまして、公営企業の経営改善についてであります。 
 簡易水道に限らず公共下水道、農業集落排水事業や病院事業は、本来的には独立採算制、受

益者の負担で運営されるべきですが、建設改良費など膨大であり、一般会計からの繰入金や起

債で運営されているのが現状です。その結果、２０年度の実績で一般会計の総額に繰出金が占

める割合が１５．８％、約４６億円と大きな財政負担であります。また、一般会計の硬直化の

一因となっているといわれております。 
 今般の決算における監査委員さんによります決算審査意見にも記されているとおり、特別会

計や公営企業の経営改善は行財政改革の大命題でもあり、喫緊の課題といっても過言ではない

と思います。 
 当局では、行財政アクションプランにあります１７年度の繰出金の総額を翌年、２２年度ま

での５年間で２０％削減する目標を掲げて、長期にわたり取り組んでおられます。９月４日に

は議員全員協議会において、水道料金の統一について詳細な説明を受けました。示された決定

事項は、大枠で当面の間、料金体系を武川、白州地区と水道企業団から受水している６地区と

の２体系とする。また急激な料金の負担を軽減するために、２年ごと計３回の経過措置を講じ

て、段階的に調整し、２８年度から統一した料金に移行するとの内容でした。今後の進めとし

まして、１０月、１１月に地区の説明会を実施して、１２月の議会に関係する条例の改正案を

提出。そして来年度、２２年４月より施行する予定とお聞きしました。 
 そこで北杜クラブとしましては、経営を早期に改善して一般会計に弾力性を持たせ、急速に

変化する市民の要望に即応していただくことが肝要であるとの観点から、以下伺います。 
 １点目としまして、病院改革プラン、これは２３年度までの３年計画です。１０月と４月に

プランを点検評価して市民に公表するとありますが、進捗状況について伺います。 
 ２点目としまして、１７年度の対比で毎年度の繰出金の削減額と目標の達成率を伺います。 
 ３点目としまして、今般の水道料金の改定で、一般会計の水道事業会計への基準外繰出金の

解消は図れるのか。また今後も合理化等、効率化による歳出縮減により経営改善を進めるとあ

りますが、その指針となります長期的な簡易水道を統合整備する計画、地域水道ビジョンの策

定と説明の時期について、伺います。 
 ４点目としまして、特別会計のうち下水道、農排水事業の公債費の合計額が約２５億円と最

も多額であります。資本費平準化債の発行など負担軽減策を講じてはいますが、下水道事業審

議会における健全化への基本方針や現在まで合意決定された事項など、進捗について伺います。 
 次に３項目ですけど、地場産業の振興と市内就業の促進についてであります。 
 市内の産業別就業人口の推移を過去３０年で比較すると、農業林業など直接自然に働きかけ、

生産する第１次産業が５０％を占めていましたが、現在は２０％まで激減しております。代わ

りまして、商店や飲食店など商業、また運送通信業など、サービス業の第３次産業が３０％か

ら半数以上の５３％まで増加しております。この就業人口の割合が逆転している状況です。し

かしながら、工業や建設業の第２次産業の就業割合は、ここ３０年間に大きな変化は見られま

せん。 
 北杜市誕生後、当局は農業政策に関しては担い手育成支援事業、また農業振興推進事業など、

時代に即した事業を展開しています。また商工業政策として、一定規模以上の製造業を対象に、

固定資産税を一定期間免除するなどの企業誘致策、また企業振興支援策を打ち出し、大臣表彰

やモデル事業の指定を受けるなど、積極的に産業振興に対し、鋭意、努力しておられます。 
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 今定例会にも中小企業の競争力の向上、また経営基盤の強化及び健全な発展を促進し、結果、

活力ある地域社会の発展に寄与することを目的に、新しく中小企業振興基本条例を制定する議

案が提出されました。 
 そこで北杜クラブとしましては、いつの時代も市民生活の経済的基盤の安定と成長には、こ

の身近な地場産業の振興が必要不可欠であり、近隣にて就業を可能とする市内の中小企業の振

興こそが、北杜市民の経済活性化につながるとの観点から以下、伺います。 
 １点目としまして、地域振興策や農業政策、また商工業政策における特産品の開発や商品化

への助成策、また市と市民とで取り組んでいる協働の事例について、伺います。 
 ２点目としまして、産業振興の起爆剤、専門的知識や技術などを持つ方々との協働体制、民

の知識と活力を生かす市独自のシンクタンクの設置を急ぐべきであると考えますが、所見を伺

います。 
 ３点目としまして、市内の産業振興のため、現在、開催されています企業交流会の目的と成

果、また既存企業への具体的な支援策と産業振興に期する社会資本の整備策について伺います。 
 次に、学校の統廃合と市民生活についてであります。 
 この項目につきましては、北杜クラブとして、６月定例会の代表質問において９点にわたり

質問いたしました。教育委員会では、審議会の小中学校適正化の答申内容を保育園及び小中学

校の関係者や各地区の行政区長さんに説明して、さらに広報、ホームページ等により、一般の

市民からも意見や要望をとりまとめていると、お聞きしております。 
 今後は既存の学校施設を利用した適正規模の学校を配置する、具体的な計画であります統合

実施計画を年度内に策定したいという意向も伺っております。たしかに、市内の小中学校の多

くは、審議決定された適正規模を満たしておらず、中学校においては教科担任制による授業や

放課後の部活動等にも支障が出ているのも現実であります。しかしながら、学校の統廃合は直

接的に保護者の日常生活や経済面に深く関わり、地域の住民にも大きな変化と影響をもたらし

ます。 
 県内他市の事例ですが、教育環境や時期など違いやタイムラグがありますが、大月市での取

り組み、また新聞紙上ではありますが、実際、廃校の利用策について、北杜市内の地域の方か

らも貴重なご意見をいただいております。 
 そこで北杜クラブとしましては、学校の統廃合には地域住民と教育委員会とで十分に協議し

ながら検証して、確認し合いながら事業を進めることで、地域住民が要望する行政課題を同時

に改善して実現していくことが可能であり、また肝要であるとの観点から、以下伺います。 
 １点目としまして、現在、長坂地区では統合計画案を検討協議する組織を立ち上げ、この４小

学校の統合の検討に必要な資料の作成費として、今定例会に約１３０万円の予算が計上されま

した。同じく、統合計画のある高根地区の住民の意向調査や実施計画への反映の方法について、

伺います。 
 ２点目としまして、これは平成２５年が統合の予定といわれています市民生活、市民全体に

影響する市内３校に統合予定の中学校の関係者等と協議の進捗や意向調査の結果について、伺

います。 
 ３点目としまして、今後、廃校となる学校施設を高度に利活用することは、地域住民の福祉

の向上や市財政の効率化にとっても、重要な課題であると思います。基本的な方針と学校施設

ということで、法的な規制や制限について伺います。 
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 ４点目としまして、保護者にとって重要な通学補助規定の緩和や地区ごとの格差を是正する

ための統一化、併せて増設されるであろうスクールバス、市民バス、また路線バス等をリンク

して、効率よく運行することで地域住民の足、公共交通の充実にも寄与する施策が期待されま

す。具体的な検討や調査の方法について、伺います。 
 最後になりますけども、父子家庭に対する経済的支援についてであります。 
 昨年１２月定例会において、同趣旨の請願がなされ、意見書を関係機関に提出しております

が、今般の政権交代により、関係機関の人事も一新されました。新政権は子育て支援に積極的

な政権とも報道されております。現状のひとり親への支援制度は、母子家庭と父子家庭とでは

大きな格差があります。昨今の社会の状況を鑑みたとき、父子家庭においても育児が優先され、

仕事を継続して続けることさえ、非常に厳しい環境であります。結果として、生活が困窮に陥

る原因ともなっております。 
 今定例会には、市民であります父子家庭の会北杜支部の代表者から直接、市議会に請願書が

提出されております。所管であります文教厚生常任委員会に審議が付託され、２４日の常任委

員会において、全会一致で採択されておると聞いております。 
 本来、この支援は国が行うべきことではありますが、請願先であります国や県においても父

子家庭や母子家庭を、ひとり親家庭として平等な取り扱いとする制度改正に方向性がなされて

いると感じてはいますが、請願者であり、また父子家庭であります市民の方々には、ときは待っ

てはくれません。 
 そこで北杜クラブとしましては、これまでも市独自の子育て支援策として、第２子からの保

育料の無料化、小学校３年生までの医療費の無料化など、温かい支援策を講じていただいてい

ることに心から感謝と敬意を申し上げるとともに、この市民の生活を守り、支援する観点から

緊急的施策としまして、市独自の父子家庭の支援策が必要と考えますが、市長の温かいご所見

をお伺いします。 
 以上、市政に関する喫緊の課題と長期的な方針など５項目にわたりまして、北杜クラブを代

表して質問させていただきました。ご答弁、よろしくお願いいたします。 
〇議長（秋山俊和君） 

 答弁を求めます。 

 白倉市長。 

〇市長（白倉政司君） 

 中嶋新議員の、北杜クラブの代表質問にお答えいたします。 

 事務事業評価と行財政改革について、いくつかご質問をいただいております。 
 はじめに平成１８年、１９年度行財政改革アクションプランの進捗率と事後評価による改善

策と財政面での成果についてであります。 
 行財政改革アクションプランは財政の健全化、施策の再構築と市民との協働、市役所の構造

改革とスリム化の３つの柱で構成され、平成１８年度から平成２２年度までの各年度の具体的

な取り組みとスケジュールが計画されています。 
 平成１８年度の行財政改革アクションプランの進捗率は６１．９％、平成１９年度は６３．

６％となっています。事後評価としましては指定管理者制度の導入、職員の早期退職による総

人件費の削減、行政区組織の再編、滞納処分の実施、病院改革アクションプランの策定などに

取り組んでいるところでありますが、使用料、手数料、負担金等の見直しなど、困難な課題が
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より鮮明になってきています。 
 財政面での主な成果としましては、平成１８年度からの３年間の合計額としまして、職員人

件費で約４億１，９００万円、指定管理者制度の導入により６億６，１００万円、遊休市有地

の売却による約１億円、各種団体への補助金で５，７００万円の削減効果がありました。 
 次に、予算編成と事務事業評価についてであります。 
 事務事業評価におきましては、平成１９年度から２カ年の試行期間を経て、平成２１年度か

ら実施しております。事務事業評価は、事務事業と施策との結びつきを明確にし、限られた財

源を効率的に活用することにより、健全な行財政運営を行うことにつながるものです。 
 行財政改革アクションプランの取り組みと事務事業評価は、必ずしも一致しているわけでは

ありませんが、実施した事業に対し点検を行い、事業の目的が達成された事業、事業効果が見

られない事業は市民等のご理解をいただきながら、廃止等を含めて検討を行い、予算編成に取

り入れていく考えであります。 
 次に、本庁の各部署内の組織機構改革の目的と具体的な業務内容についてであります。 
 今回の行政組織改革は合併後５年が経過し、新たな市民ニーズに対応した組織の整備、指定

管理者制度導入に伴う公共施設の管理の一元化、類似した事務の整理、本庁と総合支所の分掌

事務を見直すことにより、事務の一層の効率化を目指すこととしております。 
 具体的な業務内容につきましては、行財政改革アクションプランにおける課題となっており

ます徴収部門の一元化、外郭団体の自立的運営の促進、使用料・手数料・負担金等の見直しや

少子高齢化に対応した保健福祉部の組織体制の見直しを図り、迅速に課題解決を進めていく業

務内容となっております。 
 次に総合支所の２課体制、上下水道と教育部門の２地区統合のメリットと諸団体との協働体

制の構築についてであります。 
 総合支所には、幅広い市民ニーズに迅速に対応することが求められています。また、繁忙期

における職員の助け合いに、柔軟に対応できる組織体制が必要になってきました。このため２課

体制とし、本庁と総合支所の分掌事務を明確化するとともに、意思決定時間の短縮と指示系統

の簡素化により、業務の効率化を目指すとともに組織の柔軟性、流動性を図ることにしました。 
 次に、上下水道センター等を４つの総合支所へ設置することについてであります。 
 現在は各総合支所に環境整備課、上下水道担当を配置し、本庁からの応援なども行いながら、

緊急時の対応を行っています。今回、４つの総合支所に上下水道センターを設置することによ

り、上下水道施設の緊急時に各町の区域に限定した対応から、広域的に対応を行うことが可能

となるとともに、市民ニーズに柔軟に対応を行うことができるものであります。 
 教育センターにつきましても、４つの総合支所へ統合を行います。今までは各町の生涯学習

活動に留まり、市民のスポーツ、文化における交流は図られにくい面がありました。そのため、

効率的事業展開を図りながら、地域交流の促進を図るため、体育協会、文化協会などの諸団体

との協議を進め、ご理解を得られたものと承知しております。 
 次に公営企業の経営改善に向けて、いくつかご質問をいただいております。 
 はじめに病院改革プランの進捗状況についてでありますが、改革プランの対象期間は平成

２１年度から平成２３年度であり、本年度が計画初年度にあたります。収支計画の平成２０年

度見込み額と平成２０年度決算額を比較しますと、経常損益は塩川病院で９，９００万円の赤

字見込みに対し、決算は６，８９８万円に留まり、３千万円の収支の改善となりました。甲陽
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病院は１，１００万円の赤字見込みに対し、決算は７０万円の黒字で、１，１７０万円の収支

の改善となり、それぞれ見込み額を上回る収益改善が図られました。また本年度、入院外来収

益を２０年度と比較してみますと、４月から７月までの実績は昨年度を上回っており、このま

ま推移しますと、２１年度収支計画は達成できるものと見込まれます。 
 次に、繰出金についてであります。 
 平成１７年度の一般会計から特別会計への繰出金の総額は約４８億２，２５６万円で、これ

と比べた増減率は平成１８年度は９．７％の増、平成１９年度は４．０％の減、平成２０年度

も同じく４．０％の減となっております。また、基準外の繰出金で比較しますと、平成１７年

度は３６億５，２００万円ですので、平成１８年度の増減率は３．６％と増えておりますが、

平成１９年度は２７．８％の減、平成２０年度は２３．８％の減となります。 
 次に今回の簡易水道の料金改定において、基準外繰出金の削減が困難である中での簡易水道

の統合整備計画についてあります。 
 今回の料金改定では、地域間格差をなくす公平性の観点から料金統一をし、改定を行います。

現在、料金の地域間差異が大きく、経営改善を図るまでの料金設定にした場合、急激に値上げ

となる地域があり、大きな負担となることから、そこまでの料金設定には至りませんでした。

今後は事業経営の合理化と効率化を一層促進し、歳出の縮減に努めてまいります。国は原則と

して、１市町村１水道を目標に、平成２８年度までに簡易水道の統合事業に対し、補助金を交

付することにしています。北杜市では、平成１９年に簡易水道統合計画を提出し、施設の遠隔

監視装置導入や一部連絡管の敷設などを計画し、本年度、事業内容の認可申請を提出する予定

であります。 
 生活の根本である水の安定した供給を図るためには、継続的な施設整備は不可欠です。財政

状況の厳しい中ではありますが、補助事業を活用し、事業内容を十分検討し、統合事業を進め

てまいりたいと考えております。 
 次に、下水道事業審議会についてであります。 
 下水道事業につきましては、現状の財政状況を考えますと、事業経営の健全化と料金の統一

を図ることが喫緊の課題であります。使用料金の不均衡を解消し、料金の適正化を図るため、

平成２０年４月に委員の委嘱を行いました。その後、審議会を４回開催し、事業概要や財政状

況、使用料金体系の説明や下水道施設の視察等を経まして、今年４月に下水道料金の統一につ

きまして、諮問したところであります。現在は、町別に排水量別に検討しているところであり

ます。基本方針としましては、下水道事業の経営の健全化を促進するために料金の統一を図り、

市民からも理解の得られる料金改定としたいと考えております。 
 次に、これまでの審議会で意見統一された事項であります。 
 下水道料金の統一をすることを確認し、料金体系は基本料金制に累進制とする。別荘等の料

金につきましては、区分せずに同じ料金体系とすることが確認されております。今後は審議検

討を重ねていただき、来年２月ごろを目途に答申をお願いしたいと考えております。 
 次に、父子家庭に対する経済的支援についてであります。 
 父子家庭については、昨今の厳しい経済情勢であっても、国からの経済的な支援がない中で、

仕事と子育てを両立しなければならない現状があります。市としては、このような状況をふま

え、父子家庭に対する経済的支援の実施について、引き続き国や県に対し、要望を続けてまい

ります。また、国や県が支援を実施するまでの間、市独自に支援を実施したいと考えておりま
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す。実施に向けては、すでに父子家庭の支援を実施している県内市町村の状況等を十分に研究

した上で、できるだけ速やかに対応したいと考えております。 
 なお、父子家庭については子育ての負担を軽減するため、経済的支援だけでなく、子育て支

援サービスの充実も必要であります。市は県のモデル事業等を活用し、ファミリーサポートセ

ンター設置に向けた取り組みを実施するための補正予算を、今議会に提出させていただいてお

り、このような事業を実施することも父子家庭支援につながると考えております。 
 その他につきましては、教育長及び担当部長から答弁いたします。 

〇議長（秋山俊和君） 
 井出教育長。 

〇教育長（井出武男君） 
 中嶋新議員の、北杜クラブの代表質問にお答えをいたします。 
 学校の統廃合と市民生活について、いくつかご質問をいただいております。 
 はじめに長坂、高根地区の小学校の現況調査の結果と実施計画についてであります。 
 北杜市立小中学校適正規模等の答申を受けて、保育園、小中学校の保護者をはじめ、地区の

区長会等への説明会を開催する中で、たくさんの意見や要望等をいただいてきました。また、

メールや書面でのご意見等も寄せられているところであります。 
 これらの貴重なご意見を尊重しながら、実施計画を策定してまいりたいと考えており、今議

会に長坂地区の小学校統廃合に向けて、各学校ごとの耐震補強工事の必要性を含め、改築と増

築の事業費や地形調査、面積要件等について、利点、問題点を技術的観点から評価すべく、委

託料の予算計上をお願いしたところであります。 
 なお、高根地区につきましても同様に、保護者等との話し合いや学校ごとの評価委託を行っ

ていく考えであります。 
 次に、中学校についてであります。 
 中学校の統廃合につきまして、いただきましたご意見等は、子どもたちの人間関係の育成、

よい意味での競争心や社会性を育てる上で、適正な規模で学ぶことが必要であり、多くの友だ

ちから得られる情報や刺激等は、今後の人間形成にとって、大きな財産であることから、適正

規模とすることにご賛同いただける意見が多くなっています。 
 ただ、学校数や配置及び交通手段等につきましては、一様に不安を感じているという意見も

少なくありませんので、今後も地域住民や保護者等と話し合いを行い、ご理解をいただけるよ

う努力してまいります。 
 次に、廃校となる施設利用等についてであります。 
 適正配置に伴う跡地等については、地域及び関係者と十分協議を行い、有効的な活用方法を

検討いたします。 
 なお、法的な規制についてでございますが、補助金等に関わる予算の執行の適正化に関する

法律及び平成２０年６月１８日付け、文教施設企画部長通知により国庫補助事業完了後１０年

以上を経過したものと、１０年未満で区分が分けられております。具体的には国庫補助事業完

了後１０年以上経過した校舎等の場合は、相手方を問わず無償による転用、貸与、譲渡につい

ては、国への報告のみで可能となりました。また、民間への有償による貸与及び譲渡について

は、国庫納付金相当額以上を学校施設整備のための基金に積むことで、国庫納付金が免除とな

ります。また１０年未満の校舎等の場合は、地域再生計画や市町村合併により学校統合等を行
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う場合に、無償により転用、耐用等を行う場合は、国庫納付金を免除することとなっておりま

す。 
 したがって、廃校となる施設等の利用については、必要な教育施設等への利活用を含め、関

係者と協議・検討してまいりたいと考えております。 
 次に、通学の補助規程の見直しや市内公共交通機関との連携などについて、ご質問をいただ

いております。 
 学校の適正配置を実施するにあたって、児童生徒の通学の負担及び登下校時の安全面に配慮

する必要があります。国の義務教育諸学校等の施設費の国庫負担等に関する法律施行令では、

通学距離は小学校にあっては、おおむね４キロメートル。中学校にあっては、おおむね６キロ

メートル以内と定められています。北杜市では現在、通学区域の設定にあたって、通学距離に

ついての基準等は定めておらず、地形、道路、交通事情、通学の安全性等を考慮し、地元調整

を行った上で定めています。 
 通学における児童生徒への支援は、スクールバスの運行、市民バス利用者への無料バス券の

発行、路線バス利用者への定期券購入費の全額補助、自転車通学者へのヘルメット購入費補助

等により対応しております。 
 適正配置により、新たな通学区域についての通学方法は、原則として小学校、中学校ともに

徒歩通学が望ましいと考えますが、通学距離は児童生徒に与える影響が大きいことから、小学

校はおおむね４キロメートル以内、中学校はおおむね６キロメートル以内とし、それぞれ高低

差１０メートルを、水平距離１００メートルに換算をし、差し引いた距離を基準に、これより

遠距離になる場合は、通学手段の支援を検討していく考えであります。 
 以上でございます。 

〇議長（秋山俊和君） 
 名取産業観光部長。 

〇産業観光部長（名取重幹君） 
 中嶋新議員の、北杜クラブの代表質問にお答えします。 
 地場産業の振興と市内就業の促進について、いくつかご質問をいただいております。 
 はじめに特産品の開発、商品化への助成対策等、市と市民との協働事例についてであります。 
 市では、特産品の開発や商品化への助成策として、商工業者特産品づくりチャレンジ事業費

補助金交付要綱に基づきまして、市内の商工業者等が行う特産品開発のための施設整備や調査

研究等に要する経費の一部を助成することによりまして、地域特産品の開発を推進しておりま

す。 
 また、北杜市商工会及び商工業振興会等が商工業の振興を目的として実施する事業に対して

も、北杜市商工業振興補助金交付要綱に基づき、事業の一部を助成し、その取り組みを支援し

ているところであります。 
 これまでの地域特産品開発等の事例としては、北杜市商工会が市内商工業者と連携して実施

した北杜市の地域資源である甲州丸柿を使用して企画開発した柿酢、柿酢ハチミツドリンクの

製造、販路拡大事業や北杜市産ヤーコンを主原料とする、ヤーコン１００％ジュースの商品化

事業などがあり、今後も商工会などと連携し、地域の特産品開発等へ取り組む商工業者等を支

援し、地域産業の振興を図ってまいりたいと考えております。 
 次に市独自のシンクタンクの設置をとのご提言についてでありますが、現在、県内には県、
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市町村、民間が出捐した財団法人 山梨総合研究所が設立されており、地域における政策課題

等を調査研究し、県や市町村、企業等へ提言するとともに、地域を担う人材の育成に努めてい

るところであり、こうした組織を活用することも適当かと考えております。 
 なお、市では早稲田大学や東京芸術大学から地域振興策のご提案をいただくなど、学官連携

の取り組みも進めております。今後、地域企業からの意向も伺いながら、産学官連携の取り組

みについても検討を進めてまいりたいと考えています。また、市内には専門的な知識を持った

方々が居住していると聞いております。このような方から適切なアドバイスを受けることは、

北杜市の産業振興等にも役立つと思いますので、地域産業の活性化にご協力いただける人材の

掘り起こしや地域企業とのマッチング策についても検討してまいります。 
 次に企業交流会の目的と、市内の既存企業への支援策と社会資本の整備についてであります。 
 北杜市企業交流会は、市内に立地する企業間の連携を強化し、地域産業の活性化を図り、地

域振興に寄与することを目的として、平成１７年１１月に設立され、現在５９社が加盟してお

ります。 
 主な活動としましては、講演会の開催や産業展等の視察研修を行うなど、企業相互の情報交

換と連携の強化に努めているほか、昨年からは地域企業が合同視察商談会を開催するなど、地

域産業の活性化に向けた取り組みが行われております。 
 こうした地域企業の取り組みを支援するために、本年度から商工会と連携を図り、北杜もの

づくり支援事業や企業人材育成支援事業を新たに創設したほか、ふるさと雇用再生特別基金事

業により、中小企業受注拡大専門員を雇用するなど、地域産業の振興に努めているところであ

ります。 
 地域産業の活性化は市民生活の安定に直結することから、本議会へ中小企業振興基本条例の

制定を提案しております。この条例は、市の中小企業振興策の基本方針を示すとともに、それ

ぞれの責任と役割を定めたものであります。こうしたことをふまえて、今後とも地域産業の振

興を図り、雇用機会の確保と地域の活性化に努めてまいりたいと考えております。 
〇議長（秋山俊和君） 

 当局の答弁が終わりました。 
 中嶋新君の再質問を許します。 
 中嶋新君。 

〇１０番議員（中嶋新君） 
 再質問をいたします。 
 最初に父子家庭の支援ということで、誠にありがとうございます。市長がおっしゃるように、

県内でも韮崎市、また笛吹市でも支援策ということで、本年度実施しているようです。できる

だけ前向きに、早期に実施可能であれば、ありがたいと思います。よろしくお願いいたします。 
 それと公営企業の経営改善について、１点お伺いします。 
 病院の経営なんですけども、今定例会に実施設計の予算が計上されました甲陽病院、改築と

いうことですが、地域医療の確保や充実するためには必要な事業です。また、災害拠点病院と

して国の耐震化、整備事業の補助と併せて、今回、公共投資交付金を活用するとの説明ですが、

改革プランによれば、経常収支の黒字化の目標年度を、先ほども報告がありましたが、塩川病

院、本年度、２１年度、また甲陽病院では２３年度に経常の黒字化ということを定めておりま

す。今般の改築事業に伴い、一般会計からの繰出金が増加することが予想されます。 
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 執行からの説明の内容によりますと、建物自体は既存の病床には影響ないように、南側に新

しい場所に、今、駐車場だと思いますが、そちらに設置すると。病床の稼働については問題が

ないという説明でありましたし、事業の総予算が４億７，８００万円と説明を受けております。

また、今言った補助金や交付金等を除けば、病院の事業債が１億６，８００万円、また病院一

般財源から３，１００万円、一般財源から３，９６０万円ですね、約７千万円ほど計上すると

いうことになろうかと思います。これは単年度ではなくて、２２年、２３年というふうにお聞

きしていますが、このことにより、結果として病院プランの改革の計画が２３年度、黒字を目

標にはしておりますが、今後、財政負担をなんとか改革して、将来的に今、新聞紙上でも報道

されております県の公立病院の再編等、またネットワーク化、これは峡北地域においては、市

内に病院、入院が可能な病院は２つということで、北杜市は市長がおっしゃられますように２病

院は維持、確保していくということなので、影響はないとは思いますが、そういった関連を１つ、

お聞きしたいと思います。 
 それと公営企業の経営改善に向けて、もう１点。下水道事業審議会についてですが、２０年

度の実績で、施設整備事業の進捗率が公共の下水で９０．６％、農集排で９９．２％と、ほぼ

終了時期を迎えております。水洗化率は、この２事業とも約７４％強です。諸々の事由がある

とは思いますが、この水洗化率、つなぎ込みの件数だと思いますが、歳入の確保、また経営改

善には重要なことと考えます。申請件数とつなぎ込んで利用している件数の把握、また利用促

進のための具体的な方策がございましたら、お聞きしたいと思います。 
 以上、公営企業の経営改善について、２点、よろしくお願いいたします。 

〇議長（秋山俊和君） 
 答弁を求めます。 
 清水保健福祉部長。 

〇保健福祉部長（清水克己君） 
 まず父子家庭の支援策でございますけども、早急に対応を考えていきたいというふうに考え

ております。 
 あと病院の関係でございますけども、今、議員さんがおっしゃったように、甲陽病院、塩川

病院、北杜市の病院は人口１０万人に対する一般診療所の医師の数においても、県内では峡南

医療圏に次いで２番目に少ないというふうな状況でございます。そのために、地域医療の確保

というためには、整備していかなければならないというふうに思っております。今、言いまし

たように、たまたま国のいい制度がありまして、建て替え改築をお願いすることでございます

けども、それに伴う病院の改革プラン等々の影響でございますけども、今の時点で、その収支

に対して、全然影響がないという話は言えないとは思うんですけど、あくまでも病院の事業債

につきましても、期間が３０年ということで、借り入れ期が長いものを借り入れます。そうい

う中で、できるだけ収支の改善を見込むような格好の中では、考えていきたいというふうに思っ

ております。 
 あと県の公立病院の再編等の考え方でございますけど、先ほど言いましたように、あくまで

も北杜市の市立病院は峡北圏においては、必要不可欠な位置づけでございますので、ちょっと

細かい、県との協議の内容については私、ちょっと把握していませんけども、当面、市立病院

については、今のままでいくというふうに考えます。 
 以上です。 
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〇議長（秋山俊和君） 
 堀内生活環境部長。 

〇生活環境部長（堀内誠君） 
 下水道の加入促進、また利用促進というようなことで質問をいただいたわけでございますけ

ども、下水道の整備につきましては、施設整備につきましては、もう先ほど議員がおっしゃら

れましたように、市全体で９２．７％ということで、新築を計画的に行っております。しかし、

先ほど言われましたように、水洗化率につきましては７４％と、こういう中で、低いわけです

けども、北杜市も高齢化が進んでおります。そういう中で、各家庭の中での事情もあると思い

ますけども、本年度は９月から緊急雇用で、２人の臨時職員を採用いたしました。未加入の促

進ということで、本年度、なお一層の加入促進に努めてまいりたいというふうに考えておりま

すので、ご理解いただきたいと思います。 
 以上でございます。 

〇議長（秋山俊和君） 
 答弁が終わりました。 
 再々質問はございませんか。 
 中嶋新君。 

〇１０番議員（中嶋新君） 
 続きまして、学校の統廃合と市民生活について、ちょっと具体的に再質問をさせていただき

たいと思います。 
 教育長の答弁にありましたように、地域の住民と関係者等と十分な協議をしながら進めてい

くという答弁でした。実は６月議会に当クラブの質疑にありますように、当局の答弁から地区

の総意であるならば、児童数４００から５００人の規模となる高根地区を１校に統合すること

も選択肢の１つであるという、教育長の答弁をいただいております。事実、清里小学校は児童

数の推移によれば、２６年度以降、市内で最少規模の７４人の状況が続くことになります。 
 そこで、全市での小学校の二次適正化の時期を待つ、これは２６年度以降になると思います

が、それを待つまでもなく、継続的に協議して、弾力的に統合を検討する必要もあるのではな

いかと考えます。住民の意向調査や実施計画への反映の方法について、もう一度、当局のご所

見をお伺いします。 
 また２点目としまして、先ほどもお話があったように、再利用、廃校となる１０年以上、未

満という中で、多目的、ほかの使用にできるか、できないかという点もお聞きしました。合併

して、学校の統廃合が前提の場合には、それも許可が出るというような、補助負担も免除とい

うようなことをお聞きしましたが、市の全体構想や具体的な施策がおありかと思いますが、こ

の高根地区の４つの小学校は清里のほんの一部を除き、どこも徒歩通学が可能な地域に密着し

た公共施設です。やはり小学校施設については、特に地域住民の要望や福祉の向上が重要であ

ると思います。この教育委員会、当局の基本的な優先順位ですね、芸術文化、教育方面で使用

するべきか、また福祉等々、そういった具体的なお考えがあれば、お聞きします。また、住民

の意見の集約には、長坂地区を例にとりますけども、検討委員会等の設置の必要があるのでは

と思いますが、ご所見を伺います。 
 ３点目としまして、先ほど教育長から答弁があったように通学補助規程なんですが、新たな

小中学校の通学で４キロ以上、６キロ以上の場合には通学の補助を統一の案として考えている
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という答弁でしたが、もちろんバス通学による児童生徒の体力低下も一部危惧されております

が、小学校低学年の登下校の通学の距離、この指針での４キロ以内というのは、なかなか徒歩

通学としても厳しいものがあるんではないかと。低学年１年、２年、３年生ですね。下校時の

安全確保など、停留所を今後、工夫していただき、通学距離の緩和、結果的に距離で補助とい

うことになろうかと思いますが、そういった検討をしていただけるかどうか、ご当局の所見を

伺います。 
 以上、教育委員会について、３点、再質問させていただきます。 

〇議長（秋山俊和君） 
 進藤教育次長。 

〇教育次長（進藤芳彦君） 
 中嶋新議員の質問にお答えいたします。 
 まず高根地区においての、答申では清里小学校を残して、あとの３校を１校に統合するとい

うことで、高根地区は第１段階としては２校ということで答申を受けておりますが、ご指摘の

ように、地域住民、保護者の方々等々、これから検討委員会等を立ち上げて、話し合いを進め

ていきます。その中で答申のとおりでいいのか、それとも地域の皆さんが１校を選ぶのかとい

うことは、話し合いの中で決めていくべきものだというふうに思いますので、２校にどうして

もしていくんだというような意思を持っているわけではないということでございます。 
 次に高根地区の統合に対する地域との話し合いの進め方ですけれども、長坂を今、進めてお

りまして、おおむね今回、補正予算をお願いしたように、委託の関係をお願いして、今度、具

体的な話し合いに入っていけるというような目途が立ってきましたので、高根につきましても、

すぐ話し合いをはじめていきたいというふうに考えております。 
 それから廃校の利用の関係でございますけれども、優先順位としましては、やはり、私ども

としては、教育委員会の教育的な施設に不足しているものについて、利用すると。場所にもよ

るんですけど、そういったこと。それから先ほど、ご指摘のような地域のための施設、福祉施

設なのか、それとも活動施設みたいなものなのかというようなこと。それから、あとにつきま

しては、地域の振興策のために使っていくというようなことの順位で考えておりまして、これ

も市の全体の計画の中、それから地域の皆さんのご意向等を十分に検討する中で決めていくべ

きものというふうに考えております。 
 それから、あと通学補助でございますけども、これにつきましても、基本的な考えとしまし

ては体力の問題、それから子どもたちの行き来の、いわゆる相互扶助といいますか、そういっ

たもの、交流等を考えたときに、小学生では４キロ程度を目安、それから中学生では６キロ程

度を目安で、徒歩を原則にしようということでございますけれども、先ほど答弁の中にありま

したように、体力的な負担ということで、北杜市の場合、高低差がだいぶあります。これらに

ついて、水平距離で６キロということではなくて、高低差について、その４キロが、例えば３キ

ロになったり、２キロ半になったりというようなことで、子どもたちの負担を軽くするような

方法で考えていきたいというふうにも考えております。 
 手段については現在、スクールバスとか、それから市営バスとか、いろんな交通機関が考え

られますけども、総合的に考えながら適正な通学補助ができるようなことで検討してまいりた

いというふうに思います。 
 以上でございます。 
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〇議長（秋山俊和君） 
 答弁が終わりました。 
 中嶋新君、質問はございませんか。 
 （ な し ） 
 中嶋新君の質問が終わりました。 
 ここで、関連質問を許します。 
 関連質問はございませんか。 
 千野秀一君。 

〇１３番議員（千野秀一君） 
 先ほどの学校の統廃合のことにつきまして、一言だけお伺いをしておきます。 
 今、通学の補助等も含めて、学校が遠くなるということの中で、スクールバス、あるいはス

クールバスの運行ですとか、市民バス、それに路線バスを活用していくというふうな話があり

ました。それに対して補助金を出すということでありますけども、当然、学校の規模がまず大

きくなるわけですよね。学校の規模を適正規模、大きくする必然性というものが、今まで小規

模だったから部活等もなかなかできなかった、制限がされていた、選択肢が少なかったという

ことを改善するための施策ですから、当然、子どもたちは今まで以上に学校にいる時間が長く

なるという可能性が増えてきます。そうなりますと、従来、近くの学校に部活をしないで通っ

ていた子どもが遠くの学校に行って部活をし、夕方、暗くなるまで学校にいるという状況が、

当然、理想な形だと思われます。そのための通学、登下校の施策を市が行われなければならな

いということだと思います。 
 そういう意味で、従来の学校で授業が終わる時間よりも遅い時間に、ほぼ、その前の学校の

あたりに帰ってくるということが想定されますから、そのあとの、従来、歩いていた距離をど

ういうふうに安全を保っていくかということまで考えた提案を、この合併の時点で、市民の皆

さんに示さなければ、大変、不安が起こると思うんです。ぜひ、そこまでの検討を詰めていた

だいた上で、喫緊に行われる説明会には、市民に不安のないような説明ができるような準備を

してもらいたいというふうに思います。 
 そういう意味で、今回、試験で行われているデマンド交通みたいなもの、要するに小規模の

小型のバスを利活用して、その地域のちょっと遠隔なところの生徒を送り届けるというような

方策を考えていく必要があると思うんですけども、そのへんのお考えをお願いします。 
〇議長（秋山俊和君） 

 答弁を求めます。 
 進藤教育次長。 

〇教育次長（進藤芳彦君） 
 千野議員のご質問にお答えいたします。 
 今回の適正規模で学校が統合されますと、当然、今の配置されている学校よりも遠くなる子

どもたちが増えるということになりまして、先ほど言いましたように、通学の支援については

いろんな方策を考えていかなければいけないというふうには、もちろん考えております。 
 なおかつ、中学生になりますと、部活等が盛んに行われまして、おっしゃるとおり、中学校

の適正規模の大きな目的の１つは、たくさんの部活の機会を子どもたちに与えてあげるという

ことで、子どもたちの体力等の向上とか、それから社会性の育成だとか、そういったものに寄
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与していこうということでございますので、部活動の終わったあとの帰宅のフォロー等につき

ましても、いろんな方法で、やはり考慮していかなければいけないだろうというふうに思いま

す。 
 デマンド交通という提案もございましたけども、それらも今、試験が行われますので、それ

らの結果をふまえながら、検討の１つということで考えていきたいと思っています。 
 そんなことで、子どもたちが適正規模になったことによって、不利益を被らないような方策

を考えていきたいというふうに思いますので、よろしくお願いいたします。 
〇議長（秋山俊和君） 

 答弁が終わりました。 
 千野秀一君。 

〇１３番議員（千野秀一君） 
 もう１つ、子どもたちに負担をということだと思うんですけども、子どもたちよりも何より

も、今、こういう社会情勢を見たときに、子どもの登下校を、公共の交通機関がなければ親が

それをやらなければならないという点からしても、社会情勢、大変、職場、雇用も厳しい時代

ですので、子どもの登下校の折にお母さん、お父さんなりがそれをサポートしなければならな

いということが、この統合によって起きるようであるならば、これはまた違った問題、社会問

題になると思うんですよ。そういう意味で、学校の統廃合イコール子どもたちの登下校をサポー

トするという、そして家庭に負担を与えない。要するに少子化対策にも、それがつながってい

くというふうな、そういうふうな形の中での対策を、そこまで考えた対策をぜひ、お願いした

いと思います。 
 以上です。 

〇議長（秋山俊和君） 
 答弁を求めます。 
 進藤教育次長。 

〇教育次長（進藤芳彦君） 
 千野議員のご質問にお答えします。 
 おっしゃるとおり、通学の支援が十分ではないと保護者の負担が増えるということに、もち

ろんなります。今後、話し合いを進めていく中では、保護者の方々のご意見等を十分に聞きな

がら、どういった需要があるのかというようなことを、十分に検討して対応してまいりたいと

いうふうに思いますので、よろしくご理解をお願いいたします。 
〇議長（秋山俊和君） 

 答弁が終わりました。 
 ほかに関連質問はございますか。 
 渡邊英子君。 

〇１５番議員（渡邊英子君） 
 統廃合について、質問いたします。 
 ７月８日に、長坂総合支所で長坂地区の各小学校のＰＴＡの役員さんに、この統合について

の、長坂地区の説明が行われました。そのときに検討委員会を立ち上げて、各地域の代表、ま

たは学識経験者とか、それからＰＴＡの方たちを対象に検討委員会を立ち上げるという話を次

長のほうで説明しておりました。その中で３部門に分かれて検討を十分した上で、実施計画を
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つくるという話がされておりましたが、まだ３カ月過ぎようという時点になっても、検討委員

会が立ち上がるという説明が、各地域の役員さんたちにされておりません。いつ、その検討委

員会を立ち上げるのか。時間が経てば経つほど、地域の関係者の皆さんは不安が募るだけなの

で、その期日をいつにするのか。 
 それから、先ほど教育長が説明されました検討委員会に対する１３０万円の予算が計上され

ているというふうな、今、次長から説明がありましたけれども、何かちょっと説明が違ってい

たような感じがしますので、その１３０万円の使用目的と検討委員会にどのような関わりがあ

るのかということ。その２点について、説明をお願いいたします。 
〇議長（秋山俊和君） 

 答弁を求めます。 
 進藤教育次長。 

〇教育次長（進藤芳彦君） 
 それでは、渡邊議員の質問にお答えいたします。 
 検討委員会が遅れているのは、誠に申し訳ないと思っているんですけども、本議会が終了し

た、１０月になったら検討委員会等について、話し合いを進めていきたいというふうに考えて

おります。 
 もう１つは、今回の補正でお願いしました委託料の件なんですが、これは答申内容が既存の

施設を使ってというようなところで答申内容はなっておりまして、今回の場合、長坂地区内の

学校があるわけですけども、それぞれの学校について、地形だとか、それから校舎の内容、統

合しますと、少なくとも秋田小学校と日野春小学校は規模的に小さいと。クラスが１クラスず

つの対応しかなっていないのでというようなこともありまして、そういう施設の問題とか、そ

ういったものを、建築的な、技術的なことで検討資料をつくって、それぞれの場所について、

メリット、デメリット等を整理するための委託料というふうに考えております。これは、やは

り、これから話し合いを進めていく中で、いろいろな場所の問題とか出てくると思いますが、

そういうものの、１つの資料となるものであると考えております。 
 そういうことで申し訳ありませんが、検討委員会につきましては、１０月には話し合いを進

めていくということで、お約束させていただきたいと思います。 
〇議長（秋山俊和君） 

 渡邊英子君。 
〇１５番議員（渡邊英子君） 

 とにかくＰＴＡの方たちは非常に不安になっていますし、この検討委員会が本当に立ち上が

るのかということ自体も不安に思っているような状態ですので、やはり、こういうふうな、い

ろんな感情的なものが出てくる前に、早めに、しっかりとした検討委員会を立ち上げてほしい

と。１０月も初旬と中旬と下旬とでは、ずいぶん違ってきますので、どの時点で立ち上げて、

しっかりとした話し合いを持つのか。また１３０万円の校舎の耐震などの、その結果が出てく

るのを待つのか。その前にしっかり立ち上げて、その話し合いをしている中でのというふうな

ところのことも、しっかり伝えていただきたいんですけれど。 
〇議長（秋山俊和君） 

 答弁を求めます。 
 進藤教育次長。 
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〇教育次長（進藤芳彦君） 
 １０月もなるべく早くということで、中旬ごろまでには話し合いをしていきたいと思ってい

ます。それから委託の件につきましては、議案が通れば予算が使えるということになりますの

で、早急に委託を決めていきたいと。話し合い等、結論が出て、話し合いを進めていくという

ことではなくて、基本的には並行だというふうに考えております。 
〇議長（秋山俊和君） 

 答弁が終わりました。 
 ほかに関連質問はございませんか。 
 中山宏樹君。 

〇２番議員（中山宏樹君） 
 企業のインフラ整備について、少しお伺いいたします。 
 今の時代、どこの市町村も企業誘致に非常に力を入れて、強力に進めていることは北杜市を

はじめ、皆さんご存じのことと思います。企業は、みんなホタルの状態。こっちの水は甘いぞ

と、各市町村競っているところであります。北杜市も既存の企業が引き抜かれないように、しっ

かり整備をしていただきたいと思います。 
 事例ではありますけども、東京エレクトロンは仙台に移転を発表いたしました。そのあとで、

県道韮崎北杜線が、ただいま拡張工事をしているところであります。東京エレクトロンも

４０フィートあたり、海外との取り引きが盛んでありますから、４０フィートのコンテナがス

ムーズに入れないようなところだと、移転をやっぱり考えてしまいます。ほかにも人材とか、

いろいろあるでしょうけども、せっかくいる企業がインフラの整備で移転を考えるようでは、

非常に地元の自治体として、考えなければいけないところかと思います。あとブロードバンド、

高速インターネットのこともあります。この２つは、ぜひ企業存続をしていただく意味でも、

非常に大切かと思います。市長のご意見をお伺いいたします。 
〇議長（秋山俊和君） 

 答弁を求めます。 
 名取産業観光部長。 

〇産業観光部長（名取重幹君） 
 中山議員のご質問にお答えいたしますが、おっしゃるとおり、こういった景気の中で、企業

が外へいってしまうということは、周辺でも見られております。そんな意味で、中小企業基本

法の条例をご提案しました。やはり、新たに来ていただくということで力を入れておりまして、

１０番、１１番目が近々認定されると。そういった意味も含めまして、既存の中小企業、ある

いは企業の皆さまの安定経営をということで、さまざまな振興策もしておりますが、今回の基

本条例をもとに、いろんな、その他の支援策も検討しながらいきたいということでございます。 
 企業振興支援条例、あるいは産業立地助成金の支援策もございますので、それらを活用して

いただきながら、やはり適正に企業誘致に努めるとともに、既存の企業の振興策で支援をして

まいりたいと考えております。 
〇議長（秋山俊和君） 

 企画部長。 
〇企画部長（小林喜文君） 

 続きまして、中山議員のご質問でございますが、ブロードバンドの件でございます。 
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 この件については、現在、電話回線ではＡＤＳＬ、それから光ファイバー電送路、それから

携帯電話エリアの各種無線システム、それから衛星等々のシステムが構築されております。今、

北杜市内のブロードバンドについては、ブロードバンド・ゼロ地域ということで、国のほうで

６月１日に北杜市は認定されております。ブロードバンドの部分については、全域について可

能であるというように認識しているところでございます。よろしくお願いいたします。 
〇議長（秋山俊和君） 

 答弁が終わりました。 
 よろしいですか。 
 （はい。の声） 
 ほかに関連質問はございますか。 
 （ な し ） 
 以上で、質問を打ち切ります。 
 これで、北杜クラブの会派代表質問を終結いたします。 
 ここで昼食のため、暫時休憩いたします。 
 再開は、午後２時１０分といたします。 

休憩 午後 ０時４２分 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

再開 午後 ２時１１分 
〇議長（秋山俊和君） 

 休憩前に引き続き、会議を開きます。 
 中嶋新議員の下水道のつなぎ込みの件について、堀内生活環境部長から答弁があります。 
 堀内生活環境部長。 

〇生活環境部長（堀内誠君） 
 北杜クラブの中嶋新議員の再質問につきまして、一部、答弁漏れがありましたので、答弁を

させていただきたいというふうに思います。 
 下水道の接続率につきましては、人口が基準になっておりますので、４月１日現在でござい

ますけども、３万１，２０７人でございます。率にしまして、７４．５３％ということでござ

います。 
 以上でございます。よろしくお願いいたします。大変、失礼いたしました。 

〇議長（秋山俊和君） 
 次に、明政クラブの会派代表質問を許します。 
 明政クラブ、１８番議員、秋山九一君。 
 秋山九一君。 

〇１８番議員（秋山九一君） 
 ９月定例議会におきまして、通告のとおり、明政クラブより代表質問を行います。 
 政権交代による市政への影響について。２つとして、住宅政策について。３として、バイオ

マス資源の活用について。４番目に、林業振興について。５番目に、ジビエ施設の立ち上げに

ついてという、５項目について質問いたします。 
 政権交代による市政への影響について。 
 去る８月３０日施行された衆議院総選挙の結果、自公政権に代わり民主党の歴史的な大勝利
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により政権交代がされた。今回の選挙は半世紀続いた旧態依然として、自民党政治に対する国

民の不信感と自民党、民主党の政権公約などへの期待感によるものであります。民主党を中心

とした連立の鳩山新政権では、国民の生活を第一に掲げ、新たに重点政策の財源に充てるため、

本年度補正予算の一部執行停止、予算の骨格を策定する国家戦略局を首相の直轄に置き、また

行政の無駄をなくすための機関として行政刷新会議を設置し、国の事業を抜本的に見直し、本

年度補正予算のうち３兆円を一部執行停止すると明記している。 
 ９月３日の報道によると、２１年度補正予算、約１４兆円のうち未執行分の予算に執行を原

則停止する方針を決めた。今後、財務省を交えて、執行停止が可能な費用の仕分け作業を本格

化されるとしている。執行停止の対象は、約４兆４千億円にあがる４６の基金や約２兆９千億

円の公官庁への施設整備費などとしている。災害対策や地方自治体が歳入と見込む緊急性の高

い予算は除外する方針とのことだが、影響が出る可能性がある。 
 特に各市町村が早ければ、年内支給予定している子育て支援手当の支給、３歳から５歳、３万

６千円支給が微妙な状態となっている。民主党が政権公約をしている子ども手当は、中学３年

生まで拡大し、月２万６千円。年額３１万２千円を来年６月から半額の支給を予定しているが、

市でも今９月定例会で提案しているが、予算の凍結執行停止が危惧されている。また、従来の

単年度予算から複数年度予算の検討がされており、今後、本市の行財政運営に影響があると思

われます。 
 政権交代により地方分権を進めていく上で、方針や予算などの転換が考えられ、市政の大き

な影響があると思うが、対策はどのように考えているのか、お伺いをいたします。 
 ２つ目として、住宅政策についてを質問します。 
 市として、合併後から現在に至るまでの市営住宅の問題等についての取り組みの中で、合併

前に建設され、耐用年数が経過した古い住宅が目立ち、すでに貸し出しを中止し、空き家になっ

ているものがあると。これらの中には、管理する上でも防犯上、好ましくない建物があります。

しかし、地域によっては空き家状態の市営住宅がある一方、入居希望を出しても希望者が多数

あり、その需要に応えられない地域がある。市内で勤労している方でも、住宅事情により市外

から遠距離通勤を余儀なくされている人もいると聞く。また、今まで長い年月を市営住宅で過

ごしていた方々が、住宅の老朽化に伴い転移する際、入居者も高齢となっているため、現在に

即した高齢者向けのバリアフリーの住宅等を望む声や、高齢者は長年住み慣れた地域を離れる

ことの寂しさ、学童を持つ親から小中学校の統合問題を考えると、住宅需要の多いところの建

て替えや一戸建ての空き家になっているものを払い下げ、売却してほしいという声も挙がって

いる。 
 このような観点から、現在、入居者が順番待ちをしている場所については、しっかりした調

査が不可欠であります。必要に応じた取り組みを行っていくことが大切ではないかと思います。

地域活性化の１つとして、人口減少に歯止めをかける上においても、また少子高齢化の対策の

一環としても、ひいては市の将来を考えることにもつながっていくのではないかと思います。 
 市民のために住みよい住宅環境整備を考え、住宅需要の多い地域にある古い住宅は、市とし

て円滑な住宅供給ができるよう、早急に建て替えることを望みます。 
 このことについて、１つとしては、ストック計画の現状はどうなっているのか。 
 ２として、空き家になっている市営住宅の管理と対応はどうか。 
 ３番として、老朽化にした一戸建て住宅の払い下げの考えはあるかどうか。 
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 ４つ目として、住宅需要の多い地域にある古い住宅の建て替えは考えているのか。 
 ５番として、高齢者に配慮した住宅建設や小中学校の統合を見据え、転居先が増加すること

が予測される地域の住宅建設についての考えはあるのかどうか。 
 ３つ目として、地域で発生するバイオマス資源の活用をということを質問します。 
 全国的に、環境に配慮した環境林業の推進の一環として、ペレット工場の立ち上げが各地で

考えられている。ペレットは各家庭の燃料だけではなく、公共施設や企業の燃料としても幅広

く活用できる。姉妹都市である上越市には、さまざまな地域から視察研修に多くの方が訪れる

と聞きます。私たちも先般の研修の中で、ここを行ってきたわけでございます。この地方は、

北杜市のように山林に恵まれていないところでもあるが、木材等を使用したバイオマス構想が

近年は盛んに取り組まれるようになってきております。ペレット工場の数も増し、私たち２年

ほど前に訪問したときに比べ、大きな変わりように驚き、感動いたしました。地元産の木材は

もとより、上越市においては、隣の妙高市より間伐材を仕入れ、運搬費などにいまだに頭を痛

めながらも、地球と未来のためにできることを理念に置いて、バイオマス資源を有効活用しよ

うと努力しています。 
 今回、私たちが訪問した上越市は、くびき野森林組合リサイクルプラントというところで、

廃材や木の根の部分など林地残材を加工しており、現況は材料が不足気味であり、大変苦労し

ていると聞きました。ここで、でき上がった木質チップは上越市内道路の路肩や遊歩道、庭園

や野菜畑、栗園といろいろな場所で活用されているということを聞きました。また、チップ材

だけではなく、木質ペレット製品をつくることで、汚泥乾燥施設の熱風で乾燥させる機械の燃

料をバイオマスとともに、木質原料を使用し、さまざまな形で利用しています。 
 さて、先ほどお話しましたが、北杜市は県内においても、有数な森林保有数を保っておると

ころであります。有効活用できる資源としての森林が数多くあると自負しております。そこで

未利用間伐材を利用した、バイオマス回収できるエネルギーの利用や燃料用木製ペレットを製

造なども考えるべきではないかと思います。現在、運営している可燃ゴミ施設の焼却炉は運転

する補助燃料として、灯油を利用しています。灯油は、施設内の高温空気加熱器の熱回収が悪

く、設定温度が確保できないために必要となっているが、この設定温度確保の方法としても、

バイオマスガスペレットを利用することは考えられないでしょうか。これから先の灯油代の負

担などのことを考えると、未利用間伐材の地域のバイオマス資源の有効利用を考えることによ

り、市の支出を少しでも減らすことや地域の活性化とともに地球温暖化などの環境に配慮する

ことを推し進めていくべきだと思います。市としての考えをお伺いいたします。 
 １として、未利用間伐材を利用した、バイオマスより回収できるエネルギー利用や燃料用木

製ペレットなどの製造の考えはあるかどうか。 
 ２つ目として、運用している可燃ゴミ処理施設の焼却炉の補助燃料の灯油の代替としての利

用ができないかどうか。 
 ３つ目として、地域活性化や環境に対する配慮として進めていく考えはあるか。 
 ４つ目として、林業振興についてを伺います。 
 北杜市では以前、県において代表的な県産材としてカラマツ材が選ばれ、その木材を利用し

ての事業に積極的に取り組んだ経過もありました。建築物、市内でも、清里の県の施設や市立

中学校の体育館と公共のスポーツ交流施設など、県産材が使用されているところがあります。

私たち、当時の長坂町スポーツ交流施設の完成時には、卓球の選手の福原愛さんを招き、オー
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プニングセレモニーは大変盛り上がり喜ばれたと、このようなことがあり、県産材使用の建物

にも関心が集まり、一時、需要が増したこともあります。 
 しかし、円高等さまざまな経済変化に伴い、国内産のコスト高が影響し、すべてのものが外

国産に変わってしまいました。北杜市は、県内でも有数な森林保有数を保っています。豊かな

緑が育つ、よい立地条件の中、農林業、特に林業に力を入れることも大切な事業ではないだろ

うかと思います。 
 農業については、食の安全に対する意識の向上や経済の流れの中で、いろいろな分野におい

て、企業をはじめ個人の方まで、荒廃地利用などをはじめ、さまざまな取り組みを行っていた

だき、市としても大変喜ばしく、もろ手を挙げて歓迎し、今後の活性化に向けた好材料として

期待しています。 
 さて、林業については、せっかくの市ならではの財源である木材について、有効活用をと考

えるが、昔から家を建築する場合は、地元の材料を使って建てろというような、ことわざがあ

ります。何年もかかり、その土地の気候風土に即し、生育した木材などが一番適しているとい

うことだろうと思います。市内の各集落には長い年月、何代にもわたって、現在も居住されて

いる古い民家も見受けられることができます。このような事柄を念頭に掲げ、市の代表的な産

業としての林業をアピールし、売り出していけたらと思います。 
 全世界的にエネルギー等、すべてのものが見直され、自然で公害のないものが研究され、取

り組まれている昨今、市としても自然と共有した特産物として、市より産出する木材等を生か

すように考えるが、いかがでしょうか。 
 １として、北杜市の豊富な森林資源の活用はどうか。 
 ２つ目として、代表的な産業として、自然と共有した特産物としてピーアールし、売り出し

ていく考えはあるかどうかということをお伺いいたします。 
 ５つ目として、今、あちらこちらで問題になっておるジビエ施設の立ち上げはということで、

質問させていただきます。 
 昨年の９月に、山梨県より鹿肉の衛生及び品質の確保に関するガイドラインが出され、それ

によると、全国で野生動物の農作物や森林への被害が深刻化しております。本県でも、北杜市

内においても、シカ、イノシシの被害が顕著になってきています。シカの急増により、貴重な

高山植物の消失や水源涵養林の裸地化など、生態系や人々の生活に及ぼす影響も危惧されてい

るところです。 
 一方、本県を訪れる観光客の食意識へのニーズの対応として、貴重な資源でもあります鹿肉

について、現在の衛生的知見や鹿肉の流通の実態をふまえ、作成されています。現在、鹿肉の

加工食について、国内でも北海道食肉公社の全国販売を皮切りに、県内でも富士河口湖町とか、

丹波山村等において、シカの食材加工食品を山の幸の名産品、特産品として、観光物産として

取り組んでいます。また、各地至るところで、こういった主要目的を持った取り組みが増加し

てきているように思います。 
 私たち明政クラブでは、県のガイドライン等を検討し、市の森林組合の方たちとジビエ加工

処理施設等の現地視察や関係者に説明を受けるに至った結果、森林組合員の中よりジビエに関

することを立ち上げたらという声が聞こえるようになりました。 
 今後、農作物や森林被害の防止のための電気柵などの防御だけではなく、こういった事業を

取り組むことにより、鳥獣害被害の防止や農林業や地域社会の健全な発展をなす一角になるも
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のと思います。 
 １として、鳥獣による農作物や森林被害の防止策の１つとして有効である、ジビエ加工施設

の関連事業についての考えは、いかがかと。 
 以上で、私の代表質問を終わりたいと思います。よろしくお願いいたします。 

〇議長（秋山俊和君） 

 答弁を求めます。 

 白倉市長。 

〇市長（白倉政司君） 

 秋山九一議員の、明政クラブの代表質問にお答えいたします。 

 はじめに、政権交代による市政への影響についてであります。 
 新政権は予算の見直しを行う旨を表明し、市民生活に直接影響がある部門については子育て

支援、高校の実質無料化、後期高齢者医療制度の見直し等の施策を打ち出しているところです。 
 地方関連の予算の見直しに際しては、地方の実情や事業の必要性等を丁寧に検証の上、最大

限の配慮をするとともに、制度の改正及び新設による国民が受けるサービスの増額分は、地方

公共団体が負担することなく、すべて国が負担するよう要望いたします。また、国と地方の役

割分担を積極的に見直しし、国と地方の協議の場の公正化を実現するなど、国全体の活力を取

り戻す地域主権の確立を期待したいと思います。 
 なお、今後も新政権が実施する政策については、引き続き国等の動向を注視し、情報収集に

努めてまいります。 
 住宅政策について、いくつかのご質問をいただいております。 
 はじめに、市営住宅ストック計画の現状についてでありますが、これまでのストック計画は

旧町村において策定されたものであり、また１０月からは雇用促進住宅が市営単独住宅となる

ことから、現在、市内全域を見据え、市営住宅の現状、今後の社会情勢、地域の実情等を勘案

し、市営住宅ストック活用計画の策定作業を進めているところであります。 
 次に、空き家になっている市営住宅の管理と対応についてであります。 
 市営住宅４４団地のうち耐用年数が経過し、老朽化して多くの修繕費がかかる市営住宅が

１０３戸あり、現在は一般公募を中止しています。退去し、空き家になった市営住宅は用途廃

止し、順次、解体をしてまいります。また、中途解雇者や派遣契約者で解雇された、住む住宅

を失った方に対する緊急支援住宅として、利用してまいります。 
 次に一戸建て住宅の払い下げの考えについてですが、昭和３０年代から４０年代に建設され

た木造一戸建て住宅は耐用年数が過ぎていることから、入居者の安全性の面で他の市営住宅に

転居していただくことが原則となります。 
 今後、入居状況、立地条件、景観、周辺環境などを総合的に判断し、土地利用の方向性を定

めながら、検討してまいります。 
 次に住宅需要の多い地域にある古い住宅の建て替えについてですが、耐用年数の過ぎた古い

住宅については、ストック計画の中で大規模改修を含む建て替えを検討してまいります。また、

１０月から市営住宅となる雇用促進住宅の多くは市街地に位置しているため、この住宅の活用

により、住宅需要に対応していく考えであります。 
 次に高齢者に配慮した住宅建設についてですが、近年、建設している市営住宅はエレベーター

の設置、室内のバリアフリー化、オール電化など、高齢者や障害者に良好な居住環境を備えた
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住宅の提供ができるよう配慮しております。 
 次に転居者の増加することが予想される地域の住宅建設についてですが、既存市営住宅の建

て替え、大規模改修をストック計画に基づき、進めてまいります。 
 その他につきましては、担当部長から答弁いたします。 

〇議長（秋山俊和君） 
 堀内生活環境部長。 

〇生活環境部長（堀内誠君） 
 秋山九一議員の、明政クラブの代表質問にお答えいたします。 
 地域で発生するバイオマス資源の活用について、いくつかご質問をいただいております。 
 はじめに、可燃ゴミ処理施設の焼却炉で使われている補助燃料の灯油の代替としての利用に

ついてであります。 
 エコパークたつおかの可燃ゴミ処理施設は、灯油以外を使用できる設備ではないため、ペレッ

トなどの木質バイオマスを使用するためには、相当量の機械設備の改修が余儀なくされるもの

と思われます。また、ストーカー炉のようにゴミを直接、重油、コークスなどで燃焼させる施

設であれば、有効な補助燃料となり得ることが考えられますが、キルン式ガス化溶融炉は複雑

な施設であり、直接、熱分解ドラム内にペレットなどを投入しても、固形物は炭化するまでに

時間を要することなどから、かえって熱量が必要となるため、灯油の代替としての利用は困難

であると考えられます。 
 次に地域活性化や環境に対する配慮についてでありますが、家畜排泄物や生ゴミ、木くずな

どの動植物から生まれる有機性資源のバイオマスで、化石資源エネルギーを代替することによ

り、地球温暖化を引き起こす温室効果ガスの１つであるＣＯ２の排出抑制に大きく貢献するこ

とができるといわれております。 
 バイオマス資源の活用は、地域活性化や環境への貢献も多大だと考えられますので、今後も

関係部署と連携をとりながら、調査検討をしてまいります。 
 以上でございます。 

〇議長（秋山俊和君） 
 名取産業観光部長。 

〇産業観光部長（名取重幹君） 
 秋山九一議員の、明政クラブの代表質問にお答えをいたします。 
 地域で発生するバイオマス資源の活用について、ご質問をいただいております。 
 未利用間伐材等を活用したバイオマスから回収できる、エネルギーの利用や燃料用木質ペ

レット等を製造する考えについてであります。 
 木質バイオマス資源の活用は、森林資源の豊富な本市の環境保全のため、有効な手段とは考

えられますが、エネルギー利用を進めるためには、需要と供給のバランスが重要であります。

ペレットストーブについては、資源の有効活用に貢献する環境にやさしい製品であることは認

識されておりますが、設置費用を含めた初期費用が１５万円から５０万円と高価であり、販路

やランニングコストなど不明な点も多く、一般に普及していないのが現状であります。 
 間伐材などを原料に地産地消的な考えで、ペレット製造に取り組んできた地域では、海外の

安いペレットの流入に耐え得るのか、事業として継続していけるのかなどの不安な声もあると

聞いております。 
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 木質ペレットの製造は安定的な需要、チップ原料の安定供給、多額の設備投資、採算性等の

面から、市としての整備は難しいのではないかと考えております。 
 次に林業振興について、いくつかのご質問をいただいております。 
 はじめに市の豊富な森林資源の有効活用についてでありますが、北杜市の総面積の７６％は

森林が占め、そのうち県有林が６２％、民有林が３１％となっております。民有林を中心とし

た里山整備を行う中で、間伐材をチップ材や薪にしたり、広葉樹をキノコ材とすることで、木

材の有効活用を図っているところであります。また樹種はカラマツ、アカマツが主であり、こ

れらは構造材や集成材として活用されておりますが、建築用資材としてのヒノキはわずか３％

に過ぎないという状況にあります。このため、一定量の木材を安定的に供給するためには、広

域的な連携が不可欠であるため、今後は県及び市町村、森林組合などの関係諸団体で構成する

富士川上流域木材安定協議会において、検討をしてまいりたいと考えております。 
 次に代表的な産業として、自然と共有した特産物としてピーアールし、売り出していく考え

についてでありますが、林業振興において、北杜の木としてブランド化していくためには、木

材の安定的な供給や産地認証システムが確立される必要があり、現状では難しい状況にありま

す。まずは、キノコなど特用林産物や間伐材を利用した加工品など、特産物としての検討をし

てまいりたいと考えております。 
 次にジビエ施設の立ち上げについてでありますが、ご指摘のとおり、シカ等、野生動物の農

作物被害は、個体数の増加とともに増え続けております。猟友会への委託による管理捕獲や狩

猟期における捕獲を進めておりますが、農作物の被害は一向に減らない状況であります。また

狩猟及び管理捕獲された鹿肉を利用するために、郡内地方の２カ所で処理加工施設が建設され

ました。市では過日、猟友会や農業関係団体などで構成する、ジビエ加工処理施設検討会を開

催し、その対策についての検討を始めました。 
 今後は猟友会員が減少する中で、安定した原料の確保、飲食業者の意識、食肉としての品質

管理、衛生面の確立方法、採算性、人材の確保等の検討を重ね、方向性を見極めてまいりたい

と考えております。 
〇議長（秋山俊和君） 

 当局の答弁が終わりました。 
 秋山九一君の再質問を許します。 
 秋山九一君。 

〇１８番議員（秋山九一君） 
 再質問を行います。 
 最初に、住宅の問題から入りたいと思いますけれども、町によっては合併の前に、一戸建て

住宅は、希望者には売買が終わったところもございます。今、市の中をまわったときに、ちょっ

と離れたところでも、一戸建て住宅が、これは入っているか、入っていないかというところが

非常に見受けられるわけだけども、その地域によっては、払い下げの家屋もあるわけだけども、

そういったようなことをやっていただければ、個人が買えるわけだと思うので、その土地を、

例えば市で持っておっても、虫食い状態みたいな、少しばかり持っていても、これは致し方な

いという気もしますので、そこらへんをしっかり、よく市の住宅等々、一戸建ての住宅をよく

見ていただいて、対応したらいかがかなと、こう思うわけだけれども、もう１つは連棟ですね、

昔からある続きの住宅等々もあって、そのところでも見たとおり、１軒おきに入っているよと
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か、そういったようなこともあります。それはおそらく、耐震なんかになっているわけはない

んだけども、そういったところもなるべく修復して、また次に貸すということも大変ではない

かと思いますので、そういう需要の多いところは前向きに取り組んでほしいなと、こんなふう

に思います。 
 次にバイオについてですが、このことについて、なんか大掛かりのことを市では考えておる

んではないかと思うんだけども、非常に日本海に面したほう、うちの姉妹都市もありますよね。

向こうのほうにいくと、やっぱり雪国なのかなんなのか、それが非常に進んでおって、今の答

弁のように、灯油と交換するとどうのこうのというけれども、そういう施設も現在、あります。

生ゴミ施設でも、このガスとペレットを併用した施設がいくつも出ております。真新しい工場

があって、非常にそんなところもあるということの中で、今の間伐材が不足しておるというこ

とで、先ほど、私の質問にもありますように、根の部分というのは根っ子ですよ。つくるもの

がなくて、根っ子のほうもあるし、そして建築を造った廃材、非常に釘等があって、非常に向

こうでも磁石等々で大変だなというけども、建築廃材等もペレットにして活用していると、こ

ういうようなことも聞いて、施設を見ると、なんかコンクリートも大したものはないと。ただ、

粉砕機があるくらいのものであって、ほとんど、あとは材料で、コンクリートで仕切ってある

というようなことで、簡単な施設でありますので、そういうところの先進地をしっかり見てい

ただいて研究したらいかがなと、こんなふうに思うわけでございます。 
 ３つ目といたしまして、ただいま、この林業振興ですね、このカラマツ材、今、答弁による

と、非常に物が足りないようなことを言っているけども、この北杜市の贅沢なところで、カラ

マツがないなんてことはあり得ません。当時、私が言うように、清里にもありますよね、県の

美術館ですか、ああいったようなときがあったんですよ。体育館も木材だと。今はもう、そう

いうものに見直されてきておる時期ではなかろうかということで、私、質問したわけだけども、

なんか、こんな贅沢のところにいって、材料が高級なんていっていることもいっているけど、

これ以上の贅沢な市はないではないかということでありますので、政策も変わって、今の時代

で、こういう手をかけるとお金がかかるからということもあるけれども、やっぱり市としても、

せっかくの資材ですので、そこらへんもしっかり取り組んでほしいなということでございます。 
 ジビエについては、見たとおり、われわれも、人間が檻の中に入っているような状態のとき

が、まもなくきます。ということで、私たちが車で走っても、動物の死骸があちこちでいっぱ

いあります。私もつい先日、小淵沢からの帰りに、夕方ですが、シカとぶつかりそうになった

んだけども、ブレーキがしっかり効いたからよかったようなものですが、いつどこで、交通事

故で命を失う場合も出てくるではなかろうかと思います。 
 ある程度、関係している人は分かるけども、今回、有害駆除が山梨から１千頭出ていますね。

３月までに１千頭、有害駆除をしろというような形が、今、まいっております。それからアラ

イグマとか、おかしな動物が非常に増えてしまって、そういったようなことも、今、取り組ま

なければいけないなというような問題等々もありますけれども、そうはいっても、電柵等もあ

る程度、お金の問題等もあると思います。里山整備についても、やはり個体数を減らさないこ

とには、いくらそれをやっても、守るだけでは大変ではないかなということで、各地方で、こ

のジビエ施設に取り組んできておるんではないかと、こう思うけれども、私たちみたいな、こ

ういう豊富な資源を持ったところでは、やはりこういうことも、今、行っておるところの町、

また、そういうところをしっかり研究して、一日も早く立ち上げて、猟友会等々にいっても、
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ただ捕獲しろといっても、そこから先はどうなのかということがあると、私もちょっと耳にし

ています。ただ獲って、猟友会の中がもう満杯になるくらい積んでおけばいいなのか、そうい

う、せっかくの資源ですので、そこらへんも。 
 丹波山村については、高級ブランドとして、ちょっと普通の肉よりか高い形のブランドとし

て売り出したいなという贅沢な話もしていますので、そういうところもまた、しっかり勉強し

ながら取り組んでほしいと、こんなふうに思います。よろしく、どうぞお願いします。 
〇議長（秋山俊和君） 

 答弁を求めます。 
 深沢建設部長。 

〇建設部長（深沢朝男君） 
 秋山九一議員のご質問にお答えをいたします。 
 まず１点目、一戸建ての住宅の払い下げについてでございます。 
 合併前も、すでに払い下げを行っているところがたしかにございまして、北杜市ではどうす

るのかと申しますと、虫食い的に、要するに払い下げというふうなことを考えると、先々、土

地全体の有効な活用ができないというふうに実は考えておりまして、ですから一戸建ての住宅

については、点々と住宅に住んでいらっしゃる方が残った場合には、そういう方を政策空き家

のほうに移っていただいて、全体を更地にした中でもって、そこで用途廃止を考える。そして

また、そこは例えば払い下げというような、土地の活用の仕方になるのか。あるいは、また新

たに住宅を建てるのか。それは、その先にまた検討すべき事項だというふうに考えております

ので、まず、今の段階では虫食い的に払い下げをするということは考えてございません。 
 それで２点目、秋山議員、申し訳ないんですが、連棟とおっしゃいましたよね。連棟という

のは長屋敷という意味ですか。棟が連なるという。これもまったく同様の考え方でありまして、

とにかくだんだん、空き家が出てくるといったところについては、政策空き家のほうにまず移

り住んでいただいて、新たに建てるなり、払い下げの土地をするなりというふうな形で、今、

策定をしているストック計画の中で、その概要は示してございますけれども、このあと、また

引き続き策定する長寿命化計画の中に、しっかりとした位置づけをしてまいりたいというふう

に考えてございます。 
 以上です。 

〇議長（秋山俊和君） 
 名取産業観光部長。 

〇産業観光部長（名取重幹君） 
 バイオの関係でございますが、今、ご視察をしたということで、たぶん上越市だと聞いてお

りますが、そこはバイオと言いましても、大変いろいろな分野で、木質バイオからはじまって

エタノール、食品残渣、いろんなことに取り組んでいるということで、約２０億円をかけたと

いうことを聞いております。 
 そんな大きくなくても、ペレットではというようなお話だと思いますが、ペレット工場につ

きましても、先ほど申し上げましたように、市としての建設は困難ではないかということでご

ざいます。全国で、ちょっと調べましたら６０カ所ほど、工場はございます。ペレットのみ。

複合的施設もありますが。ほとんどが民間で、自治体というのは１つでございます。自治体が

経営しているのは１つで、あとはほとんどが民間と、森林組合が若干していますが、そんなこ
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とで、市が事業主体になるのは、非常に困難だと考えております。あとは、安定供給が図られ

るかということでございます。いろんな建築資材等がありますが、やはり採算性を考えますと、

相当な木材がないと、これは経営ができないというふうな考えでございます。ご理解をいただ

きたいと思います。 
 それからカラマツ材等、いろんな地域の木があって、それをということでございますが、ご

承知のとおり、昨今の材木市場も低迷が続いております。経済の動向等で続いております。し

かも、新築住宅の低迷が続いているということで、減少しております。しかし、いろんな技術

の向上の中で、先ほど言いました日本の技術向上で、カラマツ材とかアカマツ材、建築資材に

使えないものを合板会社が買い集めているという事情がありまして、北杜市も例外ではありま

せん。 
 そんなことで、そういったカラマツが占めておりますので、そういったものが特徴的だとい

うことは言えますが、やはり上級な建築資材としては、３％ではこれはとても無理でございま

して、そんなこともありますので、ご答弁しましたように、できることからやっていこうとい

うことで、特徴ある生かし方をしていきたいと、こういうことでございます。 
 それからジビエでありますが、ジビエにつきましては、再三ご質問等をいただいております

が、これにつきましても検討会を立ち上げましたが、やはり猟友会がキーであります。猟友会

の皆さまがキーパーソンになってやっていただかないと、やはり需要と供給のバランスが保て

ないというふうなことを感じました。ただし、今、ご指摘のとおり、いろんな角度から検討し

まして、第２回、第３回の検討会で協議を進めてまいりたいと思っております。よろしくお願

いいたします。 
〇議長（秋山俊和君） 

 答弁が終わりました。 
 よろしいですか。 
 （ な し ） 
 秋山九一君の質問が終わりました。 
 これから、関連質問を許します。 
 坂本治年君。 

〇１７番議員（坂本治年君） 
 政権交代による、市政への影響についての関連質問を行います。 
 まず、政府は来年度予算編成にあたり、子ども手当て創設やガソリン税の暫定税率の撤廃、

高速道路の無料化など、政権公約の実現に必要とされる財源、７兆１千億円の確保を図るため、

補正予算のうち緊急性が低いと判断したものは執行停止するほか、税金の無駄づかいの洗い直

し作業を進めていると思います。 
 わが市でも、自民党の緊急経済対策において、６月の補正予算から、もう動き出しているわ

けであります。主な事業の２つにつきまして、お伺いをいたします。 
 まず１つは、教育予算の７千万円余りの議決をいたしました電子黒板の件、もう１つは子育

て応援手当支給、これは９月定例会に上程してありますね。それらのことで、民主党のマニフェ

ストでは、子育て応援手当は２万６千円を中学３年まで拡大するということで、マニフェスト

を実現しようとしたものです。自民党政治のときには、３歳から５歳までの３万６千円の支給

ということで、緊急経済対策で４，１１０万円を予算してあります。これらは緊急対策に、ど
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うも馴染まないではないかと。緊急性が低いと判断される可能性が高いわけでありまして、そ

れらの場合には、予算の執行を停止される場合があると思います。その件に関して、もう北杜

市では議決をしています。そのことに対して、市では、例えば執行停止になった場合には、ど

のような対策を考えているか、伺いたいと思います。 
〇議長（秋山俊和君） 

 答弁を求めます。 
 清水保健福祉部長。 

〇保健福祉部長（清水克己君） 
 子育て応援手当の件でございます。 
 子育て応援手当につきましては、市でも今議会で第２弾ということでお願いしているところ

でございます。今のところ、その状況ということに関しましては、詳細なことについては、私

どもも把握はしていませんけれども、いずれにしろ、この前、各大臣のほうに予算の状況等、

削減できるものはどれかということで指示をしたところ、少子化担当大臣の福島大臣は、私の

ところでは、そういう予算はございませんと返事をしたという新聞報道がされていましたので、

私どもも今のところは、そのような心配がないということの中では思っていますけれども、い

ずれにしろ、国の動向を見る必要はあるというふうに考えております。 
 以上でございます。 

〇議長（秋山俊和君） 
 小林企画部長。 

〇企画部長（小林喜文君） 
 坂本議員の関連質問でございますが、地域活性化・経済危機対策臨時交付金とか地域活性化・

公共投資臨時交付金などのご質問だと思います。 
 これについても、すべて県、国を通して、それぞれ申請を行っている。または、協議が済ん

でいるものでございます。当然、国県の内示、内定を得ているものが、ほとんどでございます。

それ以外でも国・県で協議が整い、申請書等が提出済みのもので、経済対策ではなくても、予

算上の待遇もありますので、問題はないというように認識しております。 
 以上であります。 

〇議長（秋山俊和君） 
 白倉市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 先ほど、お二人の部長の答弁のとおりだと思います。 
 ただ、率直に言って、制度がやたら変わることがいいのか。あるいはまた、この政権政党が

代わることによって、制度がやたら変わることがいいのかという、基本的な問題はあろうと思

います。たしかに高校の無料化だとか、高速道路無料化だとか、子育て支援だとか、いろいろ

まとめると、マニフェストによると７兆円強かかると、こういう話は私も承知しておりますけ

ども、いろいろな意味で政権が変わって、無駄を省くという姿勢は、どの政権でも共通した課

題だと思いますけども、今、私が言ったとおり、政権が変わったから、制度の見直しが即ある

ということが、果たしていいのかと。国民のサイドから見ると、大変、不安がつきまとう。地

方自治体を預かっている身からすれば、さらに不安がつきまとうわけでありまして、そのへん

は先ほど、午前中の答弁でもお話しましたとおり、地方六団体等々とも新しい政権といいましょ

 ８１



うか、政府に対しても強く訴えていかなければならない問題だと思います。ダムを造るとか、

造らないとかという問題と、ダムを見直しするとかという問題と制度の問題は、基本的に違う

はずだと思います。そんな姿勢では、いきたいと思います。 
 なお、私どもが平成２０年度の地域活性化・生活支援臨時交付金にしても、あるいはまた

２１年度の地域活性化・経済危機対策臨時交付金にしても、６月議会で大方ご理解をしていた

だいたわけでありますけども、北杜市なりに市民生活を守るために喫緊性の強いものであると

いうふうに、予算編成をさせていただいたと思いますので、ご理解をいただきたいと思います。 
 以上です。 

〇議長（秋山俊和君） 
 答弁が終わりました。 
 坂本治年君。 

〇１７番議員（坂本治年君） 
 私たちも、今まで自民党政権が百何十年続いてきて、自民党の政治が当たり前のような感じ

になっていたわけなんですよね。それが、政権がガラッと変わったときにおいて、例えば何十

兆円という補正予算を組んで、経済対策を自民党はやってきたと。だけど政権が変われば、こ

れは少しおかしいではないかということが出たから、こういう問題が出たと。私たちも、例え

ば、これは今、八ッ場ダムのことも出たんですが、私たちが見ても、５０年間続いてきたダム

を、急にここでやめろというようなことを、これはちょっと、なったんですが、やはり民主党

になったときに、そういう問題が出ているわけなので、ここに、こういう、例えば経済対策、

これは緊急ではないから、これは中止するんだと言われれば、やはり、今の政権に従わなけれ

ばならないわけで、そのへんはやはり、自治体も苦しい面があるかもしれませんが、やはりそ

れは、国民が自民党政権が代わったということで、そのへんのところもやはり地方自治体も対

応していかなければならないと考えています。やはり、これが、いいです、例えば執行停止に

ならなければ。なったときはどうするかということを、私は議決しているもので伺っているわ

けで、そのへんのところをもう一度、お願いしたいと思います。 
〇議長（秋山俊和君） 

 答弁を求めます。 
 白倉市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 簡単に申し上げますと、臨時交付金なるものは、文字どおり臨時で先般、２０年度、２１年

度、緊急経済対策で政府が考えていただいたものであります。しかし、くどいようであります

けども、私どもなりに市民生活にとって喫緊性が高いものから、予算編成をさせていただきま

した。あとは新政権がどのような見直しをするかということは、注視していきたいと思います。

基本的には、そんなに時間がないのも現実かもしれませんけども、地方六団体としては、ぜひ

ひとつ、当初どおりやっていただきたいと。いろいろな意味の見直しは、くどいようですけど

も、新政権を中心にやっていくでしょうけども、私どもは、そういう意味からすれば、政権と

地方の足並みがそろっていくことは当然かもしれませんが、ご理解をいただきたいと思います。 
〇議長（秋山俊和君） 

 よろしいですか。 
 ほかに関連質問はございますか。 
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 坂本君。 

〇８番議員（坂本君） 

 それでは秋山九一議員の関連質問の中で、住宅政策につきまして、１、２点、お伺いをした

いと思います。 

 先ほど、総体的なお話、説明があったわけでございますが、私は今回、購入をされました雇

用促進住宅が市営住宅になるということで、この点について２点ほど、お伺いをしたいなと思

います。 

 この前の執行の説明によりますと、雇用促進住宅は市内で５カ所でしょうか。それで戸数も

３００以上の数が入居されるというようなことになっているようでございます。その中で、今、

入居率が約７０数％というような状況でございまして、先ほど来のお話の中で、やはり個別の、

また連棟式の住宅というものがかなり老朽化しておりまして、大変、使用不能、危険なところ

もあると。また、下水等々の施設についても関連してくるということで、このあたりは逐次、

撤去していくということでございますので、空き部屋のある雇用促進住宅にそういう方々を導

くといいましょうか、住んでいただくような施策、そして市営住宅ということになりますと、

これは大きな財政を投入して購入したということでございますから、やはり経営という点にお

いても、できれば１００％入居していることがよいわけでありまして、そういう観点からも極

力、そういった満室になるような施策をお願いしたいなと思います。 

 そして、今までは雇用促進住宅ということで、ある一定の年齢の方々が入っておられた。所

得についてもそうでありますけども、これからは永住をすると、生涯住むというふうな形も生

まれてくる。そういった中で、この市営となった促進住宅に、結構、４階、５階建てまであり

ましたでしょうか、そんなことで、やはり住民が最上階に住む場合には、大変、使用について、

安全の面、それからご苦労の面あろうかと思います。先ほども、新設の住宅についてはエレベー

ターとか、オール電化とか、そんなことも配慮しながら付けていくということでございますけ

ども、この既存の住宅に対しましても、なるべく早い時期にそういった昇降機、やはりエレベー

ター等の設置、大変な予算もかかると思いますけども、することによって、また、その住宅が

満室になっていくというようなことも考えなければならないということではないかなと思って

おりますので、そんなところも配慮しながら、ぜひ、これからの運営を進めていきたい。現在

のお答えをいただきたいなと思います。 

 それから、もう１点は、同じく住宅関係で、須玉町にあります須玉町時代からある、また市

になってからもできました須玉の就業促進住宅、これに関してでございますけども、私の耳に

したところによりますと、現在、企業交流管理運営連絡会ですか、これが管理運営にあたり、

市内の企業１３社が今のところは借り受けて、占有をしているということでございますが、最

近、やはり皆さんご案内のとおり、大変、不況の中で、その企業が解雇したり、リストラをし

ているという形の中で、現在、居住している部屋が、やっぱり同じように７割くらいのようで

ございます。たしかに、市のほうには会社が経営していますから、家賃は納入されていると思

いますけれども、ちょっと先を捉えたときにそのままでいいのかということで、この対応につ

いても、今、お考えがありましたら、お聞きしたいなと。 

 それから午前中の質問の中でもお聞きしましたけども、市内の企業交流会ですか、５０数社

が加入しているということでございまして、そのうちの１３社が契約しているという状況です

けれども、やはり、この経済情勢の変化によって、こういった現象が生まれてくる。果たして、
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そのことが、このままいってよろしいかどうか。ちょっと、そのへんの見解をお聞きしたいと

思います。よろしくお願いします。 

〇議長（秋山俊和君） 

 深沢建設部長。 

〇建設部長（深沢朝男君） 

 坂本議員のご質問にお答えをいたします。 

 まず１点目、雇用促進住宅は現在７２．８％というふうな、９月の、おととい現在で、そん

な状況なんですが、８７戸ほど空きがあるということですから、これまでも広報等を通じて入

居されるようなピーアールもしてきたわけですけども、今後も引き続き、そんなピーアールは

してまいりたいというふうに思っております。 

 それで、エレベーターの件でございます。たしかに、これまではバリバリの現役の人たちが

住んでいらした住宅だったということですが、今後も当面はお勤めになって、高額の所得者た

ちが入居できる住宅ということですから、今、この段階ではエレベーターの設置というのは、

ちょっと考えづらいですね。と申しますのは、先ほど議員おっしゃったように、非常にお金が

かかるというのと、構造的なものに起因して、お金がかかるということなんですが、例えば

４０戸ある。その棟にエレベーターを設置しようとすると、２通りの考え方があるんですね。

１基だけエレベーターを付けて横へ移動できるようなもの、今、ない通路を付けるというやり

方か、あるいは階段ごとに４基エレベーター付けるかというような考え方、どちらをとっても、

相当の金額がどうもかかるようですので、ただお金ばかりの話にもいきませんので、将来的に

はだいぶ高齢化が進んで、そこにまだ、以前として高齢者の方が住んでいらっしゃるというよ

うな状況がきたときには、当然、その時点でまた、検討もしなければならない部分だろうとい

うふうには思っていますので、どうかよろしくお願いをいたします。 

 あと就業促進住宅ですけども、これも議員がおっしゃるとおりであります。１３社の皆さん

と契約をしてございますので、今、この時点で具体的な策はなかなか考えづらいんですけど、

ただ個々にあたって、これからも空くんだと、入る予定がないということがあるとすれば、そ

れは現に、市内の会社にお勤めになっている方がそこに入りたいといえば、それは入れてやる

のが筋だろうというふうにも考えてございます。ただ、これはちょっと、それぞれの状況を把

握してみないとなんとも言えないんですが、市内の企業と契約して、企業のお勤めの方を住ま

わせるという住宅ですので、議員がおっしゃるようなことは当然、考えていかなければならな

いのかなというふうに思います。 

 以上です。 

〇議長（秋山俊和君） 

 よろしいでしょうか。 

 坂本君。 

〇８番議員（坂本君） 

 今のお話で結構でございますけれども、エレベーターにつきましては、すぐ明日からという、

部長のおっしゃるとおりで、必要性はないなと。それはあったほうがいいんですけども、若い

人でも。いいんですが、それは将来的な展望という形の中で、やはり、あれもそうはいっても、

５年、１０年で終わるものではないという観点から、そういうものも視野に入れた長期計画と

いうものを、今のうちからぜひ、やっていっていただきたいと、こう思います。 
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 それから就業促進住宅でございますが、これにつきましては、やはり１３社が見方、言い方

によっては、たしかに契約をしてお金を払ってやっているわけですから、そのことに難癖をつ

けるということではないんですけれども、やはり占有していると。その中で空き部屋があると

いうことですから、おっしゃったように、しっかり精査した中で、本当に有効利用されている

のかどうか。ほかの企業でも企業に入っていない５６社でしょうか、企業会ですか、それ以外

の事業所もたくさんあります、北杜市の中に。そういう人たちも視野に入れて、やはり、その

事業所に、甲府から通っている人もいるでしょう。北杜市に住んでもよろしいという人もいて

も、今は入れないという、この事実があるわけです。そのあたりをしっかり捉えた中で精査を

して、また先を見通していただきたい。この件について、もう一度、悪いんですけど、ご答弁

をいただきたいです。 

〇議長（秋山俊和君） 

 深沢建設部長。 

〇建設部長（深沢朝男君） 

 ただいまの議員のおっしゃること、誠にそのとおりでありまして、今のところ、そういう声

が直接、入ってきていないものですから、そんな対応もちょっと遅れてはいるんですが、いず

れにしましても、すでに契約されている企業の状況を個々に把握する中で、検討してまいりた

いというふうに思います。 

〇議長（秋山俊和君） 

 ほかに関連質問はございませんか。 

 渡邊陽一君。 

〇２２番議員（渡邊陽一君） 

 ジビエ施設について、観光部長にちょっとお伺いしますけど、先ほど猟友会で立ち上げたと

いうお話を聞いた中で、北杜市は全体を眺めて７６％の森林を持ち、また田畑等の、市長が言

われる峡北地域の米どころという形で、どうも、そのへんも荒らされっ放しで、先ほど代表が

言ったように、檻の中に人間が住んでいるよという話の中ですけども、やはり森林を荒らされ

ていると、日本一の名水という形の北杜市の中でも、やはりシカがきれいに新芽を食べたり、

皮をはいだりして、山里がきれいに荒らされてしまうということで、できるだけ動物を愛護す

る人たちには申し訳ないんですけども、シカを捕獲していただいて、そしてジビエ施設を完了

していただきまして、それを有効利用していただいて、北杜市の特産にならないかということ

で、私たち政経会でも、先ほど代表が言ったように丹波山村へ行って研修してまいりました。

そして向こうのほうでは、あちらのほうでは、大して頭数がとれませんよと。年間３５頭ぐら

いしか獲れないといっていますけども、こちらのほうの猟友会に聞きますと、３００頭、やっ

ぱり１０倍以上の頭数が獲れて、しかもそれも、どういうふうに加工していいか分からないと

いうことで話を聞きますと、加工するところは北杜市の中でやっていますよと。たまたま白州

の会社でやっているよと。富士吉田の、河口湖のほうでも加工は北杜市でやっていると。そん

な中で話を聞きますと、やはり日本人はなんだ、シカの肉かと言われますけども、フランスで

は高級料理のジビエの肉ということで販売しているようですから、ぜひ、この施設を造ってい

ただいて、猟友会にでも責任を持っていただいて、前向きにというよりも、建てていただいて、

早く森林を大事にしながら、農産物を大事にしながらできないかということですけども、その

へんちょっと、お伺いしますけど、よろしくお願いします。 
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〇議長（秋山俊和君） 

 答弁を求めます。 

 名取産業観光部長。 
〇産業観光部長（名取重幹君） 

 渡邊議員のご質問にお答えいたします。 

 おっしゃるとおりでございまして、獲っても獲っても減らないという状況で、大変苦労して

おりますが、いずれにしましても、検討会を立ち上げました。この中には猟友会もそうですが、

レストランの方、それから農業委員会、さまざまなメンバーに入っていただいて、検討を進め

ておりますので、その中で当然、丹波山村、富士河口湖の事情も、私どもも承知しております

が、それらもまだ立ち上がったばかりでありまして、大変、苦労しているということを聞いて

おります。やはり、実際、そこに携わる人が大変、人材の確保が難しいということも聞いてお

ります。したがいまして、ランニングコスト等も永続的にどうかということの検討もふまえた

中で、市ができるのか、あるいはそういったことをする団体が、生まれてくれるのが一番、私

たちはいいわけですが、ぜひ、そういうことで、まだ検討を重ねてまいりたいと思いますので、

よろしくお願いします。 

〇議長（秋山俊和君） 

 よろしいでしょうか。 

 渡邊陽一君。 

〇２２番議員（渡邊陽一君） 

 今、検討という形ですけども、ぜひとも北杜市の特産物になるように、行政のほうでも指導

をしていただいて、一日も早く特産物の、ジビエの肉という形でやっていったならば、相乗効

果もあるんではないかなと。そしてまた、林業も田畑も荒れないで、安心して農業の方も、山

林の方も仕事ができるんではないかと思いますので、そのへん、もう一度、お伺いします。 

〇議長（秋山俊和君） 

 答弁を求めます。 

 名取産業観光部長。 
〇産業観光部長（名取重幹君） 

 おっしゃるとおり、農業振興の、皆さんの意欲を減退するわけですから、そのへんも十分視

野に入れて、検討を重ねてまいりたいと思います。よろしくお願いします。 
〇議長（秋山俊和君） 

 ほかに関連質問はございますか。 
 （ な し ） 
 以上で、明政クラブの会派代表質問を終結いたします。 
 ここで、暫時休憩をいたします。 
 再開は、３時３０分といたします。 

休憩 午後 ３時１７分 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

再開 午後 ３時３１分 
〇議長（秋山俊和君） 

 再開いたします。 
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 次に、市民フォーラムの会派代表質問を許します。 
 市民フォーラム、５番議員、野中真理子君。 
 野中真理子君。 

〇５番議員（野中真理子君） 
 豊かな実りの季節を迎えている中で、平成２１年９月定例会の市民フォーラム代表質問をさ

せていただきます。 
 民主党主体の政権に代わり、地方の裁量が増すとともに、それぞれの自治体の創意工夫が問

われ、その責任の重さが極めて大きくなっていくことと思います。議会のあり方も問われてお

り、私たち議員もさらに気を引き締め、ここに暮らす人たちのために、また北杜市の未来を見

据えて、今回５つのテーマで質問をいたします。 
 最初は、平成２０年度決算を受けての財政問題についてです。 
 経常収支比率が平成１８年度８２．６％、１９年度８３．２％、２０年度８５％と悪化の一

途を辿り、財政の硬直化が進んでいます。硬直化した財政構造の抜本的改善策と、その取り組

みについて、まず伺います。 
 次に交付税算定替え終了後をにらみ、予算規模の縮小が喫緊の課題となっていますが、その

具体的取り組みをお示しください。 
 実質公債費比率１８％を目指す公債費負担適正化計画では、平成２４年度末に市債残高

８４２億円を見込んでいますが、この目標の達成の見込みはいかがでしょうか。また、財政健

全化計画の将来見通しをふまえると、さらなる市債残高の圧縮が必要と考えますが、市の見解

を伺います。 
 次は、水道料金統一問題についてです。 
 国は簡易水道事業の統合を進めており、補助を受けるには国の指針に沿った計画の策定が必

要ですが、北杜市が厚生労働省に提出した計画書の内容をお教えください。 
 水道事業特別会計の健全化という大きな目的がありますが、今回の統一案で、どれだけの貢

献ができるのでしょうか。また、国の簡易水道事業の統合方針に従い、さらに市の財政状況に

照らし、早急に市の水道事業特別会計の健全化を図らねばならないという現状の中で、水道料

金は、今回の統一だけで納めることができるのでしょうか。今回の統一案では、大幅に値下げ

となる地域があります。市の水道会計の現状、特に給水原価や給水単価の実情と国の指針に示

された水道事業の経営基盤強化を見据えた場合、値下げは賢明な判断とは思えませんが、いか

がでしょうか。 
 ３つ目のテーマは、情報通信基盤整備についてです。 
 市が推進している長期滞在型観光や定住促進、企業誘致にブロードバンド整備は欠かせませ

ん。市内全域への敷設をどのように計画しているのでしょうか。行政情報は、住民にもれなく

行き渡らなければなりません。市の広報が通常のルートで届く割合は、どのくらいでしょうか。

道志村では村が村内全域に光ファイバーを敷設し、各戸にＩＰ電話付き告知端末を設置して、

行政情報、その他がもれなく村民に行き渡るシステムを完成させています。もちろん双方向通

信機能を用いた安否確認も可能です。私たち市民フォーラムは会派として道志村を視察し、実

際にそれらを見て、職員の方々の説明を聞いて、大変、刺激を受けて帰ってまいりました。 
 北杜市は広い地域に住民が点在し、高齢化も進んでいます。また他地域からの定住者も多い

です。時代に即応した情報通信基盤整備と、それを使った住民とのつながりを国の施策により
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補助金等が活用できる今こそ、真剣に緊急に考えるべきではないでしょうか。見解を伺います。 
 ４つ目のテーマは、公共工事についてです。 
 まず、平成２０年度北杜市公共工事の落札率の現状をどのように見られているのか、伺いま

す。 
 全国市民オンブズマン連絡会議の分析手法をとると、北杜市も談合疑惑度が非常に高くなり

ますが、談合防止、公正な競争のために市はどのような対策をとっているのでしょうか。 
 次に、指名業者の選定基準を伺います。 
 平成２０年６月定例会でも市民フォーラムとして、同様の質問をしておりますが、工事内容、

請負契約の金額、地域等にどのような基準を設けているのか、より具体的な答弁をお願いいた

します。 
 また、指名回数の公平性をどのように確保しているのでしょうか。不良施工を行った場合、

以降の指名にどのようなルールを設けているでしょうか。さらに広報への掲載内容など、情報

公開のあり方についての市の考えも伺いたいと思います。 
 最後のテーマは、指定管理者制度についてです。 
 言うまでもなく、公共施設はすべて住民の福祉を増進する目的で多額の税金が投入されたも

のです。ですから、指定管理者制度のもとでも、市の理念に基づいた管理が当然、行われなけ

ればなりません。実際には、それぞれの施設の指導、監督はどのように行われているのでしょ

うか。 
 指定管理料の算定根拠、特に収益を上げた場合の指定管理料をどのように考えておられるの

でしょうか。６月定例会では、指定管理者の収支状況に応じて増額、または減額を行うもので

はなく、指定管理者の企業努力や経営意欲を損なうことのないよう、指定管理者と協議を行う

と答弁されています。 
 一方、今定例会の市長所信で、体育施設の使用料の見直しが表明され、住民の負担増が懸念

されます。指定管理者制度導入の目的である、民間のノウハウの活用による経費の削減と住民

サービスの向上の姿勢を強くすべきではないでしょうか。見解を伺います。 
 機構改革により、来年度から指定管理者制度導入施設の指導・管理を一元的に行うとのこと

ですが、現状の問題点がどこにあり、それをどのように改めるのか、具体的なご答弁をお願い

いたします。 
 最後に利用者からの苦情について、どのように対応しているのか伺って、質問を終わります。 

〇議長（秋山俊和君） 

 答弁を求めます。 

 白倉市長。 

〇市長（白倉政司君） 

 野中真理子議員の、市民フォーラムの代表質問について、お答えいたします。 

 財政問題について、いくつかご質問をいただいております。 
 はじめに本市の経常収支比率は、県内の市で見ますと、平成１９年度は第２位と良好ではあ

りますが、悪化傾向にあることも事実であります。このため、人件費や公債費などの義務的な

支出につきまして、定員適正化計画や行財政改革アクションプランなどを着実に実行すること

により、改善を図っているところであります。 
 次に普通交付税は、合併による特例措置の終了により、現時点では平成３１年度までに約
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３４億円が減額される見込みです。このため、人件費の削減、繰出金の抑制をはじめとした行

財政改革アクションプランの実現による歳出の徹底した削減により、適正な予算規模にまで縮

小してまいります。 
 次に公債費負担適正化計画は、平成１９年度に作成した実質公債費比率を平成２４年度末に

１８％以下にすることを目標とした計画であります。実質公債費比率は、公債費を標準財政規

模で除したもので、実質公債費比率と市債残高は直接関係いたしませんが、実質公債費比率の

算出に必要な公債費の推計にあたり、年度ごとの償還額や新たな借り入れを見込みますので、

これにより市債残高は約８４２億円と見込まれました。 
 昨年度、平成１９年度決算額の確定に伴い、先の計画を時点修正した結果、実質公債費比率

の算出に伴い、見込まれた市債残高は約８７５億円となりましたが、現在の状況を見ますと、

借り入れの抑制や積極的な繰上償還の結果、計画以上に改善が進んでおりますことから、十分、

目標が達成できるものと考えております。 
 また、合併により引き継いだ市債残高は、これまでの努力により平成１７年度の１，００９億

５００余万円をピークに、平成２０年度末までは９４０億９００余万円へと、３年間で約６９億

円もの大幅な減少が実現できたところでありますが、これに満足することなく、より一層の削

減に努めてまいります。 
 次に水道料金統一問題について、いくつかのご質問をいただいております。 
 はじめに、北杜市が厚労省に提出した簡易水道事業統合計画の内容についてであります。 
 平成１９年２月に提出した計画書の内容は、基本方針としては、現在の市内４６カ所の簡易

水道事業を一本化し、北杜市水道事業を創設することとし、平成２１年度に事業経営認可を申

請する予定としております。水道料金に関する事項につきましては、事業統合が完了する予定

の平成２９年度を目途に、用途別、地域別に徐々に調整しながら、同一料金体系、同一料金の

実施を行うこととしております。 
 またスケジュールですが、平成２１年度までは、今まで継続中の各町ごとで簡易水道事業の

統合整備を進め、２２年度より北杜市一本化に向けて整備を実施することとしております。 
 次に今回の水道料金統一による料金改定で、水道会計の健全化が図れるかについて、また健

全化を目指す中で、今回の料金改定だけでおさめることができるのかについてのご質問であり

ます。 
 料金統一により経営改善を図るまでの料金設定にした場合、著しく値上げとなる地域があり、

大きな負担になることから、今回の料金改定では水道会計の健全化を図るまでの料金改定には

至っておりません。したがって、事業の合理化・効率化を一層進め、経費の縮減に努め、経営

の健全化を図りたいと考えております。しかし、安定した水の供給は生活の根本であり、施設

の維持管理や施設整備は必要であります。料金統一後の経営状況により、水道事業経営を維持

するため、再度、料金改定が必要になることも考えられます。 
 次に今回の料金統一案で、値下げとなる地域があることについてであります。 
 今回の料金統一による料金改定は、簡易水道運営委員会で慎重に審議していただいた答申を

尊重し、料金改定案を作成しました。今回の料金改定では、まず料金の統一に重点を置いてお

り、従来の水道料金の高い地域に合わせた改定をした場合は、低かった地域が急激な値上げと

なるため、料金の高い地域と低い地域の、いわば平均的な料金の設定を行い、経過措置を講じ、

段階的に統一を図るものであり、ご理解をいただきたいと思います。 
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 次に情報通信基盤整備について、いくつかご質問をいただいております。 
 はじめにブロードバンド整備を、市内全域へ敷設する計画についてであります。 
 市から伝達すべき各種情報につきましては、市民の方々に等しく提供する義務があり、広報

誌やホームページの公開など、複数の伝達手段を用いて提供しているのが現状であります。ま

た観光振興、企業誘致、大学連携等、今後の市政発展を目指す上でも情報通信基盤が重要となっ

ていることは承知しております。 
 しかし、広大な面積を持ち、山間地が多く、しかも居住地域が点在している北杜市にとって、

行政が市内全域に、ブロードバンドの代名詞となっております光ケーブルを整備することは、

莫大な経費を必要とし、初期投資として国の補助金等を活用したとしても、今後の維持経費等

を勘案すると、現下の財政状況の厳しい折、市民の皆さまの理解を求めることは非常に困難な

ものと思われます。 
 なお、前回の議会におきましてもご説明いたしましたが、６月１日から民間の無線通信エリ

アが拡大・充実し、通信速度が向上したことで、増富地域をはじめブロードバンド・ゼロ地域

が解消したものとして、国や県も同一な認識をしております。さらに、今後も通信速度の改善

が図られると聞いておりますので、市民にとっても利便性が向上するものと思われます。 
 次に指定管理者制度について、いくつかご質問をいただいております。 
 はじめに、指定管理施設の指導・監督についてであります。 
 指定管理施設は行政財産であり、それぞれ条例に定める設置目的に沿った管理運営がなされ

るべきものであります。したがいまして、施設の管理運営に対する指導・監督については、施

設を所管する部局において、行っております。 
 次に、指定管理料の算定根拠についてであります。 
 指定管理料とは指定管理者が施設を管理するにあたり、市が指定管理者に対して支払うもの

で、市が直接施設を管理した場合に要する経常経費の総額が算定の基準となっております。市

では利用料金制度を導入していることから、指定管理施設の利用料金が改正された場合は、指

定管理料及び市納入金についても、年度協定において見直すこととなります。 
 次に、現状の組織の問題点についてであります。 
 現在、指定管理施設を所管している部局等は本庁、総合支所、出先機関など２１課に及んで

おります。そのため、職員の指定管理者制度に対する理解度や対応についての課題があります。

今回の行政組織改革により、指定管理施設は総合支所や出先機関の所管から本庁の各部局の所

管とします。また指定管理者との基本協定、年度協定等における協議や指導・監督等は、来年

度新設します企画部管財課で、所管課と連携しながら統一的に行う予定であります。 
 次に、利用者からの苦情についてであります。 
 指定管理施設に対する苦情が利用者から市に寄せられた場合は、施設の所管部局において苦

情の内容を確認の上、指定管理者に指導するなどの対応を行ってきました。 
 なお、来年度からは、新設いたします管財課が所管課と協議しながら、一元的に指導を行っ

てまいりたいと考えております。 
 その他につきましては、担当部長から答弁いたします。 

〇議長（秋山俊和君） 
 小林企画部長。 
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〇企画部長（小林喜文君） 
 野中真理子議員の、市民フォーラムの代表質問についてお答えいたします。 
 はじめに情報通信基盤整備について、いくつかご質問をいただいております。 
 市の広報が、行政区への配布等で届く割合はについてであります。 
 広報の配布につきましては、毎月５日に各行政区長宅に届くように、宅配業者を通して配布

しております。直近の状況でございますが、今月の配布数は１万５，５１３部で、住民基本台

帳上の全世帯数１万９，８８１世帯に対しまして、７８．０％の割合となっております。 
 なお、国勢調査数値を基準として、その後の増減を反映しました、いわゆる常住世帯数は１万

６，７９７世帯であり、それに対する配布割合は９２．４％となっております。 
 次に道志村の光ファイバー整備事業に関連し、北杜市としての整備の考えはについてであり

ます。 
 道志村では本市と異なり、これまで村内は９５％以上の家庭で、インターネットの通信速度

が非常に遅く、いわゆるブロードバンド環境にはなく、無線通信を利用するとしても、部屋の

中ではつながりにくい状況にあったということで、今回はそれらを解消するために整備を行い、

総事業費は約４億円と聞いております。 
 背景にある環境・状況の違いにより、整備手法もそれぞれ異なりますので、単純には比較で

きませんが、北杜市で同様な整備を行うこととしたら、相当な経費が必要となるのではないか

と思われます。 
 また、市民の方々の安否確認方法についても、電話回線などを使ったシステムがあり、民間

の通信事業者や警備会社等で各種のシステムを提供しておりますので、市としましても、これ

らを参考にしていきたいと考えております。 
 先ほども申し上げましたが、北杜市の通信環境は道志村とは異なり、ブロードバンド・ゼロ

地域が解消し、すでにある程度のレベルまで達しており、今後も改善される方向に進んでおり

ます。そのような中で、新たに行政が整備することについて、財政状況の厳しい折、市民の皆

さまの理解を求めることは、非常に困難なものと思われます。 
 次に、公共工事についてであります。 
 平成２０年度の工事の落札率は９５．８%ですが、世界同時不況により全国的に企業の倒産
等が増える中で、予定価格と実勢価格に差が少なくなっているものかと感じております。 
 現在、本市では地元中小企業の育成、ひいては本市の発展のため、原則的に指名競争入札を

行っておりますが、公平公正な入札を確保するため、入札参加者を非公開とし、現場説明会を

廃止するなど、他の指名業者が分からないようにするとともに、試行的に一般競争入札も導入

しているところであります。また入札結果について、広報誌やホームページに掲載し、透明性

の確保にも努めております。 
 なお、落札率が高いこと、予定価格と落札額の差が少ないことは、予定価格の積算が適切で

ある表れであることや施工条件等により、類似工事でも入札価格が大きく異なることがあるこ

となどから、落札率が高いことがすなわち談合疑惑度が高いとは言えないとする見解もあり、

国においても議論がなされているところであります。 
 次に指名業者の選定につきましては、北杜市建設工事指名競争入札参加者の資格及び選定要

領により、請負契約の金額や経営状況、必要な機械器具の有無などの条件を定めているととも

に、その条件を満たす業者の中では、地元業者の育成や地元中小企業の発展のため、市内の業
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者を優先しながら、各町のエリアも尊重するなど、地元を優先に取り扱っております。 
 指名回数につきましては、できる限り均等にと考えておりますが、選定要領を遵守する必要

や地元優先の思いがありますので、ご理解いただきたいと思います。 
 次に施工に問題がある業者につきましては、建設工事請負契約に係る指名停止等措置要領に

基づき、指名停止などの必要な措置をとっております。 
 次に入札結果につきましては、広報ならびにホームページで公表しておりますが、広報は紙

面の都合から制約がありますので、ホームページにより詳細な内容を掲載しておりますととも

に、市役所窓口においても閲覧ができるようになっております。 
 以上であります。 

〇議長（秋山俊和君） 
 当局の答弁が終わりました。 
 野中真理子君の再質問を許します。 
 野中真理子君。 

〇５番議員（野中真理子君） 
 それでは水道料金統一問題について、再質問をさせていただきます。 
 水道料金の統合は国の方針であり、統合計画は２９年度までに１市１事業として統合されな

ければいけないということになっていると思います。２９年度までに、つまり料金統一、市で

１つの料金にしなさいということであると、私どもは認識しているんですけれども、そのへん

をはっきりさせていただきたいと思います。 
〇議長（秋山俊和君） 

 答弁を求めます。 
 堀内生活環境部長。 

〇生活環境部長（堀内誠君） 
 野中真理子議員の再質問について、お答えします。 
 水道の統合整備事業の中での、平成２９年度までに１市１町村の上水道事業への移行でござ

いますけれども、上水道事業は人口５千人以上の給水人口が上水道事業へ移行するということ

でございます。５千人未満の給水区域については、簡易水道という枠がございます。そうした

中で、現在、北杜市で進めている統合整備計画につきましては、市内全体を網羅するような形

でもって、今現在、計画をしているわけでございますけども、北杜市も広大な面積でございま

す。地域的にも統合ができない部分もあるというふうに感じております。統合を進めるわけで

ございますけども、２９年度までに統合が進めない場合については、北杜市の事情等も十分説

明する中で、上水道事業、簡易水道事業というふうな、２つのパターンもあるんではないかと

いうふうに考えております。 
 以上でございます。 

〇議長（秋山俊和君） 
 答弁が終わりました。 
 野中真理子君。 

〇５番議員（野中真理子君） 
 そのことを１９年に出された厚労省の事業計画の中でも述べられている、そういうことで

しょうか。 
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〇議長（秋山俊和君） 
 答弁を求めます。 
 堀内生活環境部長。 

〇生活環境部長（堀内誠君） 
 １９年度の統合整備計画につきましては、旧町村で統合整備計画をしていた事業がございま

す。これは明野町、それから須玉町、高根町、長坂町でございます。これに基づきまして、そ

の後、合併をした小淵沢町の統合整備計画も国の補助金をいただくために、１９年度に小淵沢

町の統合整備計画も追加をして、国のほうに計画を提出した経過がございます。 
 以上でございます。 

〇議長（秋山俊和君） 
 答弁が終わりました。 
 野中真理子君。 

〇５番議員（野中真理子君） 
 それでは、その２２年３月末日までに出されなければいけないとされている統合計画書は、

まだ市としては出していないということでしょうか。 
〇議長（秋山俊和君） 

 堀内生活環境部長。 
〇生活環境部長（堀内誠君） 

 結論から言いますと、現在、策定中でございます。１９年度に策定しました統合整備計画、

これにつきましては、先ほど市長のほうで答弁をいたしましたけれども、２２年度以降からの

統合整備事業につきましては、具体的にどのような形で統合整備をするかという文言も加えな

ければなりませんので、現在、策定をしております。また、策定につきまして、議員にお示し

ができるような段階になったら、ご説明したいというふうに考えております。 
 以上でございます。 

〇議長（秋山俊和君） 
 野中真理子君。 

〇５番議員（野中真理子君） 
 これから出されるということですけども、当然、方向としては１市１事業ということで、そ

の簡易水道と上水道の別々なのが認められるかどうかは分からないという状況の中では、料金

統一というものも常に考えて、全市、１つの料金でやるということを常に考えておかなければ

ならないと思うのですが、そのへんはどのようにお考えでしょうか。 
〇議長（秋山俊和君） 

 堀内生活環境部長。 
〇生活環境部長（堀内誠君） 

 今回の統合整備計画につきましては、先ほどからも言っております１市１事業、上水道事業

ということで考えております。そうした中で、当然、料金体系につきましても、市民が一体性

の確保、また平等の観点からいきますと、当然、一元化していかなければならない問題という

ふうに考えておりまして、そういう中で、料金体系についても統一していくような形の中で、

計画をしております。 
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〇議長（秋山俊和君） 
 野中真理子君。 

〇５番議員（野中真理子君） 
 今のご答弁を前提としますと、やはり今後、近いうちに、また今回の料金統一、さらに値上

げが必要になってくると思うんですけれども、そこはどのようにお考えでしょうか。 
〇議長（秋山俊和君） 

 堀内生活環境部長。 
〇生活環境部長（堀内誠君） 

 今回の料金改定によりますと、高い地域と低い地域ということで、必然的に企業団のエリア

と、それから武川・白州の地域と分けさせていただきましたけれども、これはとにかく市全体

の中で、段階的に料金を統一するということで、それらの２地域も、全体の中で統一するとい

うことは理解が示されないという、苦肉の策でございます。当然、そういう形の中で、統合計

画書の中では、統一をするというふうな形で進んでいかなければならないことだと考えており

ます。 
〇議長（秋山俊和君） 

 野中真理子君。 
〇５番議員（野中真理子君） 

 今回、料金統一では下がる地域があります。これが、例えば、この次年度からの料金統一、

１回で済むんであれば、下がる地域があっても、当然のことだと思います。ただ、今回の場合

は近い将来、再値上げをすることも考えられる。さらには水道会計が大変、厳しい状態で、健

全化には、ほど遠い状態の中にあるということで下がる地域があり、また大幅に上がる地域が

あるということは、この会計の今の現状の中だけでは、上がったところの地域の方が、下がっ

た地域の方の分を負担する、それだけのことになるんではないでしょうか。そのへんは、どの

ようにお考えか、伺います。 
〇議長（秋山俊和君） 

 堀内生活環境部長。 
〇生活環境部長（堀内誠君） 

 たしかに野中議員のおっしゃるとおりでございますけども、全国的な料金改定について、合

併後の料金改定統一について苦慮しているところがあるわけでございますけども、高い地域に

段階的に合わせた町村もありますし、北杜市みたいな形の中間をとった地域もございます。今

回の料金の統一につきましては、簡易水道運営委員会の答申を尊重する中で、財政的なものも

ありますけども、とにかく料金を統一したいと。非常に２つを追うということが、財政的な問

題、それから料金の統一というふうな命題を与えられましたけれども、最善な中での、まず料

金を統一したいということでございます。ご理解いただきたいと思います。 
〇議長（秋山俊和君） 

 野中真理子君。 
〇５番議員（野中真理子君） 

 やはり上がる方にとっては、大変な負担を強いられる、大変なことだと思います。やはり、

その方たちが納得して、その財政に例えば貢献が、これでするとか、それから今後、こういう

計画の中で進んでいくというようなことが十分納得できるように、今後、説明会等、考えられ
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ていると思いますけれども、そこはぜひ、住民の皆さんの納得が得られるような説明を、皆さ

んのほうでしていただきたいと思います。これは要望です。 
 次に情報通信の基盤整備についてですけども、まず広報の配布率ということが言われました。

一応、市としては、これでいいと。このぐらいのものだということで、考えてよろしいんでしょ

うか。配布率ですけども。 
〇議長（秋山俊和君） 

 小林企画部長。 
〇企画部長（小林喜文君） 

 そのへんについても、やはり他の類似団体等も調べた結果でございますが、やはり同じよう

な割合、９２．４％程度でございました。 
〇議長（秋山俊和君） 

 野中真理子君。 
〇５番議員（野中真理子君） 

 情報を行き渡らせるのが大変難しいということは分かっておりますけども、ただ、以前、例

えば、広報の配布の仕方は、区長に渡して区の皆さんに渡すということで、たぶん、何十年か

前であれば、それでほとんど、１００％、情報が行き渡ったし、それから住民の皆さんの情報

も吸い上げることができたんだと思います。ただ、区に加入されない、今でも区の重要性はまっ

たく変わってはいないんですけれども、新しく来た方とか、それからやはり、そういう意味で、

新たな情報網みたいなものは構築をする必要があるんではないかと思いますが、企画部長のお

考えを伺います。 
〇議長（秋山俊和君） 

 小林企画部長。 
〇企画部長（小林喜文君） 

 議員のおっしゃるとおり、そういったことについては周知を現在、しているところでありま

す。１万６，７９７世帯、これが定住している世帯でございますが、自治会へ、今言ったよう

なことで、加入されていない世帯は約１，２００世帯あります。その方々への対応としては、

市内の８カ所ある総合支所へ、それぞれの窓口をはじめとして、約５０カ所ある公共施設に、

約１，８００部の広報を置かせていただいております。毎月、ほとんど、残りの部数がなくなっ

ている状況でございますので、このへんを考えれば、その１，２００世帯には、ある程度、行

き届いているかなというように考えております。 
 また、先ほども答弁したとおり、市のホームページでもあります。毎月のアクセスの回数は、

約５００件ほどございまして、そういったホームページも利用しながら閲覧している状況もう

かがえるということでございます。 
 以上であります。 

〇議長（秋山俊和君） 
 野中真理子君。 

〇５番議員（野中真理子君） 
 行政情報の周知というものを、１つの手段として、道志村は光ファイバーの敷設をして、告

知端末というものを全戸に置いたということだと思います。やはり全地域に行き渡らせるとい

うことが大事だと思うのですが、先ほどおっしゃった北杜市の場合は山がある。それから人家
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も点在している。たしかに難しいのは、分かります。ただ、そこに行政が入れないんであれば、

採算を求める民間企業が入ることが可能なんでしょうか。やはり、いろいろな長期滞在とか、

いろいろなことを進める意味では、市内全域に情報網、要するにブロードバンドの環境を整え

ることが必要だと思うのですが、そのへんの民間との兼ね合いを今一度、ご答弁お願いいたし

ます。 
〇議長（秋山俊和君） 

 小林企画部長。 
〇企画部長（小林喜文君） 

 もちろん、そのブロードバンドについては、民間主導で行っております。そういった部分で

は民間の方々が大いにそういった部分まで、ブロードバンドの部分について持ち込んでいただ

ければ、さらに結構だなというように思います。 
〇議長（秋山俊和君） 

 野中真理子君。 
〇５番議員（野中真理子君） 

 民間業者への指導とは言いませんけども、促すような方法は何かとっていらっしゃるので

しょうか。 
〇議長（秋山俊和君） 

 小林企画部長。 
〇企画部長（小林喜文君） 

 もちろん、その部分については、市でもご指導なり、お願いなりをしているところでござい

ます。 
〇議長（秋山俊和君） 

 野中真理子君。 
〇５番議員（野中真理子君） 

 ブロードバンド等は異なりますけども、同じような情報をとるということで、ケーブルテレ

ビの敷設があると思います。市のケーブルテレビの情報連絡施設条例によれば、その趣旨は各

種の情報提供を行い、広報活動及び住民相互の連絡を円滑にし、地域の活性化を図るとともに、

新しい高度情報化社会に適用した明るく住みよい豊かなまちを建設するためという、大変、高

尚な目的が掲げられております。ここの第６条の業務区域には、ケーブルテレビの事業を行う

区域は、本市の行政区域において、民間ケーブルが営業する区域を除く、全域とするというこ

とがはっきりと謳われています。これは条例ですから、議会にかかった分です。ところが、こ

れも施設規則になりますと、この６条の業務区域内の例外とありまして、条例第６条の業務区

域内であっても、幹線の敷設のない場合、または特殊な事情がある場合は、加入等の申し込み

に応じないことができる。申し込みを断わることもできるというような条項になってしまって

います。これでは民間の、例えば、この施設の条例を使って、敷設をしてもらうということは、

もう、この時点でいいですよといっているような、市の姿勢を表しているようなものですけど

も、いかがでしょうか。 
〇議長（秋山俊和君） 

 小林企画部長。 
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〇企画部長（小林喜文君） 
 その区域についても、やはり絶対不可能な光ファイバーを引いていく部分についてとか、情

報網を引いていく部分については、不可能なところという部分もございます。そういった部分

については、そういった規則が適用されるというように考えております。 
〇議長（秋山俊和君） 

 野中真理子君。 
〇５番議員（野中真理子君） 

 今のはケーブルテレビの話ですので、ケーブルテレビ、ネットワーク北杜に引かれているも

ので、この条例だけを見れば、本来、全域が対象にならなければいけない、本来はそうだった

ということを申し上げたいので、そこをどのように認識されているか、伺いたいということで

す。 
〇議長（秋山俊和君） 

 小林企画部長。 
〇企画部長（小林喜文君） 

 その部分についても、やはりエリアがございまして、武川、白州については韮崎電設、小淵

沢、高根等々については北杜ネットワーク、それから、あと残った部分についてはＮＮＳとい

うような部分のエリア区域がされております。そういったことで、その区域エリアの中につい

ては、それぞれの事業者がそれぞれ事業を進めているというように考えております。 
〇議長（秋山俊和君） 

 野中真理子君。 
〇５番議員（野中真理子君） 

 ここで申し上げたいのは、本則で、この全域にということを言っているのに、その規則のと

ころで、それを応じないことができるというようなことにしては整合性がとれないし、市とし

ての施策の推進に支障があるんではないかということを申し上げているんですけれども。 
〇議長（秋山俊和君） 

 白倉市長。 
〇市長（白倉政司君） 

 手を挙げたけども、私も情報には疎いほうなんですけども、今、お話を聞きながら思うんで

すけども、いろいろな意味で情報化社会に遅れないように北杜市も対応したいことは確かです。

そしてまた、地域やら個人差がなく、情報化社会に乗り込めるように、行政としても責任を持っ

て対応しなければならないことは、たしかだと思います。 
 だから自動車の道路、情報も道路で置き換えられるケースがよくあります。だから、自動車

の道路だと、高速道路もあれば、国道もあれば、村立が悪いとはいいませんけども、農道もあ

れば、林道もあると。同じように情報もブロードバンド、言ってみれば光ファイバーもあるか

もしれませんけども、先ほど、私の答弁の中で言いました無線通信エリアなるものも、本当に

日進月歩、進んでいるわけです。だから、私ども、北杜市になって、ここ２、３年でも通信施

設が拡充してきた、民でできることは民でという、今日的な課題をまさに民間がやってくれて

います。そしてまた、その通信速度も飛躍的に、ここ１、２年のことでも早くなってきたと。

こんなお話も聞いています。 
 ただ、例えて言えば、ご指摘の増富地域の問題についても、誘致企業で、一言でいえば要望
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もありましたけども、そんな議論をやっている最中にも、通信速度が早くなったから、それで

対応できそうだと。企業の中でも、そんなサインを江草の地区からもらっています。 
 ですから、くどくなりましたけども、自動車のような、ハイウエイは不可能であっても、高

規格の道で情報も通信も代替できると。そういう意味からすれば、市内全域の情報網、速度と

いい、内容といい、順に対応できると思います。 
 先ほど、道志村というお話がありましたけども、たしかに道志村は光ファイバーとして、最

先端のものをやったかもしれませんけども、私どもからすれば、いろいろな意味で財政負担の

問題も、ナウい話でありますから、後世にどうかという実験も見ていかなければならない。 
 なお、道志村は道志七里といって一本道ですから、非常にある面では環境がいい。私どもは

線でなくて面の地域です。だから、ある面では、こういうときは環境が悪いと、こういう議論

になるのかもしれません。 
 結びとして、情報化社会に遅れないように、しっかりとした網を、スピードで若干、ハイウ

エイでないかもしれない。ハイパーのようなハイウエイではないかもしれませんけども、なん

とか国道、なんとか県道のようなスピードができ得るようなことを、遅れないように頑張って

いきたいと思いますので、ご理解をいただきたいと思います。 
〇議長（秋山俊和君） 

 野中真理子君。 
〇５番議員（野中真理子君） 

 市長の見解は承りましたし、ただやはり面では難しい。さらに民間が入るのは、本当に難し

いんだと思います。ただ、そこを市として、どのような施策に基づいて、情報の格差がないよ

うにするかというのは、とても、私どもも試されているものだと思いますので、ぜひ、そこは、

例えば増富地区の実態は、小林議員に伺えば分かると思いますし、実態をちゃんとした上で、

情報格差がないような施策を展開していただきたいと思います。 
 条例については、はっきりした見解を今、伺いたいと思います。 

〇議長（秋山俊和君） 
 小林企画部長。 

〇企画部長（小林喜文君） 
 条例についてでありますが、幹線を持っていくことはしないということで、民間の方々には、

これは前にも同じ質問がございました。民間のＣＡＴＶ事業者のエリア内において、ＣＡＴＶ

に加入する意向がある場合は、市として加入が可能となるような幹線の延長等、施設整備を行

うように、民間の方々に要望を行っておると。可能な範囲で、できるだけ協力を行ってくださ

いというようなことをいっております。 
 規則については、例えば１つのエリアがありますが、そのエリア内でも突然、別荘等を、そ

の幹線から離れた部分について、ない場合については、今言ったような、できる規定、できな

い規定というのがございますので、うちとしてはできるだけご協力を、やっていただきたいと

いう指導はしております。 
〇議長（秋山俊和君） 

 野中真理子君。 
〇５番議員（野中真理子君） 

 規則の上位にある、条例の趣旨を本当に最大限に踏んで、政策を進めていただきたいと思い
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ます。 
 次は公共工事についてですけども、談合防止や適正競争のためには、指名のやり方というこ

とが大変重要になってくると思いますけれども、２０年度の北杜市の公共工事を累積で出して

みますと、私がやったのは土木、建築、水道、舗装の１９１件の工事についてですけれども、

同じ日に行われる異なる入札で、指名される業者がまったく同じ、要するにグループ化されて、

そのまま指名した例がいくつもあります。例えば、入札番号でいけば、５５、５６、１１２、

１１３、１１７、１１８、１２８、１２９、１５１、１５２、１７７、１７８、あと、これは

３つとも同じで、２２６、２２７、２２８、２３５、２３６、まだあるんですけども、要する

にこれだけ同じ日の入札に、まったく同じグループが入っているんです。このグループ化され

るというのは、談合防止の策とはとても思えないんですが、そのへんはいかがお考えでしょう

か。 
〇議長（秋山俊和君） 

 答弁を求めます。 
 小林企画部長。 

〇企画部長（小林喜文君） 
 指名業者の選定については、先ほどご答弁を申し上げましたが、この部分については、北杜

市建設工事指名競争入札参加者の資格及び選定要領によって、選定しております。これについ

ては請負の金額、経営の状況、必要な器具機械の有無など条件を定めて、業者を選定している

ところでありますし、最後に市内の業者を優先しながら、各町のエリアも尊重する中で、地元

を優先的にやるというようなことで、指名をしておるところでございます。 
〇議長（秋山俊和君） 

 野中真理子君。 
〇５番議員（野中真理子君） 

 今、申し上げたグループ化のほかに入札回数の差も大変あります。私が調べた限りでは、最

高に指名回数が多いのは、たぶん１９１の中の３５回、指名されています。その一方で、うち

の業者は指名されないという声も聞いております。この差は一体、なんなのでしょうか、ご答

弁ください。 
〇議長（秋山俊和君） 

 小林企画部長。 
〇企画部長（小林喜文君） 

 野中議員のご質問にお答えします。 
 指名回数についても、すべての業者を均等にするわけにはいかないと。この原因については、

先ほども言ったように、資格とか器具とか経営の状況、当然、請負金額の状況などから均等的

に、この業者を選定する、指名するということには行き着かない。そういうことであるし、地

元をある程度、優先というものを考えた指名回数だと考えております。 
〇議長（秋山俊和君） 

 野中真理子君。 
〇５番議員（野中真理子君） 

 私が聞いております、うちの業者は指名されないというのは地元の業者です。地元の業者な

のに、１回とか０回とか指名されていないのに、一方は３５回、その３０回も指名されている
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業者があるということで、その差をどうお考えになるかということを伺います。 
〇議長（秋山俊和君） 

 小林企画部長。 
〇企画部長（小林喜文君） 

 ３５回という数字はともかくとして、１回も指名をしていないというようなことはないと思

います。なんらかの状況で、そういった部分もあるかもしれませんが、市としては均等に、そ

れぞれ、できるだけ市内の業者、地域の業者を優先的に指名しているところでございます。 
〇議長（秋山俊和君） 

 野中真理子君。 
〇５番議員（野中真理子君） 

 ほかにも不思議なことが、入札回数を見ていると分かるんですけども、例えば１回とか２回

とかしか指名されない業者がある一方で、辞退をする業者もありますよね。辞退を２回続けて

しているのに、あとずっと指名をされて、７回、全体で辞退をした業者がありました。そうい

うことも含めて、入札回数というのは、大変よく見える部分ですけども、今一度、ご答弁をお

願いいたします。 
〇議長（秋山俊和君） 

 小林企画部長。 
〇企画部長（小林喜文君） 

 辞退と欠席をするということは、意味が違うと思います。辞退とは、そういった、そのとき

の状況によって、その工事の指名には参加できないということで、辞退をするということであ

ります。そうでなくて、黙って欠席をするとか、そういった部分については当然、ペナルティー

を与えている、そういったところでございます。 
〇議長（秋山俊和君） 

 野中真理子君。 
〇５番議員（野中真理子君） 

 入札の回数とか、グルーピングみたいなことで、申し上げたいのは、要するに入札の指名と

いうことは、くじ引きでやっているわけでもない。それからコンピューター抽選でやっている

わけではない。人がやっていることだと思います。だから、そこでは人為的な何かがないとい

うことを、誰の目から見ても明らかに、要するに公平性がきちっと確保されているということ

は、住民の誰の目にも明らかにならなければいけないと思うんですけども、いかがでしょうか。 
〇議長（秋山俊和君） 

 小林企画部長。 
〇企画部長（小林喜文君） 

 その件についても先ほど、最後に述べましたが、入札の結果につきまして、広報等でお知ら

せしているところであります。また、さらに詳細な部分については、ホームページで公表して

おりますし、また市役所の窓口に来ていただければ、そういった閲覧も可能ということで、こ

れは公平・公正がよく分かる、そういった状況になっております。 
〇議長（秋山俊和君） 

 野中真理子君。 
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〇５番議員（野中真理子君） 
 今、おっしゃった広報の内容ですけれども、広報は今年の４月から記載の内容が変わってい

ますね。例えば、私が先ほど、この工事と工事はグループ化されています。番号でいえば、例

えば、メモを取られても、すぐに次のこの工事だというのが限定できると思います。ところが、

今の広報の中には、その入札番号すら書いていないわけです。一般の人は、ホームページにも

ちろんある、それから資料をここに来ればもらえると思っても、一番、広報が目につくものだ

と思います。今、先ほどおっしゃった９０％の方が見ておられる広報に、記載をきちっとする

のがいいと思います。この番号がないということは、例えば、広報の何か１つ欠け落ちていた、

それでチェックができないんです。連番があれば、例えばこの工事が抜けていたとか、そうい

うことが分かります。例えば意図的でもなくても、市のほうで、これが抜けて落ちたときに番

号があれば、すぐチェックができると思います。ところが番号がなければ、意図的に落とした

のか。それとも、本当に間違って落としたのか。また例え、意図的にやったとしても、あとで

ごめんなさい、間違えました、それで済んでしまうんです。やはり最低限、番号、それからこ

の厳しい状況の中で、入札の指名というのは、大変な興味を持たれていますから、入札の指名

業者をすべて書くべきだと私は思いますけれども、いかがでしょうか。 
〇議長（秋山俊和君） 

 副市長。 
〇副市長（三井弘之君） 

 私が指名選定委員会の委員長という立場にございますから、私のほうからも答弁させていた

だきますけども、先ほど来、お話をしておりますように、資格の選定要領等でやっております。

それから、その中で複数のものが、その会議の中で、いろいろな情報を話がございます。例え

ば、この業者さんは内容的にもうちょっと、頑張ってもらわなければならないというような話

もございますし、業者さんによりましては、私どものほうに、間接的に、その指名を求められ

るといいますか、なぜ指名がないんだというようなことを直接、お話しになるような方もいらっ

しゃいますし、あるいはまた、そういうふうなものを総合的に判断しながら、指名をさせてい

ただいているつもりでございますが、いずれにいたしましても、このへんは公正・公平に行う

べきものでございますから、これからもそのへんにつきましては、十分、意を用いてまいりた

いと、このように思います。 
 それから広報につきましては、ちょっと今、特別何か、その番号を付さなかったという理由

はないんではないかと思いますけども、言うならば紙面の都合などで、掲載をするものが少な

かったのかもしれませんけれども、そのへんにつきましては、また検討をさせていただきたい

と思います。 
〇議長（秋山俊和君） 

 野中真理子君。 
〇５番議員（野中真理子君） 

 これは新聞記事にも広報の情報についてはありまして、情報政策課の答えとして、情報を隠

す意図はまったくありません。たしかにそうなのかもしれません。でも、それならばなおさら、

しっかりと必要なことは書くべきだと。ぜひ、復活させていただきたいと思います。 
 次に指定管理者制度についてですけども、北杜市の指定管理者の中で、勝手に使用料の値上

げを利用者に通知したところがあると聞いています。また優先団体、県外の団体を優先的に貸
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し出した、要するに住民サービスがそれによって、著しく損なわれたという話を聞いておりま

して、指定管理者としての管理という業務を逸脱している。また本当に、指定管理者制度その

ものをまったく無視したことだと思いますけども、そのへんはどのように考えられているか伺

います。 
〇議長（秋山俊和君） 

 小林企画部長。 
〇企画部長（小林喜文君） 

 今の野中議員の再質問でありますが、まったく遺憾というように感じております。以後、こ

のようなことがないように、指導をしてまいりたいなというように考えております。 
〇議長（秋山俊和君） 

 野中真理子君。 
〇５番議員（野中真理子君） 

 ４月からの機構改革で、管財課のほうで指定管理の、いろんなところを一括してやるという

ことですけども、先ほどのご答弁の中を伺いますと、所管課がそれぞれあって、それで最終的

にはチェックとか、そういうことを管財課、新しいところで請け負う。これだと、今とどのよ

うに違うんでしょうか。今、いろんな出先のチェックが、なかなかきかないと。それから、ど

こが本当の意味で担当しているか分からない、そういうことをふまえた上で、私は機構改革と

いうふうに思っていたんですけども、どこがどのように変わって、何をするのか、具体的にお

答え願えればと思います。 
〇議長（秋山俊和君） 

 小林企画部長。 
〇企画部長（小林喜文君） 

 今のご質問でございますが、来年から行政組織改革で、管財課という新しい課をつくりまし

て、指定管理については一元化管理をしていくということでございます。その違いとはという

ことでございますが、現在２１部課をわたってございます指定管理者については、所管につい

ては、すべて指定管理担当が行う。その部分について、ある程度、違う担当課については、そ

の細かな部分、要するに事業を行うとか、そういった部分については、やはりお互いに調整を

行う。そういった中で、指定管理担当については、すべてを把握しながら統一的な管理をする

というように、来年からはしていきたいなというふうに考えております。 
〇議長（秋山俊和君） 

 野中真理子君。 
〇５番議員（野中真理子君） 

 例えば具体的に伺いますけれども、今、例えば決算書類を、私でも情報公開とかで出された

ものを見て、ここが分からないとなると、所管のところに行きます。そこに行っても、そこで

分かることも、調べていただけることもあれば、さらにほかのところにまわされることもある

んですけども、このような質問が来たときに、次の機構改革ではどこが答えてくれるのか。管

財課で、すべて答えていただけるんでしょうか。 
〇議長（秋山俊和君） 

 小林企画部長。 
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〇企画部長（小林喜文君） 
 再々質問ですが、まったく、そのとおりでありまして、これからは一元化ということで、管

財課の指定管理担当がすべてを網羅する。今までについては、所管課がある程度、決算書を見

ながらあげて、それを企画にいただいていたということですが、次からは管財課ですべて、そ

ういった部分についても指導、助言、監督、そういったものについて行っていくということで

ございます。 
〇議長（秋山俊和君） 

 野中真理子君。 
〇５番議員（野中真理子君） 

 それでは、所管課は何をするんでしょうか。 
〇議長（秋山俊和君） 

 小林企画部長。 
〇企画部長（小林喜文君） 

 各施設については、行政財産でございます。各所管の財産ということで、その部分について

は、やはり、それぞれの所管で管理をしていただくというようになります。 
〇議長（秋山俊和君） 

 野中真理子君。 
〇５番議員（野中真理子君） 

 今のご説明では、例えば、今、いろいろな問題が起こって、要するに所管課に聞いても分か

らないことがある。どこが最終的な責任を持っているか分からないことがあるというものが、

今回の機構改革で解決が本当にされるんだろうかと、大変、疑問を、今、持ってしまいました。

やはり、その切り分けをはっきりして、ここに行けばちゃんと答えてくれる、ここがしっかり

見ているというところを、ぜひつくっていただきたいと思います。 
 次に指定管理料についてですけれども、これは市が経営していた時代のときの基準をもとに、

それで下がればいいと、そういう考えなんでしょうか。要するに、ここで申し上げたいのは、

その決算特別委員会のときに、会派の篠原議員が市の納入金が、とても大きく減額された施設

がある。これはどうしてか、それを質問したときに、担当課の方はすぐ答えてくれました。こ

れはこうですと。要するにＰＯＳシステムの更新があるから、こういうことになりました。こ

れはどうしてかというと、市の指定管理業者が自分たちの業務がやりやすいように、なるべく

市の納入金は少なくした中で、自分たちの仕事がやりやすいように、必死で市のほうに問いか

けた。その結果を受けて、市の納入金が減らされたと、そういうことだと私は思います。 
 反対に言えば、指定管理料についても、これだけ財政が厳しい状態の中で、チェックをして

いけば、いろいろと出てきます。ここは無駄なんではないかとか、そういうことをきちっと精

査する必要がありますし、業者の営業努力で、その業績が上がったものだからということが最

初からあれば、それはそういうことを前提に交渉に臨むようであれば、そこで交渉の真剣さと

いうか、それは限られてしまうんではないでしょうか。やはり、本当に、この財政の厳しい中

で、少しでも市の負担を減らすということを必死で考えれば、また違ったご答弁になると思う

んですけども、いかがでしょうか。 
〇議長（秋山俊和君） 

 小林企画部長。 
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〇企画部長（小林喜文君） 
 その部分についても、市の納入金、それから指定管理料等々についても、やはり毎年毎年、

指定管理者とヒアリングをしながら、厳しい面については電気料がもうちょっと、まからない

かとか、節約できないかとか、水道料はもうちょっと節約できないかとか、そういった部分で

協議をしながら指定管理料を定めている。そういったことで、直営、１７年度の比較について

は、先ほどもご答弁したとおり、指定管理を行って、約何億円かが浮いたというようなことで、

これからもそういった部分については、さらに一元化された管理になりますので、厳しく、ま

た柔軟に対応していきたいというように思っております。 
〇議長（秋山俊和君） 

 白倉市長。 
〇市長（白倉政司君） 

 指定管理で、いろいろご質問をいただいたんですけども、基本的には直営、つまり直接施設

を市が管理していた総経費よりも、指定管理料のほうが仮に安ければ、まず一定の意義を感じ

なければならないと思いますよ。それが指定管理の、また特色ですよ。だから、その議論がま

ず最初にあって、そしてサービスの向上、利用の向上等々を図ることが、まさに民でできるこ

とは民でという、指定管理制度の第一義的な意義だと思いますので、この議論の最初はやっぱ

り、直営していた経費の総額よりも指定管理料が安ければ、まず第一義的な意義はあったとい

うふうに、僕は解釈すべきだと思います。その中で利用度を高めたり、くどいようですけども、

サービスの向上を努めることが大切ではないかというふうに思います。１４０の施設、すべて

そうだと思います。そういうふうに見たときに、１３９か１４０は別にしまして、おおむね指

定管理をした施設は、順調かどうかは個人差はあるかもしれませんけども、順調に滑り出して

いるではないかというふうに、私どもは思っています。なお一層、くどいようですけども、利

用の頻度とサービスの向上に努めたいと思っています。 
 以上です。 

〇議長（秋山俊和君） 
 野中真理子君。 

〇５番議員（野中真理子君） 
 市長のご答弁を伺いましたけれども、やはり、たしかに一義的なものはあると思います。で

も、その一方で、非常に財政が厳しくて、あらゆるところをチェックするということを財政の

健全化計画の中で言っているんですから、指定管理料も当然、その中に入ってくるものだと、

私は思います。さらに一方で、今、体育施設については料金の見直し、これは統一という意味

の意味合いが強いのかもしれませんけども、それでも、それによって、住民の負担が直接的に

増えるところが出てくるはずです。そういう中で、やはり住民の負担というか、住民のサービ

ス向上と経費の削減というのが指定管理の大きな目的ですから、そこはしっかりと住民に納得

のいくような形で進めていただきたいということです。 
〇議長（秋山俊和君） 

 それは野中議員、要望でよろしいですか。 
 （はい。の声） 
 それでは野中真理子君の質問が終わりましたので、これから関連質問を許します。 
 篠原眞清君。 
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〇６番議員（篠原眞清君） 
 野中真理子議員の決算を受けての財政問題、それから水道料金の統一問題、この２点につき

まして、ご見解、ご感想等もいただきたいというふうに思いまして、関連質問させていただき

ます。 
 先ほど、野中議員が指摘をいたしました、また答弁もございましたが、財政の硬直化の指標

であります経常収支比率、これがだんだん、数値が悪いほうに向かってしまっていると。スター

トの段階では８０％を切っていた、この経常収支比率、市長、いつかの機会にたしかお答えい

ただいたように、大変厳しい財政の中にあって、北杜でこの経常収支比率が非常に、類似団体

の平均よりは下回っていると。これは誇れるとは申しませんでしたが、１つのいい方向だとい

うご答弁が、たしか私の耳に残っていますが、その大事な指標がこのところ、悪いほうに向い

ています。これはもちろん、要因は誰しもお分かりのとおり、ピークへ向かって、公債費が非

常に膨らんできている。義務的経費がふくらんできているということ。それから扶助費もふく

らんできている。それらをもって、こういうふうな数値に表れてきているというふうに思いま

す。やはり、これから北杜市が厳しい財政の中であっても、さまざまな市民のニーズに応えて、

事業を行っていかなくてはいけないということも、もう一方でございます。 
 そういう中で、今回、ちょっとお聞きしたいのは、２つ目の予算規模の縮小、例の算定替え

の廃止後に、大きく３０数億円という歳入が減額になると。それに見合う歳出という体制をつ

くっていかなければいけないということでの、あらゆる歳出削減をふまえての予算規模の縮小

というものを当然、目指されて、財政再建計画の中でも、その方策が謳われております。 
 その財政健全化計画の具体策の中で謳われていますが、人件費の問題、これにつきまして、

健全化計画の中では、いの一番に掲げておりまして、第１次、第２次の定員適正化計画に基づ

く大幅な人員削減に続き、第２次の定員適正化計画終了後の平成２９年度からも類似団体なみ

の職員定数を目指し、一層の定員適正化に向け、検討を進めますと、いの一番に具体策で掲げ

ております。たまたま、そこに絡み、今回の質問でも絡む大事な部分ですから、１点、ご紹介

等もしながら、お考えを伺いたいものがございます。 
 それは実は近々、われわれの総務常任委員会でも視察先として挙がっております。岐阜県の

高山市の取り組みについて、大変、参考になるものだなというふうな思いがありまして、今の

定員適正化計画のありよう、考え方として参考にしていただき、私たちも取り組んでいかなく

てはいけないのかなというふうに考えておりますので、紹介させていただきます。 
 いずれ、総務常任委員会が、おそらく一生懸命、勉強されて、さらに細かい経緯が掌握され

て報告いただけると思いますから、それにも期待しながら質問をさせていただきたいと思いま

すが、ご案内のように高山市は平成１７年２月に１市９町村が合併し、面積では約２，４００平

方キロと東京都を上回る、大変、広いエリアを抱えた自治体としてスタートを切りました。そ

れまでの高山市は大変、財政的には健全な財政にありまして、経常収支比率もなんと７０．９％

と、全国の市の中でも７番目に位置するような、大変、健全な経営が、財政が厳しい中であれ、

行われている市であったわけでありますが、合併と同時に、その経常収支比率も８５％台に悪

化し、さらに財政力指数も０．７４であったものが０．４８に落ち込むという状況でございま

した。ちなみに、人口は合併によって９万５千人という人口を抱える市になりました。 
 このような中で、高山市がわれわれと同じように国の方針に従って行政改革大綱を策定し、

それに基づいて定員適正化計画をつくられました。この適正化計画の本筋の考え方は、人がす
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べての事業の基礎であるとして、徹底した合理化とともに、市外への長期派遣や専門研修を実

施するなど、長期的視野に立って、将来の高山市を担う人材の育成にも努めるという、大きな

構想を掲げる中で、具体的に定員適正化計画をつくり上げました。一般的に全国の市の適正化

計画での数字でいいますと、おおよそ平均的には純粋に減少に至る数値というのは、大体５．

９％ぐらいというふうに見られております。ところが、高山市はなんと、平成１８年度から５年

間の計画を立てまして、１７年度実績の３２％にあたる４００人の職員を純減するという目標

を設定いたしました。そして、これまで４年間で２１．２％にあたる、２６６人の職員純減を

図っておられます。これを実績で見てみますと、数値で見てみますと、平成１９年度の人件費

の実績でございますが、なんと平成１７年度より金額にして３０億円、削減を図っております。 
 ちなみに、こういう取り組みをされた、これはなぜかと言いますと、先ほど申しましたよう

に、旧の高山市から合併後の新高山市に至る中で、財政環境が大幅に悪化したと。将来の交付

金等の削減、補助金の削減等を見据えて、短兵急に答えを出していかなければならないという、

執行の方針に基づいてつくられた計画であります。 
 ちなみに、たまたま比較をして大変申し訳ございませんが、北杜市もこの厳しい財政の中で、

特別職の手当を５％削減、それから管理職の皆さんの管理職手当も１０％削減ということでの

努力もされ、さらに適正化計画に基づいての削減に取り組んでおられることはもちろん、承知

をした上でありますが、たまたま高山市との、そういう対応の中で参考にさせていただくなら

ば、北杜市は平成１８年から２２年度までの５カ年で、定員適正化計画の中で６５人、率にし

て７．４％の削減を予定しております。最終的に全職員として、平成２２年度末に８１１人と

いう計画を立てられておられます。これが、こういう状況の中で、今、一生懸命、早期退職、

５８歳での退職という職員の負担、ある意味、犠牲的な部分も担っていただきながら努力して

いるんですが、残念ながら大変厳しいことではありますが、数字で表れている、平成１７年度

から、この高山市との比較で言えば、１９年度の総人件費の削減額は、残念ながらわずか１億

円余であります。 
 私は高山市が、こういう姿勢で取り組んでいることを、なぜ今、ここであえて申し上げるか

といいますと、先般、示されました財政健全化計画の中で、大変、厳しい見通しを市では率直

に示されました。財政再生団体になる可能性もあるということであります。そういう見通しの

中で、今、対応していくとするならば、アクションプランが２２年で終わるから、それまでは、

今のアクションプランの推移でいく。あるいは適正計画、公債費負担適正化計画に基づく融資

の残高がクリアできると、順調にクリアできているからいいんだというのではなくて、もっと

先を見据えた対応をスピーディーに行っていく必要があるんではないかなと。そういう意味で

いえば、人件費に関しても、市長がよくおっしゃられるように、聖域とはされていないと思い

ますが、職員の皆さんのご理解のもとに、この検討を進めていく必要があるかなと。 
 ちなみに、２２年度でアクションプランは切れます。第２次のアクションプランを策定する

時期も近づいてきております。それらの中へ、ともに市民にも痛みを持っていただき、そして

私たち議員も、それから執行の皆さん方も、その痛みを目で見える形で、やっぱり取り組んで

いく必要があるのではないかなというふうに考えるところであります。ぜひ、ご見解を市長に

いただけたらと思います。 
〇議長（秋山俊和君） 

 本日の会議時間は、あらかじめ延長いたします。 

 １０６



 答弁を求めます。 
 白倉市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 職員の適正人事の話が出ましたけども、私どもは合併した北杜市の人事の問題に対しては着

実、いや計画以上に順調に、現状では減らしております。おおむね１３０人くらい多いという

ものに対して、８０人くらいでしたか、８０余人減らしておるわけですから、５年間で順調に

減らしていると思います。 
 これからの問題については、８つの支所があります。この間の、私も市長選２期目に向かっ

てやったときも、支所を充実すべきだと。人事的にもと、こういう意見もあるわけです。そう

いう中で、私どもからすれば、合併した北杜市が１３０人多いという計画も、いろいろな意味

で慎重にやっていかなければならないなとは思います。高山市は高山市なりに頑張っていると

思いますけども、高山市の地形的な特色やら県民性やら等々も見なければ一概にはいえません

が、貴重なご意見として参考にさせていただきます。 
 以上です。 

〇議長（秋山俊和君） 
 篠原眞清君。 

〇６番議員（篠原眞清君） 
 今、管理適正度という形で、国からも進められて各自治体が一般の市民の皆さんにも目で見

て分かるような形で、数字を出させていただいています。ちなみに私たちが、次に２２年度以

降、アクションプランをはじめ、さまざまな、この財政健全化に向けての計画をつくっていく

中で、さらに１つの参考としていただきたいというふうな思いを持っている部分でありますが、

目標の立て方ということでいいますと、例えば私たちは、今、北杜の財政がどういう状況かと

いうのを見るときに、よく言われるように類似団体という団体の数値を参考にいたします。 
 ちなみに、この定員管理適正度という形を当てはめて、今の北杜市は人口１千人当たり１１．

９４人の職員の皆さんがいらっしゃいます。これを類似団体の平均である９．８９人に当ては

めて、例えば１つ、そこを目標としたとするならば、今、北杜が５９１人抱えているものが

４８９人という数字に変わってきます。いうならば、あと１００人の方たちの協力をいただか

なければならない。これはあくまでも、それがいいとは言いません。私たちが常に比較をする

中で、あるいは目標をつくる中での参考としていることだと思います。 
 ちなみに北杜市の起債の残高に関しても、同じ形で１人当たりの地方債現在残ということで、

平成１９年度を見ますと、北杜市は１人当たり８６万９，８３５円という残高を抱えておりま

す。総体では４３０億円を超えます。これは普通会計ですから。ところが、類似団体の平均は

５６万１千円です。そうしますと、類似団体の総計との差でいいますと１５０億円、あと残高

を減らさないと、１９年度ベースで平均には追いつかないと。ですから、それも１つ、そうい

う目標を設けて、私たちはことを考えていく必要があるかなというふうに思います。ここはも

う、答弁は結構です。 
 それから、あと１点、水道の関係で申し上げたいと思います。 
 先ほど野中議員も申し上げました、ご答弁もございましたが、今回の統一は水道会計の健全

化には資さないという認識が示されました。私は言われるように、この統一は、あえて今、ど

うしても統一しなければならないという理由はないんです。しかし、合併での約束もある、不
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公平感もある、格差もある、それを正そうと。もう１つの財政に資する形の統一をしなくては

ならないという、大きな２つの目的があって、なかなか大変だというご答弁がありましたが、

私は今は両方を求めなくてはいけない。ですから、今回の改定においても、水道会計へ貢献す

るものがほぼゼロというようなことで、本当に上がる地域の皆さんが理解してくれますかと。

さらに言えば、今回の見直しは手始めで、水道会計を健全化するには、再度の値上げが必要で

すということを事前にもう、市民の皆さんにお話をせざるを得ない状況の中での説明もしてい

かなくてはいけないというふうに思います。 
 そういう意味で、今回、高いところを下げましたけど、高いところを下げ、低いところを上

げての帳尻合わせのような印象を受けられるような、改定のあり方に受け取られる可能性が

あって、非常に心配しております。ぜひ、財政健全化を前面に、水道会計の健全ということを

前面に打ち出して、理解をいただく形での、今後の市民説明会であってほしいというふうに願

いまして、私の関連質問を終わります。 
〇議長（秋山俊和君） 

 白倉市長。 
〇市長（白倉政司君） 

 前段のお話は答弁がなくてもいいというお話でしたけども、少なからず、これから地方が超

少子高齢化を迎える中にあって、行政ニーズは高まると思います。私も職員に向かって、よく

言っているんですけども、いろいろな意味で市民の負託に応えるために、公僕として土日２４時

間を含めて、職員の意識として市民の先頭に立って働こうということをお願いしています。聞

きようによっては、小さな政府よりも、地方にあって大きな政府でなければならないという思

いで、これからも職員にお願いしていきたいと思いますので、基本的な姿勢については、ご理

解いただきたいと思います。 
 それから水道料金の統一でありますけども、水道料金に限らず、公共料金の統一は、合併し

た北杜市の大きな、超えていかなければならない現実であります。公共料金の統一は避けて通

れない現実だと思います。したがって、基本的には統一、そしてまたもう１つは、ご指摘のよ

うに財政の健全化、特別会計の健全化という二兎を追わなければならないと。篠原議員のご指

摘のとおりだと思います。ただ、もう１つ大切なのは、高いところがたしかに低くなる、低い

ところを上げてもらわなければ統一ができないなんてことは、誰だって分かるはずですけども、

いわゆる実質公債費比率１８．０％を超している自治体は、さらに健全化に努めなければなら

ないという、篠原議員のご指摘のとおりがありますので、私どもはどうしても、その二兎を追

わなければならない。統一と健全化の。その中で、激変緩和といいましょうか、できるだけ市

民のコンセンサス、理解を得られるようにするならば、今回のような結論になっていると。つ

まり適正な統一化を図るべく、ぎりぎりの決断を今回、このような形でお願いしている。ぜひ、

そういう意味で、市民にもご理解をいただきたいということで、提示しているわけであります。

ご理解いただきたいと思います。 
〇議長（秋山俊和君） 

 答弁が終わりました。 
 篠原眞清君。 

〇６番議員（篠原眞清君） 
 私、明日の一般質問の時間がなくなるんではないかと思って、ひやひやしながら、でも、せっ
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かくお答えもいただきましたので、また、それに関して、ちょっと申し上げたいことがあるん

ですが、言われるように、私は何も、安いところを上げたからいけないとかということを申し

上げているわけではありません。上がる人たちが納得するためには、何が必要かということを

申し上げているんです。それは、高いところの料金が原価を超えて料金設定されているんだっ

たら、私は下げてもいいと思います。ところが、真っ赤の水道会計を改定するために、そここ

そ理解を求めて、低いところを上げた分がそのまま水道会計へ、丸ごと貢献するやり方が必要

ではないかと。それで皆さんが納得してくださるではないかというふうに考えますから、そん

なふうなこともお考えいただきたいと思います。 
〇議長（秋山俊和君） 

 答弁を求めますか。 
 （「結構です。」の声） 
 ほかに関連質問はございますか。 
 （ な し ） 
 ないようですので、以上で質問を打ち切ります。 
 これで、市民フォーラムの会派代表質問を終結いたします。 
 以上をもちまして、本日の日程は終了いたしました。 
 次の会議は明日、９月３０日、午前１０時に開きますので、全員定刻にご参集ください。 
 本日は、これをもって散会いたします。 
 大変、ご苦労さまでございました。 

 
散会 午後 ４時５９分 
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開議 午前１０時００分 
〇議長（秋山俊和君） 

 改めまして、おはようございます。 
 本日もスムーズな運営のうちに進行できますよう、よろしくお願い申し上げます。 
 ただいまの出席議員数は２２人です。 
 定足数に達していますので、ただいまから本日の会議を開きます。 
 諸報告をいたします。 
 本日の一般質問で、無会派の風間利子君から通告のありました質問の一部について、ご連絡

のとおり取り下げの申し出がありましたので、報告いたします。 
 なお、報道関係者から撮影の申し出があり、これを許可いたしましたので、ご承知願います。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（秋山俊和君） 
   日程第１ 一般質問を行います。 

 今定例会の一般質問は、１０人の議員が市政について質問いたします。 
 ここで、質問順位及び一般質問の割り当て時間をお知らせいたします。 
 最初に公明党、１４分。次に日本共産党、１５分。次に無会派の風間利子議員、１５分。次

に無会派の小須田稔議員、１５分。次に北杜クラブ、６６分。次に明政クラブ、５３分。最後

に市民フォーラム、４分となります。 
 申し合わせにより、一般質問の関連質問はできませんので、よろしくお願いします。 
 なお、残り時間を掲示板に表示いたしますが、議長からその都度、残り時間を報告いたしま

す。 
 それでは順次、質問を許します。 
 はじめに公明党、１４番議員、小尾直知君。 
 小尾直知君。 

〇１４番議員（小尾直知君） 
 それでは、一般質問を行います。 
 耕作放棄地対策について。それから資料館、保育園関係について、以上３点の質問を行いま

す。 
 はじめに耕作放棄地対策について、質問をいたします。 
 国・県では市町村に対し、解消計画の策定を本年３月までに終えるとしました。食料自給率

の増加などに対応するため、増え続ける耕作放棄地の解消に向け、新たな取り組みが２００９年

度予算に盛り込まれ、安定的な食料供給力の確保と農業活性化に向けた取り組みが可能となり、

一方、耕作放棄地の発生要因については、約５割が高齢化による労働力不足で、そのほかに生

産性が低かったり、農地の受け手がいない、土地条件が悪いなど、地域的には中山間地がほと

んどを占め、逆に圃場整備が完了した地域での放棄地率は０．２％と極めて低い。 
 放棄地の増加は営農を続けている、周囲の農地へも悪影響を及ぼしている。長年にわたり放

棄された耕作地は、雑草や潅木が生い茂るなどして病害虫の発生源となる。さらにイノシシや

シカ、サルなどの格好の餌場や隠れ場となり、これら野生鳥獣による農作物への被害も甚大で

あります。土壌も劣化しており、すぐに農地として利用することが難しいのが現状です。この

ため、政府は２００７年度から耕作放棄地対策に本腰を入れ、５年を目途にゼロを目指すこと
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を決定し、さらに２００９年度予算案には、放棄地を再生利用するための活動を手厚く支援す

る新たな取り組みが盛り込まれました。賃借などによって、耕作放棄地を再生、利用する担い

手や集落営農組織、ＮＰＯ、新規就農者や隣接して農地を持つ既存の農業者など、対象を幅広

く設定、潅木や木の根、不法投棄物の除去や整地など、農地として利用するために重機などを

用いて行う作業に対して、荒廃の程度に応じて、１０アール当たり３万円から５万円を取り組

む初年度に限り助成する。また、劣化した土壌を営農可能な状態に戻すための土壌改良に対し

ては、１０アール当たり２．５万円を最大２年間助成。さらに営農定着支援として同じく

１０アール当たり２．５万円が１年間助成される。このほか用排水施設や鳥獣被害防止施設、

直売所、加工所、市民農園などの整備も補助することで営農をバックアップする。 
 このほか、農林水産省が１２月にまとめた農地改革プランでは、１つ、農地減少に歯止め。

２、借用の原則自由化。３、面的集積の促進を目的として農地を効率的に利用するため、農地

法を改正し、所有から利用へと転換する方針とし、これにより農地の転用を期待して、農業生

産による収益水準を大きく上回っている農地価格や、農地の分散化による非効率などの課題を

是正する。耕作放棄地の発生要因や荒廃の状況、農地の権利関係などは、地域によってさまざ

まであり、今後はそれぞれに応じたきめ細かな対応が求められております。 
 こういった観点から、以下４項目について質問をいたします。 
 １つとして、解消５カ年計画を県で出されましたが、これを受けて市でもＡＢＣ分類をされ

たと思います。その面積をお知らせいただきたいと思います。 
 ２つ目、この面積を分けた、分類された面積の活用策と今後の方針、これはＡＢＣ、それぞ

れに分けてお願いしたいと思います。 
 ３点目、農地確保、利用支援事業での実績。１つとして、耕作放棄地などへの営農支援。２つ

目、農地保全管理への支援。３つ目、面的集積への支援。 
 ４番目として、有害鳥獣による被害の実態と駆除数及び、この今後の対策について。イノシ

シ、シカ、サルなどについて、お願いをしたいと思います。 
 次に資料館の今後についてですが、市長は今定例会所信表明で、８図書館の統廃合を検討す

ると発表し、必要性や経済性を原点から見直すため、検討委員会を設置すると説明されました。

これは私たちも大賛成でございます。これに伴いまして、小中学校の統廃合が決まっておりま

す。このポイントについては、空き校舎の使い道ではないかと思われます。資料館についても、

空き校舎を有効活用できないか。また、地域の集会場や高齢者の憩いの場にするなど、さまざ

まな利用方法が考えられますが、以下、質問をいたします。 
 １つ、資料館の利用実績と総費用がどのくらいか。 
 ２つ目に、統廃合を考えているか。 
 次に保育園の今後について、お伺いをいたします。 
 現在、統廃合に向けた検討委員会が開催されていると聞いておりますが、すでに１年が経過

し、現在までの課題と、この今後の方針についてお尋ねをいたします。 
 以上、よろしくお願いいたします。 

〇議長（秋山俊和君） 
 答弁を求めます。 
 白倉市長。 
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〇市長（白倉政司君） 
 小尾直知議員のご質問にお答えいたします。 
 保育園の今後について、ご質問をいただいております。 
 市では少子化が進展する中で、就学前児童の心身の健全な育成に資するため、望ましい保育

園の適正規模、適正配置、適正運営等を検討することを目的として、昨年１０月に北杜市保育

園適正規模等審議会を設置いたしました。今まで２回の保育園視察を含め、７回審議会を開催

し、有識者や地域代表をはじめとする委員の方々に議論いただいており、今後もおおむね２カ

月に１回開催し、平成２２年３月に答申をいただく予定であります。 
 市としては、この審議会の答申をふまえつつ、子どもの発達に適した環境を整えるとともに、

効果的・効率的な保育園運営を行うため、子どもの成長に合わせた保育内容の充実、多様な保

育サービスの提供、安全で適切な保育環境の提供ということに留意し、保育園のあり方を見直

していきたいと考えております。 
 その他につきましては、教育長及び担当部長から答弁いたします。 

〇議長（秋山俊和君） 
 井出教育長。 

〇教育長（井出武男君） 
 １４番、小尾直知議員のご質問にお答えします。 
 資料館の今後について、いくつかご質問をいただいております。 
 はじめに、資料館の利用実績と総費用についてであります。 
 利用実績につきましては、市内には資料館施設が１０館あり、来館者数の合計は平成２０年

度２万３，７２５人でありました。それぞれの館の平成２０年度の来館者数は、明野歴史民俗

資料館３，１２８人。須玉歴史資料館７，４４３人。高根郷土資料館と浅川伯教・巧兄弟資料

館は併設ですので、合わせますと１，９７８人。長坂郷土資料館５，６１８人。谷戸城ふるさ

と歴史館４，４８３人。小淵沢郷土資料館１，０７５人となっております。大泉歴史民俗資料

館、白州郷土資料展示室、武川民俗資料館は、平成１８年度から収蔵資料整理事業を行ったこ

とで、３年間の集計でございますが、それぞれ４３５人、３０人、１８１人となっております。 
 また１０館の総費用についてでありますが、人件費、指定管理料、光熱費など施設の維持管

理費、展示などの施設運営費の合計は、平成２０年度７，３６０万１千円となっております。 
 次に、統廃合についてであります。 
 統廃合につきましては、平成２０年度に北杜市郷土資料館適正化検討委員会を設置し、地域

関係者、有識者など１６人の委員により、７回に及ぶ討議を重ね、本年３月、適正な施設の配

置、適正な運営形態、類似施設の統廃合の方針をふまえ、１０館を５館に再編する答申をいた

だいたところであります。 
 再編の内容は、北杜市内の郷土資料館関係施設の中心としまして、長坂郷土資料館を歴史学、

民俗学など、郷土史全体の分野を展示運営する施設として１館。谷戸城ふるさと歴史館を考古

学分野の展示運営する施設として１館。浅川伯教・巧兄弟資料館を人物に関する施設として１館。

国の重要文化財の平田家住宅及び、県の文化財に指定されている旧津金学校校舎を併せて１館。

明野町にある埋蔵文化センターを、埋蔵文化財の調査発掘する施設として１館で、合計５館に

再編することが答申されました。 
 この答申を尊重いたしまして、本年度中に再編実施計画を作成して、平成２２年４月に新た
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な体制で運営をしていきたいと考えております。 
〇議長（秋山俊和君） 

 名取産業観光部長。 
〇産業観光部長（名取重幹君） 

 １４番、小尾直知議員のご質問にお答えいたします。 
 耕作放棄地解消対策について、いくつかご質問をいただいております。 
 はじめに耕作放棄地解消５カ年計画を受け、分類されたそれぞれの面積でありますが、平成

２１年３月に市農業委員会が実施しました耕作放棄地全筆調査によると、本市での耕作放棄地

面積は７２２ヘクタールでありました。内訳としては、農業機械の投入で復元可能な農地が

２３０ヘクタール、基盤整備を実施すれば解消される農地が１３０ヘクタール、復元困難とさ

れる農地が３６２ヘクタールであります。 
 これらの耕作放棄された農地の活用策と今後の方針でありますが、復元可能な３６０ヘク

タールにつきましては、規模拡大を目指す集落営農組織、認定農業者、新規参入企業、ＮＰＯ

法人などの多様な担い手に農地の集積を図り、有効利用を促進いたします。 
 また、復元困難な３６２ヘクタールにつきましては、自然的・経済的に見て、将来にわたり

農地としての利用が見込めないと判断される農地でありますので、林地化及び住宅用地等の非

農業的活用の検討を行うこととしておりますが、食料の自給率向上の見地からも農業委員会と

連携し、補足調査を行い、できる限り農地として復元できるよう、指導をしてまいります。 
 次に耕作放棄地などでの営農支援でありますが、国の基金事業として、すでに県の協議会に

基金が造成されております。市では耕作放棄地対策協議会を中心に、耕作放棄地解消事業を推

進し、営農支援に努めるとともに、今後、実施主体である営農組織や認定農業者、土木関連業

者等の希望者を対象に説明会を開催する予定であります。 
 次に農地保全管理への支援でありますが、農地保有合理化推進事業の実施主体であります北

杜市農業振興公社と連携して、事業の積極的活用を図ってまいります。 
 次に面的集積への支援でありますが、国が農地集積加速化事業の交付金の凍結の方針を示し

ておりますので、心配をしているところでありますが、今後の動向を見ながら対応してまいり

たいと考えております。 
 次に有害鳥獣による被害の実態と駆除数及び今後の対応についてでありますが、本市におい

て被害届に基づき把握しているだけでも、平成２０年度の被害面積は２．７ヘクタール、被害

総額３，７００万円と推計されております。駆除数でありますが、平成２０年度における捕獲

数はイノシシ５７２頭、シカ１，３９５頭、サル１２０頭となっております。 
 今後の対策でありますが、猟友会の協力を得て、昨年を上回る駆除を実施するとともに、鳥

獣害対策講習会の開催、地域ぐるみでの対策に取り組む地区への助成を行ってまいります。特

にサル対策については里守り犬の訓練中であり、体制が整い次第、現地へ投入することとして

おります。また、１０月からは市内に存在するサルの群れ、９つの行動域を半年間にわたって

調査し、効果的な追い払いができる仕組みをつくってまいります。 
 以上です。 

〇議長（秋山俊和君） 
 当局の答弁が終わりました。 
 小尾直知君の再質問を許します。 
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 小尾直知君。 
〇１４番議員（小尾直知君） 

 耕作放棄の関係で、何点か質問したいと思います。 
 この耕作放棄については、現在やっている、この耕作放棄地の解消対策ということで、里山

整備とも、非常に絡む問題だと思います。さっきも言いましたように、どうしても、そこが荒

れていると、そういうイノシシとかシカとか、そういうものの住みかになってしまうというこ

とで、一番問題は、やっぱり集落内にある放棄地ですね。集落内にある放棄地が一番困ってい

るし、問題になってくるところではないかなと思います。それで食料自給率の関係もあります

けども、今、それぞれの地域でサツマイモとか、ブドウとか、いろいろなものを作られており

ますが、今後こういうものを進めていって、面的集積も含めて、規模を大きくしていく上にお

いて、その場所にあった作物を育成支援していくような方法というんですか、ある意味、農業

改良普及員とか、あとは大学関係のところとか、そういうところと連携して取り組みをしてい

くような方法というか、そういうものがもし、現状で、何か例みたいなものがあれば説明して

いただきたいし、もし、なければ、今後、それをどのように考えているかをお知らせ願いたい

と思います。 
 もう１つは、農業委員会の役割が農地法の改正によりまして、強化されました。このへんの

ところが、どういうふうに変わったのか。最終的には、持ち主が分からない農地については、

知事の裁定でできるというようなところまでは承知をしておりますが、ちょっと、そのへんの

中身について、お知らせを願いたいと思います。 
〇議長（秋山俊和君） 

 名取産業観光部長。 
〇産業観光部長（名取重幹君） 

 お尋ねの耕作放棄地を解消するに、長年にわたり土作り等が行われていないということで、

やはり肥培管理が全然やられていないということで、特徴ある作物を導入するということも困

難だと思います。そんなことで、専門的知識が必要だということでございます。集落内の地続

き、屋敷続きの平坦なところから、いろんな場所があるわけでございますが、さまざまな個所

が想定をされます。今後は県の農業技術センター、それから普及指導員等々、ＪＡも含めまし

て、連携をしながら適地適作という観点から、農作物の栽培を推進してまいりたいと考えてお

ります。よろしくお願いします。 
〇議長（秋山俊和君） 

 農業委員会事務局長。 
〇農業委員会事務局長（清水春昭君） 

 １４番、小尾議員の再質問にお答えします。 
 耕作放棄地解消対策の農業委員会の役割についてでありますが、農業委員会では平成１９年

度に経済財政改革の基本方針２００７を受け、耕作放棄地の実態調査を実施し、平成２０年度

には、国の耕作放棄地解消支援ガイドライン等に基づく耕作放棄地再生活用５カ年計画策定事

業により、耕作放棄地全筆調査で解消分類を実施し、本年、平成２１年度はフォローアップと

して、耕作放棄地の解消確認調査を実施いたします。 
 新制度につきましては、本年１２月に農地法一部改正に伴い、現行の農業経営基盤強化法に

基づくものを農地法に基づく仕組みに見直されたことにより、すべての遊休農地を対象とした
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調査や農業関係者等から申し出により利用状況を把握し、農地の有効利用の徹底を図ります。

また、遊休農地の所有者等に対する指導、通知、勧告までの手続きを一貫して行うことにより、

適切な遊休農地対策が講じられるようになります。 
 それから所有者が不明な場合の関係ですけど、遊休農地であるということを農業委員会が公

告いたします。そして、その公告された遊休農地を利用する権利の設定を希望する農地保有合

理化法人、それから農地利用集積円滑化団体、特定農業法人は公告から６カ月以内に県知事に

対し、裁定の申請をし、県知事はその遊休農地を申請者が利用することが農業上の利用の増進

のために必要かつ適当であると認めたとき、農業会議の意見を聞いて、遊休農地の利用の権利

を設定する旨の裁定をします。 
 以上です。 

〇議長（秋山俊和君） 
 答弁が終わりました。 
 小尾直知君。 

〇１４番議員（小尾直知君） 
 農地法の改正によって、北杜市の農業委員、今、４０人ということになっていると思うんで

すが、非常にそれぞれの４０人の農業委員のところに、ある意味、負担がかかっているのかな

と、こんなような気もしますけれども、それはそれで進めていただきたいと思います。 
 資料館についてですが、これは当然、小中学校の統廃合がここにかかってくるということで、

資料館については、非常にこの資料等も非常にたくさんあるということで、持って行き場所が

ある意味、よく確保できていないと、そんなような状況もあると思います。こういうものが、

もし、空き校舎等、使えるのかどうか。そこらへんを含めて、答弁をお願いしたいと思います。 
〇議長（秋山俊和君） 

 進藤教育次長。 
〇教育次長（進藤芳彦君） 

 小尾議員の再質問にお答えいたします。 
 資料館の資料につきましては、今回、整理をしまして、５館に整理統合していくというふう

になっております。一般的な民俗資料といわれているものにつきましては、整理がほぼ終わり

まして、それぞれ５館以外の、今まで持っております資料館を収蔵庫として整理をして、収納

していきたいというふうに思っています。しかしながら、当地域においては、縄文時代の遺跡

が多数発掘されておりまして、その資料も膨大なものとなっております。それらも整備をして

いく中では、収蔵場所を確保していかなければいけないということで、現在、手持ちの資料館

等の施設では若干、手狭であるというようなことの中で、将来的には統廃合された学校等も収

蔵庫として利用できたらというふうに考えております。 
 以上です。 

〇議長（秋山俊和君） 
 答弁が終わりました。 
 小尾直知君。 

〇１４番議員（小尾直知君） 
 資料館の資料については、おそらく同じようなものがたくさん、それぞれの資料館にあると

思います。ただ、それも同じだからといって捨てるわけにも、たぶん、いかないと思います。
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だから、そういうものも含めて整理もしなければいけないし、人的にもかなり、場所にも、そ

ういう部分が相当必要になってくるということで、できれば、そういう小中学校の空くような

ところを、その統合に併せてやっていけたらなと。これは１つの要望でございますので、結構

でございます。 
 以上です。 

〇議長（秋山俊和君） 
 以上で、質問を打ち切ります。 
 これで１４番議員、小尾直知君の一般質問を終わります。 
 次に日本共産党、１９番議員、中村隆一君。 
 中村隆一君。 

〇１９番議員（中村隆一君） 
 ９月議会にあたり、白倉市長に質問いたします。 
 質問の第１は北杜市財政健全化計画、ならびに行政組織改革（案）は、市民にはサービス低

下、負担増かについてです。 
 市民の学習サークルから要望書が出され、その中で指摘されていることや９月１０日の市長

所信について、何点か質問いたします。 
 １つ、この計画は市民に直結する重要な問題であり、市民自身がその中身を検討し、判断す

る必要があります。そのための住民説明会などの機会を、いつ設けるのですか。 
 ２、北杜市財政健全化計画の推計では、２０２０年には北杜市は赤字団体に、２０２３年に

は財政再生団体になると予想されるとあります。市債残高も本年度末で９３５億円。市が抱え

る膨大な借金は、今日までの行政のあり方が産んだ結果が原因の大半であることは否定できま

せん。膨大な借金の原因を検証する作業はなされたのか、原因はなんだと考えているのですか。 
 ３、平成２２年度行政組織改革（案）は、人員の削減を最大の目的にして、支所を縮小・統

廃合していく方向のように思われますが、現在の組織のどこにどのような問題があるのか。組

織の改革によって、それがどのように解決されるのか。住民サービスがどう変わるのか、示し

てほしい。 
 ４、まず各支所のエリアで、市民誰もが参加できる場を設定し、十分時間をかけて話し合う

場をつくる用意はありますか。 
 ５、体育協会・文化協会とは事前に説明をしたと聞きますが、どんな意見が出されたのでしょ

うか。 
 ６、市長所信で、北杜市立図書館適正配置等検討委員会を設置し、検討していくと述べまし

たが、子どもや大人まで多くの市民に親しまれている地域の図書館をどうしようと考えている

のでしょうか。 
 ７、市長所信で北杜市体育施設使用料金等検討委員会を設置し、料金を検討していくと述べ

ましたが、今までどんな不均衡があったのか、具体的に示してほしい。 
 質問の第２は、安全でおいしい水の供給を。水道料金統一問題で考えてみよう。 
 私は、今日の水道問題のはじまりについて、まず歴史を紐解いてみたいと思います。 
 八ヶ岳山麓には、おいしい湧水がたくさんあります。なぜ、湧水が豊富なところに大門ダム

を造って、ダムの水を飲まなければならないのか、住民は疑問を持ち続けていました。山梨県

はダム建設ありきで、この地に建設を押し付けてきました。大門ダムは当初、治水ダムとして
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１９７７年に事業採択され、その後１９８０年に多目的ダム、治水、農業用水、水道水、発電

用水に変更されたものです。山梨県は、１９８７年に大門ダムを関連費用も含めて１７６億円

かけて、１９９７年に塩川ダムも多目的ダムとして、６６８億円かけて造りました。当時、厚

生省の広域水道事業は人口５０万人が原則でしたが、山梨県は人口１０万人に満たない峡北地

域に広域圏水道事業補助基準の特例、給水人口８万人を満たすために当初事業参加を強行に拒

否していた大泉村の参加が必要とし、広域圏事業推進という大義名分を押し付け、やむなく参

加することになった経過の中で、将来参加しない場合もあり得るとの条件を付けた念書を関係

４町村長と１９７９年に交わしています。人口８万人ほどの峡北地域に大規模開発、スキー場、

ゴルフ場、清里の森に別荘、学校寮、リゾートマンションなどによって、将来、水の需要が急

速に高まり、水不足になると過大な水需要予測によって水道事業をスタートさせ、大門・塩川

の２カ所のダムを造ったのでした。以下、何点かについて、市長に質問します。 
 １、平成２１年４月２１日、安全でおいしい水の供給に格段の配慮をと大泉行政区長、地区

長会より市長に提出された要望書に、今回の水道料改定案はどう応えていますか。 
 ２、企業団を維持するために使わない水量まで料金を納める、責任買い取り制が決められて

います。その費用は６町合計、２００７年度で６億８千万円。実際使用している水は４億１，

４００万円。差し引き２億数千万円は、企業団を維持するために使われています。ダムがある

限り、おいしい地元の湧水の利用を制限し、高くてまずい水を利用しなければなりません。企

業団への責任買い取り制をやめ、市の水量は自主的な判断による買い取り制にすること。企業

団存続の費用は、過大な水需要予測でダムを建設した県の責任で、県に負担を求めるべきでは

ありませんか。 
 ３、これまで各町の簡易水道の運営について、基準外繰出金があるのか、ないのか。基準外

繰入金がどれだけ入っているのか。給水原価や供給単価がどうなっているのか、明らかにして

ください。 
 ４、給水原価は旧町村によって、３倍から４倍と大幅に違います。この違いこそ、旧町村の

歴史を表しているものです。給水原価のばらつきは、なぜできたのか、明らかにしてください。

そのばらつきを考慮せず、料金を統一することは市民の納得が得られないのではないか。 
 ５、平成２８年に２％の収入増では、水道事業特別会計の健全化には役立たないのではない

か。まず統一、その次に、近い将来は一般会計からの基準外の持ち出し分を解消するために、

大幅な値上げに踏み切るのではないか、心配をしています。 
 ６、湧水・地下水の豊富な北杜市に住む者は、安全で安くておいしい水が飲みたいと願って

います。この願いに応えるために、飲料水はダムの水に頼らず、やっていくことを考えたらど

うでしょうか。行政として、試算してみることを進めます。 
 質問の第３は、世論と運動を強めて後期高齢者医療制度の廃止を一刻も早く実現させること

についてです。 
 後期高齢者医療制度は国民の怒りを呼び、これも１つの要因となって、総選挙では自公政権

が退場することになりました。こんなに保険料をとられたら、とても生きていけない。長生き

は罪なのですか。福田・自公政権が昨年４月実施を強行した、７５歳以上の高齢者に医療差別

と負担増を強いる後期高齢者医療制度を、新しい国会で廃止に追い込もうという動きが急速に

盛り上がっています。民主・社民・国民新党の３党は、９日の連立政権樹立にあたっての政策

合意で、自民党政治を根底から転換し、政策を根本から改めると謳い、社会保障分野では自公
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政権が定めた毎年、２，２００億円削減方針の撤廃を明記しました。また、後期高齢者医療制

度や障害者自立支援法の廃止、生活保護の母子加算復活なども盛り込みました。 
 日本共産党は、最初からこの制度の本質を見抜き、反対してきました。今、多くの人たちが

廃止を望んでいます。しかし、この制度が続けば、２０１０年４月、来年４月には２年ごとの

保険料値上げと重なり、さらに混乱は必至です。そこで２点、質問をいたします。 
 １つ、普通徴収者は圧倒的に低年金、無年金で保険料負担が厳しいそうです。普通徴収者の

うち、仮に滞納者の医療費の支払いは、本市ではどのように考えて対応していますか。 
 ２つ、１番の救済策はこの制度を廃止して、かつての無料制度を復活することです。制度の

廃止に向けて、国に撤廃を求める考えはないか。 
 以上、市長の答弁を求めて、質問を終わります。 

〇議長（秋山俊和君） 
 当局の答弁を求めます。 
 白倉市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 中村隆一議員のご質問にお答えいたします。 
 はじめに、財政健全化計画についてであります。 
 財政健全化計画は、財政を中長期的に見通した上で、対応策として、具体的には行財政改革

アクションプランの実現による改革の着実な実施と、予算面では当初予算編成時に毎年度作成

している予算編成方針において、削減を図ることとしたものです。行財政改革アクションプラ

ンに基づき作成し、議員の皆さんには本年の６月定例会においてご報告した上で、市民の皆さ

んには、広報ほくと７月号でお知らせいたしました。 
 なお、財政の健全化には、市民の皆さんのご理解とご協力が不可欠ですので、これからも財

政状況をはじめ、市政に関する情報の公開に積極的に努めてまいります。 
 次に、市債残高についてであります。 
 合併時に引き継ぎ、その償還の開始などにより平成１７年度１，００９億円を超えていた市

債残高は、新たな借り入れの抑制や積極的な繰上償還等により、平成２０年度末決算では約

９４０億円と、約６９億円もの大幅な削減を図ったところであります。 
 今後も公債費負担適正化計画に示したとおり、平成２４年度の実質公債費比率が１８％を下

回るように、不断の努力を続けてまいります。 
 次に現在の組織の問題点及び組織の改革に伴い、その問題点を解決することにより、住民サー

ビスがどのように変わるかについてであります。 
 北杜市行政改革大綱の基本目標である市役所の構造改革とスリム化を目指し、厳しい財政状

況と今後の行政需要をふまえ、絶えず事務事業や組織機構との整合性を図りながら、簡素で効

率的な行政運営に努めているところであります。 
 今回の行政組織改革は合併後５年が経過し、新たな市民ニーズに対応した組織の整備、少子

高齢化に対応した保健福祉部の組織体制の見直し、指定管理者制度導入に伴う公共施設の管理

の一元化、類似した事務の整理、本庁と総合支所の事務分掌を見直すことにより、事務の一層

の効率化を目指すこととしております。 
 総合支所には、幅広い市民ニーズに迅速に対応することが求められていることから、繁忙期

における職員の助け合いに柔軟に対応できる組織体制とし、市民サービスの低下を招かぬよう
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努めてまいります。 
 次に、市民参加による検討会を行う用意があるかについてであります。 
 今回の行政組織改革は、総合支所の統合、廃止といった機構の改革ではなく、事務分掌の見

直しを行う行政の組織改革でありまして、市民サービスの低下を招かぬような担当課の配置を

行っております。 
 今後は職員数の減少に伴い、機構そのものを見直さなければならない場合も想定されます。

その際には市議会議員の皆さまをはじめ、市民の皆さんからのご意見をいただきながら進めて

まいります。 
 その他につきましては、教育長及び担当部長から答弁いたします。 

〇議長（秋山俊和君） 
 井出教育長。 

〇教育長（井出武男君） 
 １９番、中村隆一議員のご質問にお答えをいたします。 
 はじめに体育協会、文化協会への説明で、どんな意見が出されたかについてであります。 
 体育協会へは７月２２日に、市体育協会長と８支部体育協会長にお集まりをいただき、８教

育センター担当者とともに、説明をいたしました。来年４月から８教育センターが４教育セン

ターに再編されることを説明し、各支部体育協会について、今後の組織の自立を併せてお願い

したところであります。 
 各支部体育協会長からは、市の体育振興の衰退になるのではないかとの意見が出されました

が、２支部の体育協会の合併ではなくて、従来の活動をそのまま継続していただきたいとの説

明をし、おおむねご理解をいただいております。 
 文化協会へは、同じく７月２２日に８地区文化協会長にお集まりをいただき、８教育センター

担当者とともに説明をいたしました。文化協会の活動は、おおむね現在の教育センターのある

施設において、それぞれの専門部が自主的に活動を行っているため、施設に文化協会の担当者

がいなくなると不安を感じる。市の文化振興の衰退が懸念されるとの意見が出されました。再

編された教育センターには職員を配置し、会議等はそれぞれの町に出向くことを説明し、おお

むねご理解をいただいているところでございます。 
 次に、図書館についてであります。 
 市内に規模がさまざまな８つの図書館がありますが、それぞれ身近な図書館として利用され

ているところであります。北杜市の行政改革アクションプランに基づき、市の健全財政を推進

する上で、限られた予算を有効に活用するために、見直しを行う必要に迫られています。見直

しにあたって、年内に地域の代表者や学識経験者等による北杜市立図書館適正配置等検討委員

会を設置し、今後の図書館のあり方、開館時間、休館日、蔵書の規模、蔵書の内容などや現在

の施設の活用等も多方面から検討していただく予定であります。 
 現状では、規模が大きく充実した図書館に利用者が集中しており、限られた予算の中で、図

書等の充実を図らなければなりません。またデータ管理や検索システム、コピーサービス等で、

８つの図書館では多くのパソコン等の機器を設置して、利用者のサービスに対応しているとこ

ろですが、今後、機器やシステムの更新をしていかなければなりません。 
 検討委員会の意見を参考に図書館の適正配置と、その規模、休館日や蔵書等の内容も十分、

考慮に入れた中で検討を進めてまいりたいと考えております。 
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 次に、体育施設使用料金の旧町村の不均衡についてであります。 
 体育施設は使用料金を含め、合併前の旧町村のまま引き継ぎ管理・運営をしています。使用

料金の設定につきましても、旧町村の基準で定め、統一性のない状況であります。具体的には、

テニスコート使用料金は屋内人工芝の、明野多目的屋内運動場テニスコートは１時間２００円

に対し、屋内人工芝の武川テニスコートは１時間７３０円の料金となっています。体育館は同

規模の施設である白州体育館が１時間１，０８０円に対し、高根体育館は１時間１，７６０円

を徴収しています。 
 そのほか使用料金の時間についても、１時間設定や午前、午後、夜間設定があり、市外者料

金も２倍から５倍の料金設定となっている現状でございます。 
 今後、北杜市体育施設使用料等検討委員会を設置し、一定の基準を設け、平成２３年４月か

ら新料金で管理運営していきたいと考えています。 
 以上でございます。 

〇議長（秋山俊和君） 
 清水保健福祉部長。 

〇保健福祉部長（清水克己君） 
 １９番、中村隆一議員のご質問にお答えいたします。 
 後期高齢者医療制度の廃止の実現について、いくつかご質問をいただいております。 
 はじめに普通徴収の滞納者の医療費の支払いについてでありますが、山梨県後期高齢者医療

広域連合では、滞納者に対して納付相談等を行い、保険料の全額納付が見込めないときは被保

険者証に変えて、有効期限の短い短期証を交付することとしていますので、諸事情により保険

料を完納できない場合でも、通常の自己負担による医療を受けられるようになっております。 
 本市では、国民健康保険税滞納者対策の運用との関連により、平成２１年度に限り、後期高

齢者医療被保険者証は、通年の有効期限のものを発行していますが、被保険者間、また他の市

町村等の公平性を保つため、今後におきましては、十分な納付相談を行った上で、保険料滞納

者に対して、短期証への切り替えを行う予定であります。 
 次に制度廃止について、国に求める考えはないかについてでありますが、この制度はこれか

ら迎える超高齢化社会に対応するため、長い歳月を費やし、改革が繰り返され、議論した上で

の新制度であると理解しております。 
 新政権の公約の中にも、後期高齢者医療制度の廃止が謳われていますが、今後の国の動向を

見守りながら、高齢者が安心して医療を受けることができ、かつ国民皆保険を守り、次世代に

引き継ぐことができるような、医療制度の必要性を求めていきたいと考えております。 
 以上でございます。 

〇議長（秋山俊和君） 
 堀内生活環境部長。 

〇生活環境部長（堀内誠君） 
 １９番、中村隆一議員のご質問にお答えいたします。 
 水道料金問題について、いくつかのご質問をいただいております。 
 はじめに大泉行政区長、地区長会の要望にどう答えたかについてであります。 
 大泉町は水が豊富であり、立地条件からも水道事業が比較的順調に運営されていたことは承

知しております。水道運営委員会の答申を尊重し、経過措置を講じながら、料金統一を図る考
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えであり、ご理解をいただきたいと思います。 
 次に峡北地域広域水道企業団から供給を受けている水量を、自主的な判断による買い取り制

にすること。また、峡北地域広域水道企業団存続費用は、県に負担を求めるべきであるとのこ

とについてであります。 
 責任買い取り制による基本送水量に基づく料金設定は、峡北地域広域水道企業団と合併前の

各町村との取り決めであり、合併後もそれを引き継いでおります。峡北地域広域水道企業団は、

大門ダムと塩川ダムから安定した水の供給を受けるため設立したものであり、現体制で存続を

していかなければならないと考えております。 
 次に簡易水道事業特別会計の基準外繰入金及び給水原価、供給単価についてであります。 
 平成２０年度において、一般会計からの繰入金は１０億４，７００万円余であり、このうち

基準外の繰り入れは３億８，９００万円余であります。平成２０年度の給水原価でありますが、

市平均では１立方メートルあたり２０５円であり、各町村ごとでは７７円から４０２円となっ

ております。供給単価につきましては、市平均で１５５円であり、各町ごとでは５８円から

２２８円となっています。 
 次に、給水原価が大幅に違うことについてであります。 
 金額の差異は、峡北地域広域水道企業団からの水の買い取り量を含む施設維持費や、今まで

施設整備をしてきたことによる地方債の償還金などの差により、生じています。 
 次に水道料金統一後の、近い将来に大幅な料金の値上げがあるかとのことについてでありま

す。 
 今回の料金統一に伴う料金改定では、水道会計の健全化を図るまでの料金改定にはなりませ

ん。経費の縮減に努め、経営の健全化を図りたいと考えております。しかし、安定した水の供

給を図るためには、施設の維持管理や施設整備は必要であります。水道事業経営の健全化を図

るには、料金統一後にさらに料金の改定が必要になることも考えられます。 
 次にダムの水を使わない方向での、水道事業についてでありますが、市内には豊富な水があ

りながら、飲料水の不足により、断水がたびたび発生していました。そこで安定した水を確保

するため、ダムからの水の供給を受けることとなったわけであります。おいしい水の供給を峡

北地域広域水道企業団に要望するとともに、より効率的な水の供給を進めていきたいと考えて

おります。 
 以上でございます。 

〇議長（秋山俊和君） 
 当局の答弁が終わりました。 
 中村隆一君の再質問を許します。 
 中村隆一君。 

〇１９番議員（中村隆一君） 
 まず最初に行政改革のことについて、教育センターが明野、大泉、長坂、白州、ここがなく

なると。そういうことで、職員の配置は、この考えでは、全然置かないということのようです

けれども、そういうことで施設の管理、また文化協会などの行事に差し支えがないのか。その

へんを、まず１点、聞きたいと思います。 
〇議長（秋山俊和君） 

 答弁を求めます。 
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 小林企画部長。 
〇企画部長（小林喜文君） 

 中村議員のご質問でございます。 
 ８つの教育センターが４つになるというようなことで、ご質問だと思います。 
 教育センターは、今、議員が言われたように８つありますが、それを例えば須玉、明野、そ

れから高根、大泉、長坂、小淵沢、白州、武川というように、２つの町の中に１つを置くとい

うことで、ご理解を願いたいと思います。 
 それから施設管理とか文化協会の部分については、当然、その４つの施設、教育センターが

２つの町の、それぞれの施設を管理していくということになります。 
〇議長（秋山俊和君） 

 答弁が終わりました。 
 中村隆一君。 

〇１９番議員（中村隆一君） 
 そういうことで、今の説明では２つの町を管理するということですけれども、本当にこれは

施設を利用するときに、手続きなど住民サービスが低下するんではないかと心配しています。

最低でも１人置いてほしいというのが、地元の声ではないかと思います。住民サービス低下、

これを防ぐために、そのへんの考えはないか。お願いします。 
〇議長（秋山俊和君） 

 中村隆一君、３分を切っておりますので、注意して質問してください。 
 答弁を求めます。 
 小林企画部長。 

〇企画部長（小林喜文君） 
 そのへんについても、総合支所の対応ができるというように考えおります。教育センターが

ない部分については、やはり総合支所、そういった部分で対応をしていくというようなことで

考えております。 
〇議長（秋山俊和君） 

 答弁が終わりました。 
 中村隆一君。 

〇１９番議員（中村隆一君） 
 時間も迫ってきましたので、再質問を違うところでします。 
 北杜市は湧水、地下水が非常に豊富なところであると。そういうことで、ここに住んでいる

人たちは、おいしい水を飲みたいと。水は命の水だと、そういうことで、１００年先を見据え

て、飲料水としての湧水、地下水を子どもたちにも残していきたいと。そういうことで、これ

は皆さん、同感ではないかと思います。そういうことで、この湧水、地下水を飲料水として残

すということを、明確な答弁を、市長さんからお願いしたいと思います。 
〇議長（秋山俊和君） 

 答弁を求めます。 
 白倉市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 飲み水に限らず、農業用水を含めて、生活用水を含めて、豊かな水を安定的に後世に残して
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いくということは、過去もそうだったし、今もそうだし、これからの子どもたちも、そんな思

いで、この地域は継承していってほしいと思います。 
 ただ、湧水を即、飲料水だけに確保するということは、私たちのこの地域は、また農耕地帯

でもあり、農業用水も大切にしなければならない地域であることもたしかであり、俗に言う水

利権の問題もあろうかと思います。そのへんを調整しながら、いろいろな意味で豊かな湧水、

あるいはまた、水清き里をしっかりと位置づけていきたいと思いますので、ご理解いただきた

いと思います。 
 以上です。 

〇議長（秋山俊和君） 
 答弁が終わりました。 
 中村隆一君。 

〇１９番議員（中村隆一君） 
 ちょっと明確な答弁ではなかったようですけれども、飲料水として残していくという、この

明確な答弁をお願いしたいんですが。 
〇議長（秋山俊和君） 

 答弁を求めます。 
 白倉市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 ですから、目の前にある湧水が即、飲み水だけに使えるという状況ではないわけです。水利

権を含めて、実は複雑なものがあるわけですから、そういう思いで、飲料水と既存の水利権と

か等々を調整しながらやっていかなければならないということでありますので、中村議員のご

指摘も参考にしながら、これから考えていきたいと思っています。 
 以上です。 

〇議長（秋山俊和君） 
 中村隆一君。 

〇１９番議員（中村隆一君） 
 今、明確な答弁というか、そういうのが期待されないわけですけれども、実は９月４日の日

に開かれた簡易水道運営委員会では、これから先、１０年後には、平成３１年度までにすべて

の簡易水道を上水道に切り替える。そういうことで、現在ある８５カ所の自己水源を再検討し

て、そしてダムの水を有効利用しようと、そういう計画があるから明確な答えが出なかったの

かしれませんけれども、そういうことで湧水、地下水などを飲料水として使わずに、ダムの水

に全部切り替えていくのか。武川、白州地域も含めて、そういうふうに切り替えていくのか、

答弁をお願いいたします。 
〇議長（秋山俊和君） 

 答弁を求めます。 
 堀内生活環境部長。 

〇生活環境部長（堀内誠君） 
 中村議員の再質問にお答えをいたします。 
 平成３１年までにということの統合計画でございますけども、これにつきましては今年度、

市内の簡易水道、４６の簡易水道を統合しまして、将来的には１上水道事業という計画を、今
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年度、立てるわけですけども、その中で、現在、水源地として、表流水から湧水まででござい

ますけども、８５カ所の自己水源がございます。これらの自己水源について、統合計画を整備

する中で、どの程度の現有量があるかというものの再検証をしてみたいというふうに思ってお

ります。 
 そうした中で、全体的に水が不足する場合については、当初の広域水道企業団等のダム建設

のときに、将来、水需要が拡大することによって、多目的ダム、ダムからの水を供給したいと

いう計画でございますので、これらの湧水、それから深井戸等を廃止してという考え方ではご

ざいません。そういうものは、当然、利用をしながらダムの水も利用していくということで、

ご理解をいただきたいというふうに思います。 
 以上です。 

〇議長（秋山俊和君） 
 残時間が１４秒ですが、いかがいたしますか。 
 中村隆一君。 

〇１９番議員（中村隆一君） 
 あと１つ。今の答弁で、これは武川、白州のほうまで管を引いて、ダムの水を使うというこ

とになるのか。そのへんをはっきり、お願いします。 
〇議長（秋山俊和君） 

 堀内生活環境部長。 
〇生活環境部長（堀内誠君） 

 中村議員の再質問にお答えをいたします。 
 武川、白州地域につきましては、議員もご存じだと思いますけども、北杜市の広大な面積の

中で、釜無川等で段差も生じております。そこまで管を引くということは、非常にコスト等も

膨大になります。今の段階では、そういう計画は考えておりません。 
 以上でございます。 

〇議長（秋山俊和君） 
 以上で、質問を打ち切ります。 
 これで１９番議員、中村隆一君の一般質問を終わります。 
 ここで、暫時休憩といたします。 
 再開は、午前１１時２０分といたします。 

休憩 午前１１時０８分 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

再開 午前１１時２０分 
〇議長（秋山俊和君） 

 休憩前に引き続き、会議を開きます。 
 次に７番議員、風間利子君。 
 風間利子君。 

〇７番議員（風間利子君） 
 今回、２件について質問させていただきます。 
 北杜市では、市民の安心・安全を掲げて行政を進めております。市長は今議会の所信で、自

然災害はいつ襲ってくるか分からない。台風・地震に限らず、有事の際には迅速な対応ができ
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るようと、再確認と点検を行ったと述べられました。災害は忘れないうちにやってくるという

のが、最近の状況のようです。 
 ８月８日の８号台風で、死者６００余人を出した台湾南部での災害。台風９号で、局地的豪

雨で被害を受けた兵庫県佐用町では死者１２６人、床上浸水１，６００棟。また１１日の静岡

地震では４県で１１２人の負傷者、一部破損した家屋３，３４０棟など、災害が起きるたびに

大きな被害が発生しております。 
 １９年の中越沖地震で大きな災害を受けた新潟県では、家屋の耐震と地震保険に１０月より

一部負担して支援しているという報道もありました。 
 山梨県では、大地震発生時の揺れやすさを想定した地図で住民に示す地震防災マップの作成

が遅れていて、２００８年までに完備する目標が、山梨県では甲府市と富士吉田市の２市しか

できていないという報道もされました。財政難で、自治体の取り組みが大幅に遅れているのが

要因のようですが、費用の半額は国が補助するとのことです。住民がマップを使い、どのよう

な危険が身のまわりにあるかを認識することが防災の出発点であり、積極的に取り組むべきだ

と思います。 
 これだけ頻繁に起こる災害に備えて、以下、質問をいたします。 
 まず災害時の避難場所には、北杜市のホームページでは見られるが、パソコンを使えない高

齢者や市外から新しく北杜市に来られた方から防災マップをと聞かれますが、対応をどのよう

に考えているでしょうか。 
 ２つ目に４日の全員協議会の折、災害時の要援護者の制度の概要について説明がありました

が、今年度中に作成は可能でしょうか。また、自主防災組織の届け出が１９組織とのことです

が、組織を増やしていく考えは。自主防災組織では、自分たちの町は自分たちで守るを基本に、

行政区長設置条例では行政区を単位として設置されているが、災害発生時に十分な活動が行わ

れるよう、自主防災組織を市として育成はどのように考えているか。 
 ３つ目に、北杜市には６７カ所の避難所があり、非常用生活必需品など備蓄品の確保や災害

時の資材など、５つの事業所と調達に関する協定を結ばれているようですが、北杜市は面積が

広大なだけに本当に大変だと思いますが、災害が起きたときの現在の取り組みについて伺いま

す。また、３４年災害時には避難所にトイレが用意されてなく、本当に苦慮されたと聞いてい

るが、一番重要なことではないかと思います。災害が起こる前に検討課題であると思うが、現

在の状況はいかがでしょうか。 
 ４つ目に県の調査では、北杜市の災害時に予測される急斜面地崩壊、土石流地滑りなどが指

定され、ほとんどが家屋などに被害が出る個所のようですが、市民への周知徹底はどのように

されているか伺います。 
 ５番目に、北杜市では家屋の耐震に対して補助金を出しているが、今回、武川、白州で５０戸

と制限があるが、市長の所信では木造住宅の耐震について、補助する制度を活用された方は少

ないと言われましたが、これまでの実績を伺いたいと思います。 
 次にデマンド交通実証検証について、伺います。 
 デマンド交通実証検証にあたり、検証地域での説明会が行われました。初めての取り組みで、

今回のデマンド交通の実証検証が以前、３千人余で出されております要望書、また今回、説明

に来られた方たちが理解しているシステムとはだいぶ違うようで、武川、白州では多くの意見

が出されました。今日の山日新聞の一面に２８町村の実質公債費比率が掲載され、北杜市の財
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政状況が１９．１と大きく示されました。 
 住民が地域をつくるという観点から、財政厳しいのは誰しも承知しておりますが、市長はい

つも市民の目線を掲げて行政を進めております。厳しい財政の中で、我慢していかなければな

らないことも多々あると思いますが、市民の足の確保は住民の切実なる願いだと思います。市

民の要望に応える行政をぜひお願いしたいと思いますので、以下３点について質問いたします。 
 今回の説明で、ドア・ツー・ドアを基本とするデマンド交通システムをドア・ツー・ドアに

しなかった理由は。 
 ２つ目に、デマンド交通にはさまざまなシステムがあるが、北杜市にとってどのようなシス

テムが適しているかという観点から、東京大学のシステムを採用した理由は。 
 ３つ目、３年かかって実証検証していくようですが、今後の検証場所はどのような形で進め

ていくのでしょうか、お伺いいたします。 
 以上、終わります。 

〇議長（秋山俊和君） 
 答弁を求めます。 
 白倉市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 風間利子議員のご質問にお答えいたします。 
 ３４年災、あれから５０年、私たちはたしかに忘れることができません。改めて、亡くなら

れた方々のご冥福と関係者に激励を申し上げたいと思います。行政としても８月１３日の日に、

そんな思いを込めながら機会をつくらせていただいたところであります。併せて治水事業推進

の決意をいたしたところであります。風間議員には、そんな議会活動をいただいておるところ

であります。 
 災害時に備えて、行政での取り組みについて、いくつかご質問をいただいております。 
 はじめに、防災マップの対応についてであります。 
 市では災害危険個所、避難所等のデータを北杜市地域防災計画に登載し、その内容やその他

の防災に関する情報は、市のホームページで確認することができるようになっておりますが、

これらのデータを地図上に集約した防災マップにつきまして、来年度の策定に向けた取り組み

を進めているところであります。 
 なお、北杜市は広大な面積を有し、地形もさまざまでありますので、すでに取り組まれてお

られる地域もありますが、自分たちが生活する地域を防災という観点から見つめ、地域で自主

防災マップを作成し、災害の発生につなげることも重要であると考えられます。みずからの足

や目で集めた情報は災害時に大いに役立つものであり、地域の防災力を高めるためにも自主的

に取り組んでいただくことが重要でありますので、市といたしましても、情報の提供などの支

援を行ってまいりたいと考えております。 
 次に、自主防災組織の組織化促進及び育成についてであります。 
 市では自主防災組織の充実強化のために、市の推進方針と組織の基準を示した北杜市自主防

災組織育成推進要綱と自主防災組織の活動を支援するための、北杜市自主防災組織資機材整備

費補助金交付要綱を制定し、区長会議等を通して組織化に向けての説明を行ってまいりました。 
 現在、１９の組織から届け出をいただいておりますが、今後も継続して地域防災力の統一的

な底上げと防災意識の向上のために自主防災組織を増やし、その育成に努めてまいる所存であ
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ります。 
 その他につきましては、担当部長からお答えいたします。 

〇議長（秋山俊和君） 
 細川総務部長。 

〇総務部長（細川清美君） 
 ７番、風間利子議員のご質問にお答えいたします。 
 災害時に備えて行政での取り組みについて、いくつかご質問をいただいております。 
 はじめに、災害時要援護者制度の年度内での作成は可能かについてであります。 
 災害時の要援護者制度につきましては、現在、北杜市災害時要援護者支援制度の制定に向け

て準備を進めているところであり、できるだけ早期に地域の皆さまのご理解をいただく中で、

要援護者の把握と、その台帳づくりに取り組んでまいりたいと考えております。 
 次に避難所への物資の調達とトイレの確保についてでありますが、防災倉庫は小淵沢中学校

体育館に併設し、備蓄倉庫は本庁と各総合支所の施設を利用して、災害時に必要な物資をおお

よそ６０品目備蓄しており、毎年、数量の確認と備蓄品の補充を行っております。 
 また、必要な物資の円滑な調達と市の指定の避難場所等への配送を可能にするため、業界や

業者の皆さんと災害及び消防応援協定を締結し、災害時における応急対策に備えているところ

でもあります。 
 また、避難所のトイレにつきましては、簡易トイレを毎年購入して備蓄しておりますが、災

害時にあっては、身体障害者や高齢者に対応した災害用トイレの設置管理についても十分、配

慮する必要があります。また、女性や子どもが安心して使えることも重要でありますので、避

難所の運営面の課題として、検討してまいりたいと考えております。 
 次に災害時に予測される急傾斜地の崩壊、土石流、地滑り等の指定の個所につきましては、

来年度、作成を検討しております防災マップの中で、お示しをしていきたいと考えております。 
〇議長（秋山俊和君） 

 小林企画部長。 
〇企画部長（小林喜文君） 

 ７番、風間利子議員のご質問にお答えいたします。 
 デマンドバス実証運行について、いくつかご質問をいただいております。 
 はじめに今回の実証運行について、ドア・ツー・ドアとしない理由についてであります。 
 北杜市地域公共交通活性化協議会が取り組んでいます、国の地域公共交通活性化再生総合事

業は、地域の公共交通利用者をはじめ、公共交通に携わる方々が地域の公共交通について自主

的に取り組み、創意工夫しながら市民の多様なニーズに応えていくことを目的としております。

このようなことから、利用者個人の乗車場所ではなくて、利用される地域住民の皆さまの話し

合いを通じ、コンセンサスを得られる場所を乗降場所として予定しております。 
 なお、乗降場所は１地域に１００から２００カ所を予定しておりますので、地域の話し合い

を通じ、高齢者や体の不自由な方にはドア・ツー・ドアにより近いものになっていくものと考

えております。 
 次に、東京大学の予約システムについてであります。 
 今回は実証運行でありまして、北杜市の公共交通の将来を探究することを目的としておりま

す。また予約システムについては、イニシャルコストがかからないこと、またランニングコス
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トが少ないことが重要であります。このため東京大学大学院、新領域創成科学研究科が全国

１３カ所で実施しています実証運行研究地の１つとして、北杜市がこのシステムを導入するこ

とが協議会で決定されました。共同研究であることから、予約システム使用料はなく、他の自

治体とサーバーを共同利用でき、車載器をリース方式とするなど、経費的にも有効であるとの

判断によるものであります。 
 次に、今後の実証運行の場所についてであります。 
 今年度から３年間の実証運行期間があります。今年度の実証運行は、多くの皆さんがデマン

ドバスに、まず乗っていただくことを目的にしております。実証運行期間中は、各種アンケー

ト調査を実施しますので、利用にあたっての率直なご意見、ご要望等をいただき、それらの分

析結果等から、次年度以降の運行地域、運行計画等を協議会で検討していただくこととしてお

ります。 
 以上であります。 

〇議長（秋山俊和君） 
 深沢建設部長。 

〇建設部長（深沢朝男君） 
 ７番、風間利子議員のご質問にお答えいたします。 
 災害時に備えた行政の取り組みについて、ご質問をいただいております。 
 家屋の耐震診断に対する実績についてですが、市では昭和５６年以前に建築された既存の木

造住宅について、建物所有者の申請により建物の構造的強度を調べ、地震に対する安全性の程

度を判断する木造住宅耐震診断を実施しております。合併後、これまでに２２１戸の耐震診断

を実施いたしました。 
 本年度につきましては、武川町、白州町を重点地域として耐震診断の申請を受け付け、随時、

診断を実施しております。昨年度までは、各年度５０戸を上限として実施してまいりましたが、

今年は申請時に発生した静岡沖地震の影響もあり、９月１７日現在で７０戸の方から申請がき

ております。追加分につきましても県と調整し、本年度分として実施できることとなりました。 
 なお、耐震診断の結果、耐震性に問題がある既存木造住宅を改修する方々に対しては、費用

の一部を補助する制度があり、その実績は、これは２０年度からなんですけども、４件であり

ます。また、今年の１０月からは、木造住宅耐震化建替支援事業と木造住宅耐震シェルター設

置事業が新たに拡充され、実施することとなりますので、多くの市民の方々には、ご利用して

いただきたいというふうに考えております。 
 以上です。 

〇議長（秋山俊和君） 
 当局の答弁が終わりました。 
 風間利子君の再質問を許します。 
 風間利子君。 

〇７番議員（風間利子君） 
 まず災害についてですけど、先ほど答弁で、いろいろの情報は市のホームページにのってい

るということですが、以前にもお聞きしましたが、ホームページを見られる方が大体、昨日も

だいぶアクセスがあったと聞いておりますが、ホームページを見られる方がどのくらいいるか

ということも把握すべきではないかと思います。同じ方が何回もアクセスする場合もあります
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し、ぜひこのことについては把握していただきたいと思いますが、現在はどのような形でいる

か、お聞きしたいと思います。 
〇議長（秋山俊和君） 

 細川総務部長。 
〇総務部長（細川清美君） 

 北杜市のホームページへのアクセス数等につきましては、手元に数字を持っておりませんの

で、数字で申し上げることはできませんが、ホームページへアクセスされる方というのが、市

内の方なのか、市外の方なのか、あるいは国外の方なのか、そのへんのところの掌握は、残念

ながら、することができません。アクセス件数は日々、増えている傾向にはありますが、特に

防災関係につきましても、現在はホームページで、地域防災計画等が見られるような環境には

なっておりますが、そのほか防災に関することにつきましては、マニュアルを昨年、作成して

配布をしたところでもあります。また、ご質問がありましたような危険個所等々につきまして

は、来年度、防災マップを作成し、そのマップの中に個所等も見やすい形で作成をしていきた

いというふうに考えているところでございます。 
〇議長（秋山俊和君） 

 答弁が終わりました。 
 風間利子君。 

〇７番議員（風間利子君） 
 ただいまの質問で、アクセスの人数がちょっと把握できないということですが、ぜひ一度、

市民全体にアンケートをとって、市民でどのくらいの方が利用しているかということを、ぜひ

一度、調べていただきたいと思います。 
 それから次に防災自主組織ですが、これは各区によって、いろいろな情報が違いまして、聞

くところによりますと、その組織のものを全市へ配布して、公民館などに掲示しているところ

もあるようですが、区によっては、その防災組織があることすら分からないところもあるよう

ですが、その件について、市ではどのように考えていますか、お伺いいたします。 
〇議長（秋山俊和君） 

 答弁を求めます。 
 細川総務部長。 

〇総務部長（細川清美君） 
 防災組織の育成に関するご質問でありますけども、先ほどの答弁でもさせていただきました

が、行政代表区長会等を通じまして、自主防災組織の結成をお願いしているところでございま

す。本市では、自主防災組織育成推進実施要綱というものを定めまして、基本的には行政区単

位、またそれぞれ行政区も規模が大小ありますので、大きいところでは、１つの防災組織とし

て活動しにくい場合には、それをまた細分化するなり、あるいは小さい行政区はいくつかでま

とまって自主防災組織を結成していただくというような、お願いをしているところです。その

自主防災組織につきましては、具体的には情報連絡班でありますとか、消火班とか、救出救護

班というような組織体系を整えていただき、初期災害時における初期活動に、その組織が活動

していければという思いでいるところでございます。 
 なお、先ほどの市のホームページへのアクセス件数についてのご質問でありますが、１カ月

で見ていきますと、最高で２０万件のアクセスがありました。また平均してみますと、月８万
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３千件のアクセスがあったというようなことでございます。ただし、これは市のホームページ

へアクセスした総件数でありますので、防災に関しての部分というものには、数字が掌握をし

ておりませんが、またなんらかの形で、そういった防災の部分に関するホームページへのアク

セス件数というものが掌握できればというような、研究もしてみたいと思います。 
〇議長（秋山俊和君） 

 答弁が終わりました。 
 風間利子君。 

〇７番議員（風間利子君） 
 今の説明ですと、だいぶアクセスが多いようですが、私が言っているのは、市民がどのくら

い見ているかということを、ぜひ一度、アンケートをとっていただきたいということです。 
 それから先ほど、行政の指導ということですが、本当に災害防災組織があるということすら

知らない人も、私も２、３、聞きました。そのことをやっぱり、地域によっては区民に配布し

たり、公民館に掲示したりして知らしているんですが、そういうこともぜひ進めていっていた

だきたいと思います。 
 それから、先ほど２番の質問で、災害時の要援護者の制度についてですが、今、できるだけ

早めにという答弁をいただきましたが、要援護者の介護者、障害者とかお年寄りで、１人で避

難することができないときに役立つ資格保有者の把握などをして、その防災組織の中に組み込

んでいただきたいと思いますが、そのことを一緒につくるような考えはあるかどうか、お伺い

いたします。 
〇議長（秋山俊和君） 

 答弁を求めます。 
 清水保健福祉部長。 

〇保健福祉部長（清水克己君） 
 風間議員の再質問ですけども、要するに援助ができる人を育成しろということですか。はい。 
 この前、協議会でご説明させていただいたように、一応、地域の方、例えば民生委員さんと

か、職員さんというふうな、具体的な職域の方のお話もしたと思うんですけど、いずれにしろ

地域で、そういう対応ができる方については、協力して願うということになろうかと思います

ので、幅広い協力体制をつくっていくということが必要だと思いますので、そのへんについて

も研究してまいりたいというふうに思います。 
 以上でございます。 

〇議長（秋山俊和君） 
 風間利子君。 

〇７番議員（風間利子君） 
 ぜひ、今の話を地域で進めるようにお願いしたいと思います。 
 それから４番ですが、県の調査では白州、武川は今年度中に防災の崩壊地域とか、土石流の

ところは今、調査しているようですが、北杜市には２６４カ所の危険地域があるようですので、

市でも来年はということですが、なるべく早く、その近くの市民には知らせるような手配をお

願いしたいと思います。 
 それから、この前、市長の所信で耐震の利用率、耐震の補助の利用率がちょっと少ないとい

うことで、今、お聞きしましたが、２２１の申請のうち７０棟の補助をしているようですが、
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市長のお話では、７月に県のほうで出された木造耐震化建替支援事業及び木造耐震化建設事業

シェルター、これは避難施設だと思うんですが、設置事業を推進するための準備をしていると

いうことを市長がおっしゃいましたが、具体的にどのようなことか説明をしていただきたいと

思います。 
〇議長（秋山俊和君） 

 答弁を求めます。 
 細川総務部長。 

〇総務部長（細川清美君） 
 危険個所をできるだけ早く、住民の皆さんに周知をというご質問でございます。 
 先ほどもご答弁させていただきましたが、危険個所につきましては、議員がおっしゃられる

ように、白州、武川地区につきましては現在、山梨県において調査を行っており、県に確認を

したところ、平成２３年度までに地域の確認の作業を進めていくという回答でありました。 
 そのほかの町につきましては、危険個所等があるわけですが、それにつきましても、先ほど

ご答弁をさせていただきました防災マップの作成に併せて分かりやすい、そういった情報を提

供していきたいというふうに考えておりますので、よろしくお願いしたいと思います。 
〇議長（秋山俊和君） 

 深沢建設部長。 
〇建設部長（深沢朝男君） 

 風間議員の再質問にお答えをいたします。 
 市長がこの前、申し上げた、その事業の関係はこの１０月１日から施行するということでご

ざいます。これは６月に、県のほうで予算化をしたと。それに合わせるようにして、市もこれ

を積極的にやったという、こういう話なんでありますが、２つあるわけですね。１つが、これ

まであった制度は、耐震に向けて修繕をするというのが、これまであった制度だったわけです

ね。それが今回の、この１０月１日からのものは、新たに建てる方にも助成しましょうという

ことであります。それが１つですね。これは金額的には６０万円、８０万円という、高齢者の

方が８０万円で、一般の世帯が６０万円という、その補助金額は改修と変わりません。それが

１つ。 
 そしてシェルターにつきましては、金額にしますと１８万円と２４万円。これは一般の世帯

と高齢者世帯という分けになるわけでありますけども、要するに家の中に、地震がきたときに

避難する、そういうスペースを確保すると。分かりやすく言うと、そういう話なんですね。そ

れに対して、一定の基準を満たしたものでなければならないわけですけれども、それに対して

助成をしていこうと、こういう事業であります。 
〇議長（秋山俊和君） 

 答弁が終わりました。 
 風間利子君。 

〇７番議員（風間利子君） 
 ただいま説明を伺いましたが、なかなかお金がかかることで耐震も大変だと思いますが、こ

の前、中越沖地震で、１０月からということで補助するようですが、北杜市でもぜひ災害、地

震などの建物共済に補助金を出すことも考えていただきたいと思いますが、いかがでしょうか。 
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〇議長（秋山俊和君） 
 答弁を求めます。 
 深沢建設部長。 

〇建設部長（深沢朝男君） 
 ただいまのご意見については、はっきり申し上げて、うちが担当すべきなのかどうか分かり

ませんけども、いずれ、この質問に対しては市として検討するということですが、ただ若干、

個人のそういったものに助成をするというのは、どうでしょうか。かなり検討は必要だろうと

思います。そういうことで、よろしくお願いします。 
〇議長（秋山俊和君） 

 答弁が終わりました。 
 風間利子君。 

〇７番議員（風間利子君） 
 次はデマンド交通について、お伺いいたします。 
 実証検証では、武川、白州の場合は今、既存の山交タウンコーチのバス停ということですが、

考えてみますと、武川、白州でも国道に沿ったところの人は、ほとんど利用しないではないか

と思います。料金は２００円といっても、本当に１００メートルか２００メートルでバス停に

行きますので、ほとんど利用者は少ないのではないかと思いますが、公募のアンケートにもだ

いぶ出されたように、まずデマンド交通の趣旨を考えていただいて、最小限、大泉の場合は長

坂駅に行くとか、甲陽病院に行くとか謳っているんですけど、白州、武川の場合でも最小限、

ＪＲの駅に行くとか、病院に行くとか、買い物に行くとかという個所を最低限決めて、実証運

行を始めていただきたいと思いますが、本当に東大のシステムが、都会の方のシステムだとい

うことを聞いておりますが、そのようなことを理解しながら、今回、東大のシステムを採用し

たということでしょうか。 
 それから、だいぶ経費のことも言われましたが、北杜市で安曇野を研修したときに、私も何

回か確認いたしましたが、安曇野市は当初、やっぱり１億６千、７千万円かかっているんです

けど、その費用を削減することは考えていないと。もっと、おおぜいの人に使っていただくこ

としか考えていないという答弁をいただきましたが、その件について、今後、おそらく要請が

あればしてくださるとは思うんですが、ぜひ何カ所か、最低、皆さんが必要とする個所、病院

とかＪＲの駅とか、よろしくお願いいたします。 
〇議長（秋山俊和君） 

 答弁を求めます。 
 小林企画部長。 

〇企画部長（小林喜文君） 
 風間議員の再質問でございます。 
 まず最初に、多くの皆さんが使えるデマンドということで、特に武川、白州は少ないではな

いかというようなご質問ですが、とりあえず、多くの皆さんがこのデマンドバスを使っていた

だいて、まず乗っていただくことが最大の目的です。それから、その乗った部分について、車

内でアンケート調査等もございます。そのアンケート調査をいただきながら、それを参考に次

回のデマンド交通については、協議をしていくというようなことを考えております。ぜひ、ご

理解ください。 
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 それから東京大学のシステムは、都会風ではないかというようなことでございますが、これ

も答弁したとおり、１３の自治体がこの東大のシステムを使っております。長野県の茅野市や

新潟県三条市、長野県の生坂村、そういった小さな村も、このシステムを採用しております。

都会、田舎、すべてに通ずるシステムだというように認識をしております。 
 また、経費については、これもご答弁を申し上げましたが、サーバー代等は、今言った自治

体でやっておりますので、かからないということで、車載器、デマンドバスのバス側に指令を

出す車載器をリース方式でお願いするというような経費だけですので、これは最少な経費でデ

マンドができるというようにご理解をお願いします。 
〇議長（秋山俊和君） 

 答弁が終わりました。 
 風間利子君。 

〇７番議員（風間利子君） 
 今度３年かかって実証検証ということですが、私が聞きましたところ、茅野市へも聞きまし

た。でも、今から始めるということで、まだ実際、始めていないようです。今まで、どこの自

治体でも公募でしたところはないということですが、７０歳以上の方々からアンケートをとっ

て、どのくらい利用するか、どこへ行きたいかということだけで実証検証場所も決まるのでは

ないかと思いますが、次回の実証検証場所を決めるときには、ぜひ、そのことも考慮に入れて

いただきたいと思いますし、審議会を私も何度も傍聴させていただきましたが、審議会の委員

さんたちは、ほとんど自家用車で来られている方で、本当に市民の痛みを感じている人が少な

いような意見をたびたび聞きますので、ぜひ、そのことも含めて、今後、検討していただきた

いと思います。よろしくお願いいたします。 
〇議長（秋山俊和君） 

 小林企画部長。 
〇企画部長（小林喜文君） 

 今のご意見については、ご参考にさせていただくということで、今後については、先ほども

ご説明したとおり、いろいろなアンケートが実際、乗った方からいただけるということでござ

いますので、そういったことも参考に、これからの実証運行を進めていきたいというように考

えております。 
〇議長（秋山俊和君） 

 風間利子君。 
〇７番議員（風間利子君） 

 どうも、ありがとうございました。 
〇議長（秋山俊和君） 

 白倉市長。 
〇市長（白倉政司君） 

 せっかくですから、先ほど来の議論のとおりだと思います。これから、いろいろな意味で市

民の足を確保するということは、高齢化社会を迎えて、大切な行政課題になると思います。と

りわけ障害者だとか高齢者の、一言でいえば弱者の足をどうやって確保するかということは、

大変、重要な問題だと思いますので、議論をふまえながら、しっかり対応していきたいと思い

ます。 
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 先ほど防災の話がありましたが、せっかくですから、いろいろな意味で防災に備えてホーム

ページうんぬんという話がありましたけども、恥ずかしながら、私もホームページがいじれな

い一人でありまして、市民の中にもそういう人がたくさんいらっしゃると思います。ですから、

行政としては来年の作成を目指して、防災マップをしっかりと分かりやすく、地図に落として

いくという思いであります。もう１つ、大切なのはいざというときに、地震であろうが、水害、

災害であろうが、局部的にいくということはほとんどなくて、市内全域になる可能性が大であ

りますので、基本的には自主防災が大切だと思います。目で見て、足で稼いで、五体で承知し

ておくということが大切だと思いますので、地域防災マップだとか、あるいはまた防災の日に

積極的に、地域のそれに参加していただいて、くどいようですけども、五体で備えておくとい

うことも大切だと思いますので、市民にも呼びかけていきたいと思います。 
 いずれにしましても、一言でいえばホームページだけでは片付けられない問題だと思います

ので、分かりやすい対応をして、いざに備えたいと思いますので、ご理解をいただきたいと思

います。 
 以上です。 

〇議長（秋山俊和君） 
 以上で、質問を打ち切ります。 
 これで７番議員、風間利子君の一般質問を終わります。 
 次に１番議員、小須田稔君。 
 小須田稔君。 

〇１番議員（小須田稔君） 
 北杜「空き店舗」銀行創設をと題して、質問をさせていただきます。 
 わが北杜市は、わが国においても非常に評価の高い山岳景観、また長い歴史の中、農業がつ

くり出す心落ち着く田園風景、そんな素晴らしい自然環境の中から観光産業が成長してきまし

た。しかし、ここ数年、峡北地区の観光客の入り込み数は減少傾向にあり、各組織、団体、ま

た個々の施設などでは誘客のためイベントの開催、ポスター、パンフレットの作成など、大変

な努力を続けております。しかしながら、そんな努力を打ち壊す状況が近年見られ、観光関係

者の悩みの種となっています。それはこの地での営業を諦めたり、諸事情により売却され、使

用されていない建物、草刈りもしない空き地など、来訪者にとっては見苦しく、見たくない情

景でもあります。この状況は観光業者に限らず、地域住民にとっても大変残念で不安材料であ

り、大きな問題となっています。その土地、建物の所有者に取り壊し、環境整備などをお願い

しようとなると、問題も多くあります。 
 そこで市が商工会などと連携し、市内でなんらかの事業、または観光業への参入希望者への

仲介ができないのか。一方で、居住希望者に対して空き家バンクの制度があるなら、事業希望

者への施設の紹介制度は空き家バンクに引っ掛け、空き店舗銀行と称し、市内への営業地紹介

を行っていく。これらの動きは、多くの問題があることは重々承知しております。しかし、市

行政が空き店舗銀行企業として表明したならば、今の社会状況下では話題性もあり、市の対応、

姿勢も評価され、夢や希望、可能性を感じるまち北杜としてイメージアップにもなると思われ

ます。そんな中で私の思い、次の３点をご質問いたします。 
 １つ目、空き店舗等が北杜市の環境景観にマイナスイメージとして見られているが、市の見

解は。 
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 ２つ目として、空き店舗の再利用、貸し出し、紹介など行政としての土地利用の考えはない

のか。 
 ３つ目として、市の土地利用計画の基本的な考え方は。 
 以上、３点をお伺いいたします。 

〇議長（秋山俊和君） 
 答弁を求めます。 
 白倉市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 小須田稔議員のご質問にお答えいたします。 
 北杜「空店舗」銀行創設について、いくつかご質問をいただいております。 
 はじめに、空き店舗等が北杜市の環境景観にマイナスイメージとして見られているが、市の

見解はとのご質問でありますが、清里駅周辺を中心とした観光商店街や周辺の観光商業施設で

も空き店舗が目立ち、八ヶ岳高原の美観を損ね、環境への影響も懸念されていることについて

は、私としても常日頃から憂慮しているところであります。 
 次に空き店舗の再利用にかかるご質問ですが、これまでに商工会や商店街組織では、空き店

舗の登録制度にかかる意向調査やコミュニティ施設としての空き店舗活用、また新たな入居者

への家賃補助や店舗改修への助成など、商店街としての機能を補完することを目的に、数々の

事業に取り組んできた経過があります。しかしながら、郊外の大規模な空き施設等への対策は、

民意に委ねられてきたところであり、取り扱いは難しい状況にあります。 
 次に市の土地利用計画につきましては現在、策定を進めている北杜市まちづくり計画の中で

検討を行っているところであります。計画書の中で土地利用の基本方針として、景観に配慮し

た宅地や建設に関する方針が示され、建築物については建物の高さ、周辺と調和する色彩等へ

の立地規制を進めることとしております。空き店舗等については個人の所有物であり、現在の

ところ、この問題を解決するための法令等もなく、有効な方針が打ち出せない状況であります。 
 今後、再利用の望めない空き店舗等の対策について、先進地の事例等を調査するなどして、

検討していきたいと考えております。 
 以上です。 

〇議長（秋山俊和君） 
 当局の答弁が終わりました。 
 小須田稔君の再質問を許します。 
 小須田稔君。 

〇１番議員（小須田稔君） 
 この問題を今回、質問させていただいた中には、やっぱり非常に大事なのは、観光というの

は何かの施設を造る、また道路が整備されていく、いろんな要素もあります。しかし、観光と

いうのは、そのまちがどんな姿勢で生きているのか、どんな方向を向いて動いているのか、そ

んなことがはっきり表に出ることというのは、非常に来られる方の目的、または現地での安心

感、いろんなことにつながります。そんな部分で、やっぱり観光業として、この空き店舗、ま

た非常に利用されていない施設等が、マイナスイメージを長く続けていると、やっぱり、これ

はどんな努力をしても、それらが無になると。それは非常に業者間でも残念で、この市の姿勢

というものが、本当はひとつ、わが北杜市はどんな方向へ、この土地利用に関しては向き、結
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果、そこに観光客の誘致をしているというものをしっかりしないと、来た方たち、なかなか、

ここでいずれ住んでみたい、よく市長も言われています。ここへの長期滞在、または永住も含

めて、今後、北杜がなお一層、人口の増加も望んだり、結果、税収も望むであれば、まず手掛

けるところというのは、このまちのいき方だと思いますね。そのいき方が見えない中で、観光

業者に、例えば何か枠を当てはめようとしても、それは残念ながら、ときとして破られる可能

性もあるということです。 
 ですから、そういう面からして、土地利用ということが基本であったり、または景観という

部分の進め方もあるかと思いますけども、市というのは、そこらへんをはっきりして、その中

に営業施設、営業者が動くという順序がないと、やったあと、これは困るとか、この色合いで

は大変問題だとか、あとで言われても、大変、業者間では大きなお金をかけてやることですの

で、それらのことというのは、まず行政側が先にはっきりすると。そのことを、市が示したこ

とは、結果、たぶん、今の時代であれば、来られるお客さんにとっても、イメージというのは

非常に伝わって、その北杜市、例えば梨北米、または湧水、また明野のヒマワリ、または日本

一長い日照時間、いろんないいことがある市でありながら、そういうことがなかなか表に出ず、

つまらないことが取り沙汰されると。これは、やっぱり順序を、市としてはっきりして、表現

するのも非常に大事だと思うんです。ですから、業者間ではそこらへんがはっきりすれば、ま

た協力もいたします。こういうことは、できていくことだと思います。そこらへんでぜひ、市

のしっかりした、そういうものを見せていただけるようなことを、できれば急いでやるべきと

思っていますが、そのへん、市長、どうでしょうか。 
〇議長（秋山俊和君） 

 答弁を求めます。 
 白倉市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 ご指摘のことはよく分かりますし、先ほど、冒頭、私も申し上げましたとおり、いろいろな

意味で、空き店舗については心配もいたしています。今、観光地として、１つの方向性を見せ

ることは大切だと、おっしゃられるとおりであります。ですから旧高根町の時代から、まち交

事業として、清里駅前のイメージチェンジも図ろうということで、引き続いて、今、全力でま

ち交事業を推進しております。 
 そういった中で、たしかに観光地で空き施設等々は、悪いイメージといいましょうか、悪循

環に位置づけられてしまうことは、たしかだと思います。しかし、なんとか、これから権利者

といいましょうか、所有者等とのご理解もいただく中で進めていかなければならないと思いま

すけども、私どもとしては、北杜市のまちづくり計画に基づいて、とりわけ観光地は、誘客を

図っていかなければならないという大使命がありますので、そのへんのネックを払拭するべく、

位置づけていきたいと思いますので、ご理解をいただきたいと思います。 
〇議長（秋山俊和君） 

 答弁が終わりました。 
 小須田稔君。 

〇１番議員（小須田稔君） 
 どうしても、こういうときに関わるのが景観条例とか、また都市計画というものが出てくる

かと思います。やっぱり行政として、１つの形がない中では指導もできないと。そういう中で
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は、いつ、それらを市として、実際、宣伝されるのか。そのへんは、どうでしょうか。期日が

もし、おおむね見えたなら、何年後、またはこんなふうに予定しているという面があれば、お

答えをお願いします。 
〇議長（秋山俊和君） 

 深沢建設部長。 
〇建設部長（深沢朝男君） 

 小須田議員のご質問にお答えをいたします。 
 いくつかの部署が、こういった関係が関わるわけですけども、特にうちのほう、建設部では

都市政策課が担当しておる土地利用の関係、それから景観の計画の関係という２つの、実は、

今、計画策定中であります。これは来年度には施行できるような、条例の整備まで考えておる

わけでありますけども、基本的に土地利用の基本方針というようなものは、まちづくり計画の

ほうに位置づけられるものだということで、現時点で言えるのは、基本的な方針として、４つ

の柱を立てていると。地区の特性にふさわしい土地利用というのが１点。それから農林環境の

保全と営農環境の育成支援といったところが、２つ目の柱。３つ目として、良好な生活環境の

形成。４つ目としては、ここには商工業、観光の振興と育成。こういう大きな、４つの基本的

な方針の中で、今、計画を策定しておるということでございます。これが土地利用の関係なん

ですけども、あと景観のほうも、景観計画を策定しようということで、今、まったく並行して

進めておりますので、これも来年度には施行できるような方向で、現在、取り組んでいます。 
〇議長（秋山俊和君） 

 答弁が終わりました。 
 小須田稔君。 

〇１番議員（小須田稔君） 
 結局、私自身、こういう立場を与えていただいて、非常に感じるのは、財政が厳しいと。非

常に皆さん、努力されています。ただ、その中で、何度か逆に、税収を上げるということの方

策も、これは大事な部分で、たぶん、いろんな産業が厳しい、この時代の中で、観光産業とい

うのは、非常に可能性の高い職にあると思います。この状態は、おそらく市が大きなお金をか

けて、どうこうするではなくて、やっぱり、そのまちの持つイメージというものをしっかり正

確に打ち出して、例えば日本国、または国外に発信するということが非常に大事だと思います。

結局、そうすることによって、いろんな流れを見ている中で、介護の件、またはさっきのデマ

ンドのいろんな部分で、例えばお金がということもあります。でも、それらのすべてのことは、

やっぱりお金がないと、どうにもならないという部分が、どうしても最終的にあるかと思いま

す。であったならば、可能性のある部分に力を入れる。または、その分野に内閣の、行政とし

て手助けをしてくれるというような部分が、正直な話、望まれるかと思います。でも、それは、

なんら大きなお金を投入してほしいではなくて、そういう部分かと思われますので、さっき言っ

たイメージアップにつながることの努力だと思います。ですから、もし行政側で、これはぜひ、

産業観光部と思いますけども、理解できるであれば、相当、ある面でプロ、専門家を入れる中

で、北杜市の観光というものを、一度、しっかりした骨づくりをすると、そういうようなこと

をしてもらいたいと思いますけども、そのへんは産業観光部のほうでは、どんなふうに考えて

いるんですか。最後に１点、お聞きします。 
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〇議長（秋山俊和君） 
 名取産業観光部長。 

〇産業観光部長（名取重幹君） 
 小須田議員の再質問でございますが、観光課では本年度、八ヶ岳広域観光圏の取り組み、国

交省のご指導をいただきながら、今、取り組んでおります。本年度中の認定を目指しておりま

す。これは富士見町、原村も入った中でございますが、おっしゃいますとおり、清里高原のイ

メージアップをもう一度図りたいということで、５０年代からの姿をもう一度、取り戻したい

というふうなことも、当然、その議題の中に入れまして、できることを考えていきたいと思っ

ております。 
 大変、サマーシーズンでも減っていると。本当に大変な、観光サイドでは大変な問題である

と捉えておりますので、そのへんでも研究・検討して、国のほうへできることがあるかという

検討も進めてまいりたいと思います。よろしくお願いいたします。 
〇議長（秋山俊和君） 

 答弁が終わりました。 
 小須田稔君、再質問はございませんか。 
 （ な し ） 
 以上で、質問を打ち切ります。 
 これで１番議員、小須田稔君の一般質問を終わります。 
 ここで暫時休憩といたしまして、昼食の時間をとりたいと思います。 
 再開は１時４０分とします。 

休憩 午後 ０時１７分 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

再開 午後 １時４０分 
〇議長（秋山俊和君） 

 休憩前に引き続き、会議を開きます。 
 次に北杜クラブ、１５番議員、渡邊英子君。 
 渡邊英子君。 

〇１５番議員（渡邊英子君） 
 ９月議会にあたり、次世代を担う子どもたちを育む施策への取り組みについて、いくつかお

尋ねをいたします。 
 子どもは地域の宝であり、子どもの声が聞こえる地域には活力があります。しかし、最近は

多くの地域で高齢化、過疎化が進み、子どもたちの姿が見えなくなって久しいものがあります。

このような社会情勢のもとで、少子化対策の推進は、わが国にとっても、ふるさと北杜市にとっ

ても喫緊の課題であり、特に人間形成や自立心を養う子育て段階での対応は重要であります。

国も先般、発足した民主党を中心とする新しい政権のもとで、子育て支援の充実強化を最優先

的課題として取り上げ、少子化対策の推進に大きく踏み込む方針が示されておりますが、北杜

市では市制発足以来、市長の提唱する原っぱ教育を掲げて、将来を担う子どもたちの大きな成

長を願い、さまざまな取り組みをしてきました。 
 このような取り組みの中でも、特に知・徳・体のバランスのとれた身体、そしてふるさとを

思う子どもたちを育てるため、食と農、健康な杜づくりと題して、庁内に横断的な体制を整え、
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積極的に食育を推進しており、今後の成果を大いに期待しているところであります。 
 そこで、食育推進の中で展開している教育ファーム事業、地産地消の推進、学校給食への地

元野菜等の導入拡大など、３本の柱を立てて事業に取り組み、２年を経過しておりますが、ま

ず、この３部門の成果と課題について、教育委員会及び福祉サイドからの考えをお聞かせくだ

さい。 
 また来年度、市政推進の重要な柱である機構改革の中で、産業観光部に食育プロジェクトを

推進する課を設置すると伺っておりますが、どのような組織体制にするのか。さらに事業内容

や事業規模についても、お聞かせください。 
 特に食育を担当する課の業務は、より専門的な知識が必要だと思いますが、私が３月議会に

おいて質問いたしました専門職員の配置と、関係課との横の連携をどのように考えておられる

のか、再度お伺いいたします。一方、食育の積極的な推進には、市民の参画が不可欠でありま

す。食育条例の制定も視野に入れなければならないと思いますが、市民の皆さんの参画につい

て、どのように取り組まれていくのか、当局のお考えをお聞かせください。 
 次に全国学力・学習状況調査について、お尋ねいたします。 
 地域の将来を背負って立つ子どもたちの教育環境を整え、さらに充実していくことは重要な

課題であります。国は全国的な義務教育の機会均等と水準向上のため、去る４月２１日に小学

６年生と中学３年生の児童生徒を対象に学力調査を実施し、その調査結果が公表されました。

それによりますと、山梨県は小学校、中学校ともに科目の相違はあれ、全国の平均的なレベル

に、やや劣ると伺っております。北杜市については、どのような結果になっているのか、お聞

かせください。また教科に対する調査、生活習慣や学習環境に対する調査の結果から見て、北

杜市としてのこれからの課題や取り組みについて、お伺いいたします。 
 以上で、私の一般質問を終わります。 

〇議長（秋山俊和君） 
 答弁を求めます。 
 白倉市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 渡邊英子議員のご質問にお答えいたします。 
 次世代を担う子どもたちのために、いくつかご質問をいただいております。 
 はじめに新たな課、食と農の杜づくり課の設置に伴う事業内容や事業規模、専門職員配置、

関係課との横の連携についてであります。 
 事業内容については、次世代を担う子どもたちのための食育・地産地消をコンセプトに、市

の掲げる人と自然と文化が躍動する環境創造都市の構築に向け、現在、食と農健康な杜づくり

プロジェクトで進めている教育ファーム、地産地消の推進、学校給食への地元野菜等の導入拡

大を柱に推進してまいります。 
 教育ファームを実践することにより、命の成長に毎日触れあい、より五感を刺激できるよう、

保育園内へ畑を設置することや学校、保育園における地産地消給食の拡大を目指してまいりま

す。また、ＪＡ梨北との連携を深めるとともに、地産地消による地域内循環を効率よく実施す

るため、道の駅などに併設されている農産物直売所等を所管するとともに、農業と商業の相互

連携による、エコひいき地産地消推進店認証制度を構築してまいります。 
 今後は食育関連事業を精査し、新規に食や農を柱とした教育、観光、都市農村交流など、市
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独自の事業展開が図れるよう行政組織改革により、新たに食と農の杜づくり課を設置し、事業

の推進を図ってまいります。この課では、関係部局との緻密な連携が重要であると考えますの

で、職務の兼務化なども検討してまいります。 
 次に食育条例の制定についてでありますが、食育条例の制定については、当初の食と農健康

な杜づくりプロジェクト構想にも掲げており、市民の食や農に対する意識を高めるためにも条

例制定は必要と考えております。今後は北杜食育・地産地消推進協議会のご意見も伺いながら

条例制定に向け、取り組んでまいります。 
 その他につきましては、教育長及び担当部長からお答えします。 

〇議長（秋山俊和君） 
 井出教育長。 

〇教育長（井出武男君） 
 １５番、渡邊英子議員のご質問にお答えをします。 
 次世代を担う子どもたちのためについて、いくつかご質問をいただいております。 
 食育の推進の中で、教育ファーム事業、地産地消の推進、学校給食への地元野菜等の導入拡

大の成果と課題についてであります。 
 はじめに成果といたしましては、地元産食材の給食への利用は、年々増加してきております。

学校給食では、旬の地元産野菜を利用した行事食、郷土食等を献立に取り入れており、学校・

家庭に配布する献立・給食だよりには生産者、食材の紹介などを行っています。 
 地元食材を使った給食試食会等では、生産者と児童生徒が直接、食材に対する意見交換をす

る中で、具体的な米や野菜作りの苦労話を聞き、地場農産物への愛着心や安心感が深まってい

ます。このように給食から食の安心・安全を学び、食に関する知識と食を選択する力を習得し、

健全な食生活を実践することができるよう、食育を推進しています。また、平成２０年度の冬

休みには、地元産の大豆を使用した味噌づくりに栄養職員、調理員が取り組み、今後、熟成し

た後、学校給食の食材としたいと考えております。 
 これらの取り組みをしている中で、これからの課題についてもいくつか考えられます。市内

の全学校給食に地元産物資を取り入れるには、生産・流通システムについて、地域生産者・農

業法人をもとに、地域商店の協力を得ながら取り組んでいくこと。また食材によっては、季節

により学校給食に取り入れていくことが難しい時期もあるので、年間を通して安定供給と旬の

野菜をそのときどきで給食に使用できるよう、関係者と協議していかなければならないこと。

給食から出る生ゴミを、生産者に還元するリサイクル方法を確立していくこと。生産者・販売

者・学校給食のお互いが無理をせず、地産地消が学校給食に持続できるようにしなければなら

ないこと。また、栄養教諭の配置により地域、家庭を含めた食指導の充実を図ることなど、こ

れらの課題について、今後、検討していかなければならないと考えております。 
 次に全国学力・学習状況調査の結果について、お答えをいたします。 
 はじめに、教科に関する調査についてであります。 
 この調査では、小学校６年生の国語・算数、中学校３年生の国語・数学について、主として

知識に関する問題と、主として活用に関する問題が出題され、その定着率が調査されました。 
 まず、北杜市全体の調査結果の概要について、ご説明いたします。 
 小学校６年生については、主として知識に関する問題では、平均正答率は国語、算数とも全

国と同程度、山梨県よりも上回っており、良好といえる結果でした。一方、主として活用に関
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する問題では平均正答率は国語、算数ともに全国、山梨県を上回り、良好といえる結果でした。

中学校３年生については、主として知識に関する問題、主として活用に関する問題の両方で、

国語、数学とも全国、山梨県を上回り、十分良好と言える結果でした。また、小・中学校とも

に国語の関心・意欲・態度が、非常に高いポイントとなりました。課題に主体的に関わってい

くためには、この点を高めていくことが不可欠であります。教材開発、指導技術の開発等、先

生方の普段からの努力の成果が表れていると思います。 
 ただ、全国、山梨県の傾向と同様、知識・技能等をさまざまな場面に活用する力の到達度に

ついては、小中学生とも改善の方向にあるとはいえ、必ずしも十分とは言えません。指導方法

の工夫など、さらに取り組みが必要であります。 
 次に、生活習慣や学習環境に対する調査であります。 
 これは児童生徒の学習意欲、学習方法、学習環境、生活の諸側面等に関する調査です。全部

で小中とも、７７項目について調査がありました。北杜市の場合、ほとんどの項目でよい結果

が出ております。特に早寝・早起き・朝ご飯に代表される基本的な生活習慣、読書への関心、

地域の自然や歴史への関心、行事への参加、家の手伝いなどが全国に比べても高いポイントと

なりました。 
 これらは、北杜市が提唱し実践している原っぱ教育の読書時間の確保、学校図書館の活用、

地域の素材を生かした学習、望ましい生活習慣、郷土を愛し環境を守るなどの指導指針に関わ

る、多くの項目と一致しております。地域と行政が一体となって、教育力を高める原っぱ教育

の成果の表れだと感じております。 
 一方、家庭での学習の習慣化と決まり・約束を守ることについては、課題が残りました。学

校と家庭が連携しながら、改善を図っていきたいと考えております。 
 なお、北杜市教育委員会としましては、一人ひとりの児童生徒にかかる調査結果について、

個人面談、三者面談等を通して、当該児童生徒に調査結果を提供し、適切な指導助言を行い、

今後の学習に生かすよう指導しています。 
 また、当該学級・学年に関する調査結果については、各校において調査結果を分析し、調査

結果の持つ意味を正しく把握した上で、当該学級・学年全体としての傾向や課題を明らかにし、

改善策等を講じ、今後の指導に生かすように指導しているところでございます。 
 以上でございます。 

〇議長（秋山俊和君） 
 清水保健福祉部長。 

〇保健福祉部長（清水克己君） 
 １５番、渡邊英子議員のご質問にお答えいたします。 
 次世代を担う子どもたちのためにについて、ご質問をいただいております。 
 食育の推進の中で、教育ファーム事業、地産地消の推進、学校給食への地元野菜等の導入拡

大の成果と課題についてであります。 
 福祉部門においては、保育園の園児がすこやかに成長するため、食の重要性について体験し

ながら、学ぶ機会を提供しております。具体的には、これまでも親子食育教室等を実施してき

ており、それに加えて、本年度は教育ファーム事業において、農政課と連携しつつ、武川保育

園をモデルに、年長の園児が土作りから作付け、管理、収穫、調理までを体験するといった取

り組みを行っております。この取り組みは、園児や保護者から高い評価をいただいており、今
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後、市内の保育園に拡大していくことも検討する必要があると考えております。 
 一方、地産地消の推進、学校給食への地元野菜等の導入拡大については、保育園では、離乳

食やアレルギー食の提供といった、きめ細かい対応が必要であることから、各保育園に調理室

を設置し、調理を行っております。 
 この中で、地産地消の推進等の取り組みを推進することについては、実際に調理を行う各保

育園の規模が小さいため、食材の提供が安定的・効率的になされるかといった課題等があるこ

とから、今後の研究課題としてまいります。 
 以上でございます。 

〇議長（秋山俊和君） 
 当局の答弁が終わりました。 
 渡邊英子君の再質問を許します。 
 渡邊英子君。 

〇１５番議員（渡邊英子君） 
 ただいまの答弁の中で、食は命の源であり、また生きていくために欠くことのできない大切

なものだと考えている中で、より具体的な、そして、それをしっかりと取り組んでいく食と農

の杜づくり課が新設されたということ、本当に高い評価をしたいと思っております。その中で、

いくつか質問をさせていただきます。 
 この課というのは、非常に広い分野に入るのではないかと思いますので、何人、その課に配

置する予定なのか。また食ということは、食を通して、ただいま言った安心・安全、それから

食を一番考えると、包装、一番多いものなので、それが地産地消を進める中で、まず遠くまで

運ばなくていい、そして過大な包装をしなくていいということになると、環境保全ということ

にもつながるのではないか。また、食を通しての農業人口、これは当たり前のことですが、つ

ながるだろうと。食育がしっかり行われることによって、健康ということで福祉関係に、健康

な長寿の市になるだろうと。それから、おいしいお米、おいしいお野菜を求めて、食を求めて

観光客も来るだろうと。また、食を通しての商業の発展もあるだろうということになると、活

力あるまちが食を通じて生まれるのではないかということが考えられます。その中で、先ほど

専門職員を置くというふうな形の答弁がございましたが、ただ、食に対しての知識が豊かとか、

そのようなことではなくて、課を超えた政策専門職員を置くことが、この課を充実させること

に大切ではないかと。それぞれの課を超えて、福祉、環境、教育、観光ということに携わるこ

とができる人が必要ではないかということで、政策専門職員を置いたらいかがだろうかと思っ

ています。 
 それから、それぞれの課が携わるということで、連携を図っていくということを答弁の中で

申しておりましたが、この連携というのは、非常に大変なことだろうと思います。それで、そ

れぞれの課に、１つは政策専門職員のような方がいて、お互いに連携をとれることが一番いい

わけですけれども、それができない場合に、課に担当職員を置くのか、兼務という話もありま

したが、課に担当職員を、きちっと食を考える担当職員を付けるのか。それとも他から、その

課に配属されるのか。それも重要なことではないかということで、その考えもお聞きしたいと

思います。 
 それから、もう１点は、その政策専門員というのは、政策に関わることを市長に直接、進言

できるというふうな、認定的なものをつくっていくことが大事だろうと思いますが、職員から
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ではなくて、長けた方を民間からか、また一般的な方を短期間の雇用でもできると思いますが、

そんなふうな、職員以外の方から募集することもできると思いますが、その考えはあるのかと

いうことで、とにかく４点について、市長の答弁を求めます。 
〇議長（秋山俊和君） 

 答弁を求めます。 
 三井副市長。 

〇副市長（三井弘之君） 
 では私のほうからご答弁をさせていただきますが、おっしゃいましたように、食の問題、そ

れから食育というものと、それから農という問題につきましては、白倉市長の思い入れが大変、

強うございまして、今回、組織改正を検討する中でも、食と農の杜づくり課というような課を、

これはユニークな名前かと思いますけども、設けたわけでございます。 
 これはおっしゃるように、非常に対象とするものが分野的には広うございまして、教育の分

野から環境の分野から、あるいは福祉の分野からということになろうかと思います。今、具体

的に職員数は何人だというふうなお話もございましたけども、まだちょっと、そのへんは人事

のときにも考えていかなければならないと思うんですけども、やはり、これはそういう名前の

中で、わざわざ、こういう名前を付けたわけでございますから、その課だけでは対応しきれな

い部分もあろうかと思いますので、これは先ほど申しましたような、他の課の兼務発令のよう

な形で、他の課の職員も、この課の兼務というような形で対応したらいかがかなと、今、そん

なふうには考えているわけでございます。 
 それから政策専門職というご提言もございましたけども、そもそも、この課がこういう具体

的なものを推進しようという課でつくろうとしておりますので、その政策専門職というものが

どういうふうにこの機能をさせるかというのも、少し考えなければいけないのかなと思います。

ご提言につきましては、また年度末の人事等におきまして、参考にさせていただきたいと思う

わけでございます。それから、それを民間からでも採用してみたらどうだというようなご提言

もございましたので、それらも含めまして、年度末の人事のときに考えさせていただきたいな

と、こんなふうに思います。 
〇議長（秋山俊和君） 

 答弁が終わりました。 
 渡邊英子君。 

〇１５番議員（渡邊英子君） 
 非常に、今、答弁がございましたけれども、この課に対する、ユニークな食と農の杜づくり

という、本当に具体的な課というふうなことで、期待するものもすごく大きいわけです。食育

というふうなことを考えてみましても、食育基本法の定義、平成１７年６月に制定されました

食育基本法の定義によりますと、食育は生きる上での基本であって、知育、徳育、それから体

育、その基礎となるべきものということが定義されておるぐらいのものですので、食育をしっ

かりしていくことによって、先ほど教育長が学力は大変よいというふうな方向性で答弁されま

したが、それがさらに進むのではないかと思っています。 
 その食育の中で、食と農の推進プロジェクトというところで、食育に対して農政課の担当が

非常に苦労していたような気がしますけれども、その取り組みについて、またどのような問題

点があって、これから生かしていったらいいのかということが、もし答えられましたら、お願
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いいたします。 
〇議長（秋山俊和君） 

 答弁を求めます。 
 名取産業観光部長。 

〇産業観光部長（名取重幹君） 
 渡邊英子議員のご質問にお答えいたします。 
 農政課では、先ほど市長がご答弁しましたとおり、昨年からさまざまな事業を展開してまい

りました。特に次世代を担う子どもたちのためにということで、食農教育ということで、力を

注いでまいりました。教育ファームにおきましては、本年度もすでに５回、実施したというこ

とで、その中では先ほど申し上げました環境関係で生き物調査、地球温暖化の原因となる食品

容器包装の油化実験、それから水を守るための森づくりということで、さまざまな食農教育事

業を展開しまして、その中で感想文や保護者からの話し合いも実施しました。その中で、家庭

で実践するようになったとか、農家の苦労が分かったと。大変、うれしい感想をいただいたと

いうこと。それから、さらに今年からは、先ほど申しました保育園における教育ファームにも

着手をしたということで、やはり子どもたちが家で野菜の会話をするようになったとか、畑の

状況、体験内容を伝えるブログも大変、うれしいコメントをいただいているということでござ

います。 
 さらに学校給食の地産地消推進ですが、地域の生産者をはじめとしまして、ＪＡ梨北、それ

から学校の給食栄養職員等と連携して、これまで進めてまいっておりますが、昨年度は学校給

食における米飯給食回数を週３回にしたということ。それから、これにつきましても、農薬、

化学肥料を５割に削減し、特別栽培米の導入にも着手したと。これは県内では初の取り組みと

して、注目を浴びたということでございます。また、長坂中学校においても出荷組合の、農家

の方をお招きしまして、生徒たちの感謝祭を実施したと。さまざまな事業を推進してまいりま

した。その中でやはり、同じような話ですが、農家のありがたさ、それから食は残してはいけ

ないというふうな気持ちが、自然と生徒たちから生まれたということは、大変、高い評価をし

ていいと、こういうふうに思います。 
 いずれにしましても、先ほど副市長が申し上げましたが、大変、幅広い分野であるというこ

とで、やはり連携を持つということが課題で残ったということでありまして、新しい課を設置

していただくと。その中に、先ほど部外者というか、民間というお話もございましたが、ＪＡ

梨北と話し合いを進めておりまして、梨北のほうでも、来年２月ですか、新しい地産地消の担

当部署を置くということで、組合長からもお伺いしております。そんな中で、そこの部署と、

私どもの新しい課との連携を強化して、一緒になって食育をさらに進めていきたいと。もちろ

ん地産地消で直売所の充実、それから流通システム、先ほどありましたが、給食についてもき

ちっとした流通システムを図っていかないと、営農指導とともに必要であるということで、こ

のへんの強化を進めながら、来年度以降、進めていきたいと、こういうように考えております。 
〇議長（秋山俊和君） 

 答弁が終わりました。 
 渡邊英子君。 

〇１５番議員（渡邊英子君） 
 ただいまの答弁の中に、ＪＡとの連携を図っていく。今までも相当、北杜市はＪＡ梨北との
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連携を図ってきたと評価しているところですけれども、さらにこの新しい課、新設される課に

ついて、ＪＡとより強化な連携を図るというふうなことが申されましたけれども、より以上の

連携というと、どのような連携を考えていらっしゃるのでしょうか。 
〇議長（秋山俊和君） 

 名取産業観光部長。 
〇産業観光部長（名取重幹君） 

 すでに設置しています協議会も、組合長さんにお願いをして、会の運営もしております。そ

こで、先ほど言いましたが、ＪＡでも組織体制を強化するということで、実際の詰めはまだ行っ

ておりませんが、おそらく人事交流、あるいは派遣のような形で、一緒になって地産地消、食

育問題に取り組みながら、それぞれ私どもではできない事業があります。農協でなければでき

ない事業、それから行政としてしなければならない事業がありますから、そのへんのすみ分け

をしながら協働して取り組んでいきたいと、こういうことでございます。 
〇議長（秋山俊和君） 

 答弁が終わりました。 
 渡邊英子君。 

〇１５番議員（渡邊英子君） 
 保育園の、先ほど親子の調理教室があるということを答弁の中で申されておりましたけれど

も、この食と農推進プロジェクトができたときに、１９年８月に小浜市から中田政策専門職員

が来て、保育園の年長さんに調理の指導をしてくださるものを見学いたしました。そのとき、

保育園の子どもたちがお豆腐を手のひらで切るという、本当に信じられない、まさかと思った

ことをやり遂げた、そのときの子どもたちの輝いた目、やり遂げたときの満足気な顔というふ

うなものが忘れられないわけですけれども、そういうふうな食育の中で、例えば親子の調理教

室は、今まで健康増進課で取り組んでいたものなんですが、今度はそれを系統立てて、義務食

育というような形の中で、小学校の高学年、中学校までを調理、体験させて食べるということ

と、生きるということの結びつきをしっかりつけていくのか、そのへんの考え方。一本化する

のか。一本化することによって、同じような事業がいくつかされていることが、経済的にも、

それから一元化されることのほうが系統立った指導ができるということで、いいんではないか

と思いますが、その点について、答弁をお願いいたします。 
〇議長（秋山俊和君） 

 答弁を求めます。 
 白倉市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 直接、答弁になるのかどうか分かりませんけども、先ほど来の議論を聞きながら答弁させて

いただきたいと思いますけども、時代の背景として、安心・安全というものが大変、注目され

ていることはたしかであります。そしてまた、私どもも今、小浜市の話が出ましたけども、食

育ということで、総務省のご指定をいただきながら、西の小浜と一緒になって、食育をやった

と。そして、あるいは地産地消ということで、農林省のモデル地区に位置づけられてやったと。

その成果として、私どもは発展的に、この食と農の杜づくり課にも大変、大きな関心を示して

いることはたしかであります。 
 先ほど、議員ご指摘のとおり、私ども子どものころは知・徳・体育でしたけども、さらに今
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日的には食育というのが、その３つの基礎・基本になっているではないかとご指摘がありまし

たが、まったくそんなふうな思いもします。聞きようによっては、食はまったく人生の礎、基

礎かもしれません。そんな中にありまして、またさらに日本一の梨北米になったこともたしか

でありますので、さらにダブった言い方になりますけども、食と農の杜づくり課を位置づけて

いるところであります。 
 さっき、冒頭のほうで、言ってみれば、オールマイティの専門職の人を配属する必要がある

ではないかと。まったく、そういう感じもします。片やエキスパートというか、専門職も求め

られている時代ですから、なかなか人事の位置づけは難しいわけですけども、限られた人材の

中で、それが即オールマイティになるのか、より専門職の人事配置になるのか分かりませんけ

ども、先ほど副市長ご答弁のとおり、まだ人事的なものは詰めておりませんが、大変ユニーク

といいましょうか、北杜市の誇れる梨北米を含めた、原っぱ教育を含めた、欲をかいた課にな

るはずでありますので、食と農の杜づくり課に対しては、注目に、あるいは時代背景を承知し

ながら、しっかりした課にしていきたいと思っていますので、ご理解をいただきたいと思いま

す。 
〇議長（秋山俊和君） 

 進藤教育次長。 
〇教育次長（進藤芳彦君） 

 渡邊英子議員の再質問にお答えします。 
 今の食育の関係の推進ですけども、基本的には私ども考えておりますのは、それらの企画に

ついては、食と農の杜づくり課が行って、そしてそれらを連携する中で、実践については、わ

れわれ現場が持っております教育委員会サイドの、学校とかそういった現場で実践していくと

いうようなことで、これからよりよく、連携の中で、１つの体系立った事業がなされていくん

ではないかなというふうに考えております。 
〇議長（秋山俊和君） 

 答弁が終わりました。 
 渡邊英子君。 

〇１５番議員（渡邊英子君） 
 この新設された課に対する大きい期待をしているところです。それで、給食のほうの地産地

消を大きく進めた理由の中で、６月の議会の中の中嶋議員の質問の中で、本市の米飯給食につ

いて、教育次長の答弁、３．５というふうに答えられたと思うんですが、現在、私がちょっと

調べたところでは３というふうな記憶があるんですが、まずそのところで答弁をお願いします。 
〇議長（秋山俊和君） 

 進藤教育次長。 
〇教育次長（進藤芳彦君） 

 お答えいたします。 
 当時、たしか６月におおむね３．５回ぐらい、２０年度の中では実践されるというふうに答

弁しておりまして、今、担当のほうに、もう一度、しっかり、全給食数と、それからそれに対

する米飯給食の回数を再度、調査しておりまして、また答えが出ましたらお答えしたいと思い

ます。３回以上ではあるんですが、３．５まではいっていないように思いますので、申し訳ご

ざいません。 
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〇議長（秋山俊和君） 
 答弁が終わりました。 
 渡邊英子君。 

〇１５番議員（渡邊英子君） 
 併せて質問いたしますが、本市のお米、梨北米は食味ランキングナンバーワンということで、

学校給食でたくさん、子どもたちに供給される。そして、学校給食で使うことが米消費の拡大

につながるということは承知していますけれども、そのときに教育次長は米飯給食、４日とい

うふうなことを答弁の中で申したと思うんですけれども、今の実態でも３日の中においても、

非常にご飯は手がかかって調理が大変だという中で、４日というふうな答弁がされたときに、

調理員さんたちがこのまま、この調理員たちの数で、このまま４日するということに対しては、

限界があるのではないか。もし、４日にするんでしたら調理員を増やすとか、何かそれなりの

手当が必要ではないかということも申されておりましたけれども、梨北米を使ったお米をたく

さん食べていただくことはいいんですが、この調理員さんとの調理をする場のご意見などは、

どのようにお聞きしているでしょうか、お考えでしょうか。 
〇議長（秋山俊和君） 

 進藤教育次長。 
〇教育次長（進藤芳彦君） 

 週４回というのは、国とか県とかの方向も今、３回で指導されているんですけども、もう少

し増やすようにというような考えも、基本的にはありました。それから昨年の段階で、もう少

し進めていくには、従量ベースで４０％達成していこうという大きな課題がございましたので、

それらを達成していくにも、お米を増やしていこうということで、炊飯する設備は給食センター

それぞれのところにございますので、設備的な投資はいらないということで、ご指摘のような、

米飯給食をしていくのには、調理員が炊飯をすると余分な手間がかかります。普段の調理より、

パン給食の日よりも炊飯するという作業が１つ増えますので、余計な時間がかかるということ

で、大変、苦労されているというような話は聞いております。 
 今後の増やしていくのに問題点としましては、ご指摘のような米飯の日に調理員の手数が、

もう少し必要だということと、それからもう１つは、やはり週の３日の米飯給食に比べて４日

になってしまうと、いわゆるお米をベースにしたメニュー立てということになりますので、副

食やなんかについての、いろんなバリエーションといいますか、そういったものが、ある意味、

制約される場合も出てくるというようなことで、それらを取り組んでいくには、そういったメ

ニュー立ての工夫とか、それから今の人的な問題とか、そういったものを今後、解決していく

必要が、もちろんあるというふうに認識しております。 
 以上です。 

〇議長（秋山俊和君） 
 答弁が終わりました。 
 渡邊英子君。 

〇１５番議員（渡邊英子君） 
 そのへんの現場との、しっかりした話し合いというふうなことは、必要ではないかと思いま

すので、しっかりした話し合いを進めていただきたいと思います。 
 それから学力テストについてですけれども、非常に北杜市の結果がよかったということで、
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うれしく思っているところですけれども、その中で学校の特徴、それぞれの学校の特徴という

ふうなものが、今回見えたのか。それとも、北杜市の中では平均的で、特徴ある学校というふ

うなものはなかったのかということで、ちょっと答弁をお願いいたします。 
〇議長（秋山俊和君） 

 答弁を求めます。 
 井出教育長。 

〇教育長（井出武男君） 
 お答えをいたします。 
 お尋ねの件につきまして、今回の学力のテストにつきまして、北杜市内の学校、小中２４校

ございますけども、それにつきまして、差があったかというようなご質問であろうかと、そう

いうことでございますか、特徴でございますか。特徴は先ほども申し上げましたように、学校

間で特別、どういうふうに違いがというほどのものはございません。市内の小中学校の概要に

つきましては、先ほど申し上げたとおりでございますけども、８町が１つになっての市でござ

いますけども、それが例えば学校間、あるいは旧町村間で特徴があるかというと、申し上げる

ほど特徴というのはございません。というのが、お答えになろうかと思います。 
〇議長（秋山俊和君） 

 答弁が終わりました。 
 渡邊英子君。 

〇１５番議員（渡邊英子君） 
 指導方法の工夫などの取り組みの必要がある知識、技術とさまざまな場面での活用するとこ

ろの力の中で、指導方法の工夫などの取り組みの必要があるというふうな答弁がされておりま

したけれども、各学校の中で、いろいろな指導方法というのは、工夫されていると思うんです

が、それ以上に工夫が必要ということで、その特徴というのはどんなふうなところが見えたん

でしょうか。 
〇議長（秋山俊和君） 

 井出教育長。 
〇教育長（井出武男君） 

 お答えします。 
 さらに課題をご質問されましたので、課題といえば、そういうこともあるという、プラスア

ルファのお願い、現場に対してお願いでございますけども、今までも月例の研究会とか、いろ

んな形で指導の工夫、改善等はなされておるところでございまして、先ほど申し上げましたよ

うに、大変、教科にしましても、それから学習に対する７７項目の姿勢ですね、そういうもの

にしても、大変、教育委員会というよりも市民、あるいは関係の皆さんを挙げて、大変、うれ

しいといいますか、結果であったというふうに思います。 
 申すまでもなく、教育というのは大変、地味であるというふうに私は理解していますし、一

朝一夕に成果が挙がるものではございませんので、こうした成果も今回の結果につきましても、

学習の中身、あるいは子どもたちの実態というものが積み重なったものであるというふうに受

け止めていまして、さらに万事徹底といいますか、いわば早寝、早起き、朝ご飯というような、

いわゆる基本的な生活習慣、まさに人でなくても基本の基本でございますけども、そういうも

のにつきましては、全国的に呼びかけられているものが、北杜の中ではすでにクリアしている
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というふうに理解をしていまして、さらに前と同じように、市を挙げて、その原っぱ教育に取

り組んで、そして成果も市の皆さんと一緒に喜ぶというような結果が出ればいいと思いまして、

さらに基本にプラスするとすれば、これは私の個人的な考えでございますけども、さらにあい

さつとか読書、話し合い、言ってみれば、今までは早寝、早起き、朝ご飯というような呼びか

けをしていましたけども、さらに北杜の場合には、地域の皆さん、保護者の皆さん、学校を挙

げて、読書、あいさつ、話し合いというような運動を取り上げまして、人間関係の構築とか、

あるいは自己の研鑽というのを目標に取り組んだら、なお一層、効果が上がるんではないかと

いうふうに考えています。お答えになったかどうか分かりませんけど、どうぞご理解いただき

たいと思います。 
〇議長（秋山俊和君） 

 渡邊英子君。 
〇１５番議員（渡邊英子君） 

 最後に、先生方がきっと誇りに思った教育をする中で、自信を持って教育されていくことだ

ろうと思います。それで北杜市の子どもたちが自立した、しっかりした子どもたちに成長する

ことを期待いたしまして、質問を終わります。 
〇議長（秋山俊和君） 

 以上で、質問を打ち切ります。 
 これで１５番議員、渡邊英子君の一般質問を終わります。 
 ここで、暫時休憩をいたします。 
 再開は２時４０分といたします。 

休憩 午後 ２時３１分 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

再開 午後 ２時４１分 
〇議長（秋山俊和君） 

 休憩前に引き続き、会議を開きます。 
 次に北杜クラブ、１３番議員、千野秀一君。 
 千野秀一君。 

〇１３番議員（千野秀一君） 
 水道料金の統一について、お伺いをいたします。 
 すでに類似の質問がされておりますが、重複しないように質問いたしますので、ご答弁をお

願いいたします。 
 市内には現状８６カ所の自己水源があり、４６の簡易水道事業を行っております。用水供給

の状況も湧水、浅井戸、深井戸、伏流水、表流水利用とさまざまであり、したがって水道料金

体系も、それぞれに異なっております。 
 合併から５年、水道料金の地域間格差は、その事業において同一サービス、同一料金の原則

からして是正が必要と理解はいたします。また、先の簡易水道運営委員会の答申を受けての料

金等の統一、改定案についても大泉町のように２年ごと、４回の段階的改定により平均家庭で

５０％の値上げとなる内容ではありますが、答申を尊重する立場から理解もいたします。そし

て、この料金統一が北杜市水道事業を推進していく上で、試金石になろうとも思っております。 
 しかし、現状、ダム水利用６町村で２．３６倍、８町間ですと４．３９倍もの料金の格差が
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あり、その要因にダムの水が大きく関わっていることは否めません。ダム水利用の各町にはそ

れぞれ責任水量制があり、責任水量はそのまま責任料金となって、一般会計からの繰出金の相

違はあるにせよ、その受水量により、現状の料金格差となっています。実際の使用率は、２０年

度においては大門系の高根、大泉、長坂、小淵沢、３町の平均で６３．６％。塩川ダム系の明

野、須玉町はもっと少なくて５９．４５％であります。そして６町の平均で、６５．３％であ

ります。この６町の責任水量は責任料金とし、６億８千万円であり、実際の受水量を立米

１０５円で換算すると４億２千万円となり、約２億６千万円もの未使用負担分を支払っていま

す。このことがダム使用地域の料金を押し上げていることは明白であり、６町平均ですと

１０５円の基本料金が受水単価で１６８．５円となっています。使用率が４．７２％と最も少

ない高根町の場合、受水単価は２２２．７円と基本料金の２倍以上となっており、それが今日

まで使用者の負担となっております。 
 ちなみに、塩川ダムの受水者である韮崎市は使用率８９％で、受水単価１１８円であり、旧

双葉町は９５．８％使用で、受水単価は１０９円と無駄のない状況と思われます。そこで伺い

ます。 
 この責任水量制、言い換えれば基本水量はいつごろ決められたものか。 
 その次、その決定までの経緯と背景はどのようなものがあったのか。 
 そして、毎年２億６千万円もの負担のもととなる基本単価と基本水量によるダム水負担の見

直しは、どうしても必要と思われます。先般、示された平成１９年度策定とする市水道事業計

画簡易水道統合整備事業計画の整備項目の中に、水源の統廃合、主な目的としてダム水の有効

利用、そして自己水源の再検証とかがあり、また整備項目、配水管網の整備の中には、各町内

の給水区域の取り払いとあります。 
 このような計画推進に対しては、市民はにわかに受け入れることは難しく、また市民は自己

水源の水に対する崇敬の念、水にまつわるお祭り、そして歴史的水利権、既得権、そしてその

水をもとにした地名や人の生き方さえも水に例えてきた、そういう身近な自己水源であるため

に、ダム水の負担、改善は料金の統一の一方で重要な課題と思っています。そのお考えをお伺

いします。 
 次に教育センターの統合に伴う今後の施策、施設管理について、お伺いをいたします。 
 庁内の機構改革に従って、教育センター統合については、８町の各センターそれぞれに市民

各種団体との密度の濃い協働の関係が、数多くの管理をしている施設や指定管理者との関係な

どもありまして、２２年４月スタートまで半年となった今、多くの市民から戸惑いの声を聞い

ています。そこで、いくつかお伺いいたします。 
 まず、管轄諸団体への説明をされてきているわけですけども、まだまだ十分でないような気

がいたします。そのことについて、これから実施に向けて、どのような取り組みをなさってい

くおつもりかをお伺いいたします。 
 そして総合支所の宿直、日直の廃止が説明をされました。教育センターが総合支所の中に入

るということの説明であるならば、土日が支所が休みということで、従来、センターが行って

きた土日の仕事等も大変、やりにくくなるだろうと思われます。またセンターが移動し、その

施設が無人化とならないように、ぜひ配慮をお願いしたいと思います。なんらかの管理人等を

置く必要があるかと思われます。その対応は、いかがでしょうか。また各センターが行ってき

た地域に密着した企画、あるいは密着した講座等、事業の継続はどのようになるか。これも不
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安の要因です。また、もう１つの仕事としてカウンセラー事業などの継続性は、障害はないか

どうか、これもお伺いいたします。 
 次に午前中に示されました北杜市のホームページアクセス数、１カ月最高２０万件、平均で

８万件の活用があると、アクセスがあるというお話しがありました。これを利用した北杜２４景

をホームページで、動画で流すという提案であります。 
 市の宝である２４景には朝、昼、晩、そして四季折々に美しさがあります。全２４景を紹介

したポスターやポケット型のパンフレットには、北杜市民も見入ってしまいます。しかし、こ

れらをより多くの人に見てもらう。そして、より遠くの人にも見てもらいたい。そういう気持

ちがあるわけですけれども、なかなか難しさがあります。そこでホームページで紹介し、ホー

ムページで画面操作ができるような、ライブ映像ができるシステムの構築を提案いたします。 
 すでに市内大泉町には合併前から、このライブカメラがございまして、今でも稼働しており

ます。これも２４景、すべてを配信できるような、そういう施設にしたらいかがかというふう

に提案をいたします。これは大変、大きな集客パワーもあると思いますし、またこの広い北杜

市に点在する２４景をライブカメラで見られるわけですから、防災等にも役立つのではないか

というふうな気もいたします。 
 以上３点でありますけども、ご答弁をお願いいたします。 

〇議長（秋山俊和君） 
 答弁を求めます。 
 白倉市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 千野秀一議員のご質問にお答えいたします。 
 水道料金統一問題について、いくつかのご質問をいただいております。 
 はじめに、峡北地域広域水道企業団との責任水量制がいつ定められ、各町村の量の決定の経

緯についてであります。 
 責任水量制は峡北地域広域水道企業団が財政基盤の安定を図り、用水を責任を持ち安定的に

供給するために、常に一定の収入を確保し、事業運営の安定を期すため、構成市町村間で決定

した、供給開始当初からの制度であります。 
 また基本水量の決定でありますが、昭和５５年度の広域水道事業としてのダム建設時に、構

成町村が基本水量の申し込みをし、現在に至っていると聞いております。 
 次に、基本水量の見直しについてであります。 
 水道用水供給事業は多額の先行投資を必要とし、固定的な経費が大部分を占めることなどか

ら、常に一定の収入を確保する必要があります。しかし、市としましては、水道事業の財政状

況が厳しい中、基本水量について構成市と協議してまいりたいと考えております。 
 その他につきましては、教育長及び担当部長から答弁いたします。 

〇議長（秋山俊和君） 
 井出教育長。 

〇教育長（井出武男君） 
 １３番、千野秀一議員の質問にお答えをします。 
 教育センター統合に伴う施設管理についてであります。 
 現在８教育センターは、来年４月から東西南北の４教育センターになり、総合支所に入るこ
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とにしております。教育センターが管理している体育施設及び社会教育施設については、施設

利用の申し込みは、各教育センターの窓口及び電話で受け付けをする予定でございます。使用

料については、教育センターで納付書を発行し、従来どおり総合支所または金融機関窓口での

支払いとなります。各施設のカギの貸し出しについても総合支所で行い、返却は返却ボックス

等を設置し、対応したいと考えております。また、住民や諸団体への周知は市広報誌などに掲

載し、徹底を図りたいと考えております。 
 なお、現在の教育センターの施設には、他の社会教育施設なども併設されておりますので、

利用者に不便をかけないような措置を検討してまいりたいと思います。 
 また、青少年育成カウンセラーについては、各教育センター及び学校との連携を考慮し、生

涯学習課に配置する予定でございます。指定管理者に管理をお願いしている体育施設について

も、生涯学習課が一括して担当します。また、各教育センターが主催している講座学級等につ

いては市全体で見直し、各町の特色ある事業は、今後も継続していきたいと考えています。 
 以上です。 

〇議長（秋山俊和君） 
 小林企画部長。 

〇企画部長（小林喜文君） 
 １３番、千野秀一議員のご質問にお答えいたします。 
 北杜２４景をホームページに動画でについてであります。 
 北杜市内の素晴らしい景色、景観の中から定められました北杜２４景、これらの景観を市民

の皆さん方だけでなく、全国の方々に紹介するためにライブカメラを用いて動画で配信すると

いうご意見は北杜市の景色、景観を全国に向けてＰＲする上で、大変有意義なことと思います。 
 四季折々のそれぞれの景色、景観の美しさは本当に素晴らしいものであり、見る人を感動さ

せ、心に残る思い出をつくります。市内では、合併前に旧大泉村で整備したライブカメラが

１０カ所ありますが、これらも落雷などで被害を受けやすく、整備後の年数も経っており、故

障の頻度が高くなってきております。またライブカメラを新たに設置する場合、公共施設等の

建物に取り付けるのがよいかと思いますが、映像を送信するために、その場所に専用ケーブル

を設置する必要があります。仮に合併時に整備し、現在、行政用で使用しております光ケーブ

ルを有効利用したとしても、そのケーブルが設置してある施設、さらには北杜２４景の場所の

近くにある施設などに限られます。いずれにしましても、経費も相当要することが想定されま

すので、今後の検討課題とさせていただきたいと思います。 
 以上であります。 

〇議長（秋山俊和君） 
 当局の答弁が終わりました。 
 千野秀一君の再質問を許します。 
 千野秀一君。 

〇１３番議員（千野秀一君） 
 まず水道料金という質問で入りましたけども、この水道料金を多くの市民の皆さんに理解し

てもらうためには、格差を少なくして、経過措置をとって統一をしていくというだけではなく

て、今後、北杜市の水道事業がどの方向に向かっていくかということを事前に市民に知らせ、

そのためにどういうスケジュールで、何年後に、こういうふうな段階にいきたいんだというこ
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とを、ある程度、先に示しておく必要があるのではないかというふうに思います。その中で、

料金を統一する前提として、ちょっと、今日も午前中に話がありましたけども、先般の新しい

運営委員会の中で示された計画の中の、各町の中の給水区域を取り払うというふうな事業が示

されていました。それ１つとっても、町の中にある水源がいくつかある場合は、それをつなげ

るということに対して、地域の水利権者さんたちが、いろんな意見を言うことは想定されます。

ということを一つひとつクリアしていかなければ、水道事業が前へ進まないということを考え

た場合に、想定されることを事前に、よく地域の水利権者、水源に関係する皆さんに説明をし

ていかなければいけないと思います。そのへんのところを、執行側だけで水道事業を、こうだ

からという形で、管がいつか知らない間につながってしまったということが絶対ないような、

そういうことを市と住民との信頼関係の中で、事前にしっかりした立場を持っていっていただ

きたいと思います。そのためには、なんらかの推進するための期間が必要かと思うんですけど

も、そのようなお考えがありますか。 
 それと、特に管路をつなぐという部分では、いろんな抵抗が出てくると思います。将来的に

は北杜市が１つという形になった場合には、午前中、ちょっと話がありましたけども、町を越

えてつながなければならないような場所もあろうかと思います。そういうときにも、それなり

の住民のいろんな意識が出てくると思いますから、それに対応できるような組織、あるいはそ

のための説明をするような、考えをきちっと先に持ってくる必要があると思います。そういう

ことがなければ、この料金問題は前へ進まないような気がするんですけども、そのへんのとこ

ろをまず、お聞きします。 
〇議長（秋山俊和君） 

 答弁を求めます。 
 堀内生活環境部長。 

〇生活環境部長（堀内誠君） 
 千野秀一議員の再質問でございますけども、まず料金を統一する中で、今後の市の水道事業

についての計画ということで、ご答弁をさせていただきたいというふうに思います。 
 もう何回も答弁をしているわけですけども、旧町村のときから昭和６１年ですけれども、各

町村で各町村の中の簡易水道の統合整備を進めようということで、計画をしてきた経過がござ

います。合併後もその計画を引き続いて、現在、各町ごとの統合整備計画を今現在、実施して

おります。 
 そうした中で、平成１９年に北杜市全体の統合整備計画というものを厚生省のほうへ出した

わけですけれども、これにつきましては、旧町村時代にやっていた明野、須玉、高根、長坂の

統合整備事業へ小淵沢町が合併したことによりまして、小淵沢町を追加して事業を推進してい

くという計画を立てて、提出したものでございます。 
 今回、料金改定につきましては、国のほうで簡易水道統合整備事業がなかなか進まない。国

も財政的に非常に厳しいという中で、簡易水道事業の統合整備につきましては、国の補助金の

適用が受けられますけども、そういう中でも、もう期限を切りましょうという中で、２８年を

切りに統合整備計画は、簡易水道の統合をしない限りは、補助金は出しませんよという計画に

なっております。 
 そうした中で、北杜市も今年度、統合整備計画を新たに策定して、国のほうに出すわけです

けれども、これにつきましては、再三申し上げてありますように、簡易水道事業、４６カ所に
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つきまして、北杜市の水道事業の経営認可申請を行うものでございます。 
 この中には２通りございます。１つは経営の統合、そしてもう１つは施設の統合というもの

でございます。経営の統合というものは全体の料金の統一、それから公営企業に移行いたしま

すので、資産台帳の作成等々の整備をしていく、そういうソフトの面でございますけども、し

ていくところでございます。それから施設の統合ということでございますけども、これにつき

ましては、今までの各町の簡易水道の、先ほども議員さんおっしゃいますように、自己水源

８５カ所、これにつきましては深井戸もありますし、湧水もありますし、表流水もあります。

そうした中での今後、それらが使えるかどうかと。非常に取水量の少ない深井戸等もございま

す。これらを検証しながら、もし使えないような場合につきましては、水道企業団よりの、ダ

ムの水の有効利用をしようという部分もございます。 
 それから、配水池の統廃合でございます。現在１１６カ所の配水池がございます。これらに

つきましても老朽化が懸念される場所もありますので、それらのものにつきましても検討をし

ていこうと。 
 それから配水管の管網ですけども、管のものですけれども、これにつきましては、各町内の、

要するに旧村の中の統合ということですから、区域を超えた中での統廃合の取り払い、要する

に枠を離れた統廃合を考えております。具体的に言いますと、４６の簡易水道を今度は８つの

区域という言い方でしょうか、旧村ごとに統合整備をしてきましたので、それらの取り払いを

行いまして、北杜市全体の中のエリアは設けますけれども、１つの各町村を結ぶということで

はないように理解していただきたいと思います。 
 そうした中で、水道ビジョンにもありますけども、今後は安全で安心な、要するに水の供給

をしなければならないということで、北杜市全体の中を見直した中では、どうしても水の固い

地域もございます。一朝有事のときに、給水もしなければならないということで、緊急に整備

をしなければならない、緊急に連絡管を整備しなければならないところもあると思います。そ

ういうものにつきましては、当然、町村を超えますので、それらについては十分、それらの方々

と協議をしながらしていくような考えでおります。そういうことで、ご理解をいただきたいと

いうふうに思います。 
〇議長（秋山俊和君） 

 答弁が終わりました。 
 千野秀一君。 

〇１３番議員（千野秀一君） 
 基本水量のことについては、先ほど市長が構成市と今後、協議をしてみたいというふうな答

弁を行いました。先ほど言いましたように、再三、出ていますように、ダム水がどうしても高

いというふうな観点から、この負担を少なくするためには、どうしても北杜市と、あとの２つ

の構成市との間で、どういう理由があったにしろ、これからこのままの関係でいいやというこ

とではなく、協議をして、そして必ず市民の負担の軽減に努めていただきたいというふうなこ

とを強くお願いをしておきます。 
 そして今、もう１つは各町内の整備網のことにつきましても説明があり、もう１つ、各４６を

８つの水道にする。そして、町を超えての統合は考えていないというふうなことの明言をお聞

きしました。このことは、特に私、大泉ということもありますけども、湧水の多い大泉とすれ

ば、それがよその町と連結されるということの危惧をしている住民が多いわけですから、その
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ことはないということで、大変、心強く思っています。 
 それでは、あとは教育センターの関係で、もう１つ、２つ、質問させていただきます。 
 教育センターが入っている施設が、センターの移動に伴って無人になってしまうというとこ

ろもあるわけですけれども、先ほどちょっと、僕も話したように、まだ想定が、よく伝わって

いないかと思うんですけども、午前中、午後、そして夜というふうな形で、貸し館のような仕

事をしている大泉の総合会館を例えにしてみますと、教育センターがなくなってしまえば無人

になってしまう。その場合に、土日に特に使用頻度が多い場合に支所にカギを用意しておいて、

いくつかの団体が１日に、例えば３団体使う。２日ということになると、６団体が使うという

ふうな場合に、カギはどういうふうに渡すのか。そして、もう１つは、夏場はいいとしても、

冬場の場合ですと暖房の問題なんかもあったり、そういうふうなものの運転、あるいは使い終

わったからといって運転を止めるとか、あらゆる作業がホールを借りた人が責任を持ってやる

ということになりますと、それも土曜日、明日、日曜日、また使うということもありますと、

大変、難しい運営になろうかと思うんですけども、貸しカギということだけで、うまくできる

のかどうかが心配です。当然、そういう大きな施設であるから、完全に無人化ということでは

なく、午前中、ちょっと答弁があったように思うんですけども、教育センターの職員という意

味ではなくて、その管理者としての人員配置をぜひ、お願いしたいなというふうに思いますけ

ども、そのへんのお考えをまず、お聞きしておきます。ご答弁をお願いします。 
〇議長（秋山俊和君） 

 答弁を求めます。 
 堀内生活環境部長。 

〇生活環境部長（堀内誠君） 
 ただいま、千野議員が確認の意味で答えられたことについて、ちょっと確認をしたいという

ふうに思いますので、よろしくお願いしたいと思います。 
 統合整備事業の中で、町村間をつながないということを申しましたけども、これにつきまし

ては、施設の統合についての必要最小限の、水の固い地域もありますので、その部分につきま

しては、要するに受益というか、受水を受けている方たちとも協議をしながら、このビジョン

でいいます安全な安定した供給をするためには、当然、必要だというふうに考えておりますの

で、そのへんは緊急的に使う部分の接続はさせていただくということで、ご理解いただきたい

と思います。 
〇議長（秋山俊和君） 

 進藤教育次長。 
〇教育次長（進藤芳彦君） 

 千野議員の再質問にお答えいたします。 
 教育センターが４つになってしまうことによりまして、各地区に教育センターが管理してお

る社会教育施設、体育施設はほとんど指定管理者になっておりますので、基本的に考えていま

すのは、学校を開放している体育施設と、それから社会教育施設を管理していくようになるか

と思います。 
 カギの貸し出しにつきましては、支所の業務としてやっていただくということで、支所に職

員がいる時間、８時半から５時半までがカギの引き受け、いわゆる貸し出し時間ですね。使用

者側からしてみれば、借りにいく時間ということになります。それから返すのは、使い終わっ

 １５８



たあと、各支所に受け取りのボックスを設けておきますので、使い終わったら、そこに入れて

いっていただくというようなことで考えております。当然、夜間とか何カ所かといいますか、

幾組か借り手があると思いますので、それらを想定しながら予備のカギは用意しておこうとい

うふうに考えております。 
 それから、それぞれの施設について、いろんな管理の仕方がある状況が、それぞれそんなに、

会議室の暖房等についても、ＦＦ式のものでスイッチを押せばついて、スイッチを押せば消せ

るというようなところもございますし、全館暖房みたいなところもあろうかと思います。それ

らはそれぞれの施設によって、今後、利用者の方々に不便をかけないような方向で、管理して

いくことを検討してまいりたいというふうに考えております。 
〇議長（秋山俊和君） 

 答弁が終わりました。 
 千野秀一君。 

〇１３番議員（千野秀一君） 
 ダムの関係なんですけども、峡北地域の水道企業団の例規集のことについて、ちょっとお聞

きしてみたいと思うんですけども、この中の業務の中に、水道用水供給条例施行規程という中

の第４条の中には、受水者は毎年、１０月３０日までに翌年度の受水量を申し込まなければな

らないというふうな、そんなことが書いてあります。意味不明なんです。この文言をどのよう

に理解をしたらいいのか。これは、申し込まなければならないということは、受水者というこ

とは、北杜市が企業団に申し込めというふうな、そんなふうにとれるんですけども、そのよう

なことは、どんなような理解をしたらよいのか。簡単に読み取れば、必要ないものは申し込み

量で、申し込まなくていいのかということになるわけで、そうしますと、年間２億何千万円と

いう不必要なものは払わなくてもいいのかという、そんなふうに読み取れるんですけども、そ

のへんの解釈はどういうふうにされておりますか。 
〇議長（秋山俊和君） 

 堀内生活環境部長。 
〇生活環境部長（堀内誠君） 

 水道供給条例の施行規程の解釈でございますけども、まずもって、その前に峡北水道企業団

の用水供給条例というのが一番頭にあるわけですけども、この中に基本料金と、それから使用

料金というものがございます。基本料金というのは、先ほどから言われております、ここで言っ

ております責任買い取り制、旧町村が申し込んだ基本水量を基本料金として、それに１００円

を乗じた料金だというふうに書いてございます。それから使用料金につきましては、受水者が

基本料金を超えた分、要するに超過分でございますけども、超過分について立米、同じく

１００円を乗じた額というふうに書かれておりまして、これが使用料金でございます。 
 これに基づきまして、今度は規程の中で、これらの規程が、これは企業団のほうですから、

私たちの解釈でございますけども、年間受水量というのがございます。年間受水量というのは、

毎年４月から翌年の３月までに、年間に予定している使用料という文言で書かれております。 
 ということを考えますと、毎年１０月３１日に来年度の部分を申し込むという文言からいき

ますと、超過分の申し込みを前年の１０月末までに企業団のほうへ申し込んだ中で、企業団の

来年度の運営を計画するものではないかなというふうに解釈しております。 
 以上でございます。 
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〇議長（秋山俊和君） 
 答弁が終わりました。 
 千野秀一君。 

〇１３番議員（千野秀一君） 
 だと思いますけども、非常に紛らわしいような言いまわしですので、まさかそれが、前に申

し込みをしろと、要するに受水量ですとか使用料だとか、文言がなかなか、使用料金とか、基

本料金とかということが非常に分かりにくい部分があるわけで、今のような解釈がされやしな

いかということを危惧する中で、もし、そうならば、企業団の表し方、もっと分かりやすいよ

うな形にしておいたほうがいいのかなと、そんなことも思いまして、とりあえず質問してみま

した。簡単に２億何千万円もの負担がなくなることは、たぶんないだろうと思うわけですけど

も、そのへんのことも、また企業長として、分かりやすいような整備をしていただければ、あ

りがたいかなということを感じます。 
 いろいろな質問をしましたけども、これで質問を終わります。 

〇議長（秋山俊和君） 
 以上で、質問を打ち切ります。 
 これで１３番議員、千野秀一君の一般質問を終わります。 
 次に明政クラブ、１１番議員、保坂多枝子君。 
 保坂多枝子君。 

〇１１番議員（保坂多枝子君） 
 子育て支援事業について、ほか２件、質問いたします。 
 少子化対策は、北杜市の議会においても何度も取り上げられており、国を挙げての最重要課

題であります。出生率は２００８年６月には１．３４となりましたが、超少子化時代は確実に

進行し、対策に苦慮しているところであります。また混迷する社会経済の中、女性の労働力の

見直しは、必要不可欠なものとなっております。 
 日本では女性の就業率が上がれば出生率が落ち、少子化に拍車がかかるとの見方も一部には

聞かれますが、スウェーデンの労組連合ＴＣＯによると、女性の就業率が高い国は出生率も高

い傾向にあるとしています。また女性が働くことは、国の根幹である高齢福祉を支え、経済成

長にも貢献するともいわれています。子育て中でも女性が働けるのは、仕事と家庭の両立支援

と子育て世代の経済支援が大きく、子育てに関する環境整備の充実が必要です。 
 市では、第２子の保育料無料化や小学校３年生までの医療費の無料化の実施等、少子化対策

には積極的に取り組んでいただいておりますが、さらにまた、県のモデル事業として、ファミ

リーサポートセンターの設置、経済危機対策の一環として、県に創設された安心子ども基金を

活用した事業を計画しているようですが、大きな成果を期待しているところであります。その

件につきまして、詳細を伺います。事業の内容、実施の場所、今後のスケジュール。 
 ２点目ですが、健診項目の見直しは。 
 高齢者の増加や団塊の世代が大量に退職し、国民健康保険の運営が厳しくなってきています。

健康を維持し、体調を管理していくことは、個人の努力はもちろんのこと、市としても大切な

施策の１つであります。各町ごとに１年に一度の健康診断を実施し、また今年度より特定保健

指導が開始されております。運転のできない方、歩行の不自由な方等もおられ、市の健診で早

期に発見ができて助かったという声も聞いております。受診者にとって、身近に受診できるこ
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とは大変便利であり、受診率の高い一因であるとも思われます。 
 しかし、合併当時から行われていた健診の検査項目が国の方針もあり、健康な体づくりやメ

タボ健診にシフトされ、変更になっているものや、なくなってしまったものもあります。体の

異常を発見するのが目的でありますので、長期にわたる疾病や慢性疾患など、継続した検査が

必要で、正確な数値が示されてこそ、判断ができるものであります。 
 好転しているのか、悪化しているのか、現状維持なのか、前回と比較できるデータが必要で

あります。特殊な検査は別としても、検査項目を見直して、健診が健康のスクリーニングにな

り、異常を早期に発見できるシステムの検討について、お考えを伺います。 
 次に施設入所待機者への対応について、伺います。 
 国の施設での介護から地域での介護をという施策により、地方ではしっかりとした受け入れ

態勢も整わないうちに移行が進み、家族や介護の現場では対応に苦慮してきました。全国では

６５歳以上が２，８９８万人にものぼり、親子とも高齢化し、老いた身での介護の苦労や夫や

妻のどちらか一方が介護が必要になり、お互いに疲れ果ててしまったご夫婦の例や、また一人

暮らしのお年寄りの安全確保など、高齢化社会の問題点が数多く浮き彫りにされています。 
 市内では民間や社会福祉協議会などにおいて、給食サービスやデイサービス、ショートステ

イなど実施しています。社会福祉協議会では、北杜市地域福祉活動計画を策定し、高齢者の生

きがいと地域づくりの推進に尽力していただいておりますが、特別養護老人ホーム等、入所の

希望者が増加しており、１施設３００人から５００人、３年から５年ほど待たなければならな

い状況とも聞きます。そこで、本市での待機者の状況と対応について伺います。 
 以上３点、よろしくお願いいたします。 

〇議長（秋山俊和君） 
 答弁を求めます。 
 白倉市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 保坂多枝子議員のご質問にお答えいたします。 
 はじめに、子育て支援事業についてであります。 
 市としては、今議会でも少子化対策の一環として、県のモデル事業や安心子ども基金を活用

し、子育て支援に関する新規事業を実施するための補正予算をお願いしております。 
 具体的には、平成２１年度中に、今から申し上げる４つの事業の実施を考えております。 
 第１に、保育サポーターを組織化する事業です。一時預かり等、子育て支援サービスを提供

する民間団体や個人について、市に保育サポーターとして登録していただき、保育サポーター

間の情報交換のための連絡会や研修の実施などの支援を行います。将来的には、ファミリーサ

ポートセンターとして、市で保育サポーターのサービスを受けたい方からの連絡を受け、保育

サポーター間の連絡調整を行いたいと思います。このようにファミリーサポートセンターは、

連絡調整が主たる業務であると考えております。 
 第２に、日曜子育て交流広場事業です。月１回、日曜日に４時間程度、保育園において親子

で参加できるイベント等を実施し、子育て中の親子の交流を図ります。市内３カ所の子育て支

援センター機能を有する保育園で、それぞれ１回ずつ、計３回実施する予定です。 
 第３に、子育てに関する情報を盛り込んだパソコン、携帯サイトの調整や冊子の作成を行う

事業です。子育て情報をさまざまな形で提供することにより、子育て中の方がほしい情報を入
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手しやすい環境を整えます。 
 第４に、放課後児童クラブや児童館の指導員等の研修参加を支援する事業です。指導員を対

象とした研修の参加費用を補助することにより、参加しやすくし、指導員のレベルアップを図

ります。 
 これらの事業を実施することで、本市を子育てしやすい魅力的なまちとし、少子化に歯止め

がかけられるよう、引き続き努力をいたしたいと思います。 
 その他につきましては、担当部長から答弁いたします。 

〇議長（秋山俊和君） 
 清水保健福祉部長。 

〇保健福祉部長（清水克己君） 
 １１番、保坂多枝子議員のご質問にお答えいたします。 
 はじめに、総合健診の検査項目の見直しについてであります。 
 平成２０年度から各医療保険者による特定健診が始まったことを機に、本市の総合健診の検

査項目を国の基準に合わせたため、いくつかの項目がなくなりました。検査項目でなくなった

のは尿酸・クレアチニンとヘモグロビンＡ１ｃ、血小板の血液検査項目と、そして心電図検査

であります。その一方で、総合判断ができる赤血球、ヘマトクリット、血色素を特定健診項目

に上乗せし、残しています。 
 平成２０年度からの検査項目を設定するにあたっては、市民の健康の課題や異常の出現率か

ら、現在の内容になりました。また、予防を重視した健診後の保健指導に重点をおいて、実施

してまいりました。しかし、健診を受診した市民の方から、自分の健康状態を把握していた検

査項目がなくなって残念だという、ご意見もいただいております。 
 検査項目の追加は財政負担も伴うものでありますので、平成２１年度の健診結果から市民の

健康課題を精査しながら、再検討してまいりたいと思います。 
 次に、施設入所者待機の状況であります。 
 本市における特別養護老人ホームの受け入れ可能ベッド数は３５５床で、８月現在の待機者

は４３０人となっています。そのうち、自立や入所対象とならない要支援者が６２人と全体の

１４％あり、特に一人暮らしや高齢者の二人暮らしの方がその６０％を占め、現在、元気でも

将来の不安から申し込まれていると考えられます。 
 また申し込まれている方でも、順番がきてもまだ自宅で介護できる等で入所されない方も

３０％ほどあり、実質的な待ち期間は１年から１年半くらいの状況です。待機している場所は

自宅が５５％で、４５％が老人保健施設、病院などの施設になっています。 
 山梨県の健康長寿山梨プランの中では、施設の整備目標は達成しております。２９床以下の

地域密着型特別養護老人ホームの設置については、市町村が許可を出すこととなっております

が、現在、本市のベッド数は国の示す参酌標準を超えており、平成２３年度までの第４期計画

の中での建設は、不可能と考えられます。 
 なお、今期においては通い、訪問、泊まりが行える小規模多機能型居宅介護施設の設置を求

めていくこととしております。 
 以上でございます。 

〇議長（秋山俊和君） 
 当局の答弁が終わりました。 
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 保坂多枝子君の再質問を許します。 
 保坂多枝子君。 

〇１１番議員（保坂多枝子君） 
 それでは子育て支援事業について、お伺いいたします。 
 いろいろな企画を考えていただきまして、非常に子育て支援、ありがたいところでございま

すが、その事業の、民間の知恵と、またノウハウを活用することは非常に大切でございまして、

また保育サポーター等、子育てに関係している組織が今まで点在していました。それは、その

情報を得る場所とか、それからコーディネートして、うまくネットワークが組めるという状況

を非常に望んでおりましたので、そんな話も中に入っていました。ぜひ充実をしていただきた

いというところですが、この事業の周知方法について、お伺いいたします。 
〇議長（秋山俊和君） 

 清水保健福祉部長。 
〇保健福祉部長（清水克己君） 

 先ほど、市長が答弁した事業につきましては、新規事業でございます。例えば保育サポーター

を組織化する事業や日曜子育て交流広場事業については、多くの方に参加していただくために

は、当然、市民の方に広く周知していくことが必要だというふうに考えます。当然、そのため

には広報やホームページ等を活用しつつ、あらゆる機会を通じながら、広く周知をしていきた

いというふうに考えております。 
 以上でございます。 

〇議長（秋山俊和君） 
 答弁が終わりました。 
 保坂多枝子君。 

〇１１番議員（保坂多枝子君） 
 ホームページとか広報とかありますが、なかなか目に触れないということもあります。先ほ

ど集いの広場事業のところも、この対象に入っているようなお話ですので、そういった子育て

に関係するようなところにも、パンフレット等を置いていただければ、ありがたいかなという

ふうに思います。 
 それから検査項目の見直しのところなんですが、非常に先ほどお話していただいたように、

もう少し増やしてほしかったとか、なぜ減ってしまったのかなというふうな意見もたくさんあ

ります。多少、自己負担が増えても、ぜひ健診したいというふうな声もありまして、健診のと

きにでも、またアンケートをとるような方法をとっていただいて、その検査項目の見直しをぜ

ひ考えていただきたいと思います。 
 血液検査とか、新しく検査を始めるということではなくて、血液検査の中に含まれている検

査というのもあるようですので、そんな部分も。先ほどお話した、マイナスになったとか、な

くなった検査というのが血液検査、血液を採ることによって、検査ができるというのも、たぶ

ん含まれていると思います。ですから、そんなことも含めまして、アンケートなどをとって、

必要な項目を増やしていただけるという方策をとっていただけるか、お伺いいたします。 
〇議長（秋山俊和君） 

 答弁を求めます。 
 清水保健福祉部長。 
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〇保健福祉部長（清水克己君） 
 血液検査につきましては、現在の健診機関では集団健診ということで、その内容から個人ご

との検査項目の追加はできないという状況でございます。そういうことで、検査項目につきま

しては、全員に追加するということとなります。平成２０年度より特定健診制度となりました

ので、各医療保険者とも協議を行いまして、平成２１年度の健診結果によります分析を行い、

項目の見直し設定などを、医師を含めた関係者等で専門的な検討を行っていきたいというふう

に考えております。 
 以上でございます。 

〇議長（秋山俊和君） 
 答弁が終わりました。 
 保坂多枝子君。 

〇１１番議員（保坂多枝子君） 
 先ほど、お話の中でも、心電図等というのがありまして、市のほうでもそういう部分は把握

していただいているんだなということを感じています。ぜひ、皆さんの健康を守るためにもお

願いをしたいと思います。 
 それから施設入所待機者への対応というところで、お聞きいたします。 
 この施設入所をするには、介護申請が必要だと思います。その申請の方法について、お聞き

したいと思います。介護保険法では、６５歳以上の第１号被保険者、そして特定の病気がある

場合は６４歳以下の第２号保険者が申請できるというふうに聞いておりますが、この介護申請

の方法について、お聞きいたします。 
〇議長（秋山俊和君） 

 答弁を求めます。 
 清水保健福祉部長。 

〇保健福祉部長（清水克己君） 
 介護申請の方法でございますけれども、申請は本人ですし、また代理といいますか、提出代

行者をしていただいてもらっても結構です。その際、申請書に基づきまして、包括支援センター

の担当職員が、本人をうかがうようにしております。本人でなくても代理申請ということでも、

受け付けはしてございます。 
 以上でございます。 

〇議長（秋山俊和君） 
 答弁が終わりました。 
 保坂多枝子君。 

〇１１番議員（保坂多枝子君） 
 その申請なんですが、包括支援センターの職員の方が窓口になるんでしょうか。介護の認定

ですので、専門のケアマネージャーとか、それから病院の方とか、福祉関係の専門職の方が申

請の窓口というか、そこで受け付けという形はとれないんでしょうか。 
〇議長（秋山俊和君） 

 答弁を求めます。 
 清水保健福祉部長。 
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〇保健福祉部長（清水克己君） 
 ケアマネージャー、また介護施設からの申請というのは可能でございます。 
 以上でございます。 

〇議長（秋山俊和君） 
 答弁が終わりました。 
 保坂多枝子君。 

〇１１番議員（保坂多枝子君） 
 分かりました。なかなか包括支援センターというか、保健師さんのところまで話がいかない

んだけど、早く認定を受けたいという方もいらっしゃいまして、できれば、そういう方からの、

もっと身近にできるような場面もあるということですので、そのような方の申請ができればと

いうふうに思います。 
〇議長（秋山俊和君） 

 質問は、それで打ち切りますか。 
〇１１番議員（保坂多枝子君） 

 私、そのことではなくて、もう１つ、したいんですが、もし、あるようでは、先に伺いたい

と思いますけども、よろしいでしょうか。 
〇議長（秋山俊和君） 

 はい、どうぞ。 
 清水保健福祉部長。 

〇保健福祉部長（清水克己君） 
 すみません。先ほどの答弁がちょっと不適格だったようです。 
 申請というのは、あくまでも市が受け付けるわけでございます。ですから、受け付けは市で

すね。支所の窓口で提出していただいても、結構です。 
 以上です。 

〇議長（秋山俊和君） 
 答弁が終わりました。 
 保坂多枝子君。 

〇１１番議員（保坂多枝子君） 
 今のは、市が窓口ということですね。ですから、その申請にあたって、また要介護度がこの

くらいですよというのは、保健師さんではなくても大丈夫なんでしょうか。もう一度、すみま

せん、そこのところを確認したいと思いますが、お願いいたします。 
〇議長（秋山俊和君） 

 清水保健福祉部長。 
〇保健福祉部長（清水克己君） 

 要するに申請するのは、先も言いましたように、ケアマネージャーさんや介護施設からの申

請は受け付けます。ただ、受け付けるのは、あくまでも市の窓口ということでございます。 
 以上でございます。 

〇議長（秋山俊和君） 
 保坂多枝子君。 
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〇１１番議員（保坂多枝子君） 
 では、そのあとの話ということで考えてよろしいですね。はい。では、分かりました。 
 それから、北杜市はほかの市、近隣の市から比べて、保健師さんの雇用が人口に対して、非

常に多いようです。これは福祉に対する市の姿勢が、しっかりやっていこうということで、雇

用していただいているというふうに私は思います。 
 ちなみに、韮崎市が３万２千人のところが１３人で、２，４６１人に１人。そして甲斐市が

７万４千人に対して、１９人の保健師さん。３，８９４人に１人。そして南アルプス市は７万

３千人に２５人で、２，９２０人に１人。北杜市は４万９千人で２４人の保健師さんがいらっ

しゃいます。２，９４１人に１人と、非常にほかの市から比べて恵まれている環境だというふ

うに思っています。 
 高齢化も非常に高くて、出産からの育児、そして疾病とか介護とか、所管が非常に広い部分

でございますので、こうした保健師さんの専門の知恵を生かしていただきまして、先ほどの待

機者とか、それから介護を待っている方、いろいろな分野でも、ぜひ、その方たちの、専門職

の知恵を生かしていただきまして、よりよい福祉の充実を図っていただきたいというふうに思

います。そのことにつきまして、市の考えをお聞きしたいと思います。 
〇議長（秋山俊和君） 

 答弁を求めます。 
 清水保健福祉部長。 

〇保健福祉部長（清水克己君） 
 保坂議員さんの再質問にお答えします。 
 他市に比べまして、本市の保健師さんの数が多いということでございます。そういう状況の

中で、本市の保健師、与えられた職務を一生懸命やっているということの中で、その成果とい

うものは必ず表れているというふうに思っております。その状況に甘んずることなく、頑張っ

ていきたいというふうに思っております。 
 以上でございます。 

〇議長（秋山俊和君） 
 答弁が終わりました。 

〇１１番議員（保坂多枝子君） 
 以上です。 

〇議長（秋山俊和君） 
 以上で、質問を打ち切ります。 
 これで１１番議員、保坂多枝子君の一般質問を終わります。 
 ここで、暫時休憩をいたします。 
 再開は、４時ちょうどといたします。 

休憩 午後 ３時４７分 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

再開 午後 ４時００分 
〇議長（秋山俊和君） 

 休憩前に引き続き、再開いたします。 
 会議時間を、あらかじめ延長いたします。 
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 渡邊英子議員の米飯給食の件で、進藤教育次長から発言があります。 
 進藤教育次長。 

〇教育次長（進藤芳彦君） 
 渡邊英子議員の質問の中で、米飯給食の数についてでございますけども、平成２０年度の実

績としまして、米飯給食が市全体で１，３１４回、行われました。全部の小中学校ですね。そ

れからパン食が８７３回ということで、合計２，１８７回の給食数となりまして、割り戻して、

週当たりに直しますと、３．００１くらいに数字になりまして、おおむね３回ということで、

３回以上はやっているということでございます。 
 以上です。 

〇議長（秋山俊和君） 
 よろしいですね。 
 （ な し ） 
 次に明政クラブ、１７番議員、坂本治年君。 
 坂本治年君。 

〇１７番議員（坂本治年君） 
 ２項目について、質問いたします。 
 まず１項目、少子化対策について、伺います。 
 北杜市の人口は、２１年４月１日現在で、０歳から１４歳が５，６４１人で１１．４％。１５歳

から６４歳は２万９，０７５人で５９％。６５歳以上は１万４，５６４人で２９．６％であり

ます。高齢化率は、２０年度の国の平均値より高い数値であり、確実に少子高齢化が表れてい

ます。これには、いくつかの原因が考えられています。これまでは夫が働き、妻が専業主婦と

して、家庭や地域の役割を担うことが常識でありました。しかし、日本が高度成長期に女性の

社会進出により、勤労世帯が過半数を占め、共働きの核家族化が進みました。併せて仕事と子

育ての両立が困難なこと、経済的に自立できないこと等、さまざまな原因により少子化等が考

えられます。 
 市長は常々、少子化がふるさと存亡の危機と言われ、北杜市でも少子化対策として、第２子

以降の保育料無料化、乳幼児医療費助成、子育て環境整備事業等、多くの施策を実施していま

す。しかし、これらの事業は子どもが誕生して成り立つものであり、子どもの授からない夫婦

には恩恵が受けられません。過日の新聞報道によると、子どもが授からず、悩む男女は５０万

組を上回ると発表されました。当事者にとっては、非常に深刻な問題であります。市でも１８年

度より、コウノトリ支援事業を立ち上げました。以下、市長に伺います。 
 １８年、１９年、２０年度の実績は。 
 ２つ目、１件当たりの補助の増額と期間の延長の考えは。 
 ３つ目、市民への広報活動は。 
 ４、この事業に医療保険適用の検討は。 
 ２つ目、市単道路用地取得費の統一について、伺います。 
 合併から５年が経過し、懸案事項の１つである市道用地買収単価の統一に向けての提言をし

たいと思います。この件については、旧８町村ごとの道路用地の買収単価は、種目ごとにまち

まちであり、まだ統一されていない状況にあります。早急に取り組む必要があると考えます。

特に格差がある宅地単価については、公平を期すため、税務課が所管し、毎年、市内各地点で
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不動産鑑定を実施しています。固定資産評価額で、単価の統一を図ることが望ましいと考えま

す。法的にも根拠があり、公平性が確保でき市民の理解が得られ、かつ不動産鑑定費用が節減

できるのであります。検討することを提案しますが、その考えは。 
 また、いつごろまでに統一するのか。その検討方法はどう進めていくのか、市長に伺います。 
 以上で、質問を終わります。 

〇議長（秋山俊和君） 
 答弁を求めます。 
 白倉市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 坂本治年議員のご質問にお答えいたします。 
 市単道路用地取得費の統一についてであります。 
 市単の道路整備に伴う用地取得につきましては、旧町村ごとが定めた単価に基づき買収を

行っており、ご指摘のように現在の買収単価に地域格差が生じていることから、統一的単価の

設定は喫緊な課題であると認識いたしております。 
 買収単価の統一にあたっては、固定資産税評価額を根拠とすることが望ましいとするご意見

も参考とさせていただきながら、庁内関係部局において検討会を実施するなどして、宅地以外

の地目についても検討を行い、できる限り早期に適正かつ公平な統一的単価を導入できるよう

努めてまいりたいと思います。 
 その他につきましては、担当部長から答弁いたします。 

〇議長（秋山俊和君） 
 清水保健福祉部長。 

〇保健福祉部長（清水克己君） 
 １７番、坂本治年議員のご質問にお答えいたします。 
 少子化対策における不妊治療について、いくつかご質問をいただいております。 
 本市では、平成１８年度から特定不妊治療について、１回の治療費が高額であることから、

その軽減を図るため、治療費用に年３０万円を限度に２年間を助成するコウノトリ支援事業を

開始しています。平成１８年度からの３年間で、２４人の方が助成を受けられています。 
 次に１人当たりの平均助成金額は２１万８，０８２円となっていますが、本市の制度は山梨

県の特定不妊治療費助成事業の通算５年間、１回に１０万円の助成制度に上乗せした助成に

なっています。助成の期間や補助の金額については、今後、利用者などの意見を聞きながら検

討をしてまいります。 
 次に市民への周知は、市のホームページや広報を通じて行っておりますが、かかりつけ医師

から勧められて申請する方もあり、医療機関への情報提供も有効であると感じておりますので、

さらに広報に努めてまいりたいと考えております。 
 次にこの不妊治療は疾病ではないため、保険適用がされていません。不妊治療は高度生殖医

療として進展していますが、統一された手法や評価が確立されておらず、治療の予後などの課

題があり、国レベルで十分な検討がされていくよう、県を通じて要望をしたところであります。 
 以上でございます。 

〇議長（秋山俊和君） 
 当局の答弁が終わりました。 
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 坂本治年君の再質問を許します。 
 坂本治年君。 

〇１７番議員（坂本治年君） 
 再質問をいたします。 
 まず道路用地取得費の統一の件なんですが、今、市長は早急に検討すると申しましたが、も

う実は、北杜市はご存じのように５年経過しております。なるべく早く、このように経済環境

が厳しい中でございますので、急いでといって、もう５年も経過しているわけなんですから、

いつごろまでにこの統一ができるか。市民に広報することも必要だと思いますので、もう一度、

お願いしたいと思います。 
〇議長（秋山俊和君） 

 深沢建設部長。 
〇建設部長（深沢朝男君） 

 坂本議員の再質問にお答えをいたします。 
 たしかに、合併以前からの買収単価を使っているというようなことですから、合併以降、全

然、改善がされていないと言われれば、たしかにそのとおりであります。いつまでという、今

日、この時点から早急にということですから、間違いなく、そう向こうへいかないうちに、こ

れは約束できますが、ただ、来年度からというようなお約束までして、やらなかった場合の心

配もしております。早急にということで、ひとつご理解をお願いします。 
〇議長（秋山俊和君） 

 坂本治年君。 
〇１７番議員（坂本治年君） 

 再質問します。 
 やはり、もう５年が経っておるんですから、ここで期間を決めて、いつまでにと、努力しま

すと、部長がここで言っていただければ、なお、ありがたいわけで、また早急だといって、１年

延び、２年延びても早急ということになるので、できたら期間を切って、いつまでには、どう

いう方法で統一をするということを、ここで宣誓していただければ、なお、ありがたいと思い

ます。 
〇議長（秋山俊和君） 

 深沢建設部長。 
〇建設部長（深沢朝男君） 

 それでは、宣誓をさせていただきたいと思います。 
 とにかく検討は即座に入るつもりで、もちろんおります。ですから、基本的には来年の４月

から、その単価でいけるように努力をするというところで、ぜひご理解をいただきたいという

ふうに思います。 
〇議長（秋山俊和君） 

 答弁が終わりました。 
 坂本治年君。 

〇１７番議員（坂本治年君） 
 では建設部長、よく検討していただきたいと思います。 
 次に、少子化対策の問題を再質問したいと思います。 
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 先ほど福祉部長の答弁で、３年間、２４人ということですか。３年間で、ただ２４人。これ

は個人情報保護条例ということで、なかなか大雑把に、大げさに言えない立場があります。私

も、この問題を言うときに、例えば、私のまわりであろうと、北杜市の全体で、早く言えば、

子どもが誕生しなくて、非常に困っている方がおおぜいいます。だから親でも、親戚の方たち

も、なぜ、うちには子どもができないというようなことが現に起きています。だから、まわり

の方もそれになかなか、口を出すわけにはいかないで、例えば２年間で３０万円と。２年間で

も、なかなかできない場合があると思います。ですから、それを３年、４年に延ばして３０万

円で、なおかつ誕生できるというように、まわりの方からこういうことだということを、例え

ば、その施設に、こういう問題がありますから、もうちょっと辛抱強くしてくださいというよ

うなこともしていただいたらと思います。市民の広報活動というのは、そういう施設、例えば

産婦人科の関係のところへ、こういうものがあるからというようなこともやって、していただ

きたいと思います。 
 また医療保険の適用ということは、非常に難しいと思います。だけど今回、政権交代で、民

主党でも、この問題に対しては、やはり今回、マニフェストで入れるということをいっていま

すので、これは市が、今、財政の関係で、このようなことは無理だと思いますが、やはり政権

交代が、これにも今回、やるといっていますので、もし、このへんのことも、これは要望です

が、できたら少子化対策の一助になるようにしていただければと思います。 
〇議長（秋山俊和君） 

 清水保健福祉部長。 
〇保健福祉部長（清水克己君） 

 先ほど、ご答弁をさせていただきましたけれども、本市の助成、２年間で３０万円という額

につきましては、県内で比べても、いいと思います。先ほど申しましたように、助成の期間や

補助の金額については、今後、検討していきたいというふうに考えております。 
 以上でございます。 

〇議長（秋山俊和君） 
 答弁が終わりました。 
 坂本治年君。 

〇１７番議員（坂本治年君） 
 再質問します。 
 ですから３０万円を２年間でなくて、３年、４年ということを改めて、これはお願いをして、

質問に代えさせていただきます。 
〇議長（秋山俊和君） 

 答弁は求めませんね。 
 （はい。の声） 
 以上で、質問を打ち切ります。 
 これで１７番議員、坂本治年君の一般質問を終わります。 
 次に明政クラブ、３番議員、相吉正一君。 
 相吉正一君。 

〇３番議員（相吉正一君） 
 平成２１年９月定例議会にあたり、課題事項である防災対策と今後、拡大が懸念される新型
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インフルエンザ対策、市民サービスの充実に向けての市職員による地域、地区担当員制度の設

置についての３点を一般質問させていただきます。 
 最初に、防災対策について伺います。 
 いつ起きるか分からない地震や風水害など、災害時に市民の安心・安全の確保を図るため、

情報を提供する責務がありますが、今後、市の地域防災力をどのように進め、高めていくのか、

お伺いします。 
 去る８月１１日、午前５時７分、静岡県駿河湾沖を震源とする震度６の地震が発生し、日本

の交通網の幹線動脈である東名高速道路の路肩が決壊するなど、大きな被害がありました。北

杜市でも震度４の強震で、その間、約１６秒ぐらいでありましたが、近年にない地震の怖さを

体感・痛感したところであります。幸いにして早朝であったため、火災の発生などの大きな被

害はありませんでしたが、東海沖地震が想定される中で、一朝有事の際に消防団や自主防災組

織など、いち早く情報伝達ができる体制づくりが求められています。それらをふまえ、現在の

市の防災対策について伺います。 
 １つ目として、地震など災害時の情報伝達体制は万全かどうか。 
 ２番目として、予測できない地震や風水害などの災害に備え、市民への危機管理体制の教科

に向けての取り組みはされているのかどうか。 
 ３番目として、特に社会的弱者や一人暮らしの高齢者家庭への情報伝達手段は。また、その

対象者数は把握しているのかどうか、お聞きします。 
 次に新型インフルエンザ対策について、伺います。 
 過般、国立感染研究所が公表しました新型インフルエンザ対策によると、秋以降、集団感染

が小中学校等で大流行するおそれがあるとしています。厚生労働省では、その対策としてワク

チンの確保に努めるとともに、確保したワクチンの接種を医療従事者や基礎疾患のある人、ま

た小さな子ども、老人等を最優先とするとしていますが、仮に本市に集団発生した場合の対策、

予防措置を含めて、市としての感染対策は万全かどうか、お聞きします。 
 最近のマスコミ等の報道においても、全国的に都市部を中心に新型インフルエンザが急速に

増加し、各地で、また県内においても学校等は休校しています。それらをふまえ、市としての

対策は十分なのかどうか。以下、３項目について伺います。 
 １番目として、予防対策と市民への情報提供について。 
 ２番目として、発症時の対応について。 
 ３番目としまして、市立病院等、医療機関の受け入れ態勢は十分にできているかどうか。 
 最後に市職員の地区、地域担当員制度（相談員、もしくはサポーター員）の設置についての

提案ですが、すでに市民相談員制度を支所、本庁の政策秘書課に設置し、市民の相談に応じて

いますが、この制度を広く活用し、住民サービスのさらなる充実を図るためには、市内の各地

域、現在１２２の行政区がありますが、住んでいる職員、住んでいない地区もあると思います

が、職員にご協力をしていただき、地域の市民と職員が日々接することにより、より身近な公

務員として信頼され、気軽に相談や市民への行政サービスが推進できると思いますが、設置に

ついての考えがあるかどうか、伺います。 
 以上で、私の一般質問を終わります。 

〇議長（秋山俊和君） 
 答弁を求めます。 
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 白倉市長。 
〇市長（白倉政司君） 

 相吉正一議員のご質問にお答えいたします。 
 防災対策について、いくつかご質問をいただいております。 
 はじめに、地震等災害時の情報伝達体制についてであります。 
 地震等災害時の基幹的な情報伝達手段となるのが、防災行政無線であると考えております。

現在は旧８町村の施設を引き継ぎ、本庁で一括緊急放送ができる体制になっていますが、複数

の周波数であることや、老朽が著しく放送機能が停止している地域もあることから、市内全域

を網羅する防災行政無線のデジタル統一化を図るための、実施設計を進めているところであり

ます。 
 今後、実施設計に基づいて効率的な財源の確保を図りながら、来年度から計画的に施設整備

を進めてまいる予定であります。 
 また地域のラジオ放送、ＣＡＴＶ等のメディアやインターネット等も情報伝達手段として防

災行政無線を補完するものと考えられますので、現在、ＦＭ八ヶ岳と災害に関する予報、もし

くは警報等の緊急放送を要請できる、災害時における放送要請に関する協定を締結しておりま

す。さらに防災・防犯等の情報を、メールで市民の携帯電話やパソコンに配信するサービス、

北杜ほっとメールを昨年６月から開始したところでもあり、市の現状に即した様々な手段を検

討しながら、情報伝達体制の整備に努めているところであります。 
 次に災害に備え、市民への危機管理体制強化の取り組みについてであります。 
 過去の大災害からの教訓では、災害発生の初期段階では、自分のことは自分で守るという自

助、近隣同士が相互に助け合う共助が大きな力を発揮したといわれています。このため、市民

の皆さんに防災意識とその対応について、日ごろから認識していただくことが大切であり、自

主防災組織を組織化し、防災訓練を実施するなど、防災意識の啓発に努めていただいていると

ころであります。市では自主防災組織の充実強化のために、平成１９年度に作成しました防災

組織活動マニュアルをもとに地域の区長会議を通じて、組織の育成に向けての普及・啓発を行っ

ております。 
 また、市の推進方針と組織の基準を示した、北杜市自主防災組織育成推進要綱と自主防災組

織の活動を支援するための北杜市自主防災組織資機材整備費補助金交付要綱を、平成２０年度

末に策定したところでもあります。 
 今後も継続して区長会議等を通して、自主防災組織の組織化と育成強化に努めてまいりたい

と思います。 
 その他につきましては、担当部長から答弁いたします。 

〇議長（秋山俊和君） 
 細川総務部長。 

〇総務部長（細川清美君） 
 ３番、相吉正一議員のご質問にお答えいたします。 
 市職員の地区、地域担当員制度についてであります。 
 市民相談につきましては、昨年度から本庁ならびに総合支所に相談窓口を設置し、市民の皆

さまに利用していただいております。相談員につきましては、専門知識の習得や窓口対応など

について研修に参加させるなどしており、市民の皆さまとの相談業務が、円滑に図られている
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ものと理解しております。今後も市民相談窓口の、より一層の充実を図っていきたいと考えて

おります。 
 なお、職員が地域の皆さまのよき相談相手となることは当然のことでありますが、すべての

地区に職員が在住しているわけではなく、また休日や時間外に、職員が個人で対応することは

難しい状況にあります。 
〇議長（秋山俊和君） 

 清水保健福祉部長。 
〇保健福祉部長（清水克己君） 

 ３番、相吉正一議員のご質問にお答えいたします。 
 はじめに、災害時の社会的弱者や一人暮らしの方への情報伝達手段及び対象者数についてで

あります。 
 広域的な災害が発生した場合、公的支援活動には限界があることから、情報伝達の方法とし

て防災無線の活用はもとより、地域住民の支援によるものが最も重要と考えております。 
 現在、市では北杜市災害時要援護者支援制度の制定に向け、準備を進めております。この制

度は一人暮らしの高齢者や障害者などが、災害発生時に地域の中で支援を受けられるようにす

るための制度であり、これらの方々が安心して暮らすことのできる地域づくりの推進を図るこ

とを目的としております。これから地域の皆さまにこの制度の主旨を説明し、年度内には要援

護者登録台帳の整備を行い、災害時の情報伝達や救護に活用できるようにしたいと考えており

ます。 
 次に対象者数でありますが、身体障害者約１，２００人、高齢者等約３，９００人、その他

の支援を必要とする方を含めますと、５千人から５，５００人がその対象者と考えられます。 
 次に新型インフルエンザ対策について、いくつかご質問をいただいております。 
 はじめに予防対策と市民への情報提供についてでありますが、北杜市においては新型インフ

ルエンザ対策本部を設置し、集団感染が心配となる保育園や小中学校における対応マニュアル

を作成した中で、感染拡大防止対策を推進しております。 
 市民の皆さまには広報、ＣＡＴＶ、市のホームページ等を通じ、予防対策である手洗い、う

がいの励行、広げないための咳エチケット及び医療機関の受診方法等の周知を行っているとこ

ろであり、併せて妊婦の方など重篤化しやすい人には、事前に主治医に相談するなど個別に通

知をして注意を呼びかけております。 
 次に発症時の対応についてでありますが、本市においても８月以降、数人の感染者が医療機

関を受診しております。また学校等においては、高等学校２校で集団感染が確認されましたが、

現在は収束しております。 
 これから発症が確認された場合は、患者の方には自宅での療養をお願いし、相談窓口でも対

応いたします。集団感染については、休園休校マニュアルの基準に従い、対応していきたいと

思います。 
 今後、１０月にも流行のピークを迎えると想定されておりますので、集会、スポーツ大会等

の開催にあたり、中止なども検討しなければならないと考えます。 
 次に市立病院等医療機関の受け入れ態勢についてでありますが、市立病院におきましては、

新型インフルエンザ対策マニュアルを作成し、発熱患者が来院した際の模擬訓練を実施するな

ど、外来・入院の受け入れ態勢を整えております。 
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 今後、国内感染の拡大が進んだ段階においては、多くの感染者が発生し、医療機関に殺到す

る可能性があり、対応に限界が生じることも考えられます。 
 新型インフルエンザ対策は、かからないための予防、拡げないためのエチケットが重要であ

ります。限られた医療資源を効果的に運用するためにも、市民の十分な理解と協力が得られる

よう、啓蒙にあらゆる努力をしてまいります。 
 以上でございます。 

〇議長（秋山俊和君） 
 当局の答弁が終わりました。 
 相吉正一君の再質問を許します。 
 相吉正一君。 

〇３番議員（相吉正一君） 
 最初に防災対策について、再質問させていただきます。 
 災害時の対応について、消防団や自主防災組織への連絡、連携体制が不可欠だと思います。

緊急時の避難体制を含め、その構築はどうするのか。また、災害が発生した場合、地域防災計

画やマニュアルどおりにはなかなか、実際にはいかないと思いますが、それらの対策はどのよ

うに考えているか、お伺いします。 
〇議長（秋山俊和君） 

 答弁を求めます。 
 細川総務部長。 

〇総務部長（細川清美君） 
 消防団と自主防災組織への連絡体制、連携体制が不可欠ではないかという、ご質問でござい

ます。 
 情報伝達システムを有効に機能させるためには、それを受け入れる市民と行政との連携とい

うものは、欠かせないものと考えております。平常時の災害訓練等を通し、地元の消防団、あ

るいは自主防災組織等、これらが地域防災の中心となる団体でありますので、さらに連携強化

を図り、効果的な伝達体制というものを構築していかなければならないと考えているところで

あります。 
 次に災害が発生した場合、なかなかマニュアルどおりには機能しないのではという、ご質問

でございます。 
 地域防災計画や活動のマニュアルに基づく職員の防災訓練、研修の積み重ねというものが必

要不可欠であると考えております。こういった中で、毎年実施しております総合防災訓練等を

通して、地域防災計画や活動マニュアルの実行性というものを高め、災害時における初期活動

等、マニュアルどおりに機能できるよう、日ごろからそういった訓練、研修を重ねてまいりた

いと考えているところです。 
〇議長（秋山俊和君） 

 答弁が終わりました。 
 相吉正一君。 

〇３番議員（相吉正一君） 
 行政でも努力していることは分かるわけですが、先ほどの答弁で、防災無線のデジタル化に

向けて実施設計、また来年から計画的に整備するとしていますけども、今、合併後５年間、大
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きな災害がなかったわけですが、万が一あった場合、今、防災無線の関係も、ちょっと先ほど

の答弁では、まだ未整備地区もあると聞いていますけども、やはり先般、防災・防犯メールの

配信先が消防団８００人、一般の方と市職員４００人と聞いていますけども、自主防災会長、

１２２の区長さんまで流すなどの方法等、検討しているかどうか。例えば経費をかけずに、Ｆ

ＡＸ等で情報だけは自主防災会長に情報を流すというような方法、デジタル化されるまで、で

きないか。ちょっと、お伺いしたいと思います。 
〇議長（秋山俊和君） 

 答弁を求めます。 
 細川総務部長。 

〇総務部長（細川清美君） 
 防災無線の施設整備につきましては、ご答弁申し上げたように、今年度、実施設計を組んで

いるところであります。来年度から計画的に施設整備を進めていくという計画でおります。そ

れまでの間、情報伝達の方法が何かあるのではないかということであります。その１つとして、

現在、北杜市では北杜ほっとメールの配信サービスをしているところでございます。より多く

の市民の皆さまに登録をしていただき、情報の手段として活用していければと考えているとこ

ろでもありますし、ご質問のように自主防災組織が組織化され、その会長さん等々、登録を呼

びかけながら、ほっとメール等を通じて、災害の情報等々が発信できればということで、また

代表区長会議等も通じて、このほっとメールの活用を呼びかけていきたいというふうに考えて

おります。 
〇議長（秋山俊和君） 

 答弁が終わりました。 
 相吉正一君。 

〇３番議員（相吉正一君） 
 防災対策については、総合計画に明記しているところであります。住民に伝達等、周知する

こととしています。施策の内容として。そうした中で、午前中の風間議員の質問とも関連する

わけですが、防災マップを策定するということをお聞きしましたけども、ハザードマップ、市

内には須玉町を中心に急傾斜地域、土砂の危険区域等、約２７０カ所くらいあると思うんです

が、そういうことを、特に高齢化が進む中で、年寄り家庭が増えている中で、そういうことを

明確にしながら、これは行政だけではできません。地域の自助、共助、公助、３つが一体となっ

てできるものだと思います。そうした意味で、防災ボランティアとか地域ボランティア、そう

いう方を養成する必要があると思っていますので、ぜひ、いち早く、あまりあついものでなく

ていいと思うんですよ。そこのところは、こういうところは危険個所がある。だから注意して

ください。一朝有事の際は。そんなようなことについて、ぜひ、速やかな対応をお願いしたい

と思います。 
〇議長（秋山俊和君） 

 答弁を求めます。 
 細川総務部長。 

〇総務部長（細川清美君） 
 危険個所等の周知というような、ご質問かと思います。 
 午前中の風間議員さんのご質問にも、ご答弁をさせていただいたところですが、防災マップ
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を来年度から作成に取り組んでいくという答弁をさせていただきました。その中で、急傾斜地

等々、危険個所もマップに反映をさせながら、より見やすいものを、より分かりやすいものの

作成に努めてまいりたいと思います。 
 また一方、自主防災組織も、現在１９組織ではありますけども、組織化もされてきておりま

すので、そういった組織にその地区のそういった個所なんかも情報としてお伝えをし、また、

それを活用していただいて、それぞれの地域で組織の皆さんがその区域の中の危険個所と、指

定はされていないけども、ここは危険かなと、そんなことを組織の皆さんで、またつくり上げ

ていただければ、その地域でのより活用しやすい防災マップになっていくのかなと、こういう

ふうに思うところでありますので、そんな働きかけもしっかりしていきたいというふうに考え

ております。 
〇議長（秋山俊和君） 

 答弁が終わりました。 
 相吉正一君。 

〇３番議員（相吉正一君） 
 防災対策については、答弁のとおり、ぜひ一朝有事の際の伝達体制と防災マップを含めた、

マップの簡略なものでも結構ですので、早急に厳しい世帯、社会的弱者の世帯は配布して、ま

た地域の自主防災会、消防団にも連携体制をとっていただきたいと思います。 
 次に新型インフルエンザ対策について、再質問させていただきます。 
 全町を挙げて、いち早い対応をしていることは承知しています。しかし、全国的に新型イン

フルエンザの集団感染が広がる中で、本市においても散発的に発生していると聞いています。

秋の行楽観光シーズンを迎え、今後、大流行・大発生する危惧があります。たしかに市民に対

し、広報、回覧等で市民に情報を提供することは大いに評価できます。しかし、市内の医療機

関や小中学校等の現場に出向いての予防体制、指導、連携が求められています。そのへんの対

応については、しっかりする必要があります。そのへんについて、お伺いします。 
〇議長（秋山俊和君） 

 答弁を求めます。 
 清水保健福祉部長。 

〇保健福祉部長（清水克己君） 
 市内の医療機関への指導につきましては、保健所等を通じまして、医療機関の対処の確保に

努めております。また流行を予測しながら、現在、病床の確保ということで、そのへんの話し

合いも行っているところです。また、保育園や学校につきましては、発生を早期に把握しまし

て、感染経路の分析等、また本人、家族や濃厚接触者などの特定をしながら健康観察に努め、

手洗い、マスク、外出の自粛などの対策を実行していきたいというふうに思っております。 
 いずれにしろ、連絡体制を密にしまして、防除していかなければならないというふうには考

えておりますので、私どももできるだけ、医療機関等を出向く中で連携をとっていきたいとい

うふうに考えております。 
 以上でございます。 

〇議長（秋山俊和君） 
 答弁が終わりました。 
 相吉正一君。 
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〇３番議員（相吉正一君） 
 先般の協議会で、８月末現在の感染者については説明がありましたが、現時点の状況と対応

について、お聞きしたいと思います。 
〇議長（秋山俊和君） 

 清水保健福祉部長。 
〇保健福祉部長（清水克己君） 

 インフルエンザの発生状況ということで、市立病院等で定点調査というものを行ってござい

ます。９月１日から、一応９月３０日までなんですけども、甲陽病院で１件、塩川病院で４件、

白州診療所で１件、辺見診療所ではゼロということです。これはあくまでも病院なり、診療所

にかかった方の発症状況でございます。 
 以上でございます。 

〇議長（秋山俊和君） 
 答弁が終わりました。 
 相吉正一君。 

〇３番議員（相吉正一君） 
 厚生労働省は、本日の新聞に掲載されてありますけども、今回の新型インフルエンザワクチ

ンについては、生活保護世帯や市民税非課税世帯に対する無料化を含めた軽減策を自治体ごと

に作成していただき、軽減に必要な費用は約１，２００億円で、国が半分を負担し、残りは交

付税措置で補充するとの報道がされていました。今週中にも正式に決定するとしています。 
 市として、昨日の清水議員の質問にあったんですが、私は医療従事者が感染した場合、大変

だと思います。集団感染した場合ですね。甲陽病院は４床、塩川病院は２床ですか、そうした

面、市でも予防対策は万全を期しているわけですが、万が一、そのような事態が発生した場合、

やはり医療従事者には公費負担を含めて、検討していただきたいと。２４日付けで、埼玉県の

深谷市も新型インフルエンザワクチン、１回分の減額助成、医療従事者、妊婦さん、基礎疾患

者に無料化するとの報道もあります。財政は大変に厳しいわけですが、やっぱり市民の安全・

安心の確保のためには、医療従事者等には必要ではないかと思いますので、ぜひ検討をしてい

ただきたいと思います。答弁は結構です。 
 最後に地区、地域担当員制度の設置について、再質問させていただきます。 
 ご承認のとおり、北杜市は少子高齢化が急激に進んでおります。限界集落等も増えておりま

す。また面積も広いということで、今議会に職員の行政機構の改革もありますが、スリム化さ

れていますけども、ぜひ職員は地域、職員は積極的に地区の行事や会議へ参加し、市民の意見

を行政に伝える役割があると、私は思います。足のない高齢者からの頼まれごと、市への申請

など、身近で信頼される地域の公務員としての使命を果たすために、私は設置が必要だと思い

ますが、いかがでしょうか。 
 なお、ちなみに昨年、設置した市民相談の件数と主な内容についても、お聞きしたいと思い

ます。 
〇議長（秋山俊和君） 

 答弁を求めます。 
 細川総務部長。 
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〇総務部長（細川清美君） 
 地域担当員制度の設置の再質問でございます。 
 はじめに市民相談、窓口を設置しての件数のご質問がありました。 
 これまでに寄せられました相談につきましては、本庁、総合支所、合わせて２０件でありま

す。主な相談内容は、土地の境界に関することでありますとか、納税に関することなどであり

ました。 
 相吉議員さんは各地区ごとに担当員を設けて相談に応じろと、こういうご質問でありますが、

先ほど答弁をさせていただきましたが、すべての地区に職員が在住している状況にはありませ

ん。したがいまして、議員がおっしゃられるように、それぞれの地域の高齢者の皆さんである

とか、地域の皆さんから市の行政について、いろんなご意見や、あるいは内容等、職員が聞か

れる機会も多々あるかと思います。それぞれ職員、自分が担当している仕事はもちろんであり

ますけども、担当をしていない職務内容についてもしっかり深くは、事業内容等、承知するわ

けにはいきませんが、概要等はしっかり捉える中で、地域の皆さんにそれをお伝えし、ご質問

等を受けた場合には、職員が承知している範囲の中で、それにお答えをしていく。また、それ

でお答えが足りない分については、職員がそれなりに担当等から、また情報を得てお伝えをす

るというような努力をしていくことも必要かと思います。そんな意識の高揚もしっかり職員が

持っていくような、そんな研修等も進めながら、公務員意識の高揚を図っていきたいと、こう

いうふうに考えております。 
〇議長（秋山俊和君） 

 答弁が終わりました。 
 相吉正一君。 

〇３番議員（相吉正一君） 
 総務部長の答弁も分かるわけですが、今日の新聞も見ていると思いますが、増穂町では高齢

者向け、社会的弱者向けに住民票とか各種申請書類等、身近な職員にお願いするサービス、こ

こまで私はしなくていいと思います。私は制度とか設置といいますけども、やはりこれだけの

大きい面積のある北杜市です。少子高齢化が急速に進む、昔は私も職員でしたから、とても感

じています。実際にはしているんですが、なかなか頼みづらい。例えば、私たちも特別公務員

ですから、どんどんそういうことを頼まれます。だから、職員と議員も共有しながら、この厳

しい難局を行政サービスの充実に向けて頑張っていきたい。職員の皆さんもぜひ、そういう意

味で、社会的弱者の方に頼まれた場合、相談まではいかなくていいと思うんです。やはり、交

通が不便ということで、先ほど２０件の相談があったと言いましたけど、やっぱり足がないた

め、支所、本庁まで来られない方も多いと思うんです。そのへん、市長いかがでしょうか。ちょっ

と、答弁をお聞きしたいと思います。 
〇議長（秋山俊和君） 

 答弁を求めます。 
 白倉市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 世の中が複雑多岐、いろんな市民ニーズが変化する中にあって、相吉議員の心配だと思いま

す。 
 私ども北杜市、合併前の旧町村の時代から合併した北杜市も、ある面で言うならば地域の行
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事やイベントには、あるいはまた何かあると、率先、公僕として役割を果たしてきていると思

います。また、私も常日頃、職員にも言っておるわけでありますけども、一言でいえば、市民

生活に入っていく。あるいは、また市民のいろいろな意味で、公僕として相談にのっていくと

いうことは、公務員として努めていかなければならないと、こんな思いでいます。困った内容

によっては、それぞれ職員間の連携プレーも必要だと思います。 
 ただ、先ほど私が、総務部長の答弁のとおり、また説明のとおり、ここですぐ、地域担当員

制度に結びつくかということになってくると、なかなか難しさがあることは、たしかでありま

す。いずれにしましても、いろいろな意味の市民生活の、特に高齢化社会を迎えている中にあっ

ての相談相手ということに対しては、率先、市民生活の中に入っていって、相談相手になれる

ようなことは指導していきたいなとは思っていますので、ご理解をいただきたいと思います。 
〇議長（秋山俊和君） 

 答弁が終わりました。 
 相吉正一君。 

〇３番議員（相吉正一君） 
 ぜひ、方法論はいろいろあると思うんですが、そうした体制づくり、意識の高揚も含めて、

気軽に職員に相談しやすい環境づくりについて、また検討を進めてほしいと思います。 
 以上で、私の再質問を終わります。 

〇議長（秋山俊和君） 
 以上で、質問を打ち切ります。 
 これで３番議員、相吉正一君の一般質問を終わります。 
 次に市民フォーラム、６番議員、篠原眞清君。 
 篠原眞清君。 

〇６番議員（篠原眞清君） 
 とりを務めさせていただきます、市民フォーラムの篠原でございます。持ち時間４分、よろ

しくひとつ、お付き合いをお願い申し上げます。 
 本日、私が質問させていただくものは農業振興について。特に圃場整備事業について何点か、

お尋ねいたします。 
 すでに皆さんもご覧いただいているかと思います。今、北杜の田園地帯、黄金色に染まって

おります。この情景を見て、関係する農家のみならず、非農家、あるいは地域の皆さんも本当

に安らかなお気持ちの中で、この時期を迎えているんではないかなというふうな気がいたしま

す。その状況を見るにつけて思うのでありますが、この北杜の田園地帯がもし圃場整備がして

いなかったとしたならば、今、どんな状況にあるのかなと。そのことを考えたときに、行政を

はじめとする関係先人のご努力に心から敬服を申し上げ、感謝を申し上げる気持ちが素直なと

ころでございます。 
 もう一方で畑地帯の圃場整備、市長、鋭意努力し、耕作放棄地をはじめ、その解消に向けて

の先進的な取り組み、鋭意、取り組みをなさっていただいております。いつの日か、田んぼと

同じように、北杜市の畑地帯が秋の実りを見せていただけるような状況が来ることを願いなが

らの質問とさせていただきます。 
 現在、県営中山間土地総合整理事業が昨年度以降、続いておりますが、その畑地帯の区画整

理事業の進捗、ならびにそれに伴う、関連する灌がい事業の進捗状況。それから、今後の推進
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のあり方等につきましてのお考えを１点、お聞きをしたいと思います。 
 また２つ目といたしまして、その整理された区画整理地、耕作地が十分に利活用されるよう

に、後継者のない地主の方々が所有する耕地も生かせるように、多くの気鋭の担い手の皆さん

が活用できるような対策を支援する、１つの方法として、産地指定等の支援策等についてのお

考えを２つ目として、お聞きしたいと思います。 
 ３つ目でございますが、鳥獣害の対策ですが、これはあくまでも圃場整備した耕地が有効に

生かせる、そのための、今、懸案となっております鳥獣害被害対策等についての取り組みを中

心にのお考えをいただきたいと、そんなふうに考えております。 
 よろしく、ご答弁をお願い申し上げます。 

〇議長（秋山俊和君） 
 答弁を求めます。 
 白倉市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 篠原眞清議員のご質問にお答えいたします。 
 農業振興について、いくつかご質問をいただいております。 
 はじめに畑地区画整理と畑地灌がいの進捗状況及び、今後の推進についてでありますが、平

成４年度より実施してまいりました、明野地区の県営畑地帯総合整備事業は、来年度にはすべ

てが完成予定であります。また、県営中山間地域総合整備事業、八ヶ岳東部地区において、高

根町五町田、小池、清里長原地区で畑の圃場整備を実施しており、来年度の完成を目指し、工

事を進めております。 
 なお、同事業の茅ヶ岳北西部地区においても、明野町・須玉町における圃場整備の要望をと

りまとめ、推進に向けて取り組んでおります。畑地灌がいについては、県営の灌がい排水事業

茅ヶ岳地区において、幹線は本年度完成予定です。また、圃場整備地内の支線についても、来

年度に完成する予定であります。 
 今後の推進については、増加する畑の耕作放棄地の解消、発生防止に圃場整備が有効なこと

から、平成２２年度より県営耕作放棄地解消事業を白州地区で実施するため、本年度調査設計

を行い、多くの地域を取り込めるよう県と協議してまいります。 
 次に、区画整理後の耕地利用促進の考え方と産地指定等支援対策の検討でありますが、耕地

利用促進については、事業実施前の換地原案を作成する際に、地権者にアンケート調査を行い、

自作地・貸し農地等の意向を反映し、耕地の利活用を考慮しています。貸し農地については、

農業生産法人、認定農業者等と事前に打ち合わせを行い、要望があれば北杜市農業振興公社を

通して、賃貸契約の締結ができるシステムとなっております。また地域の土壌、気候、灌がい

用水等の条件に見合う高付加価値作物導入ができるよう、産地化を図ってまいりたいと考えて

おります。 
 その他につきましては、担当部長から答弁いたします。 

〇議長（秋山俊和君） 
 名取産業観光部長。 

〇産業観光部長（名取重幹君） 
 ６番、篠原眞清議員のご質問にお答えいたします。 
 鳥獣害対策の現状と、今後の重点的取り組み方針についてであります。 
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 現在、ハ－ド面の対策としましては、電気柵・防護柵等の設置にかかる費用の一部を支援し

ており、平成１７年度から２０年度まで総延長１８．４５キロメートルを実施いたしました。

また、ソフト面の支援としましては里山整備事業、里守り犬の育成、鳥獣害対策講習会の開催、

猟友会へ委託しての管理捕獲、有害鳥獣捕獲ほか、鳥獣害に強い地域づくり事業等を行ってお

ります。里守り犬の訓練が終了し、体制が整い次第、現地への投入を計画しており、１０月か

らは市内９つの群のサルの行動域を半年間にわたって調査し、効果的な追い払いができる仕組

みを検討してまいります。 
 なお、中山間地域総合整備事業及び耕作放棄地解消・発生防止事業では、鳥獣害防護柵設置

も可能でありますので、圃場整備を実施した農地が耕作放棄地とならないよう、併せて取り組

んでまいります。 
 以上でございます。 

〇議長（秋山俊和君） 
 当局の答弁が終わりました。 
 篠原眞清君の再質問を許します。 
 篠原眞清君。 

〇６番議員（篠原眞清君） 
 再質問を行わせていただきます。 
 区画整理事業、これは現在、行われています中山間地域総合整備事業、これはあくまでも地

域の要望に基づいて、市が支援してくる事業というふうに聞いております。ということになり

ますと、地域の皆さんの分担金も発生するわけであります。後継者のないお年寄りたちは、な

かなか、これに手を挙げられない状況があるかと思います。整備後の賃貸借も含めた、それら

の政策もしっかりとご案内をしていく中で、この事業を広く取り組んでいただける、参加して

いただけるように、お力添えをお願いしておきます。 
 以上で、私の質問を終わらせていただきます。 

〇議長（秋山俊和君） 
 答弁を求めますね。 
 （はい。の声） 
 答弁を求めます。 
 名取産業観光部長。 

〇産業観光部長（名取重幹君） 
 ご質問にお答えいたします。 
 畑の圃場整備で、受益者負担が伴うということでございまして、軽減策ということでありま

すが、現在、圃場整備にかかる受益者負担については１０％という原則でございますが、でき

るだけ受益者の皆さまの負担を軽減するため、設計委託料、あるいは換地等の経費を除いた純

工事費の１０％を負担していただくということで、今、やっております。そういうことで、財

政の厳しい中でありますが、圃場整備を進めるために、受益者の理解をいただく中で、農地集

積等の補助金も取り入れながら、少しでも農家の負担が軽減されるよう、知恵を絞ってまいり

ます。 
 以上でございます。 
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〇議長（秋山俊和君） 
 答弁が終わりました。 
 再々質問はございませんね。 
 （はい。の声） 
 以上で、質問を打ち切ります。 
 これで６番議員、篠原眞清君の一般質問を終わります。 
 以上をもちまして、本日の日程はすべて終了いたしました。 
 次の会議は１０月１日、午前１０時に開きますので、全員定刻にご参集ください。 
 本日は、これをもって散会いたします。 
 大変、ご苦労さまでございました。 

 
散会 午後 ５時０６分 
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諸 報 告 
日程第１ 認定第１号 平成２０年度北杜市一般会計歳入歳出決算の認定 
日程第２ 認定第２号 平成２０年度北杜市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定 
日程第３ 認定第３号 平成２０年度北杜市老人保健特別会計歳入歳出決算の認定 
日程第４ 認定第４号 平成２０年度北杜市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の

認定 
日程第５ 認定第５号 平成２０年度北杜市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定 
日程第６ 認定第６号 平成２０年度北杜市居宅介護支援事業特別会計歳入歳出決算

の認定 
日程第７ 認定第７号 平成２０年度北杜市簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定 
日程第８ 認定第８号 平成２０年度北杜市下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定 
日程第９ 認定第９号 平成２０年度北杜市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算

の認定 
日程第１０ 認定第１０号 平成２０年度北杜市甲陵中・高等学校特別会計歳入歳出決算

の認定 
日程第１１ 認定第１１号 平成２０年度北杜市辺見診療所特別会計歳入歳出決算の認定 
日程第１２ 認定第１２号 平成２０年度北杜市白州診療所特別会計歳入歳出決算の認定 
日程第１３ 認定第１３号 平成２０年度北杜市土地開発事業特別会計歳入歳出決算の認定 
日程第１４ 認定第１４号 平成２０年度北杜市明野財産区特別会計歳入歳出決算の認定 
日程第１５ 認定第１５号 平成２０年度北杜市須玉財産区特別会計歳入歳出決算の認定 
日程第１６ 認定第１６号 平成２０年度北杜市高根財産区特別会計歳入歳出決算の認定 
日程第１７ 認定第１７号 平成２０年度北杜市長坂財産区特別会計歳入歳出決算の認定 
日程第１８ 認定第１８号 平成２０年度北杜市大泉財産区特別会計歳入歳出決算の認定 
日程第１９ 認定第１９号 平成２０年度北杜市小淵沢財産区特別会計歳入歳出決算の認定 
日程第２０ 認定第２０号 平成２０年度北杜市白州財産区特別会計歳入歳出決算の認定 
日程第２１ 認定第２１号 平成２０年度北杜市武川財産区特別会計歳入歳出決算の認定 
日程第２２ 認定第２２号 平成２０年度北杜市浅尾原財産区特別会計歳入歳出決算の認定 
日程第２３ 認定第２３号 平成２０年度北杜市病院事業特別会計決算の認定 
日程第２４ 議案第７３号 北杜市行政組織条例の一部を改正する条例について 
日程第２５ 議案第７４号 北杜市行政区長設置条例の一部を改正する条例について 
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日程第２６ 議案第７６号 北杜市後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例に
ついて 

日程第２７ 議案第７７号 北杜市老人医療費助成金支給条例の一部を改正する条例につ
いて 

日程第２８ 議案第７８号 北杜市重度心身障害者医療費助成条例の一部を改正する条例
について 

日程第２９ 議案第７９号 北杜市ひとり親家庭医療費助成に関する条例の一部を改正す
る条例について 

日程第３０ 議案第８０号 北杜市子ども医療費助成金支給条例の一部を改正する条例に
ついて 

日程第３１ 議案第８１号 北杜市介護保険条例の一部を改正する条例について 
日程第３２ 議案第９７号 字の区域の変更について（白州町鳥原及び下教来石） 
日程第３３ 議案第９８号 字の区域の変更について（白州町花水及び白須） 
日程第３４ 請願第３号 父子家庭に対する経済的支援の実施を求める請願書 
日程第３５ 請願第４号 核兵器廃絶の課題で「日本政府に対する意見書の採択」を求

める請願 
日程第３６ 報告第９号 平成２０年度北杜市一般会計継続費精算報告書報告の件 
日程第３７ 報告第１０号 平成２０年度北杜市健全化判断比率報告の件 
日程第３８ 報告第１１号 平成２０年度北杜市資金不足比率報告の件 
日程第３９ 報告第１２号 専決処分の報告について（損害賠償の額の決定） 
日程第４０ 報告第１３号 専決処分の報告について（損害賠償の額の決定） 
日程第４１ 議案第７２号 北杜市中小企業振興基本条例の制定について 
日程第４２ 議案第８２号 平成２１年度北杜市一般会計補正予算（第３号） 
日程第４３ 議案第８３号 平成２１年度北杜市国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 
日程第４４ 議案第８４号 平成２１年度北杜市老人保健特別会計補正予算（第１号） 
日程第４５ 議案第８５号 平成２１年度北杜市後期高齢者医療特別会計補正予算（第

１号） 
日程第４６ 議案第８６号 平成２１年度北杜市介護保険特別会計補正予算（第１号） 
日程第４７ 議案第８７号 平成２１年度北杜市簡易水道事業特別会計補正予算（第１号） 
日程第４８ 議案第８８号 平成２１年度北杜市下水道事業特別会計補正予算（第１号） 
日程第４９ 議案第８９号 平成２１年度北杜市農業集落排水事業特別会計補正予算（第

１号） 
日程第５０ 議案第９０号 平成２１年度北杜市病院事業特別会計補正予算（第２号） 
日程第５１ 議案第９１号 平成２１年度北杜市土地開発事業特別会計補正予算（第１号） 
日程第５２ 議案第９２号 平成２１年度北杜市明野財産区特別会計補正予算（第１号） 
日程第５３ 議案第９３号 平成２１年度北杜市小淵沢財産区特別会計補正予算（第１号） 
日程第５４ 議案第９４号 平成２１年度北杜市浅尾原財産区特別会計補正予算（第１号） 
日程第５５ 議案第９５号 工事請負変更契約の締結について（明野小学校屋内運動場改

築建築主体工事） 
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日程第５６ 議案第９９号 甲斐大泉温泉（パノラマの湯）及び北杜市林業休養センター
「八ヶ岳いずみ荘」の指定管理者の指定について 

日程第５７ 議案第１００号 大武川河川公園の指定管理者の指定について 
日程第５８ 議案第１０１号 白州町交流促進施設の指定管理者の指定について 
日程第５９ 議案第１０２号 北部ふるさと公苑の指定管理者の指定について 
日程第６０ 諮問第１号 人権擁護委員の候補者の推薦について 
日程第６１ 発議第５号 父子家庭に対する経済的支援の実施を求める意見書の提出に

ついて 
日程第６２ 議員派遣の件 
日程第６３ 閉会中の継続審査の件 
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開議 午前１０時０１分 
〇議長（秋山俊和君） 

 改めまして、おはようございます。 
 本日もスムーズな運営のうちに進行できますよう、よろしくお願い申し上げます。 
 本日の出席議員数は２２人であります。 
 定足数に達していますので、ただいまから本日の会議を開きます。 
 なお、報道関係者から撮影の申し出があり、これを許可いたしましたので、ご了承願います。 
 昨日、坂本治年君、渡邊陽一君から９月２９日の会議における発言について、会議規則第

６４条の規定により、お手元に配布のとおり、発言訂正申出書に記載した部分を訂正したいと

の申し出がありました。 
 これを許可することにいたしましたので、ご報告いたします。 
 これから、本日の日程に入ります。 
 本日の議事日程は、お手元に配布のとおりであります。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（秋山俊和君） 
   日程第１ 認定第１号 平成２０年度北杜市一般会計歳入歳出決算の認定から日程第２３ 認定

第２３号 平成２０年度北杜市病院事業特別会計決算の認定までの２３案件を一括議題といた

します。 
 本件につきましては決算特別委員会に付託しておりますので、決算特別委員会委員長から審

査の経過と結果について、報告を求めます。 
 決算特別委員長、坂本治年君。 
 坂本治年君。 

〇決算特別委員長（坂本治年君） 
 平成２１年１０月１日 
 北杜市議会議長 秋山俊和様 

決算特別委員会委員長 坂本治年 
 北杜市議会決算特別委員会委員長報告を申し上げます。 
 決算特別委員会は、去る９月１０日の平成２１年第３回北杜市議会定例会において付託され

た事件審査を９月１４日、１５日及び１６日に議員協議会室において、慎重に審査をいたしま

したので、その経過と結果について、ご報告いたします。 
 １．付託された事件は、次のとおりであります。 
 認定第１号 平成２０年度北杜市一般会計歳入歳出決算の認定 
 認定第２号 平成２０年度北杜市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定 
 認定第３号 平成２０年度北杜市老人保健特別会計歳入歳出決算の認定 
 認定第４号 平成２０年度北杜市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定 
 認定第５号 平成２０年度北杜市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定 
 認定第６号 平成２０年度北杜市居宅介護支援事業特別会計歳入歳出決算の認定 
 認定第７号 平成２０年度北杜市簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定 
 認定第８号 平成２０年度北杜市下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定 
 認定第９号 平成２０年度北杜市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定 

 １８８



 認定第１０号 平成２０年度北杜市甲陵中・高等学校特別会計歳入歳出決算の認定 
 認定第１１号 平成２０年度北杜市辺見診療所特別会計歳入歳出決算の認定 
 認定第１２号 平成２０年度北杜市白州診療所特別会計歳入歳出決算の認定 
 認定第１３号 平成２０年度北杜市土地開発事業特別会計歳入歳出決算の認定 
 認定第１４号 平成２０年度北杜市明野財産区特別会計歳入歳出決算の認定 
 認定第１５号 平成２０年度北杜市須玉財産区特別会計歳入歳出決算の認定 
 認定第１６号 平成２０年度北杜市高根財産区特別会計歳入歳出決算の認定 
 認定第１７号 平成２０年度北杜市長坂財産区特別会計歳入歳出決算の認定 
 認定第１８号 平成２０年度北杜市大泉財産区特別会計歳入歳出決算の認定 
 認定第１９号 平成２０年度北杜市小淵沢財産区特別会計歳入歳出決算の認定 
 認定第２０号 平成２０年度北杜市白州財産区特別会計歳入歳出決算の認定 
 認定第２１号 平成２０年度北杜市武川財産区特別会計歳入歳出決算の認定 
 認定第２２号 平成２０年度北杜市浅尾原財産区特別会計歳入歳出決算の認定 
 認定第２３号 平成２０年度北杜市病院事業特別会計決算の認定 
 以上、２３案件であります。 
 審査の結果 
 この審査過程においての、主な質疑を申し上げます。 
 まず認定第１号 平成２０年度北杜市一般会計歳入歳出決算の認定についてであります。 
 合併後、現在までの基金の推移はとの質疑に対し、合併時３６億６，６７０万８千円、１６年

度末５６億１，５６４万９千円、１７年度末６６億５，５５９万４千円、１８年度末６１億７，

３０４万９千円、１９年度末７３億２７９万８千円、２０年度末８６億４，７３７万７千円と

の答弁がありました。 
 次に納期前納付報奨金制度は、将来にわたりどうするかとの質疑に対し、厳しい景気情勢の

中、上限を設けるなどして、いずれ廃止の方向で検討していきたいとの答弁がありました。 
 次にふるさと納税寄附金、環境保全基金寄附金の概要はとの質疑に対し、ふるさと納税寄附

金は８１人、５０万円以上は４人、最高額は１００万円。環境保全基金寄附金は、１０企業と

３個人、最高額は５，６００万円との答弁がありました。 
 次に、つどいの広場の利用状況はとの質疑に対し、平成２０年度登録者数は６６９組で、前

年度より２３組増えている。利用者数も１，５７８人増の１万７，５３９人との答弁がありま

した。 
 次に麻疹・風疹の接種率はとの質疑に対し、県平均より北杜市は高く、中学１年生が６９%、
高校３年生が８７%との答弁がありました。 
 次に村山六ヶ村堰水力発電所の発電量の目標数値と達成率はとの質疑に対し、目標累計発電

電力量は２２４万キロワットアワー、１００．３９%の達成率であるとの答弁がありました。 
 次に広域ゴミ処理搬入に甲州市分とあるのはなぜかとの質疑に対し、甲州市のゴミ処理施設

が使用期限切れとなり、平成２７年度稼動までの間、事業系ゴミ１日４トンを上限に受け入れ

ているためとの答弁がありました。 
 次に風林火山館の収支状況等はとの質疑に対し、平成１８年度からの３年間の入り込み客数

は５９万５，７１７人、施設使用料収入は１億９，３４５万２千円との答弁がありました。 
 次に各教育センターで実施している、さまざまな講座の考え方はとの質疑に対し、２年ほど
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前から同じ内容のものは、少しずつ統合してきた。来年度は生涯学習課が集中管理し、効果的

な講座を行っていきたいとの答弁がありました。 
 次に認定第２号 平成２０年度北杜市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定についてで

あります。 
 不納欠損処分を行った理由は何か。また、徴収率を高める対処方法はとの質疑に対し、いど

ころがつかめない、生活保護に移行したなどの理由から不納欠損処分した。今年度から、徴収

部門を設け、国保税、市民税等一体となって徴収強化を図っているとの答弁がありました。 
 次に認定第３号 平成２０年度北杜市老人保健特別会計歳入歳出決算の認定については、質

疑はありませんでした。 
 次に認定第４号 平成２０年度北杜市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について

であります。 
 徴収区分の人数割合はとの質疑に対し、特別徴収が８割、普通徴収が２割であるとの答弁が

ありました。 
 次に認定第５号 平成２０年度北杜市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定、認定第６号 平

成２０年度北杜市居宅介護支援事業特別会計歳入歳出決算の認定、認定第１１号 平成２０年

度北杜市辺見診療所特別会計歳入歳出決算の認定については、質疑はありませんでした。 
 次に認定第１２号 平成２０年度北杜市白州診療所特別会計歳入歳出決算の認定についてで

あります。 
 医師の給料については、都市部等と比較して大きな差はないかとの質疑に対し、現医師につ

いては合併前からのものを引き継いでいる。新たに採用する場合は、市条例に基づき支払って

いく。他市と比較しても、あまり差異はないとの答弁がありました。 
 次に認定第２３号 平成２０年度北杜市病院事業特別会計決算の認定についてであります。 
 塩川病院の病床利用率は、甲陽病院よりも高いにもかかわらず、赤字体質が続いている原因

はとの質疑に対し、減価償却費が影響しているためだが、今年度は減価償却が終了するため、

プラスに転じていけると思うとの答弁がありました。 
 次に認定第７号 平成２０年度北杜市簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定についてで

あります。 
 峡北地域広域水道企業団の決算は、黒字である。企業団への負担金の見直しはとの質疑に対

し、責任水量制による料金調整等について、経営状況等を見ながら企業団と調整を行っていく

との答弁がありました。 
 次に認定第８号 平成２０年度北杜市下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定についてであ

ります。 
 プライマリーバランスで見るとき、赤字体質だがとの質疑に対し、維持管理費、工事請負費

等を極力抑える。料金改定も行っていかなければならないが、料金収入だけでは賄えない状況

であるとの答弁がありました。 
 次に認定第９号 平成２０年度北杜市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定につい

てであります。 
 普及率の低い地域があるがとの質疑に対し、緊急雇用対策の臨時職員による、つなぎ込みの

督促を行っている。処理場間、他事業間の接続等も検討していきたいとの答弁がありました。 
 次に認定第１３号 平成２０年度北杜市土地開発事業特別会計歳入歳出決算の認定について、
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質疑はありませんでした。 
 次に認定第１０号 平成２０年度北杜市甲陵中・高等学校特別会計歳入歳出決算の認定につ

いてであります。 
 一般会計繰入金が３億７千万円だが、地方交付税はいくらかとの質疑に対し、交付税算定基

準額は３億２，９２７万円４千円であるとの答弁がありました。 
 次に認定第１４号 平成２０年度北杜市明野財産区特別会計歳入歳出決算の認定、認定第

１５号 平成２０年度北杜市須玉財産区特別会計歳入歳出決算の認定、認定第１６号 平成

２０年度北杜市高根財産区特別会計歳入歳出決算の認定、認定第１７号 平成２０年度北杜市

長坂財産区特別会計歳入歳出決算の認定、認定第１８号 平成２０年度北杜市大泉財産区特別

会計歳入歳出決算の認定、認定第１９号 平成２０年度北杜市小淵沢財産区特別会計歳入歳出

決算の認定、認定第２０号 平成２０年度北杜市白州財産区特別会計歳入歳出決算の認定、認

定第２１号 平成２０年度北杜市武川財産区特別会計歳入歳出決算の認定、認定第２２号 平

成２０年度北杜市浅尾原財産区特別会計歳入歳出決算の認定の９件については、質疑はなく、

全員異議なく認定すべきものと決定いたしました。 
 認定第１号 平成２０年度北杜市一般会計歳入歳出決算の認定について、質疑終結後、反対

があり、採決の結果、賛成多数により認定すべきものと決定いたしました。 
 認定第２号、認定第３号、認定第４号、認定第５号、認定第６号、認定第１１号、認定第１２号、

認定第２３号、認定第７号、認定第８号、認定第９号、認定第１３号及び認定第１０号の１３件

については全員異議なく、認定すべきものと決定いたしました。 
 以上で、委員長報告を終わります。 

〇議長（秋山俊和君） 
 決算特別委員会委員長の報告が終わりました。 
 これから会議規則第４１条の規定により、決算特別委員長報告に対する質疑を一括して行い

ます。 
 質疑ございませんか。 
 （ な し ） 
 ないようですので、これをもって決算特別委員長報告に対する質疑を終結いたします。 
 これから、認定第１号に対する討論を行います。 
 討論はありませんか。 
 中村隆一君。 

〇１９番議員（中村隆一君） 
 認定第１号 平成２０年度北杜市一般会計歳入歳出決算書について、反対討論を行います。 
 反対の理由は、決算の認定は切実な市民要求が補正予算によって上積みされ、実施されてい

るかどうかを判断していくものです。昨年９月、アメリカのバブル崩壊から経済不況に陥りま

した。日本経済もアメリカに従属をしていた影響から重大な影響を受け、皆さんご承知のよう

に、労働者の派遣切り、雇用の破壊が進みました。昨年の暮れには、派遣村というふうなもの

が東京都に、首都のど真ん中に現れる。現在も派遣切りの労働者が、まちに溢れている状態で

す。この韮崎・北杜地域でも、製造業の求人はゼロになるなど、働く環境は悪化しております。

市内企業でも週３日、週４日休みという深刻な事態になっています。市民の生活を支援するこ

とは、自治体の使命です。 
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 こんな経済状態のとき、建設の見込みのない庁舎建設基金に４億円余を積み立てるのではな

く、財政調整基金として積み立てておき、滞納世帯が増え続けている高い国保料の引き下げな

どに活用すべきものと考えます。 
 第２は４款衛生費、１項保険衛生費、１０目し尿処理費、地域対策補償料４５０万円支払わ

れていることです。決算特別委員会で、いつから支払っているのか。期限はいつまでかとの私

の質問に、市当局は平成２年から払っている。期限の定めはありませんとの答弁でした。今日

では、北部ふるさと公苑が建設され、し尿処理、汚泥処理などに稼働しています。かつて、地

元に多大な迷惑をかけ、２０年間の長きにわたり、補償料を払い続けてきましたが、もう十分、

補償したものと考えます。 
 以上を述べて、反対討論といたします。 

〇議長（秋山俊和君） 
 次に、原案に賛成者の発言を許します。 
 渡邊英子君。 

〇１５番議員（渡邊英子君） 
 認定第１号 平成２０年度北杜市一般会計歳入歳出決算の認定に賛成の立場で討論いたしま

す。 
 まずもって、１４日から３日間開催されました決算特別委員会の審査結果は、認定第１号議

案について、賛成多数にて承認されており、その審査結果を尊重すべきものと考えます。 
 歳入総額３０４億２，０３８万８，６７９円、歳出総額２９４億５１６万８，５４１円の平

成２０年度北杜市一般会計歳入歳出決算において、行財政改革アクションプランに基づき、各

部局とも歳出の削減に努め、北杜市総合計画の推進を確実に行っているところであり、厳しい

財政状況の中で、その努力に敬意を表するものであります。 
 具体的には、合併時より起債は繰上償還するなど積極的な返済に努め、２０年度までに約

６８億９千万円を償還したこと。なおかつ基金については、一般会計において１６年度末に約

５６億１千万円であったものが、２０年度末には約８６億４千万円となっており、返済額及び

基金の積み立ての合計は、５年間で約１００億円にのぼります。８つの杜づくりを推進しなが

ら、このような結果が得られたことは、高く評価すべきものであると考えます。 
 以上の理由により認定第１号 平成２０年度北杜市一般会計歳入歳出決算の認定に賛成いた

します。 
〇議長（秋山俊和君） 

 ほかに討論はありませんか。 
 （ な し ） 
 これで、討論を終結します。 
 これから、認定第１号を採決いたします。 
 異議がありますので、この採決は起立によって行います。 
 本案に対する決算特別委員長の報告は、認定であります。 
 本案は、決算特別委員長の報告のとおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 
 （ 起 立 多 数 ） 
 起立多数であります。 
 したがって、認定第１号は決算特別委員長の報告のとおり認定することに決定いたしました。 
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 次に、認定第２号に対する討論を行います。 
 討論はありませんか。 
 （ な し ） 
 討論を終結いたします。 
 これから、認定第２号を採決いたします。 
 認定第２号に対する委員長の報告は、認定です。 
 お諮りいたします。 
 認定第２号は決算特別委員長の報告のとおり、認定することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、認定第２号は決算特別委員長の報告のとおり認定することに決定いたしました。 
 次に、認定第３号に対する討論を行います。 
 討論はありませんか。 
 （ な し ） 
 討論を終結いたします。 
 これから、認定第３号を採決いたします。 
 認定第３号に対する委員長の報告は、認定です。 
 お諮りいたします。 
 認定第３号は決算特別委員長の報告のとおり、認定することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、認定第３号は決算特別委員長の報告のとおり認定することに決定いたしました。 
 次に、認定第４号に対する討論を行います。 
 討論はありませんか。 
 （ な し ） 
 討論を終結いたします。 
 これから、認定第４号を採決いたします。 
 認定第４号に対する委員長の報告は、認定です。 
 お諮りいたします。 
 認定第４号は決算特別委員長の報告のとおり、認定することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、認定第４号は決算特別委員長の報告のとおり認定することに決定いたしました。 
 次に、認定第５号に対する討論を行います。 
 討論はありませんか。 
 （ な し ） 
 討論を終結いたします。 
 これから、認定第５号を採決いたします。 
 認定第５号に対する委員長の報告は、認定です。 
 お諮りいたします。 
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 認定第５号は決算特別委員長の報告のとおり、認定することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、認定第５号は決算特別委員長の報告のとおり認定することに決定いたしました。 
 次に、認定第６号に対する討論を行います。 
 討論はありませんか。 
 （ な し ） 
 討論を終結いたします。 
 これから、認定第６号を採決いたします。 
 認定第６号に対する委員長の報告は、認定です。 
 お諮りいたします。 
 認定第６号は決算特別委員長の報告のとおり、認定することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、認定第６号は決算特別委員長の報告のとおり認定することに決定いたしました。 
 次に、認定第７号に対する討論を行います。 
 討論はありませんか。 
 （ な し ） 
 討論を終結いたします。 
 これから、認定第７号を採決いたします。 
 認定第７号に対する委員長の報告は、認定です。 
 お諮りいたします。 
 認定第７号は決算特別委員長の報告のとおり、認定することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、認定第７号は決算特別委員長の報告のとおり認定することに決定いたしました。 
 次に、認定第８号に対する討論を行います。 
 討論はありませんか。 
 （ な し ） 
 討論を終結いたします。 
 これから、認定第８号を採決いたします。 
 認定第８号に対する委員長の報告は、認定です。 
 お諮りいたします。 
 認定第８号は決算特別委員長の報告のとおり、認定することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、認定第８号は決算特別委員長の報告のとおり認定することに決定いたしました。 
 次に、認定第９号に対する討論を行います。 
 討論はありませんか。 
 （ な し ） 
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 討論を終結いたします。 
 これから、認定第９号を採決いたします。 
 認定第９号に対する委員長の報告は、認定です。 
 お諮りいたします。 
 認定第９号は決算特別委員長の報告のとおり、認定することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、認定第９号は決算特別委員長の報告のとおり認定することに決定いたしました。 
 次に、認定第１０号に対する討論を行います。 
 討論はありませんか。 
 （ な し ） 
 討論を終結いたします。 
 これから、認定第１０号を採決いたします。 
 認定第１０号に対する委員長の報告は、認定です。 
 お諮りいたします。 
 認定第１０号は決算特別委員長の報告のとおり、認定することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、認定第１０号は決算特別委員長の報告のとおり、認定することに決定いたしま

した。 
 次に、認定第１１号に対する討論を行います。 
 討論はありませんか。 
 （ な し ） 
 討論を終結いたします。 
 これから、認定第１１号を採決いたします。 
 認定第１１号に対する委員長の報告は、認定です。 
 お諮りいたします。 
 認定第１１号は決算特別委員長の報告のとおり、認定することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、認定第１１号は決算特別委員長の報告のとおり、認定することに決定いたしま

した。 
 次に、認定第１２号に対する討論を行います。 
 討論はありませんか。 
 （ な し ） 
 討論を終結いたします。 
 これから、認定第１２号を採決いたします。 
 認定第１２号に対する委員長の報告は、認定です。 
 お諮りいたします。 
 認定第１２号は決算特別委員長の報告のとおり、認定することにご異議ありませんか。 
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 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、認定第１２号は決算特別委員長の報告のとおり、認定することに決定いたしま

した。 
 次に、認定第１３号に対する討論を行います。 
 討論はありませんか。 
 （ な し ） 
 討論を終結いたします。 
 これから、認定第１３号を採決いたします。 
 認定第１３号に対する委員長の報告は、認定です。 
 お諮りいたします。 
 認定第１３号は決算特別委員長の報告のとおり、認定することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、認定第１３号は決算特別委員長の報告のとおり、認定することに決定いたしま

した。 
 次に、認定第１４号から認定第２２号までの９案件に対する討論を行います。 
 討論はありませんか。 
 （ な し ） 
 討論を終結いたします。 
 これから、認定第１４号から認定第２２号までの９案件を一括して採決を行います。 
 本案に対する決算特別委員長の報告は、認定であります。 
 お諮りいたします。 
 認定第１４号から認定第２２号までの９案件につきましては、決算特別委員長の報告のとお

り、決することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、認定第１４号から認定第２２号までの９案件は、決算特別委員長の報告のとお

り認定することに決定いたしました。 
 次に、認定第２３号に対する討論を行います。 
 討論はありませんか。 
 （ な し ） 
 討論を終結いたします。 
 これから、認定第２３号を採決いたします。 
 認定第２３号に対する委員長の報告は、認定です。 
 お諮りいたします。 
 認定第２３号は決算特別委員長の報告のとおり、認定することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、認定第２３号は決算特別委員長の報告のとおり、認定することに決定いたしま
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した。 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（秋山俊和君） 
   日程第２４ 議案第７３号 北杜市行政組織条例の一部を改正する条例についてから日程第

３５ 請願第４号 核兵器廃絶の課題で「日本政府に対する意見書の採択」を求める請願まで

の１２案件を一括議題といたします。 
 本件につきましては各常任委員会に付託しておりますので、各常任委員長から審査の経過と

結果について、報告を求めます。 
 はじめに総務常任委員会から、議案第７３号から議案第７４号までについて報告を求めます。 
 総務常任委員長、利根川昇君。 
 利根川昇君。 

〇総務常任委員長（利根川昇君） 
 平成２１年１０月１日 
 北杜市議会議長 秋山俊和様 

北杜市議会総務常任委員会委員長 利根川昇 
 北杜市議会総務常任委員会委員長報告書 
 総務常任委員会は、９月１０日の本会議において付託されました事件の審査を、９月２４日

に議員協議会室において慎重に行いましたので、その経過ならびに結果について、ご報告いた

します。 
 付託された事件 
 議案第７３号 北杜市行政組織条例の一部を改正する条例について 
 議案第７４号 北杜市行政区長設置条例の一部を改正する条例について 
 請願第４号 核兵器廃絶の課題で「日本政府に対する意見書の採択」を求める請願 
 以上、３件であります。 
 審査結果 
 この審査過程における、主なる質疑を申し上げます。 
 まず議案第７３号 北杜市行政組織条例の一部を改正する条例についてであります。 
 規則も併せて審議するべきではないかとの質疑に対し、まずは条例を改正し、規則について

は整備が済み次第、後日示していきたいとの答弁がありました。 
 住民監査請求も総務部で扱うのかとの質疑に対し、住民監査請求については、今までどおり

監査委員事務局で扱う。訴訟等に発展した場合、総務部の分掌となるとの答弁がありました。 
 男女共同参画に関することを総務部から企画部に代える理由はとの質疑に対し、総務部地域

創造課は、地域間交流が主な分掌である。企画部は、総合計画等各種計画の立案・作成に携わっ

ている。全体の計画の中で、男女共同参画についても取り組んでいくためとの答弁がありまし

た。 
 質疑終結後、討論はなく、採決の結果、賛成多数により原案のとおり可決すべきものと決定

いたしました。 
 次に議案第７４号 北杜市行政区長設置条例の一部を改正する条例についてであります。 
 サンコーポラスという名称は、ほかには使われていないかとの質疑に対し、民間については

調べていないが、ほかには使われていない。なお、武川や小淵沢の雇用促進住宅についても、
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この名称を使っているとの答弁がありました。 
 質疑終結後、討論はなく、全員異議なく原案のとおり可決すべきものと決定いたしました。 
 次に請願第４号 核兵器廃絶の課題で「日本政府に対する意見書の採択」を求める請願につ

いてであります。 
 紹介議員から趣旨説明を受け、紹介議員に対する質疑を行い、慎重な審査を行いました。 
 請願趣旨について論ずべきである。ＮＰＴ発行後３９年が経過したが、その状況を教えても

らいたい。内容を精査し、もう少し慎重に議論し進めていくべきであるなどの意見が出され、

意見終結後、継続審査との意見があり、賛成多数により閉会中の継続審査とすることに決定い

たしました。 
 以上で、委員長報告を終わります。 

〇議長（秋山俊和君） 
 総務常任委員長の報告が終わりました。 
 これから、総務常任委員長報告に対する質疑を一括して行います。 
 質疑はございませんか。 
 （ な し ） 
 ないようですので、これをもって総務常任委員長報告に対する質疑を終結いたします。 
 次に文教厚生常任委員会から、議案第７６号から議案第８１号まで、及び請願第３号の審査

の経過と結果について、報告を求めます。 
 文教厚生常任委員長、千野秀一君。 
 千野秀一君。 

〇文教厚生常任委員長（千野秀一君） 
 平成２１年１０月１日 
 北杜市議会議長 秋山俊和様 

北杜市議会文教厚生常任委員会委員長 千野秀一 
 北杜市議会文教厚生常任委員会委員長報告をいたします。 
 文教厚生常任委員会は、９月１０日の本会議において付託されました事件の審査を、９月

２４日に議員協議会室において慎重に行いましたので、その経過ならびに結果についてご報告

いたします。 
 付託された事件 
 議案第７６号 北杜市後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例について 
 議案第７７号 北杜市老人医療費助成金支給条例の一部を改正する条例について 
 議案第７８号 北杜市重度心身障害者医療費助成条例の一部を改正する条例について 
 議案第７９号 北杜市ひとり親家庭医療費助成に関する条例の一部を改正する条例について 
 議案第８０号 北杜市子ども医療費助成金支給条例の一部を改正する条例について 
 議案第８１号 北杜市介護保険条例の一部を改正する条例について 
 請願第３号 父子家庭に対する経済的支援の実施を求める請願書 
 以上、７件でありました。 
 審査結果を報告します。 
 審査過程における、主なる質疑を申し上げます。 
 まず議案第７６号 北杜市後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例については、
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質疑、討論ともになく、全員異議なく原案のとおり可決すべきものと決定いたしました。 
 次に議案第７７号 北杜市老人医療費助成金支給条例の一部を改正する条例についてであり

ます。 
 高額介護合算療養費の詳細はとの質疑に対し、限度額を超えたとき、その超えた分が申請に

より医療保険と介護保険から、それぞれの比率によって支給されるものとの答弁があり、算定

基準額の具体的数値についても、詳細に答弁がありました。 
 質疑終結後、討論はなく、全員異議なく原案のとおり可決すべきものと決定いたしました。 
 次に議案第７８号 北杜市重度心身障害者医療費助成条例の一部を改正する条例について、

議案第７９号 北杜市ひとり親家庭医療費助成に関する条例の一部を改正する条例について、

議案第８０号 北杜市子ども医療費助成金支給条例の一部を改正する条例についての３件につ

いては質疑、討論ともになく、全員異議なく原案のとおり可決すべきものと決定いたしました。 
 次に議案第８１号 北杜市介護保険条例の一部を改正する条例についてであります。 
 条例の施行が平成２２年１月１日だが、変更はないかとの質疑に対し、政権が交代したが、

条例の施行が変わることはないとの答弁がありました。 
 次に請願第３号 父子家庭に対する経済的支援の実施を求める請願書についてであります。 
 紹介議員から補足説明を受け、審査を行いました。委員からは採択すべきとの意見が述べら

れ、討論はなく、全員異議なく採択すべきものと決定し、併せて委員会として発議し、国へ意

見書を提出していくことに決定いたしました。 
 以上、委員長報告を終わります。 

〇議長（秋山俊和君） 
 文教厚生常任委員長の報告が終わりました。 
 これから、文教厚生常任委員長報告に対する質疑を一括して行います。 
 質疑はございませんか。 
 保坂多枝子君。 

〇１１番議員（保坂多枝子君） 
 報告をいただきました。それで議案第８１号 北杜市介護保険条例の一部を改正する条例に

ついてでありますが、これはどういう決定になっているんでしょうか。 
 ２ページになりますが、この報告書の。議案第８１号 北杜市介護保険条例の一部を改正す

る条例についてとありますが、これの採決がしてあると思うんですが。 
 意味が分かりますか。７６号、７７号、それにずっと続きまして、７８号までは全員異議な

く原案のとおり可決すべきものと決定いたしましたとあります。８１号の採決についての報告

がないのですが、そこについてをお願いいたします。 
〇議長（秋山俊和君） 

 千野委員長。 
〇１３番議員（千野秀一君） 

 この８１号につきましても、全員異議なく原案のとおり可決すべきものと決定されておりま

す。申し訳ありませんでした。 
〇議長（秋山俊和君） 

 よろしいですか。 
 （はい。の声） 
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 ほかに質疑はございませんか。 
 （ な し ） 
 ないようですので、これをもって文教厚生常任委員長報告に対する質疑を終結いたします。 
 次に経済環境常任委員会から、議案第９７号から議案第９８号までについて、審査の経過と

結果について、報告を求めます。 
 経済環境常任委員長、渡邊英子君。 
 渡邊英子君。 

〇経済環境常任委員長（渡邊英子君） 
 平成２１年１０月１日 
 北杜市議会議長 秋山俊和様 

北杜市議会経済環境常任委員会委員長 渡邊英子 
 北杜市議会経済環境常任委員会委員長報告をいたします。 
 経済環境常任委員会は、９月１０日の本会議において付託されました事件の審査を、９月

２５日に議員協議会室において慎重に行いましたので、その経過ならびに結果について、ご報

告いたします。 
 付託された事件 
 議案第９７号 字の区域の変更について（白州町鳥原及び下教来石） 
 議案第９８号 字の区域の変更について（白州町花水及び白須） 
 以上、２件であります。 
 審査結果 
 この審査過程における、主なる質疑を申し上げます。 
 まず議案第９７号 字の区域の変更について（白州町鳥原及び下教来石）についてでありま

す。 
 分筆などは必要ないかとの質疑に対し、換地区域内については一度全部地番をなくし、新た

に地番をふるため、分筆は不要との答弁がありました。 
 質疑終結後、討論はなく、全員異議なく原案のとおり可決すべきものと決定いたしました。 
 次に議案第９８号 字の区域の変更について（白州町花水及び白須）については質疑、討論

ともになく、全員異議なく原案のとおり可決すべきものと決定いたしました。 
 以上で、委員長報告を終わります。 

〇議長（秋山俊和君） 
 経済環境常任委員長の報告が終わりました。 
 これから、経済環境常任委員長報告に対する質疑を一括して行います。 
 質疑はございませんか。 
 （ な し ） 
 ないようですので、これをもって経済環境常任委員長報告に対する質疑を終結いたします。 
 以上で、各常任委員長の報告に対する質疑が終了しました。 
 これから、議案第７３号に対する討論を行います。 
 討論はありませんか。 
 （ な し ） 
 討論を終結いたします。 
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 これから、議案第７３号を採決いたします。 
 議案第７３号に対する委員長の報告は、可決です。 
 お諮りいたします。 
 議案第７３号は、総務常任委員長の報告のとおり決定することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、議案第７３号は総務常任委員長の報告のとおり可決されました。 
 次に、議案第７４号に対する討論を行います。 
 討論はありませんか。 
 （ な し ） 
 討論を終結いたします。 
 これから、議案第７４号を採決いたします。 
 議案第７４号に対する委員長の報告は、可決です。 
 お諮りいたします。 
 議案第７４号は、総務常任委員長の報告のとおり決定することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、議案第７４号は総務常任委員長の報告のとおり可決されました。 
 次に、議案第７６号に対する討論を行います。 
 討論はありませんか。 
 （ な し ） 
 討論を終結いたします。 
 これから、議案第７６号を採決いたします。 
 議案第７６号に対する委員長の報告は、可決です。 
 お諮りいたします。 
 議案第７６号は、文教厚生常任委員長の報告のとおり決定することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、議案第７６号は文教厚生常任委員長の報告のとおり可決されました。 
 次に、議案第７７号に対する討論を行います。 
 討論はありませんか。 
 （ な し ） 
 討論を終結いたします。 
 これから、議案第７７号を採決いたします。 
 議案第７７号に対する委員長の報告は、可決です。 
 お諮りいたします。 
 議案第７７号は、文教厚生常任委員長の報告のとおり決定することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、議案第７７号は文教厚生常任委員長の報告のとおり可決されました。 
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 次に、議案第７８号に対する討論を行います。 
 討論はありませんか。 
 （ な し ） 
 討論を終結いたします。 
 これから、議案第７８号を採決いたします。 
 議案第７８号に対する委員長の報告は、可決です。 
 お諮りいたします。 
 議案第７８号は、文教厚生常任委員長の報告のとおり決定することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、議案第７８号は文教厚生常任委員長の報告のとおり可決されました。 
 次に、議案第７９号に対する討論を行います。 
 討論はありませんか。 
 （ な し ） 
 討論を終結いたします。 
 これから、議案第７９号を採決いたします。 
 議案第７９号に対する委員長の報告は、可決です。 
 お諮りいたします。 
 議案第７９号は、文教厚生常任委員長の報告のとおり決定することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、議案第７９号は文教厚生常任委員長の報告のとおり可決されました。 
 次に、議案第８０号に対する討論を行います。 
 討論はありませんか。 
 （ な し ） 
 討論を終結いたします。 
 これから、議案第８０号を採決いたします。 
 議案第８０号に対する委員長の報告は、可決です。 
 お諮りいたします。 
 議案第８０号は、文教厚生常任委員長の報告のとおり決定することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、議案第８０号は文教厚生常任委員長の報告のとおり可決されました。 
 次に、議案第８１号に対する討論を行います。 
 討論はありませんか。 
 （ な し ） 
 討論を終結いたします。 
 これから、議案第８１号を採決いたします。 
 議案第８１号に対する委員長の報告は、可決です。 
 お諮りいたします。 
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 議案第８１号は、文教厚生常任委員長の報告のとおり決定することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、議案第８１号は文教厚生常任委員長の報告のとおり可決されました。 
 次に、議案第９７号に対する討論を行います。 
 討論はありませんか。 
 （ な し ） 
 討論を終結いたします。 
 これから、議案第９７号を採決いたします。 
 議案第９７号に対する委員長の報告は、可決です。 
 お諮りいたします。 
 議案第９７号は、経済環境常任委員長の報告のとおり決定することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、議案第９７号は経済環境常任委員長の報告のとおり可決されました。 
 次に、議案第９８号に対する討論を行います。 
 討論はありませんか。 
 （ な し ） 
 討論を終結いたします。 
 これから、議案第９８号を採決いたします。 
 議案第９８号に対する委員長の報告は、可決です。 
 お諮りいたします。 
 議案第９８号は、経済環境常任委員長の報告のとおり決定することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、議案第９８号は経済環境常任委員長の報告のとおり可決されました。 
 次に請願第３号 父子家庭に対する経済的支援の実施を求める請願書に対する討論を行いま

す。 
 討論はありませんか。 
 （ な し ） 
 討論を終結いたします。 
 これから、請願第３号を採決いたします。 
 請願第３号の委員長の報告は、採択です。 
 お諮りいたします。 
 請願第３号は、文教厚生常任委員長の報告のとおり決定することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、請願第３号は文教厚生常任委員長の報告のとおり可決されました。 
 ここで、暫時休憩とします。 
 再開は１１時１０分です。 
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休憩 午前１０時５７分 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

再開 午前１１時１０分 
〇議長（秋山俊和君） 

 休憩前に引き続き、再開いたします。 
   日程第３６ 報告第９号 平成２０年度北杜市一般会計継続費精算報告書報告の件から日程第

３９ 報告第１２号 専決処分の報告について（損害賠償の額の決定）までの４案件について、

内容説明を順次、担当部長に求めます。 
 小林企画部長、報告第９号から報告第１１号まで。 
 小林企画部長。 

〇企画部長（小林喜文君） 
 それでは報告第９号の、平成２０年度北杜市一般会計継続費精算報告書の報告の件について、

ご説明を申し上げます。 
 １０款教育費の仮称、北杜市学校給食センター建設事業、現在は南学校給食センターでござ

いますが、平成１９年度、２０年度で建設してまいりました。各年度別については記載のとお

りでありますが、合計額でご説明を申し上げます。 
 まず全体計画では、左側下段の国庫支出金は１億２２４万５千円、地方債は５億８，８６０万

円。その他財源がなく、一般財源は３，１１５万５千円で、合計年割額は７億２，２００万円

でありました。 
 次に実績でありますが、中段の下段の国庫支出金は１億５，５８０万３千円、地方債が５億

６１０万円。その他財源がなく、一般財源は１，７３１万３千円余で、支出済み額、いわゆる

総工費でありますが、６億７，９２１万６千円余でありました。 
 結果的に、右側下段の国庫支出金は５，３５５万８千円の増額。地方債は８，２５０万円の

減額。一般財源は１，３８４万１千円余の減であります。全体計画との差は、４，２７８万３千

円余の減額の精算をするものであります。 
 地方自治法施行令第１４５条第２項の規定により、議会に報告するものであります。 
 次に報告第１０号の平成２０年度北杜市健全化判断比率報告の件について、ご説明を申し上

げます。 
 健全化判断比率につきましては、地方自治体の財政の健全化に関する法律第３条第１項の規

定により、監査委員の審査に付し、その意見書を付けて議会に報告するものでございます。 
 まず実質赤字比率でありますが、標準財政規模に対する歳入総額から歳出総額を差し引いた

額の割合のことであり、つまり黒字か赤字かを判断する指標であります。 
 比率算定の対象となるのは一般会計、白州診療所特別会計、甲陵中・高等学校特別会計がそ

の対象となり、本市においては実質収支が赤字を生じていないため、数値は出ておりません。 
 なお、本市に適用される早期健全化基準は１２．４８％であります。 
 次に連結実質赤字比率でありますが、全会計の赤字額から黒字額を引いた額、これを連結実

質赤字額といいますが、それを標準財政規模で除した比率でございます。全会計といっても一

般会計、公営事業会計、公営企業会計が算定の対象範囲で、本市では一般会計、国民健康保険、

辺見診療所、介護保険、居宅介護支援事業、後期高齢者医療、老人保健、病院事業、簡易水道

事業、下水道事業、農業集落排水事業、土地開発事業特別会計がその対象となります。本市に
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おいては、連結実質収支が赤字を生じていないため、数値は出ておりません。 
 なお、本市に適用される早期健全化比率は１７．４８％であります。 
 次に実質公債費比率でありますが、平成１８年４月に地方債制度が許可制度から協議制度に

移行したことに伴い、導入された財政指数であり、公債費による財政負担の程度を示すもので

あります。 
 従来の起債制限比率に反映されていなかった公営企業の公債費への一般会計繰出金、一部組

合の公債費への負担金、債務行為に基づく支出のうち公債費に準ずるもの等の公債費類似経費

を算入しております。この実質公債費比率が１８％未満であれば、地方債の発行は協議制がと

られ、原則、自由に行うことができますが、１８％以上となると許可制となり、公債費負担適

正化計画の提出を求められることとなります。 
 ２５％以上になると、一般単独事業債と公共用地先行取得事業債が制限され、３５％以上に

なると一般公共事業債にも制限がかけられます。健全化法については、いわゆるイエローカー

ド、これが早期健全化計画の策定が必要となるのは２５％。レッドカードは、財政再生計画の

策定が必要となるのは３５％と定められております。本市の実質公債費比率は１９．１％であ

ります。 
 平成２０年度公債費負担適正化計画では、１９．２％の見込みでありましたが、０．１％の

軽減がなされたことは、積極的に実施した繰上償還や借り換えなどにより、後年度の公債費負

担が軽減されたものであります。しかし、依然として１８％以上でありますので、引き続き地

方債の発行には知事の許可が必要であります。 
 なお、本市に適用される早期健全化基準は２５％であります。 
 次に将来負担比率でありますが、一般会計が将来負担すべき実質的な負債の標準財政規模に

対する比率をいうものでございます。つまり、一般会計が背負っている借金が一般会計の標準

的な年間収入の何年分かに相当するものかを表すものであります。 
 将来負担額として算定されるのは地方債残高、債務負担行為支出予定額、一部事務組合、第

三セクター、地方公社、地方独立行政法人などに関する負担見込額、損失補償額、連結実質赤

字額、一般会計雇用職員の退職手当引当金などがあり、これらから基金、借金の返済に充てる

特定財源、交付税に算入される公債費の見込額などを差し引いた算定を行います。 
 本市の将来負担比率については、１７２．６％となっております。昨年の１６０．５％に比

較して１２．１％高くなっておりますが、これは下水道事業、農業集落排水事業へ公債費、繰

入見込額の増、峡北地域広域水道企業団の企業債負担見込額の算入が、今年度から算入された

ことによるものでございます。 
 なお、本市に適用される早期健全化基準は３５０％であります。 
 次のページに、監査委員から適正であるとの意見書が添付してございます。 
 次に報告第１１号の平成２０年度北杜市資金不足比率報告の件について、ご説明を申し上げ

ます。 
 公営企業の資金不足比率につきましては、地方公共団体の財政健全化に関する法律第２２条

第１項の規定により、監査委員の審査に付し、その意見書を付けて議会に報告するものでござ

います。 
 資金不足比率でありますが、公営企業ごとの資金の不足額が事業の規模に対して、どの程度

あるかを示すものであります。資金の不足額とは、一般会計等の実質赤字に相当するもので、
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公営企業会計ごとに算定した額のことを言います。事業の規模とは、料金収入など主たる営業

活動から生じる収益等に相当する額のことをいいます。本市の北杜市立病院事業特別会計ほか、

４特別会計ともに資金不足が生じていないため、数値は出ておりません。 
 同様に、次のページに監査委員からの意見書が添付してございます。 
 以上、２０年度決算に基づく健全化判断比率及び資金不足比率の報告といたします。 
 以上、ご審議の上、ご承認いただけますようお願い申し上げます。 

〇議長（秋山俊和君） 
 次に細川総務部長、報告第１２号の１。 
 細川総務部長。 

〇総務部長（細川清美君） 
 報告第１２号 専決処分の報告について、内容の説明を申し上げます。 
 地方自治法第１８０条第１項の規定により、議会において指定されている事項について専決

処分をいたしましたので、議会に報告するものです。 
 専決処分の内容につきましては、消防団の活動にかかる損害賠償１件、道路の管理瑕疵にか

かる損害賠償４件の額の決定であります。 
 １枚、おめくりをいただきまして、はじめに専決第１号であります。消防団の活動にかかる

損害賠償の額を決定したものであります。 
 損害賠償の額は５万３，９３１円です。 
 損害賠償の相手方は、栃木県小山市横倉新田在住の男性であります。 
 損害賠償の理由は、平成２１年７月１９日、午前８時４０分ごろ、小淵沢６４７０番地９付

近において、北杜市消防団小淵沢分団第３部団員が消防水利周辺の草刈りの作業中、誤って飛

ばした石が隣地に駐車中の相手方車両に当たり、左後部窓ガラスを破損したので、これに対す

る損害賠償を行うものであります。 
 支払い方法は、相手方の指定した口座に市民総合賠償補償保険事故として、保険会社から支

払われるものであります。 
〇議長（秋山俊和君） 

 次に名取産業観光部長、報告第１２号の２。 
 名取産業観光部長。 

〇産業観光部長（名取重幹君） 
 おめくりいただきまして、専決第２号でございます。 
 額の決定でございますが、道路の管理瑕疵にかかる損害賠償の額の決定でございます。 
 損害賠償の額、４万６４６円。 
 損害賠償の相手方、山梨県甲斐市富竹新田在住の男性でございます。 
 賠償の理由でございますが、平成２１年８月２日、午後７時３０分ごろ、相手方が林道流川

線を走行中に、白州町下教来石１９７３番地付近で道路上の穴に落輪し、タイヤ１本が破損し

たので、これに対する損害賠償を行うものでございます。 
 支払い方法でありますが、相手方の指定した口座に道路賠償責任保険事故として、保険会社

から支払われるものでございます。 
 よろしくお願いいたします。 
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〇議長（秋山俊和君） 
 次に深沢建設部長、報告第１２号の３から５。 
 深沢建設部長。 

〇建設部長（深沢朝男君） 
 ４ページをご覧いただきたいと思います。 
 道路の管理瑕疵にかかる損害賠償の額を決定するものでございまして、内容につきましては、

損害賠償の額、６万３，８４０円。 
 損害賠償の相手方は、山梨県北杜市小淵沢町在住、男性。 
 損害賠償の理由は、平成２１年７月５日、午後１時３０分ごろ、相手方が市道仲町鳥久保線

を走行中に、長坂町長坂上条２３３１番地付近で、道路上の穴にはまってしまい、左前後輪タ

イヤがパンク・損傷したので、これに対する損害賠償を行うものである。 
 支払いの方法は、相手方の指定した口座に道路賠償責任保険事故として、保険会社から支払

われるという内容でございます。 
 次に、５ページをご覧いただきたいと思います。 
 専決第４号でございます。これも同様、道路の管理瑕疵にかかる損害賠償ということでござ

います。 
 損害賠償の額は、５万４，８０８円。 
 損害賠償の相手方は、山梨県北杜市高根町在住の女性。 
 損害賠償の理由は、平成２１年８月８日、午前４時ごろ、相手方が市道西割蔵原線を走行中

に高根町蔵原１１６２番地１付近で、道路上の石にぶつかり、燃料タンク・プロペラシャフト

を破損したので、これに対する損害賠償を行うということでございます。 
 支払いの方法は、相手方の指定した口座に道路賠償責任保険事故として、保険会社から支払

われます。 
 次に６ページをお願いいたします。専決第５号でございます。 
 これも同様、道路の管理瑕疵にかかる損害賠償の額の決定でございます。 
 損害賠償の額は、４，９２０円。 
 損害賠償の相手方は、山梨県北杜市小淵沢町在住の男性。 
 損害賠償の理由は、平成２１年７月２７日、午後２時２０分ごろ、相手方が市道東１級４０号

線を走行中に小淵沢町上笹尾３３３１番地１３７付近で、道路上の穴にはまってしまい、左後

輪タイヤがパンクしたので、これに対する損害賠償を行うものである。 
 支払い方法は、相手方の指定した口座に道路賠償責任保険事故として、保険会社から支払わ

れるということでございます。 
 以上でございます。 

〇議長（秋山俊和君） 
 説明が終わりました。 
 以上で報告第９号から報告第１２号まで、４案件の報告を終わります。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（秋山俊和君） 
   日程第４０ 報告第１３号 専決処分の報告について（損害賠償の額の決定）を議題といたしま

す。 
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 市長から、提出議案の説明を求めます。 
 白倉市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 報告第１３号の専決処分の報告について、ご説明申し上げます。 
 損害賠償の額の決定につきまして、地方自治法第１８０条第１項の規定により専決処分した

ので、同条第２項の規定により議会に報告するものであります。 
 内容につきましては建設部長から説明いたしますので、よろしくお願い申し上げます。 

〇議長（秋山俊和君） 
 市長の説明が終わりました。 
 内容説明を担当部長に求めます。 
 深沢建設部長。 

〇建設部長（深沢朝男君） 
 それでは報告第１３号の内容について、ご説明を申し上げます。 
 損害賠償の額の決定についてということで、これは道路の管理瑕疵にかかる損害賠償の額を

次のとおり決定したので、報告するものでございます。 
 損害賠償の額は、３万５千円。 
 損害賠償の相手方、神奈川県横須賀市小原台在住の女性でございます。 
 損害賠償の理由は、平成２１年９月１日、午後６時５０分ごろ、相手方が市道上野原１号線

を走行中に、長坂町白井沢３５０４番地付近で路面から大きくせり出したマンホールに車両底

部を衝突し、オイルパン等を破損した。この事故車はレンタカーのため、修理代はレンタカー

会社の車両保険で修理されるが、休車損害補償代に対する損害補償を行うものであります。 
 支払い方法は、相手方の指定した口座に道路賠償責任保険事故として、保険会社から支払わ

れるという内容でございます。 
 よろしくお願いいたします。 

〇議長（秋山俊和君） 
 説明が終わりました。 
 以上で、報告第１３号の報告を終わります。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（秋山俊和君） 
   日程第４１ 議案第７２号 北杜市中小企業振興基本条例の制定についてを議題といたします。 

 内容説明を求めます。 
 名取産業観光部長。 

〇産業観光部長（名取重幹君） 
 それでは議案第７２号について、ご説明いたします。概要書をお開きください。 
 まず趣旨でございますが、中小企業の振興を図るため、市が展開する施策の基本方針を定め

ることに伴い、条例を制定するというものでございます。 
 制定の内容でありますが、中小企業が市の産業発展に果たす役割の重要性や地域経済に与え

る影響を重視し、中小企業の振興を図る上で必要となる施策の基本的な考えを明示することに

より市の姿勢を明確にし、施策の効果的な推進を図るために条例を制定するものでございます。 
 議案書をお開きください。 
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 ２ページ、３ページでございますが、第１条から第８条までで構成をされております。内容

でございますが、中小企業の振興について、基本となる事項を定め、中小企業の競争力の向上

と経営基盤の強化及び健全な発展を促進し、活力ある社会の発展に寄与することを目的に掲げ、

基本となる理念と前提条件を規定いたしまして、さらに市及び中小企業社が共通認識のもと、

それぞれの役割を果たし、その振興は行政と中小企業社のみならず、市民の理解・協力を得て

行う必要があるとの認識に立ち、市民等の行動原則を規定したものでございます。 
 施行予定日は、公布の日から施行するものでございます。 
 よろしくご審議のほど、お願い申し上げます。 

〇議長（秋山俊和君） 
 説明が終わりました。 
 これから、質疑を行います。 
 質疑はありませんか。 
 （ な し ） 
 質疑を終結いたします。 
 お諮りいたします。 
 ただいま、議題となっております議案第７２号は会議規則第３７条第３項の規定により、委

員会への付託を省略したいと思います。 
 これにご異議ございませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、議案第７２号は委員会への付託を省略することに決定いたしました。 
 これから、討論を行います。 
 討論はありませんか。 
 （ な し ） 
 討論を終結いたします。 
 これから、議案第７２号に対する採決を行います。 
 お諮りいたします。 
 議案第７２号は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、議案第７２号 北杜市中小企業振興基本条例の制定については、原案のとおり

可決されました。 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（秋山俊和君） 
   日程第４２ 議案第８２号 平成２１年度北杜市一般会計補正予算（第３号）を議題といたしま

す。 
 内容説明を求めます。 
 小林企画部長。 

〇企画部長（小林喜文君） 
 それでは議案第８２号について、ご説明を申し上げます。 
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 平成２１年度北杜市一般会計補正予算（第３号）についてでございます。 
 １ページをお開きください。 
 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ４億５，０５０万６千円を追加し、歳入歳出予算の

総額を歳入歳出それぞれ３０５億８，７０８万３千円とするものであります。 
 第２条の地方債の変更は、第２表 地方債補正によるものであります。 
 ６ページをお開きください。 
 第２表 地方債補正であります。これは、起債の限度額の補正であります。合併特例事業債

１億１，４６０万円の増で、組織の改正に伴う東館の改修や清里周辺整備事業などであります。

過疎対策事業債５８０万円の増となります。白州の前沢中学校線の改良工事に充てるものでご

ざいます。 
 ２ページをお開きください。歳入でございます。 
 まず１０款地方交付税は、３，９３２万２千円の追加でございます。 
 １２款分担金及び負担金は１，１５５万円の追加でありますが、企業の農業参入に伴う受益

者負担金２００万円や発掘調査に伴う負担金９３５万円等でございます。 
 １４款国庫支出金は２億１，４６４万８千円の追加でありますが、主なものとしては１項国

庫負担金２，１６５万２千円は、生活保護費負担金であります。２項国庫補助金１億９，２９９万

６千円は、少子化対策による子育て応援特別手当支給事業４，２１１万円、女性特有のガン疾

病予防対策事業９６２万５千円、長寿命化修繕計画策定事業や地域活力基盤創造交付金事業

８９５万円などでございます。 
 １５款県支出金は、３，５６５万２千円の追加であります。少子化対策による山梨保育サポー

ターモデル事業や地域子育て創生事業、企業の農業参入促進のための県単土地改良事業などで

ございます。 
 １８款繰入金は１，９８６万６千円余の追加でありますが、老健や介護保険特別会計からの

繰入金で、過年度の精算分でございます。 
 ２０款諸収入は８６４万８千円の追加でありますが、高根や長坂のふるさとまつりへ財団法

人 地域活性化センターからの助成金などでございます。 
 ２１款市債は１億２，０４０万円の追加でございますが、合併特例債事業、まちづくり交付

金事業の清里地区周辺整備事業や組織改革に伴う東館の改修等でございます。 
 合計しまして、歳入の補正額は合わせて４億５，０５０万６千円となり、歳入総額を３０５億

８，７０８万３千円とするものでございます。 
 ４ページ、５ページをお願いいたします。歳出であります。 
 まず２款総務費８，３０４万２千円の追加でありますが、主なものとしまして、１款総務管

理費の６，８８０万７千円は、組織改革に伴うものでございます。また、市内８０カ所の交差

点等に自発光道路鋲等を設置する事業でございます。 
 次に２項徴収税の７０６万１千円は固定資産税、市民税、軽自動車税など、コンビニで収納

するシステムの導入でございます。 
 ３項戸籍住民基本台帳費の７１７万４千円は、住民基本台帳システムの構築更新に要するも

のでございます。 
 ３款民生費１億２，４７９万２千円の追加でございます。主なものとしましては、１項社会

福祉費の３，７３４万８千円は、いずみ温泉及び武川温泉において、基準濃度を超過したメタ
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ンガスを分離するためのセパレーターの設置をするため、また２０年度事業の確定に伴う障害

者自立支援給付金国庫補助金の償還分などでございます。 
 次に２項児童福祉費の５，８４６万９千円は、先ほど言った保育サポート等の子育ての創生

事業でございます。 
 ３項生活保護費２，８９７万５千円は、雇用情勢の悪化に伴う補助費の増額が必要となった

ためでございます。 
 ４款衛生費３，９７１万６千円の追加でありますが、主なものとしましては、甲陽病院の療

養病棟の改築、先ほど言った女性特有のガン検診などでございます。 
 ６款農林水産費に３，２２２万４千円の追加でありますが、主なものとしては、企業の農業

参入の促進のための耕作地放棄の基盤整備事業などであります。 
 ７款商工費及び８款土木費等々については、それぞれ道路の１５メートル未満の橋梁の緊急

対策交付金による補助対象が緩和されたので、当初予算から相殺した等の補正でございます。 
 ４項住宅費１，０９２万円は、雇用促進住宅について１年分の固定資産税が納付されている

ことから１０月１日市営住宅となるため、固定資産税の還付を行うための所要額でございます。 
 ９款消防費６３３万円の追加でありますが、平成２４年度を目途に県下一消防本部体制を構

築する内容で協議会を設置する等の所要額でございます。 
 １０款教育費２，９３２万８千円の追加であります。１項教育総務費については、理科教育

充実のための備品購入等でございます。 
 ２項小学校費については、小学校統合のための説明資料の作成委託費等でございます。 
 合計しまして、歳出の補正額合わせて４億５，０５０万６千円となり、歳出総額を３０５億

８，７０８万３千円とするものでございます。 
 以上、よろしくご審議の上、ご議決をいただきますよう、お願い申し上げます。 

〇議長（秋山俊和君） 
 説明が終わりました。 
 これから、質疑を行います。 
 質疑はありませんか。 
 清水壽昌君。 

〇２０番議員（清水壽昌君） 
 私が聞き間違えたかどうかなんですけども、２ページの分担金及び負担金の負担金なんです

けども、先ほど９３５万円というふうに聞こえたんですけども、ここには９５５万円というふ

うにあるわけですけども、読み間違いではなかろうかと思います。 
〇議長（秋山俊和君） 

 小林企画部長。 
〇企画部長（小林喜文君） 

 清水議員の言うとおり、９５５万円でございます。訂正します。 
〇議長（秋山俊和君） 

 ほかにございませんか。 
 篠原眞清君。 

〇６番議員（篠原眞清君） 
 歳出の部分で、ちょっとお尋ねをしたい部分がございます。 
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 歳出、２款総務費、１項総務管理費、７目企画費、１５節工事請負費、機構改革に伴う事業

ということの、先ほどご説明がございました。承知している中で、本庁のプレハブ建設、それ

から東館の改修、須玉保健センターの改修というふうな内容を象徴しておるわけでございます

が、それぞれ、その必要性、この工事をせざるを得ない必要性、それから建設の概要、どのよ

うな内容のものになるのか、ご説明をいただきたいと思います。 
〇議長（秋山俊和君） 

 答弁を求めます。 
 小林企画部長。 

〇企画部長（小林喜文君） 
 篠原議員の質問でございます。 
 ２款１項７目の１５節工事費５，４６７万８千円のご質問だと思います。 
 これについては機構改革に伴う改修でございまして、今現在、３階に生活環境部、それから

教育委員会が入ってございますが、手狭になってきたということと、今回の機構改革に伴って、

東館を主として使いたいということで、まず東館の改修、電気とかカウンターとか、それから

情報機器のラインを引く。それから、それに伴って、そこに入りきれない部分について、プレ

ハブを建設し、その中にその上水道、下水道の部門を入れていきたいということでございます。

また須玉総合支所については、老朽化に伴い、空調設備が駄目でございますので、それを改修

する部分ではなくて、隣の保健センターに移動して、それをそこで総合支所業務に当たるとい

うようなことを考えております。 
 以上であります。 

〇議長（秋山俊和君） 
 篠原眞清君。 

〇６番議員（篠原眞清君） 
 プレハブ、今、東館の近辺というご説明ですけど、スペース的にそういうものを建てられる

スペースはあるんでしょうか。 
〇議長（秋山俊和君） 

 小林企画部長。 
〇企画部長（小林喜文君） 

 現在、職員の通用口が東側のほうにございます。そこの部分に駐輪場が、旧学校時代に駐輪

場の施設がございますが、その部分に建てられるスペースがございます。 
 以上です。 

〇議長（秋山俊和君） 
 ほかに質疑はございませんか。 
 （ な し ） 
 質疑を終結いたします。 
 お諮りいたします。 
 ただいま、議題となっております議案第８２号は、会議規則第３７条第３項の規定により、

委員会への付託を省略したいと思います。 
 これにご異議ございませんか。 
 （異議なし。の声） 
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 異議なしと認めます。 
 したがって、議案第８２号は委員会への付託を省略することに決定いたしました。 
 これから、討論を行います。 
 討論はありませんか。 
 清水進君。 

〇４番議員（清水進君） 
 議案第８２号 平成２１年度北杜市一般会計補正予算（第３号）に反対する立場から討論を

行います。 
 １０款教育費、２項小学校費、３目施設整備費１３０万円の予算計上があり、予算執行があ

まりにも拙速すぎることにあります。 
 理由の第１に長坂地区内の統合に対する意向、要望が現時点でどれだけ出されていますか、

それぞれ地域に１００年以上存在する小学校がなくなっていくことは、ＰＴＡや区長だけでな

く、そこに住んでいる全市民の課題でもあります。学校が遠くなれば子育てしにくい、過疎化

する地域に有効な対策か、地域コミュニティとしてどのように評価しているかなど、不安の声

は大きいのが現状ではないでしょうか。地域市民から熱意を持って、自主的に統合の声が挙がっ

ていないのに、計画策定を進めていくのは、あまりにも一方的であります。 
 第２に子どもの通学方法もバス通学も可能ですというだけで、子どもたちの放課後の過ごし

方やどこに集合場所がつくられるのか、低学年の児童はどうするのか、まったく未定でありま

す。また、説明会で出されている意見、疑問もバス通学では車酔いをしてしまう。子どもが地

域で過ごすことができるのか、なぜ少人数でなければいけないのか、なぜ適正規模にするのか、

疑問が残るなど、お互いに理解し合える話し合いにまで至っていない状況であります。保護者

の間でも、十分な話し合いが持たれていません。 
 第３に統合は、これから始まる事業であります。答申の小学校６校、中学校３校が仮に市の

方針となった場合、小学校や中学校が必ずなくなってしまう地域が発生します。今回の長坂地

区内予算執行のように、市の方針が決定事項となり、計画を進めていくのであれば、市民への

十分な説明会が行われず、住民合意がないまま計画だけ進めていくということに対し、懸念を

持ちます。学校がなくなる地域の住民の声を本当に聞こうとする姿勢があるのか、強い不安を

持ちます。 
 今回、長坂地区内の統合を進めていくために、資料作成が必要なら、学校関係者のみならず、

多くの地元市民の合意と納得を得た上で、予算執行しても間に合うものと考えます。 
 以上が、反対理由であります。 

〇議長（秋山俊和君） 
 次に、原案に賛成者の発言を許します。 
 利根川昇君。 

〇１２番議員（利根川昇君） 
 議案第８２号 平成２１年度北杜市一般会計補正予算（第３号）、これに賛成の立場で討論い

たします。 
 歳入歳出それぞれ４億５，０５０万６千円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ３０５億

８，７０８万３千円とする補正予算は、コンビニ収納システムの導入、将来の負担を軽減すべ

き行政組織改革事業、地域子育て創生事業費、子育て応援特別手当支給事業費、市立甲陽病院
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療養病棟改築事業設計委託費、地域おこし協力隊支援事業費、八ヶ岳観光圏整備計画策定事業

費、長坂地区小学校統合事業費など、これらはすべて、未来を見つめて足元を固める評価の高

い補正予算であると、私は思っております。 
 このような、以上の理由によりまして、平成２１年度北杜市一般会計補正予算（第３号）、本

案に賛成いたします。 
 以上です。 

〇議長（秋山俊和君） 
 ほかに討論はありませんか。 
 （ な し ） 
 これで、討論を終結します。 
 これから、議案第８２号を採決いたします。 
 異議がありますので、この採決は起立によって行います。 
 本案は、原案のとおり決定することに賛成の諸君の起立を求めます。 
 （ 起 立 多 数 ） 
 起立多数です。 
 したがって、議案第８２号 平成２１年度北杜市一般会計補正予算（第３号）は、原案のと

おり可決することに決定いたしました。 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（秋山俊和君） 
   日程第４３ 議案第８３号 平成２１年度北杜市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）を議

題といたします。 
 内容説明を求めます。 
 清水保健福祉部長。 

〇保健福祉部長（清水克己君） 
 議案第８３号 平成２１年度北杜市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）について、ご

説明をいたします。 
 １ページをお開きください。 
 平成２１年度北杜市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）は、歳入歳出の総額に歳入歳

出それぞれ７，０６９万６千円を追加し、歳入歳出の総額をそれぞれ５６億４，３４５万３千

円とするものでございます。 
 ２ページをお開きください。 
 歳入でありますが、３款２項国庫補助金６７０万３千円の増額補正でございます。主なもの

としましては、介護従事者処遇改善臨時特例交付金、あと特別調整交付金７９万９千円でござ

います。 
 ９款１項他会計繰入金でございますけども、出産育児一時金に対する一般会計の繰入金

４０万円でございます。 
 １０款１項繰越金６，３５９万３千円の増額補正でございます。２０年度よりの繰越金でご

ざいます。 
 ３ページをお願いいたします。 
 歳出でありますが、１款１項総務管理費８７３万５千円の増額補正でございます。主なもの
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といたしまして、コンビニ収納システムの導入経費２０３万８千円。国保給付システムの追加

導入経費６６９万７千円でございます。 
 ２款４項出産育児諸費１２０万７千円の増額補正でございますけども、出産育児一時金の可

算分、３０件分でございます。 
 １１款１項償還金及び還付金６，０７５万４千円の増額補正でございます。主なものといた

しまして、平成２０年度の退職療養給付費等の交付金の精算によります償還金、５，９４２万

７千円でございます。社会保険診療報酬支払い基金に返すものでございます。 
 以上でございます。よろしくご審議の上、ご議決いただけますよう、お願い申し上げます。 

〇議長（秋山俊和君） 
 説明が終わりました。 
 これから、質疑を行います。 
 質疑はありませんか。 
 （ な し ） 
 質疑を終結いたします。 
 お諮りいたします。 
 ただいま、議題となっております議案第８３号は、会議規則第３７条第３項の規定により、

委員会への付託を省略したいと思います。 
 これにご異議ございませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、議案第８３号は、委員会への付託を省略することに決定いたしました。 
 これから、討論を行います。 
 討論はありませんか。 
 （ な し ） 
 討論を終結いたします。 
 これから、議案第８３号に対する採決を行います。 
 お諮りいたします。 
 議案第８３号は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、議案第８３号 平成２１年度北杜市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）

は、原案のとおり可決されました。 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（秋山俊和君） 
   日程第４４ 議案第８４号 平成２１年度北杜市老人保健特別会計補正予算（第１号）を議題と

いたします。 
 内容説明を求めます。 
 清水保健福祉部長。 

〇保健福祉部長（清水克己君） 
 議案第８４号 平成２１年度北杜市老人保健特別会計補正予算（第１号）について、ご説明
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いたします。 
 １ページをお開きください。 
 平成２１年度北杜市老人保健特別会計補正予算（第１号）は、歳入歳出予算の総額に１，

２８２万４千円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ３，５７７万９千円とするものでご

ざいます。 
 ２ページをお願いいたします。 
 歳入でございます。２款１項国庫負担金１，２８２万５千円の増額補正でございます。これ

につきましては、老人保健医療費国庫負担金の追加交付でございます。 
 ４款１項他会計繰入金２８万２千円の減額補正でございますけども、繰越金がございますの

で、その分、一般会計からの繰り入れを減額するものでございます。 
 ５款１項の繰越金２８万１千円の増額補正でございます。これにつきましては、平成２０年

度の繰越金でございます。 
 ３ページをお願いいたします。 
 歳出でございます。３款１項の償還金３６万４千円の増額補正でございます。平成２０年度

分の支払い基金交付金、県負担金の超過交付されたものの償還金でございます。 
 ２款の繰出金１，２４６万円の増額補正でございますけども、過年度の精算によります一般

会計への繰り出しでございます。 
 以上でございます。よろしくご審議の上、ご議決いただけますよう、お願い申し上げます。 

〇議長（秋山俊和君） 
 説明が終わりました。 
 これから、質疑を行います。 
 質疑はありませんか。 
 （ な し ） 
 質疑を終結いたします。 
 お諮りいたします。 
 ただいま、議題となっております議案第８４号は会議規則第３７条第３項の規定により、委

員会への付託を省略したいと思います。 
 これにご異議ございませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、議案第８４号は、委員会への付託を省略することに決定いたしました。 
 これから、討論を行います。 
 討論はありませんか。 
 （ な し ） 
 討論を終結いたします。 
 これから、議案第８４号に対する採決を行います。 
 お諮りいたします。 
 議案第８４号は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
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 したがって、議案第８４号 平成２１年度北杜市老人保健特別会計補正予算（第１号）は、

原案のとおり可決されました。 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（秋山俊和君） 
   日程第４５ 議案第８５号 平成２１年度北杜市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）を

議題といたします。 
 内容説明を求めます。 
 清水保健福祉部長。 

〇保健福祉部長（清水克己君） 
 議案第８５号 平成２１年度北杜市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）について、

ご説明いたします。 
 １ページをお開きください。 
 平成２１年度北杜市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）は、歳入歳出の総額に

８７６万３千円を追加しまして、歳入歳出の総額をそれぞれ４億７，６３５万６千円とするも

のでございます。 
 ２ページをお願いいたします。歳入でございます。 
 １款１項後期高齢者医療保険料３６６万円の増額補正でございます。これにつきましては、

過年度分の保険料の収入でございます。 
 ３款１項一般会計繰入金６９４万３千円の増額補正でございます。主なものは、後期高齢者

医療基盤安定負担金、県負担金、市負担分でございます。 
 ４款１項の繰越金でございますけども、２２６万円の増額補正でございます。平成２０年度

よりの繰越金でございます。 
 ５款２項償還金及び還付加算金４１０万円の減額補正でございます。保険料の過年度分の還

付額が確定したために、減額するものでございます。 
 ３ページをお願いいたします。歳出でございます。 
 ２款１項の後期高齢者広域連合納付金１，２６６万２千円の増額補正でございます。主なも

のは、過年度分の保険料収入３６６万円。繰越金のうち４月、５月分で受けた保険料の１６７万

６千円。後期高齢者基盤安定負担金７３２万６千円等でございます。 
 ３款１項償還金及び還付加算金４１０万円を減額補正するものです。過年度分の保険料の還

付額の確定による減額でございます。 
 以上でございます。よろしくご審議の上、ご議決いただけますよう、お願い申し上げます。 

〇議長（秋山俊和君） 
 説明が終わりました。 
 これから、質疑を行います。 
 質疑はありませんか。 
 （ な し ） 
 質疑を終結いたします。 
 お諮りいたします。 
 ただいま、議題となっております議案第８５号は会議規則第３７条第３項の規定により、委

員会への付託を省略したいと思います。 

 ２１７



 これにご異議ございませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、議案第８５号は、委員会への付託を省略することに決定いたしました。 
 これから、討論を行います。 
 討論はありませんか。 
 （ な し ） 
 討論を終結いたします。 
 これから、議案第８５号に対する採決を行います。 
 お諮りいたします。 
 議案第８５号は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、議案第８５号 平成２１年度北杜市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

は、原案のとおり可決されました。 
 ここで昼食のため、暫時休憩といたします。 
 再開は１時３０分。 

休憩 午後 ０時００分 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

再開 午後 １時３０分 
〇議長（秋山俊和君） 

 休憩前に引き続き、再開します。 
   日程第４６ 議案第８６号 平成２１年度北杜市介護保険特別会計補正予算（第１号）を議題と

いたします。 
 内容説明を求めます。 
 清水保健福祉部長。 

〇保健福祉部長（清水克己君） 
 議案第８６号 平成２１年度北杜市介護保険特別会計補正予算（第１号）について、ご説明

申し上げます。 
 １ページをお開きください。 
 平成２１年度介護保険特別会計補正予算（第１号）は、歳入歳出の総額にそれぞれ４，４３４万

円を追加しまして、歳入歳出予算の総額を３５億６，６８１万８千円とするものでございます。 
 ２ページをお願いいたします。 
 歳入でございますが、３款１項国庫負担金３３１万９千円の増額補正でございます。これに

つきましては、平成２０年度の介護給付国庫負担金等の精算による追加交付でございます。 
 ５款１項県負担金４１９万円の増額補正でございます。平成２０年度の介護給付費県負担金

の精算によります追加交付でございます。 
 ８款１項繰越金３，６８３万１千円の増額補正でございます。平成２０年度よりの繰越金で

ございます。 
 ３ページをお願いいたします。 

 ２１８



 歳出でございますけども、６款１項基金積立金１，９４２万１千円の増額補正でございます。

介護給付費支払い準備基金への積立金でございます。 
 ８款１項償還金及び還付加算金１，７５１万３千円の増額補正でございます。主なものとい

たしまして、地域支援事業の平成２０年度の実績によります国、県への返還金１９８万３千円。

介護給付費支払い基金への、平成２０年度精算によります返還金１，５４６万５千円でござい

ます。 
 ３項の繰出金７４０万６千円の増額補正でございますけども、平成２０年度地域支援事業の

実績によります、一般会計へ戻すものでございます。 
 以上でございます。よろしくご審議の上、ご議決いただけますよう、お願い申し上げます。 

〇議長（秋山俊和君） 
 説明が終わりました。 
 これから、質疑を行います。 
 質疑はありませんか。 
 （ な し ） 
 質疑を終結いたします。 
 お諮りいたします。 
 ただいま、議題となっております議案第８６号は会議規則第３７条第３項の規定により、委

員会への付託を省略したいと思います。 
 これにご異議ございませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、議案第８６号は、委員会への付託を省略することに決定いたしました。 
 これから、討論を行います。 
 討論はありませんか。 
 （ な し ） 
 討論を終結いたします。 
 これから、議案第８６号に対する採決を行います。 
 お諮りいたします。 
 議案第８６号は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、議案第８６号 平成２１年度北杜市介護保険特別会計補正予算（第１号）は、

原案のとおり可決されました。 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（秋山俊和君） 
   日程第４７ 議案第８７号 平成２１年度北杜市簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）を議

題といたします。 
 内容説明を求めます。 
 堀内生活環境部長。 

 

 ２１９



〇生活環境部長（堀内誠君） 
 議案第８７号 平成２１年度北杜市簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）につきまして、

ご説明申し上げます。 
 １ページをお開きいただきたいと思います。 
 歳入歳出予算の補正でございますけども、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ５１６万

９千円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３２億８９７万７千円とするもので

ございます。 
 めくっていただきまして、２ページをお開きいただきたいと思います。 
 第１表の歳入歳出予算の補正でございます。 
 ６款の繰越金でございます。２０年度の繰越金５１６万９千円を追加するというものでござ

います。 
 ３ページの歳出でございます。 
 １款の水道管理費でございます。１００万円の追加補正をお願いするものでございます。水

道料金の重複納付、漏水による還付金の額に不足を生じましたので、追加をお願いするもので

ございます。 
 ２款の水道施設整備費でございますけども、４１６万９千円をお願いするものでございます

けども、山梨県の農道舗装本復旧工事に伴う前に、須玉町の岩下簡易水道配水管の敷設替え工

事を施工するための補正でございます。 
 補正後の現計予算を３２億８９７万７千円とするものでございます。 
 以上、よろしくご審議のほど、ご議決いただけますよう、お願い申し上げます。 
 以上でございます。 

〇議長（秋山俊和君） 
 説明が終わりました。 
 これから、質疑を行います。 
 質疑はありませんか。 
 （ な し ） 
 質疑を終結いたします。 
 お諮りいたします。 
 ただいま、議題となっております議案第８７号は会議規則第３７条第３項の規定により、委

員会への付託を省略したいと思います。 
 これにご異議ございませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、議案第８７号は、委員会への付託を省略することに決定いたしました。 
 これから、討論を行います。 
 討論はありませんか。 
 （ な し ） 
 討論を終結いたします。 
 これから、議案第８７号に対する採決を行います。 
 お諮りいたします。 

 ２２０



 議案第８７号は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、議案第８７号 平成２１年度北杜市簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）

は、原案のとおり可決されました。 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（秋山俊和君） 
   日程第４８ 議案第８８号 平成２１年度北杜市下水道事業特別会計補正予算（第１号）を議題

といたします。 
 内容説明を求めます。 
 堀内生活環境部長。 

〇生活環境部長（堀内誠君） 
 議案第８８号 平成２１年度北杜市下水道事業特別会計補正予算（第１号）について、ご説

明申し上げます。 
 １ページをお願いいたします。 
 歳入歳出予算の補正でございますけども、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１億円を

追加いたしまして、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３１億２３０万円とするものでご

ざいます。 
 それから２条といたしまして、地方債の補正でございます。地方債の補正によりまして、限

度額の変更をするものでございます。 
 ４ページをお願いいたします。第２表の地方債補正でございます。 
 補正前の限度額１０億５１０万円に今回、１５０万円を追加いたしまして、１０億６６０万

円とするものでございます。１５０万円につきましては、資本費平準化債の発行を予定してお

ります。 
 ２ページにお戻りいただきたいというふうに思います。 
 第１表の歳入歳出予算の補正でございます。 
 ３款の国庫支出金、１項の国庫補助金でございますけども、補助金の決定によりまして、５千

万円を新たに追加するものでございます。 
 ６款の繰入金でございます。４，３９０万円の追加補正でございますけども、内訳としまし

て、建設改良に伴いまして、一般会計から地域活性化・公共投資臨時交付金の充当をいたしま

す。４５４万円でございます。先ほど申しました地方債の発行、資本費平準化債の発行に伴い

まして、繰入金の１５０万円の減の内容でございます。 
 ７款の繰越金につきましては、２０年度からの繰越金４６０万円を追加いたします。 
 ９款の市債でございますけども、１５０万円。資本費平準化債の発行で追加をいたします。 
 ３ページでございますけども、２款の事業費でございます。１億円を追加いたします。大泉、

小淵沢、武川の処理区で管渠の敷設工事、ならびに舗装の本復旧工事を施工するために、追加

をさせていただきたいというふうに思います。 
 ３款の公債費につきましては、財源の更正をするものでございます。補正後の現計予算を

３１億２３０万円とするものでございます。 
 以上、よろしくご審議のほど、ご議決いただけますよう、お願い申し上げます。 

 ２２１



 以上でございます。 
〇議長（秋山俊和君） 

 説明が終わりました。 
 これから、質疑を行います。 
 質疑はありませんか。 
 （ な し ） 
 質疑を終結いたします。 
 お諮りいたします。 
 ただいま、議題となっております議案第８８号は会議規則第３７条第３項の規定により、委

員会への付託を省略したいと思います。 
 これにご異議ございませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、議案第８８号は、委員会への付託を省略することに決定いたしました。 
 これから、討論を行います。 
 討論はありませんか。 
 （ な し ） 
 討論を終結いたします。 
 これから、議案第８８号に対する採決を行います。 
 お諮りいたします。 
 議案第８８号は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、議案第８８号 平成２１年度北杜市下水道事業特別会計補正予算（第１号）は、

原案のとおり可決されました。 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（秋山俊和君） 
   日程第４９ 議案第８９号 平成２１年度北杜市農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）

を議題といたします。 
 内容説明を求めます。 
 堀内生活環境部長。 

〇生活環境部長（堀内誠君） 
 議案第８９号 平成２１年度北杜市農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）について、

ご説明申し上げます。 
 １ページをお願いいたします。歳入歳出予算の補正でございます。 
 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ７，２５５万６千円を追加し、歳入歳出予算の総額

を歳入歳出それぞれ１１億４，７２１万３千円とするものでございます。 
 明許繰越を今回、お願いしたいというふうに思っています。地方自治法第２１３条第１項の

規定により、翌年度に繰り越しして使用できる経費を第２表として、繰越明許費で設定をさせ

ていただきます。 

 ２２２



 ３条で、地方債の補正ということで、地方債の限度額の変更を行うものでございます。 
 ４ページをお願いしたいというふうに思います。第２表の繰越明許費でございます。 
 ２款の事業費、１項事業費の事業名 村づくり交付金事業、金額としまして７，２５５万６千

円でございます。 
 国の補助金の決定に伴いまして、横手地区で進めております汚水処理施設の土木工事につき

まして、処理場の下部の部分の工事でございますけれども、鉄筋コンクリート２５０立方メー

トル、それからＬ型擁壁の工事、３５メートルを翌年度にまたがって施工させていただくため

の繰越明許費の設定でございます。 
 ５ページでございますけれども、第３表 地方債補正でございます。 
 補正前の限度額３億３，９４０万円に、今回の施設整備費、ならびに資本費平準化債の発行

によりまして、２，８２０万円を追加いたしまして、補正後の限度額を３億６，７６０万円と

するものでございます。 
 ２ページにお戻りいただきたいと思います。第１表の歳入歳出予算の補正でございます。 
 ３款の国庫支出金でございます。補助金の決定によりまして、３，６３６万円を追加するも

のでございます。 
 ６款の繰入金でございます。一般会計からの建設改良費、公債費の繰り入れに伴います予算

３０５万円を減額いたします。 
 ７款の繰越金でございますけども、２０年度からの繰越金１，１０４万６千円を追加するも

のでございます。 
 ９款の市債でございます。建設改良費分２，５６０万円と資本費平準化債の発行に伴う

２６０万円合わせまして、２，８２０万円を追加補正するものでございます。 
 ３ページの歳出でございますけども、２款の事業費でございます。７，２５５万６千円を追

加に補正をいたします。先ほど申しましたように、横手地区の汚水処理施設の土木工事、処理

場の下部の部分の工事でございます。擁壁工事を施工するために、追加のお願いをするもので

ございます。 
 ３款の公債費につきましては、財源の更正を行うものであります。補正後の現計予算を１１億

４，７２１万３千円とするものでございます。 
 以上、よろしくご審議の上、ご議決いただけますよう、よろしくお願い申し上げます。 
 以上でございます。 

〇議長（秋山俊和君） 
 説明が終わりました。 
 これから、質疑を行います。 
 質疑はありませんか。 
 （ な し ） 
 質疑を終結いたします。 
 お諮りいたします。 
 ただいま、議題となっております議案第８９号は会議規則第３７条第３項の規定により、委

員会への付託を省略したいと思います。 
 これにご異議ございませんか。 
 （異議なし。の声） 

 ２２３



 異議なしと認めます。 
 したがって、議案第８９号は、委員会への付託を省略することに決定いたしました。 
 これから、討論を行います。 
 討論はありませんか。 
 （ な し ） 
 討論を終結いたします。 
 これから、議案第８９号に対する採決を行います。 
 お諮りいたします。 
 議案第８９号は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、議案第８９号 平成２１年度北杜市農業集落排水事業特別会計補正予算（第

１号）は、原案のとおり可決されました。 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（秋山俊和君） 
   日程第５０ 議案第９０号 平成２１年度北杜市病院事業特別会計補正予算（第２号）を議題と

いたします。 
 内容説明を求めます。 
 清水保健福祉部長。 

〇保健福祉部長（清水克己君） 
 議案第９０号 平成２１年度北杜市病院事業特別会計補正予算（第２号）について、ご説明

申し上げます。 
 今回の補正は、市立甲陽病院の療養病床の建物を国の災害拠点病院等の耐震化整備事業補助

金、ならびに公共投資交付金の活用をして改築するため、その建築設計委託料の計上をするた

めの補正予算でございます。 
 １ページをお開きください。 
 第２条でございますけども、病院事業特別会計の資本的収入及び支出の補正でございます。

まず収入でございますけども、第１款第３項補助金を２千万円増額いたします。一般会計の補

助金を受けまして、病院事業資本的収入の総額を４億７，２０５万３千円とするものでござい

ます。 
 支出でございます。第１款第２項の建設改良費を２千万円、増額補正するものです。先ほど

申しましたとおり、設計委託料の計上でございます。 
 病院事業資本的支出の総額を６億１，４４６万６千円とするものでございます。 
 第３条でございますけども、第８条で定めがございます、一般会計より病院会計が補助を受

けることができる金額を３億２，４６０万３千円から、３億４，４６０万３千円に改めるもの

でございます。 
 以上でございます。よろしくご審議の上、ご議決いただけますよう、お願い申し上げます。 

〇議長（秋山俊和君） 
 説明が終わりました。 
 これから、質疑を行います。 
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 質疑はありませんか。 
 （ な し ） 
 質疑を終結いたします。 
 お諮りいたします。 
 ただいま、議題となっております議案第９０号は会議規則第３７条第３項の規定により、委

員会への付託を省略したいと思います。 
 これにご異議ございませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、議案第９０号は、委員会への付託を省略することに決定いたしました。 
 これから、討論を行います。 
 討論はありませんか。 
 （ な し ） 
 討論を終結いたします。 
 これから、議案第９０号に対する採決を行います。 
 お諮りいたします。 
 議案第９０号は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、議案第９０号 平成２１年度北杜市病院事業特別会計補正予算（第２号）は、

原案のとおり可決されました。 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（秋山俊和君） 
   日程第５１ 議案第９１号 平成２１年度北杜市土地開発事業特別会計補正予算（第１号）を議

題といたします。 
 内容説明を求めます。 
 深沢建設部長。 

〇建設部長（深沢朝男君） 
 議案第９１号 平成２１年度北杜市土地開発事業特別会計補正予算（第１号）につきまして、

その内容をご説明いたします。 
 １ページをお開きください。 
 平成２１年度北杜市土地開発事業特別会計補正予算（第１号）につきましては、歳入歳出予

算の総額に歳入歳出それぞれ３０万５千円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ

９１万９千円とするものでございます。 
 めくっていただきまして、２ページをご覧いただきたいと思います。 
 歳入につきまして、１款財産収入へ１千円。それから４款繰入金、これは一般会計からの繰

入金ということでございますが、３０万４千円の、合わせて３０万５千円を補正するものでご

ざいます。 
 ３ページをご覧いただきたいと思います。 
 歳出ですけれども、１款の土地開発費、ただいまご説明を申し上げた歳入、これを財源とし
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て、不動産鑑定評価委託料の３０万５千円を計上させていただきました。これはみずき団地、

城山団地の不動産鑑定ということでございます。 
 よろしくご審議の上、ご議決いただけますよう、よろしくお願いいたします。 
 以上です。 

〇議長（秋山俊和君） 
 説明が終わりました。 
 これから、質疑を行います。 
 質疑はありませんか。 
 （ な し ） 
 質疑を終結いたします。 
 お諮りいたします。 
 ただいま、議題となっております議案第９１号は会議規則第３７条第３項の規定により、委

員会への付託を省略したいと思います。 
 これにご異議ございませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、議案第９１号は、委員会への付託を省略することに決定いたしました。 
 これから、討論を行います。 
 討論はありませんか。 
 （ な し ） 
 討論を終結いたします。 
 これから、議案第９１号に対する採決を行います。 
 お諮りいたします。 
 議案第９１号は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、議案第９１号 平成２１年度北杜市土地開発事業特別会計補正予算（第１号）

は、原案のとおり可決されました。 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（秋山俊和君） 
   日程第５２ 議案第９２号 平成２１年度北杜市明野財産区特別会計補正予算（第１号）から日

程第５４ 議案第９４号 平成２１年度北杜市浅尾原財産区特別会計補正予算（第１号）まで

の３案件を一括議題といたします。 
 順次、内容説明を求めます。 
 村田明野総合支所長。 

〇明野総合支所長（村田茂君） 
 議案第９２号 平成２１年度北杜市明野財産区特別会計補正予算（第１号）の説明をさせて

いただきます。 
 １ページをおめくりください。 
 平成２１年度北杜市明野財産区特別会計歳入歳出予算の補正でございます。 
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 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１，１３４万円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳

入歳出それぞれ２，３０１万円とするものでございます。 
 ２ページをお願いいたします。歳入でございます。 
 ５款繰入金、１項朝神財産区繰入金、補正額１，１３４万円でございます。歳入歳出の合計

が２，３０１万円になります。 
 ３ページをお願いいたします。歳出でございます。 
 １款朝神財産区、１項管理費、補正額１，１３４万円でございます。これにつきましては、

地区公民館の建設にかかる補助金でございます。 
 したがいまして、歳出の総額が２，３０１万円になります。 
 よろしくご審議の上、ご議決くださいますよう、お願いいたします。 

〇議長（秋山俊和君） 
 仁科小淵沢総合支所長。 

〇小淵沢総合支所長（仁科陽一君） 
 議案第９３号 平成２１年度北杜市小淵沢財産区特別会計補正予算（第１号）について、ご

説明をさせていただきます。 
 １ページをお開きください。 
 歳入歳出予算の補正でございますが、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２０６万円を

追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ７３５万８千円とするものでございます。 
 ２ページをお開きいただきたいと思います。第１表 歳入歳出予算補正。 
 歳入でございますが、３款繰越金でございます。主なものといたしましては、２０年度の決

算によりまして、３財産区の額の確定によるものでございます。２０５万７千円でございます。 
 ３ページ、歳出のほうをお願いいたします。 
 歳出でございますが、１款の棒道下恩賜林保護財産区でございますが、２項総務費でござい

ます。補正額６５万８千円でございますが、これは財産管理に伴います山林の下草刈り賃金等

でございます。 
 ２款の大平山恩賜県有財産保護財産区でございますが、２項の総務費１３７万１千円でござ

いますが、負担金の研修負担金、ならびに財産管理費に伴います下草刈りの賃金等でございま

す。 
 よろしくご審議のほど、ご議決いただきますよう、よろしくお願い申し上げます。 

〇議長（秋山俊和君） 
 村田明野総合支所長。 

〇明野総合支所長（村田茂君） 
 議案第９４号 平成２１年度北杜市浅尾原財産区特別会計補正予算（第１号）でございます。 
 説明をさせていただきます。 
 １ページをお願いいたします。 
 平成２１年度北杜市浅尾原財産区特別会計補正予算、歳入歳出予算の補正でございますけど

も、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ５１３万３千円を追加し、歳入歳出予算の総額を

歳入歳出それぞれ３，１９２万円とするものでございます。 
 ２ページをお願いいたします。 
 歳入でございます。４款繰越金、１項の繰越金５１３万３千円でございます。これにつきま
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しては、２０年度の決算に伴う繰越金でございます。したがいまして、歳入合計につきまして

は３，１９２万円になります。 
 ３ページをお願いいたします。歳出でございます。 
 ２款総務費、１項総務管理費３８０万円の補正でございます。これにつきましては、積立金

でございます。 
 ３款の事業費、１項の計画調査費１３３万３千円の補正でございます。これにつきましては、

土地の地目変更に伴う委託料等でございます。 
 したがいまして、歳出総額を３，１９２万円にするものでございます。 
 よろしくご審議の上、ご議決くださいますよう、お願いいたします。 

〇議長（秋山俊和君） 
 説明が終わりました。 
 これから、質疑を行います。 
 質疑はありませんか。 
 （ な し ） 
 質疑を終結いたします。 
 お諮りいたします。 
 ただいま、議題となっております議案第９２号から議案第９４号までの３案件は、会議規則

第３７条第３項の規定により、委員会への付託を省略したいと思います。 
 これにご異議ございませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、議案第９２号から議案第９４号までの３案件は、委員会への付託を省略するこ

とに決定いたしました。 
 これから、議案第９２号から議案第９４号までの討論を一括して行います。 
 討論はありませんか。 
 （ な し ） 
 討論を終結いたします。 
 これから、議案第９２号から議案第９４号までの採決を一括して行います。 
 お諮りいたします。 
 議案第９２号から議案第９４号までは、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、議案第９２号から議案第９４号までは、原案のとおり可決されました。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（秋山俊和君） 
   日程第５５ 議案第９５号 工事請負変更契約の締結について（明野小学校屋内運動場改築建築

主体工事）を議題といたします。 
 内容説明を求めます。 
 小林企画部長。 
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〇企画部長（小林喜文君） 
 それでは議案第９５号 工事請負変更契約の締結（明野小学校屋内運動場改築建築主体工事）

について、ご説明を申し上げます。 
 平成２１年第２回北杜市定例議会において、平成２１年６月１２日に議決された明野小学校

屋内運動場改築建築主体工事請負契約について、次のとおり請負変更契約を締結したいので、

地方自治法第９６条第１項第５号、ならびに北杜市議会の議決に付すべき契約及び財産の取得、

又は処分の範囲を定める条例第２条の規定により、議会の議決を求めるものであります。 
 契約の目的 公立学校施設整備国庫負担（交付金）事業 

明野小学校屋内運動場改築建築主体工事 
 契約金額 変更前２億９，１９０万円 
       変更後２億９，７０６万３，９００円 
 ５１６万３，９００円の増高であります。 
 内容につきましては、転石が多く地中張り基礎が困難であることから、破壊処分を必要とす

るものでございます。 
 契約の相手方 山梨県甲府市国母５丁目１８番２２号 

井口工業株式会社 代表取締役 井口和則 
 以上、よろしくご審議の上、ご議決をいただきますよう、お願い申し上げます。 

〇議長（秋山俊和君） 
 説明が終わりました。 
 これから、質疑を行います。 
 質疑はありませんか。 
 （ な し ） 
 質疑を終結いたします。 
 お諮りいたします。 
 ただいま、議題となっております議案第９５号は会議規則第３７条第３項の規定により、委

員会への付託を省略したいと思います。 
 これにご異議ございませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、議案第９５号は、委員会への付託を省略することに決定いたしました。 
 これから、討論を行います。 
 討論はありませんか。 
 （ な し ） 
 討論を終結いたします。 
 これから、議案第９５号に対する採決を行います。 
 お諮りいたします。 
 議案第９５号は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、議案第９５号 工事請負変更契約の締結について（明野小学校屋内運動場改築

 ２２９



建築主体工事）は、原案のとおり可決されました。 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（秋山俊和君） 
   日程第５６ 議案第９９号 甲斐大泉温泉（パノラマの湯）及び北杜市林業休養センター「八ヶ

岳いずみ荘」の指定管理者の指定についてを議題といたします。 
 内容説明を求めます。 
 小林企画部長。 

〇企画部長（小林喜文君） 
 それでは議案第９９号 甲斐大泉温泉（パノラマの湯）及び北杜市林業休養センター「八ヶ

岳いずみ荘」の指定管理者の指定について、ご説明を申し上げます。 
 地方自治法第２４４条の２第３項及び北杜市公の施設に係る指定管理者の指定手続き等に関

する条例第６条第１項の規定により、公の施設の管理について、次のとおり指定管理者を指定

するものであります。 
 公 の 施 設 の 名 称 甲斐大泉温泉（パノラマの湯） 
               北杜市林業休養センター「八ヶ岳いずみ荘」 
 指定管理者となる団体の名称 山梨県北杜市小淵沢町９９６番地 
               株式会社マルマサホテルシステム 代表取締役 名取政仁 
 指 定 の 期 間 平成２２年４月１日から平成２７年３月３１日まで 
 以上、地方自治法第２４４条の２第６項の規定により、議会の議決を求めるものであります。 
 以上、よろしくご審議の上、ご議決をいただきますよう、お願い申し上げます。 

〇議長（秋山俊和君） 
 説明が終わりました。 
 これから、質疑を行います。 
 質疑はありませんか。 
 （ な し ） 
 質疑を終結いたします。 
 お諮りいたします。 
 ただいま、議題となっております議案第９９号は会議規則第３７条第３項の規定により、委

員会への付託を省略したいと思います。 
 これにご異議ございませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、議案第９９号は、委員会への付託を省略することに決定いたしました。 
 これから、討論を行います。 
 討論はありませんか。 
 （ な し ） 
 討論を終結いたします。 
 これから、議案第９９号に対する採決を行います。 
 お諮りいたします。 
 議案第９９号は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 
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 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、議案第９９号 甲斐大泉温泉パノラマの湯及び北杜市林業休養センター八ヶ岳

いずみ荘の指定管理者の指定については、原案のとおり可決されました。 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（秋山俊和君） 
   日程第５７ 議案第１００号 大武川河川公園の指定管理者の指定についてを議題といたします。 

 内容説明を求めます。 
 小林企画部長。 

〇企画部長（小林喜文君） 
 議案第１００号 大武川河川公園の指定管理者の指定について、ご説明を申し上げます。 
 地方自治法第２４４条の２第３項及び北杜市公の施設に係る指定管理者の指定手続き等に関

する条例第６条第１項の規定により、公の施設の管理について、次のとおり指定管理者を指定

するものでございます。 
 公 の 施 設 の 名 称 大武川河川公園 
 指定管理者となる団体の名称等 山梨県北杜市武川町柳澤３５０６番地１ 
                特定非営利活動法人 甲斐道楽 
                代表理事 永田八洲 
 地方自治法第２４４条の２第６項の規定により、議会の議決を求めるものであります。 
 以上、よろしくご審議の上、ご議決をいただきますよう、お願い申し上げます。 

〇議長（秋山俊和君） 
 説明が終わりました。 
 これから、質疑を行います。 
 質疑はありませんか。 
 （ な し ） 
 質疑を終結いたします。 
 お諮りいたします。 
 ただいま、議題となっております議案第１００号は会議規則第３７条第３項の規定により、

委員会への付託を省略したいと思います。 
 これにご異議ございませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、議案第１００号は、委員会への付託を省略することに決定いたしました。 
 これから、討論を行います。 
 討論はありませんか。 
 （ な し ） 
 討論を終結いたします。 
 これから、議案第１００号に対する採決を行います。 
 お諮りいたします。 
 議案第１００号は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 
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 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、議案第１００号 大武川河川公園の指定管理者の指定については、原案のとお

り可決されました。 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（秋山俊和君） 
   日程第５８ 議案第１０１号 白州町交流促進施設の指定管理者の指定についてを議題といたし

ます。 
 内容説明を求めます。 
 小林企画部長。 

〇企画部長（小林喜文君） 
 議案第１０１号 白州町交流促進施設の指定管理者の指定について、ご説明を申し上げます。 
 地方自治法第２４４条の２第３項及び北杜市公の施設に係る指定管理者の指定手続き等に関

する条例第６条第１項の規定により、公の施設の管理について、次のとおり指定管理者を指定

するものでございます。 
 公 の 施 設 の 名 称 白州町交流促進施設 
 指定管理者となる団体の名称等 山梨県北杜市白州町白須１３０８番地 
                道の駅はくしゅう管理運営組合 
                組合長 古屋博 
 指 定 の 期 間 平成２２年４月１日から平成２７年３月３１日まで 
 地方自治法第２４４条の２第６項の規定により、議会の議決を求めるものでございます。 
 以上、よろしくご審議の上、ご議決をいただきますよう、お願い申し上げます。 
 なお、先ほど議案第１００号の中で、指定の期間のご説明が落としてありました。 
 平成２２年４月１日から平成２５年３月３１日までと、お願いをいたします。 

〇議長（秋山俊和君） 
 説明が終わりました。 
 これから、質疑を行います。 
 質疑はありませんか。 
 （ な し ） 
 質疑を終結いたします。 
 お諮りいたします。 
 ただいま、議題となっております議案第１０１号は会議規則第３７条第３項の規定により、

委員会への付託を省略したいと思います。 
 これにご異議ございませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、議案第１０１号は、委員会への付託を省略することに決定いたしました。 
 これから、討論を行います。 
 討論はありませんか。 
 （ な し ） 
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 討論を終結いたします。 
 これから、議案第１０１号に対する採決を行います。 
 お諮りいたします。 
 議案第１０１号は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、議案第１０１号 白州町交流促進施設の指定管理者の指定については、原案の

とおり可決されました。 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（秋山俊和君） 
   日程第５９ 議案第１０２号 北部ふるさと公苑の指定管理者の指定についてを議題といたしま

す。 
 内容説明を求めます。 
 小林企画部長。 

〇企画部長（小林喜文君） 
 議案第１０２号 北部ふるさと公苑の指定管理者の指定についてをご説明申し上げます。 
 地方自治法第２４４条の２第３項及び北杜市公の施設に係る指定管理者の指定手続き等に関

する条例第６条第１項の規定により、公の施設の管理について、次のとおり指定管理者を指定

するものであります。 
 公 の 施 設 の 名 称 北部ふるさと公苑 
 指定管理者となる団体の名称等 山梨県甲府市徳行２丁目２番３８号 
                株式会社メイキョー 
                代表取締役 飯田祥雄 
 指 定 の 期 間 平成２２年４月１日から平成２７年３月３１日まで 
 地方自治法第２４４条の２第６項の規定により、議会の議決を求めるものであります。 
 以上、よろしくご審議の上、ご議決をいただきますよう、お願い申し上げます。 

〇議長（秋山俊和君） 
 説明が終わりました。 
 これから、質疑を行います。 
 質疑はありませんか。 
 （ な し ） 
 質疑を終結いたします。 
 お諮りいたします。 
 ただいま、議題となっております議案第１０２号は会議規則第３７条第３項の規定により、

委員会への付託を省略したいと思います。 
 これにご異議ございませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、議案第１０２号は、委員会への付託を省略することに決定いたしました。 
 これから、討論を行います。 
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 討論はありませんか。 
 （ な し ） 
 討論を終結いたします。 
 これから、議案第１０２号に対する採決を行います。 
 お諮りいたします。 
 議案第１０２号は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、議案第１０２号 北部ふるさと公苑の指定管理者の指定については、原案のと

おり可決されました。 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（秋山俊和君） 
   日程第６０ 諮問第１号 人権擁護委員の候補者の推薦についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 
 白倉市長。 

〇市長（白倉政司君） 
 人権擁護委員の候補者の推薦につきまして、ご説明申し上げます。 
 法務大臣が委嘱する人権擁護委員の任期が満了となるため、新たにその後任候補者を推薦す

る必要があるので、人権擁護委員法第６条第３項の規定により、北杜市明野町小笠原３３３７番

地 宮川重昭。同じく明野町上手４９１９番地９ 望月さつき。同じく須玉町若神子１４７３番

地７ 赤岡てるみ。同じく高根町蔵原１８３２番地 清水ゆき子。同じく長坂町大井ヶ森

７２５番地 板山玉枝。同じく大泉町谷戸２９５４番地の１ 三井文香。同じく大泉町谷戸

３９６８番地 小池敬親。同じく武川町三吹２４１５番地 武藤長正。同じく武川町柳澤

１５４９番地１ 小池満雄につきまして、議会の意見を求めるものであります。 
 よろしくご審議の上、ご決定のほどをお願い申し上げます。 

〇議長（秋山俊和君） 
 市長の説明が終わりました。 
 お諮りいたします。 
 本案は質疑・討論を省略し、採決したいと思いますが、ご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、質疑・討論を省略し、採決いたします。 
 本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、諮問第１号 人権擁護委員の候補者の推薦については、原案のとおり推薦する

ことに決定いたしました。 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
 
 

 ２３４



〇議長（秋山俊和君） 
   日程第６１ 発議第５号 父子家庭に対する経済的支援の実施を求める意見書の提出についてを

議題といたします。 
 提出者であります文教厚生常任委員長、千野秀一君から提案理由の説明を求めます。 
 １３番議員、千野秀一君。 

〇１３番議員（千野秀一君） 
 発議第５号 
 北杜市議会議長 秋山俊和様 

北杜市議会文教厚生常任委員会委員長 千野秀一 
 父子家庭に対する経済的支援の実施を求める意見書の提出について 
 上記意見書を別紙のとおり、地方自治法第１０９条第７項及び北杜市議会規則第１４条２項

の規定により、提出する。 
 提出理由 
 父子家庭の生活実態は、母子家庭と同様に厳しい状況であるにもかかわらず、父子家庭に対

する経済的な支援は制度化されていない。父子家庭に対しても、母子家庭と同様な支援制度の

創設をお願いしたいので、この案を提出する。 
 父子家庭に対する経済的支援の実施を求める意見書（案） 
 長期化する景気低迷による経済状況の悪化により、父子家庭においては経済的支援が必要な

家庭が増大している。 
 国の母子家庭に対する経済的な支援は児童扶養手当、母子家庭自立支援給付金、母子福祉資

金など制度化されているが、父子家庭は対象としていない。地方自治体の中には、独自の事業

として、父子家庭に対する支援を実施しているところも多くなっている。しかし、この問題は

国が制度の確立を行い、しっかりと支えていくべきである。男女共同参画社会の実現に向けた

取り組みを、国の指導のもとで推進しているところでもある。 
 母子家庭、父子家庭の別なく、ひとり親家庭として平等な取り扱いを早急に実施するよう、

強く要望する。 
 以上、地方自治法第９９条の規定により、意見書を提出する。 
 平成２１年１０月１日 

北杜市議会議長 秋山俊和 
 提出先 
 内閣総理大臣宛 
 厚生労働大臣宛 
 以上です。 

〇議長（秋山俊和君） 
 説明が終わりました。 
 お諮りいたします。 
 本案については質疑・討論を省略し、採決をしたいと思いますが、ご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、質疑・討論を省略し、採決いたします。 
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 本案は、原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、発議第５号 父子家庭に対する経済的支援の実施を求める意見書の提出につい

ては、原案のとおり可決することに決定いたしました。 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（秋山俊和君） 
   日程第６２ 議員派遣の件を議題といたします。 

 お手元に配布しております議員派遣の件のとおり、議員を派遣することにご異議ありません

か。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、議員派遣の件は、別紙のとおり議員を派遣することに決定いたしました。 
 お諮りいたします。 
 ただいま、議決しました議員派遣の件について、やむを得ず変更が生ずる場合は議長に一任

をお願いしたいと思いますが、ご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、やむを得ず変更が生ずる場合は、議長に一任することに決定いたしました。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（秋山俊和君） 
   日程第６３ 閉会中の継続審査の件を議題といたします。 

 総務常任委員会、文教厚生常任委員会、経済環境常任委員会及び議会運営委員会の各委員長

から会議規則第１０１条の規定により、お手元に配布いたしました申出書のとおり、所管事項

の審査につき、閉会中の継続審査の申し出がありました。 
 お諮りいたします。 
 各委員長の申し出のとおり、閉会中の継続審査とすることにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 したがって、各委員長の申し出のとおり、閉会中の継続審査とすることに決定いたしました。 
 以上で、本定例会に付議されました議案の審議は、すべて終了いたしました。 
 ９月１０日から開催されました平成２１年第３回定例会は、議員各位ならびに市当局の皆さ

まのご協力をいただき、２２日間の全日程を無事終了することができました。衷心から感謝を

申し上げ、平成２１年第３回北杜市議会定例会を閉会といたします。 
 大変、ご苦労さまでございました。 

 

閉会 午後 ２時１８分 
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